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H

②

公
共
問
題
の
解
決
様
式

㈹

問
題
解
決
様
式
の
限
界

原
理
と
利
益
の
妥
協

2(2

e

沿

革

現
代

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
民
主

・
共
和
両
党

は
、
政
権
獲
得

の
場
合
、

い
ず
れ
も
、
大
統
領
を
軸
心
と
す
る
行
政
部
政
党

に
、
政
策
機

能

の
遂
行
責
任
を
課

し
て
い
る
。
「
議
会
が
連
邦
政
府
を
支
配
し
て
い
た

一
九
世
紀

一
般
と

は
異
な
り
、
二
〇
世
紀
は
、
最
高
の
立
法
者
な

　
ユ

　

ら
び

に
議
事
日
程
決
定
者
と
し
て
の
大
統
領

の
出
現
を

み
る
に
至

っ
て
い
る
」
。

こ

の
場
合
、

国
民
全
体
か
ら
選
出
さ
れ
る

昌
国
民
の
指

ハ
　

　

導
者

・
最
高
の
伝
道
者
L

(い
Φ巴
霞

鼠

峠冨

零
旦

¢
簿
コ山
9

謀

軍
①曽
ゴ
ε

と
し

て
の
大
統
領
が
、

自
己

に
向
け
ら
れ
た
現
代

に
特
有

の
錯

雑
な
公
共
問
題

の
解
決
を
求
め
る
民
意

の
期
待
や
要
望
を
、
具
体
的
な
立
法
計
画
に
転
換
し
、
こ
れ
ら
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
民

意

の
期
待
や
要
望

に
現
実
的
効
果
を
付
与

し
て
ゆ
く

た
め
に
は
、
峻
厳
な
権
力
分
立
制

の
下
で
法
律
制
定

の
憲
法
上
の
権
能
が
議
会

に
固

く
掌
握
さ
れ

て
い
る
以
上
、
大
統
領

に
ょ
る
与
野
党

双
方

の
議
員
の
協
力
と
支
持

の
調
達
が
、
不
可
欠

の
条
件
と
な

る
。
け
れ
ど
も
、
こ

の
条
件

の
充
足

は
、
現
実

に
は
決
し

て
容
易
で
は
な

い
。
そ

の
こ
と
の

一
端

は
、

一
九
八

一
年

に
お
け
る
社
会
福
祉
施
策
費

の
削
減
を
争

　
ヨ

　

 点
と

す

る
共

和
党

大
統

領
と

下
院

民

主
党

と

の
底
深

い
対

立

の

一
挿

話

に
覗

わ
れ

る
。

す
な

わ

ち
、

一
九

八

一
年

の
春

、
共

和
党
大

統
領

と
下

院
民

主
党

と

は
、
連

邦

予
算
案

の
規

模

と
形
式

を

め
ぐ

っ
て
熾
烈

な
攻

防

を
繰

り

広
げ

て

い
た
。

R

・
レ
ー
ガ

ン

(図
。
ご鋤
罷

閃
.曽
αq餌昌
)

大

統
領

及
び
議

会

({O
餌
℃騨
O
}
国
陣=
)

に
お
け

る
彼

の
盟

友

は
、

と
も

に
、

社
会

福

祉
施

策
費

に
対

す

る

大
幅

な
削

減

の
断
行

を
決
意

し
て

お
り
、

そ
う

し
た
決
意

は
、

そ

こ

に
お
け

る
南

部
民

主
党

の

一
団

に
よ

っ
て
も

支

持

さ
れ

て

い
た
。

レ
ー
ガ

ン
大
統

領

は
、
自

ら
が

提
案

し
た
政

府
出

費

の
削
減

案

に
応
ず

べ
き

民
主

党
支

配
下

の
下
院

予
算

委
員
会

(ひ
①
U
Φヨ
。
。邑

圃?
8
舜
邑

互

鉱
2
。。Φ
げ巳
αq霧

。。
ヨ
ヨ
凶幕
)

の
努



公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相(ゴ

力

に
不
満
を
表
明
し
、

一
九
八
〇
年

に
お
け

る
大
統
領
選
挙

の
圧
倒
的
勝
利

(国
民
の
直
接
選
挙
に
お
け
る
得
票
率
五
〇

・
八
%
、
大
統
領
選

挙
人
獲
得
数
四
八
九
)
の
事
実

に
よ

っ
て
背
景
を
支
え
ら
れ

つ
つ
、
彼
自
身

に
ょ
る
当
該
案
作

に
関
す
る
若
干

の
最
終
改
正
事
項
の
提
示
を

決
断
す
る
に
至

っ
た
。
「
現
在
、
下
院
予
算
委
員
会

で
審
議
さ
れ

て

い
る

予
算
案

の
少
な

か
ら
ぬ
立
法
文
言

に
代
替
す

べ
き
文
言
を
当
該

委
員
会

に
上
程

し
、

そ
れ

に

つ
い
て
票

決

し

て
戴

く
機

会
を

・

私

に
与

え

ら
れ

碗

」

旨

・
大
統

領

は
・

当
時

の
下

院
議

長

T

・
P

.
オ

ニ
!

ル

(日
ゲ
。屋

の
"

O
.2
.
ξ

(民
主
党
)
(
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
選
出
)

に
対

し
て
電
話

で
申

し

入
れ

た
。

さ
ら

に
、
大
統
領

が

、
「
下

院

は
、

こ
れ

ま

で
、
手
際

よ
く
職

務
を
遂

行

し
て
き

た
。

し

か
し
、

そ
れ

は
十

二
分

に
成
功

し
た
と

は

い
い
難

い
。

私

は
…

…
」

と

こ

こ
ま

て
述

べ
た
と
き

、
下

院
議

長

は
、

そ

の
発

言
を

遮

り
、
「
閣
下

は
、

権
力

分

立
制
を

御
存

じ
な

か

っ
た

の
で
あ

ろ

う

か
。

政
府

出
費

の
決

定

に
責
任

を
有

し
て

い
る

の
は
、
常

に
合
衆

国
議

会

で
あ

る
」
と

反

駁

短

・

こ
れ

を
受

け

て
・

レ
習
ガ

ン
大

統
領

は
・

即
座

に
・

「
私

　
　
　

は
、
合
衆
国
憲
法
を
熟
知
し
て
い
る
」
と
、
憤
然
と
し
て
応
答
し
た

の
で
あ

る
。

そ
れ
ば

か
り
で
は
な

い
。
大
統
領
を
頂
点
と
す

る
行
政
部
政
党
が
、
自

ら
樹
立
し
た
具
体
的
立
法
計
画

に
対
す
る
立
法
部

《
与
党
》

の

信
従
と

一
体
化

.
共
鳴
と
受
容
を
確
保
す

る
こ
と
す
ら
、
多
大

の
困
難
を
伴
う
。
大
統
領
が
与
党

に
お
け
る
党
員

一
般

の
広
範

か

つ
強
力

な
支
持
を
獲
得

し
て
い
た
と

し
て
も
、

こ
う
し
た
支
持

の
獲
得
が
、
与
党

に
お
け
る

「
統
治

の
な
か
の
政
党
」
、

と
り
わ
け
、

立
法
部
政

党

に
対
す

る
大
統
領

の
長
期
的
指
導

の
確
立

に
、
決
し
て
直
線
的

に
変
移
す

る
わ
け
で
は
な

い
。
極
言
す
る
な
ら
ぽ
、
前
者

の
支
持

の
獲

得
と
後
者

の
長
期
的
指
導

の
確
立
と
は
、
互

い
に
無
関
係
に
並
置
さ
れ

る
。
従

っ
て
、
大
統
領
が
、
野
党

よ
り
も
む
し
ろ
与
党

に
お
け
る

議
会

指

導
者

の
言

動

に
よ

っ
て
、
失
態

を

演
じ

た

り
、
あ

る

い
は
・
挫

折

を
蒙

る
場

合
が

・
少

な

く
な

厄

こ
の

こ
と

は
・
J

・
F

・
ケ

ネ
デ

ィ

(喜

男

凶
Φコ
尋

)
大
統
領

の
次

の
短

い

筍

に
袈

に
嚢

れ
る
・

「
党

に
対
す

る

〔与

党

議
員

の
〕

忠

誠
感

や
責

任
感

は
、

ほ
と

ん
ど
全

く
、

何

の
意
味

も
も

た
な

い
。

こ
れ

故
、

大
統

領

は
・
何

よ
り

も

ま

し

て
、

ま
ず

、
自

己

の
職

務
を

自

ら

の
力

で
処

理

し

て
ゆ

か
ね
ば

な

ら
な

い
」
。

(
〔

〕
内
引
用
者
〉

(3)
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同

じ
文

L

・
B

・
ジ

ョ
ン
ソ

ン

(ご

邑
8

切
し

。ぎ
・・8
)
大

統
領

も

、

.」
れ

と
同

じ

.」
と

を
、
(鞭

の
特

別

法
律
顧

問

(、,℃
..一ロ一
..ロ
嵩
...一)

で
あ

っ
た

H

・
マ

ッ
ク

フ

ァ
ー

ソ

ン

(蔚

ξ

ζ
。写

Φ「。。8
)

に
向

っ
て
、
次

の
よ
う

に
語

っ
て

い
る
。

「
大

統
領

が
・

ど

の
よ
う
な

種
類

の
多
数

者

の
支

持
を

得

て
当
選

し
た

か

は
、
全

く

問
題

と

な
ら
な

い
。

彼

ら
〔
下

院
多
数

者

n
民

主
党

下

院
議

員
〕
が

、
大

統

領
を

正
当

に
遇
す

る

の
は
、
僅

か

一
年

間

で
あ

り
、

彼

ら
が

再
選

に
よ
る
自
己

の
政

治
生

命

の
延

長
を

気
づ

か

い

は
じ

め
る
以
前

の
期
間
に
限
ら
れ
る
・
任
期

の
第
三
年

に
は
、
大
統
領
は
、
採
決

の
賛
否
表
示
に
お

い
て
破
れ
る
。
…
-
任
期
の
第
翠

に
は
、
大

統
領

は
、
彼

ら
と

の
駈

引

に
終

始
す

る
。

議
会

の
半

数
が

い
か

に
し

て
大

統

領
を
打

ち
負

か
す

か
を
考

・兄
て

い
る
と
き

に
、
大

統

領

は
、
何
も

の
も

議

会
を

通
過

さ

せ
る

こ
と
が

で
き

な

い
。

そ

こ

で
、
大

統

領

は
、

一
年

待

た
ね
ば

な

ら
な

い
」
。

　の

　

ま
た
、

ジ

ョ
ソ
ソ

ソ
大

統
領

は
、

次

の
よ

う

に
も
述

べ

て

い
る
。

「
彼
ら

は
・
大

統

領
と

行
動
を

と
も

に
し
、

暫
時
、

大
統

領

の
望

む

ほ
と

ん
ど
す

ぺ
て
を
、
彼

に
与

、兄
る
。

し
か
し
、
次

に
、

彼

ら

は
、

急

に
大

統
領

に
対

し

て
敵

対
す

る
。

こ
れ
が

、
彼

ら

の
常
態

で
あ

る
。

彼

ら

は
、
大
統

領

が
過

誤
を

犯
す

の
を

気
長

に
待

ち
続
け

る
。

そ

し

て
・

大
統

領
が

・
過

誤
を

犯

す
。

そ

の
際

、
彼

ら

は
、
大

統
領

に
、

ほ
と

ん
ど

す

べ

て
与

え

る
。

こ
の
後

、

透

か
さ

ず
、

彼
ら

は
、
大

統

領

に
、

そ

の
代
償

を
支

払

わ

せ
る
」
。

右

に
述

べ
た
よ
う

に
・
行
政
部
政
党
と
立
法
部
政
党

の
間
に
は
、

一
種
異
様
な
不
協
和
音
が
奏
で
ら
れ
る
の
が
、
並
・
導

あ
る
。
な
ぜ

な
ら
・
大
統
領
と
議
員
と

は
・
権
力
分
立
制

の
結
果
と
し
て
、
そ

の
選
挙
方
法
の
相
違

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
政
治
的
志
向
性
を
異

に
す

る

か
ら
で
臥
疑
。

ア
メ
リ
ヵ
国
民

一
般

の
平
均
的
な
政
策
選
好
の
原
基
を
形
づ
く

る
原
理

の
輪
郭

の
な
か
に
、
自
己
の
全
国
選
挙
区
内

に
あ

る
多
様
藷

利
益
を
収
敏
さ
せ
る
と

こ
ろ
の
、
大
統
領

の
原
理
志
向
性
と
、
自
己

の
特
定
選
挙
区
内

に
お
け

る
支
配
的
諸
利
益
を
優
先
的

に
配
慮
す
る
と

こ
ろ
の
、
議
員
の
利
益
志
向
性
が
、
す
な
わ
ち
、

こ
れ
に
当

る
。

そ
れ
故
、
大
統
領
は
、
自
ら
が
志
向
す

る
原
理
を
原
初
的

・
原
型
的
な
核
質
部
と
し

て
自
己

の
具
体
的
立
法
計
画
を
構
成
す

る
こ
と
を

4(4)
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試

み
る
。

こ

の
意
味

に
お

い
て
、

大
統

領

は
、
《
原

理

の
信

託
者
》
(仲冨

峠H藁

①Φ
。h
鼠

"
9

一・・。)
と
称

し

て
よ

い
。

こ
れ

に
反

し
、
議

員

は
、

原

理

の
輪

郭
を

打

ち
壊

し
、

こ
う

し
た
大

統
領

の
立
法

計

画
を

、
自

ら

の
代

表
利
益

と

い
う
各

々
に
独

特

の
漆
喰

を
以

っ
て
可
及
的

に
塗

り
固

め
よ

う
と
す

る
。

従

っ
て
、
議

員

は
、
《
利

益

の
代

理
機

関
》

(停
㊦
餌αq。寡

。=

算
。
「婁

)

と

い
う

こ
と
が

で
き

る
。
あ

る

い
は
、
大
統
(12

)

領

が
、
「
政

策

首
唱
者
」

(や
島
2

胃
。日
。
§
)

で
あ

り
、

議

員
が

、

「
政
策

改
作

者

」

(旦

凶身

糺
昌
聾

)

で
あ

る
と

い
う

こ
と
も

で
き

よ
う
。

こ
こ

に
、

《
大
統
領

-

原

理
》

と

《
議

員
-

利
益
》

と

い
う

明

確
な

対

比
軸
が

設

定

さ
れ

る

で
あ

ろ

う
。

公

共
政
策

決
定

過
程

は
、

こ
の

よ
う

に
相

互

に
反

極
を

構

成

し
遠
く

隔

て
ら
れ

た
対

角
線

の
両
端

に
位

置
す

る
二
者

の
間

に
、
層

々
と
連

続

し

て
展

開

さ
れ

る
妥
協

・
調

(
13

)

整

・
取
引

に
よ

っ
て
、
進
捗
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
際
、
大
統
領
は
、
後

述
す
る
よ
う

に
、
自
己

の
代
表
原
理

の
原
底

に
ま
で
下
降

し
、
立
法
権

の
担

い
手
で
あ

る
議
員

に
対
し
て
あ

る
程
度

の
譲
歩
を
行
な

い
、
彼
ら
の
利
益
要
求

の
少

な
か
ら
ぬ
部
分
を
社
会
的

に
実
現
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
自
己
が
最
重
要
視
す
る
公
(14

)

共
問
題

に
つ
い
て
の
具
体
的
立
法
計
画
に
対
す

る
議
員

の
協
力
と
支
持
と
を
喚
起
し
彼
ら
の
共
感
を
確
保
し
て
ゆ
く
の
が
、
通
例
で
あ

る
。

そ
れ
故
に
、
大
統
領
が
負
荷
す

る
い
わ
ぽ

《
縦

の
原

理
》

の
垂
直
的
ヴ

ェ
ク
ト

ル
は
、
議
員
が
付
帯
す

る

《
横

の
利
益
》

の
多
様
性

へ
の

譲
歩
と
取
引
を
通
し
て
、
水
平
的

ヴ

ェ
ク
ト
ル
に
置
き
換
え
ら
れ
、
こ
う
し
て
は
じ

め
て
、
大
統
領

は
、
自
己
の
主
張
を
社
会

に
貫
徹
さ

せ
発
展
さ
せ
得

る
と
考
え

て
よ
か
ろ
う
。
あ

る
い
は
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
公
共
政
策
決
定
過
程
は
、
大
統
領
の
負
荷
す

る

《
原
理
》
と

議
員

の
付
帯
す

る

《
利
益
》

と
い
う
力
学
的

に
配
置
さ
れ
た
二
項
対
立
的
な
二

つ
の
焦
点
を
基
点
と
し
て
描
写
さ
れ
る
楕
円
形
を
構
成
す

る
と

い

っ
て
も
よ

い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
前
者

の

《
原
理
》

は
、
後
者

の

《
利
益
》
と

の
相
関
関
係

に
お

い
て
意
味
づ
け
ら
れ

る
。

ω

大
統
領
i
原
理

(5)

 

5

そ

れ

で

は
、

大

統

領

が

代

表

す

る

と

い
わ

れ

る

原

理

と

は

、

い

っ
た

い
、

何

で
あ

ろ

う

か
。

そ

れ

は

、

進

歩

主

義

(
躍
竃
同臼自
一一ロoヨ
)

の
政



策

・
イ
デ
オ
・
ギ

体
委

指
す
と
菱

て
麗

.
大
統
領
か
袋

す
る
原
理
が
進
歩
主
義
で
露

と
し
萱

次
に
、
進
歩
嚢

は
具

体

的

に

い
か
な

る
内
実

を
有

し

て

い
る

か
が

、

問
題

と

な

る
。

そ

れ

は
、
大
要

、

次

の
よ

う

に
な

る
。

す

な
わ

ち
、
進

歩

主
義

は
、

ア

メ
リ
カ
社
会

に
、

い
ま
な

お
広

く

深
層

に
ま
で
浸
潤

し

て

い
る
こ

の
国

に
特

有

の
伝
統

的

な

《
自

由
主

義
》

(§
ミ
ミ
騎
ミ
)

の
正
当

な
嫡

出

子

で
あ

り
、

そ

の
本
質

的

な
主

題

を
現
代

に
変

奏

し

た
も

の

に
ほ
か
な

ら
な

い
。

こ
の

《
自
由

主
義
》

は
・

既
猛

に
お
い
て
指
摘

し
た
洗

・
ヲ

メ
リ
ヵ
社
会

に
お
け

る
葉

的
毒

へ
の
合
意
L
を
意
味

し
、
「
憲

法

秩
序

の
擁

護
」
と

「
資

本

主

義

制

度

の
維

持

」

を

両

極

と

し

て

構

成

さ

れ

た

信
念

体

系

で

あ

る
。

現

代

に

お

け

る

進

歩

主

義

(ミ
。
魯
、
ミ
一馨

.
即
諏
・。∋
)

は

、

現

代

の
保

守

主

義

(ミ
偽
譜
ミ

8
・
霞

く
伽
二
。・日
)

と

並

ん

で
、

こ
う

し

た

「
ア

メ

リ

カ
社

会

に

お

け

る

基

本

的

事

項

へ
の
合

意

」

と

い
う

一
つ

の

根

か

ら

生

れ

で
た

二

つ

の
鮮

や

か

な

大

輪

の
花

に
讐

え

る

こ
と

が

で
き

る

で
あ

ろ
う

。

こ

の

こ

と

を

、

自

由

企

業

資

本

主

義

制

(。
。
.℃
。
臆髄
肝.

。
畳

邑

冨
ヨ
)

の
環

境

に

及

ぼ

す

政

府

諸

活

動

の
効

果

と

い
う

視

角

位

相

か
ら

ア

メ

リ

ヵ

政

治

体

系

を

鋭

く

分

析

し

た

E

.
S

.
グ

リ

ー

ン

バ

ー
グ

(臣

覇
騨
三

Qo
.9

①
窪
げ
霞
αq
)

教

授

(
コ
ロ
ラ
ド
州

立
大

学
)

(C
コ
瞬く
Φ
翼

ざ

。
h
O
。
ざ
『巴
ρ

σd
。
賃
匡
。
円)

の
説

く

と

こ

ろ

に

し

た
が

い
叙

述

す

(
18

)

る

な

ら

ば

、

以

下

の

よ

う

に
な

る
。

す

べ

て

の
政

治

・
経

済

・
社

会

秩

序

の
安

定

し

た
社

会

(
。。$
匡
Φ
。。
。
9

2
)

は
、

政

治

.
経

済

.
社

会

生

活

に

お

い

て
何

が

正

当

で

あ

り

何

が

至

当

で

あ

る

か

に
関

す

る

普

遍

の
信

念

体

系

(毛
幕

ξ

山
望
①
巳

窪
鼠

。・Φ
酔。・
。
=
号
琶

に
よ

っ
て
、

結

び

合

わ

さ

れ

、

維

持

さ

れ

て

い
る

。

ア

メ

リ

カ
社

会

も

、

も

と

よ

り

、

こ

の

一
般

原

則

の
例

外

で

は

な

い
。

ア

メ
リ

カ
社

会

の
地

層

に

は

、

一
般

に

《
自

由

主

義

》
(な
.腎
ミ
bミ
斡.恥ミ
)

　ヨ

と

呼
称

さ
れ

る

「
精

緻

な
、

首
尾

一
貫

し

た
、

信
念

体

系
」
(雪

魯

げ。
翼

Φ
雪
α
8
冨
..嵩
叶
。。寓
。。梓.日
)
が

、
跡

切

れ
ざ

る
底
流

と
し

て
伏
在

し
、

こ
れ
が

、

ア

メ
リ

カ
社
会

に
お
け

る
政

治
行

動

の
な

か

に
噴

き
あ

げ

て
く

る
。

こ
れ

故
、

ア

メ
リ
カ
社

会

に
お
け

る
政

治
行

動

は
、

《
自

由

主

義
》

と
呼
ぼ

れ

る

こ
の
国

に
固
有

の
信
念

体
系

に
よ

っ
て
、

そ

の
進

む

べ
き
方

向

を

制
御

さ
れ
、

そ

の
態
様

を
規
制

さ
れ

て

い
る
。

従

っ
て
、

何

よ
り
も

ま

し

て

《
自
由

主
義
》

の
意
味

内
容

を

把
握

し
な

い
限
り
、

ア
メ
リ

カ
政
治

に
対
す

る
理
解

と
評
価

は
、

至
難

と

な

6(6)



公共政策決定遇程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相口

る

で
あ

ろ
う
。

な
ぜ

な
ら
、

い
う

ま

で
も

な

く
、
「
《
自

由

主
義
》
の
様

々
な
観
念

、
価
値

観
、
そ

し

て
、
前

提
が
、

ア
メ
リ

カ
社
会

の
隅

々

に
ま

で
余
す
と

こ
ろ
な

く
浸

透

し

て
お
り
、

ア
メ
リ

カ
人
が

、
個
人

的

に
、
あ

る

い
は
、
集

合
的

に
行
う
、
事
実

上

の
す

べ

て

の
社

会

的

・

(
20

)

、

、

、

、

経
済

的

・
政
治

的

な
意

思

決
定

の
上

に
、

色
濃

く
影

を

落

し

て

い
る
」

か
ら

で
あ

る
。

《
自
由

主
義

》

が
、
「
典
型

的
な

ア
メ
リ

ヵ
の
イ
デ

オ

・
ギ

」
(§

〉
　

套

憂

圖夢

あ

る

い
は
・

「
ア

メ
リ
カ
峯

体
」
(ひ
.
壼

Φ
塁

　

量

窪
..き

と

・
指
称

さ

れ

る
所

以

で
あ

る
。

ま
た

、
著

名
な

歴
史
学
者

L

・
↑

ッ

(ピ
O自
一団
甲{鋤門仲凶)

は
・

ア

メ
リ

カ
を

・
「
自

由

嚢

文

明
」

(巴

{謹

.壽

轟

)

の
国
家

と

規
定

し

て

い
る
。

い
う

と

こ
ろ

の

「
自
由

主
義

文

明
」
の
中
枢

を
走

る

の
は
、

個

人
主
義

曾
島
鼠
山
臣
一剛。。ヨ
)
の
擁

護
、

私
有

財
産
権

(唱『ぎ

8

唱.。やΦ.ε

の
保
障

、
自

己
規
制

的

な
市

場

(。・段
-「爬
¢
螺

圃蓋

B
自
犀
8

の
堅

持
、

権
力

の
限
定
さ

れ

た
政
府

(賦
ヨ
…仲巴

σ。
。〈
①§
ヨ
霞

)
の
支

持
、

以

上

の
諸

観
念

に
ほ
か
な

ら
な

い
。

こ
う

し
た

こ
と

か
ら
、

ア

メ
リ

カ
に
お
け

る
政
治

・
経

済

・
社

会
体

系

に
対
す

る
理
解

を
深

め
よ
う

と
す

る
場

合
、

《
自
由

主
義
》

に
対
す

る
理
解
が

、

ま
ず

何

よ
り
も

必
須

の
前

提
と

な

る
。

《
自
由

主
義
》

は
、
政
治

、

経

済
生

活
、

そ

し

て
、

究
極

的

に
は
、

ア

メ
リ
カ
人
自

身

、
以

上

に
関
す

る
彼

ら

の
主
要

な
諸

観
念

の
最

深

部

に
沈

降

し
、

こ
れ

ら

の
諸

観

念
を
根

底

か
ら

支

え

て

い
る
。

こ
の
意

味

に
お

い
て
、

《
自
由

主
義

》

は
、

い
わ
ぽ

、

ア

メ
リ

カ
的
生

活

様
式

に
お
け

る
神
経

中
枢

の
役

割
を

果

た
し

て

い
る
と

い
え

よ
う
。

こ
う

し

て
、
《
自

由

主
義
》

は
、

ア
メ
リ

カ

に
お
け

る
信
念

体
系

と

し

て
無

比

の
存
在

で
あ

り
、

恰
も

絶

対
者

の
ご
と

く

君
臨

し

て

い

る
。

け
れ

ど

も
、

《
自

由
主
義
》

は
、
必

ず

し
も
明

晰

な
意

味
内
容

を
有

し

て

い
る
わ
け

で
は
な

い
。

《
自
由

主
義
》

を

統

一
的

に
構

成
す

る
諸

観
念

は
、
広

く

一
般

化

さ
れ

、

ア

メ
リ

カ
社

会

の
地
底

に
ま

で
根

を

張

り
、

し

か
も

、

ア

メ
リ

カ
人

の
よ

り
深

い
無
意

識

の
底

層

に

ま

で
達

し
、

彼
ら

の
生
活

と
分

ち
難
く

絡

み
合

い
、

そ

の

一
部

に
変
成

す

る

に
至

っ
て

い
る
。

こ

の
た
め
、

こ
れ
ら

の
諸

観
念

は
、

所
与

の
も

の
と

し

て
日
常

化
さ
れ

、

一
般

人
が

共
通

に
所

有

す

べ
き

通

常

の
知
識

・
判

断

力

・
思

慮

分

別
と

し

て
常

識
化

さ
れ

、
さ

ら

に
、
そ

の
妥
当

性

に
お

い
て
、
普
遍

的

で
あ

る
よ
う

に
お
も

わ

れ

る
。

こ
う

し

て
、

こ
れ
ら

の
諸
観

念

は
、

ア
メ
リ

カ
人

の
思
考

・
生
活

空

間

に

(?)
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(
24

)

お

い

て
・

「
審

査

無

用

の
、

疑

問

の
余

地

な

い
前

提

」

(普
。
暮
㊦
蓉
ヨ
一コ
巴

暫
乱

巨
ρ
自
Φ。・
江
8
.
山
慰
目.
巳

。。.
。。)

と

な

る

に

至

っ
て

い
る
。

《
自

由

主

義

》

を

構

成

す

る
諸

観

念

の
総

体

は
、

広

く

一
般

化

さ

れ

て

い
る

た

め

に
、

ア

メ

リ

カ

人

が

、

こ

の

よ

う

な

総

体

に

つ

い

て

慎
重

な

考

慮

を

払

う

と

い
う

事

態

は

、

稀

有

に
属

す

る

。

さ

ら

に
、

重

要

な

こ

と

は
、

こ

の

よ

う

な

諸

観

念

の
総

体

に
内

包

さ

れ

る
諸

価

値

へ

の
帰

依

が

、

彼

ら

の
現

実

生

活

に

い
か

な

る
影

を

落

し

て

い

る

か

に

つ

い

て

、

彼

ら

が

真

剣

に
顧

慮

し

た

こ

と

が

な

い

と

い
う

事

実

で
あ

る

。

現

代

に

お
け

る
進

歩

主

義

と

保

守

主

義

(謹

§
ミ

誹

①
邑

ゆ。。ヨ

・。
昌
山
§

§
§

8
コ
。・。「
重

一。。日
)
と

は

、

と

も

に
、

右

に
述

べ

た

《
自

由

主

義

》

と

い
う

系

図

上

の
始

祖

を

同

じ

く

す

る
。

す

な

わ

ち

、

現

代

に

お

け

る

進

歩

主

義

者

〔
F

・
D

.
ロ
ー

ズ

ヴ

ェ
ル

ト

(句
.伽
旨
聾

樽

O
.
一酋
鵠
。

男
8
。。。
〈
隻

)
か

ら

T

・
P

・
オ

ニ
ー

ル
及

び

E

・
ケ

ネ

デ

ィ

(臣

≦
p。
a

区
①
§

Φを

)
に

至

る

〕
な

ら

び

に
保

守

主

義

者

〔
R

.
タ

フ
ト

(幻
。
冨
.仲

↓
養

)
"

B

.
ゴ

ー

ル
ド

ウ

ォ
ー

タ

ー

(
od
賃
蔓

O
。
匡
謡

毎

)

か

ら

R

・
レ
ー

ガ

ソ
柱

W

・
F

・
バ

ッ
ク

リ

ー

(芝

{臣
餌
目

,

bロ
躍
。配
①
団
)

に
至

(
25
)

る
〕

は
、

そ

の
言
葉

の
伝

統

的
な

意
味

に
お

い
て

《自

由

主
義
》

的

で
あ

る
。

表

1

に
明
示

さ
れ

る

よ
う

に
、

現
代

に
お
け

る
進

歩
主

義

と
保

守
主
義

と

は
、

同

一
の
血
脈

に
繋
が

り
、

「
総
体

的

な
古
典

的

自
由

主
義

の
伝

統

の

内

部

に
お
け

る

二

つ
の
潮

流
」

(導
。
。.
.吋.ロ仲。,

蕃

暮

.
αq㊥ー

喜

.。..冨

;

げ
　

=
吋義

範

を
髪

つ
く

っ
て

い
る
・

比
喩

を
用

い

る

な

ら

ぽ

・

進

歩

主

義
と

保
守

主
義
と

は
、

相
互

に
異
質

の
別
の
二
元
素

で
は
な
く
、
原
子
番
号
が
同

一
で
原
子
量
が
異
な
る
同
位
元
素

と

い
う

こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

(留

)

と

こ
ろ
で
、
現
代
進
歩
主
義
者
は
、
国
民

の
社
会
経
済
生
活

に
お
け

る
政
府

の
役
割
を
積
極
的
に
評
価
し
、
次

の
よ
う

に
論
ず
る
。
す

な
わ
ち
、
彼
ら

に
よ
れ
ば

、
社
会
経
済
生
活

の
現
実

に
対
す

る
政
府

の
積
極
的
な
介
入
と
生
活
機
能
全
般

へ
の
規
剃
、
政
府

に
ょ
る
様

々

な
社
会
諸
用
役

の
提
供
と
諸
種

の
社
会
給
付

の
供
与
、

こ
れ
ら
は
、
失
業
者

・
生
活
困
窮
者
な
ど

の
不
遇
者
集
団
や
黒
人

.
少
数
人
種
団

体

の
ご
と
き
被
差
別
集

団
を
、
社
会
経
済
上

の
権
桔
か
ら
解
放

し
、
彼

ら
を
経
済
生
活

の
主
流
に
参

加
さ
せ
る
こ
と
を
可
能

に
す

る
。
ま

た
、
彼
ら

の
確
信
す

る
と

こ
ろ

に
従
う
な
ら
ば
、
政
府
は
、
現
代
世
界

の
錯
綜

し
た
諸
問
題
を
首
尾
よ
く
解
決
す
る
た
め
に
、
社
会

に
お

け
る
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
動
員
す

る
決
定
的
な
行
動
を
起
さ
ね
ぽ
な
ら
な

い
。
さ
ら

に
、
現
代
進
歩
主
義
者

は
、
脆
弱

.
優
柔
不
断

.
無
能

8(8)
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表1現 代における進歩主義と保守主義

現 代 進 歩 主 義

W.ウ イル ソソ

(WoodrowWilson)

F.ロ ー ズ ヴ ェル ト

L.ジ ョン ソン

H.ハ ン プ リい噛

(HubertHumphrey}

 

↓

現 代 保 守 主 義

B.ゴ ー ル ド ウ ォー ター

M.フ リー ドマ ン

(MiitonFriedman}

W.サ イ モ ン

WilliamSimon}

R.レ ー ガ ン

20世 紀 ア メ リカ

 

↓

革新主義時代
Progressive
Era}
二s一 ア イー

ル改革期

(NewDeal`reform
古 典 的 自 由 主 義

A.ス ミ ス(AdamSmith)

J.ロ ッ ク(JohnLocke)

T.ジ ェ フ ァ ソ ン(ThQmas

Je狂ers。n)

18世 紀 ・19世 紀 イギ リス

19世 紀 ア メ リカ

の
政
府

の
な
か
に
、
民
主
主
義
を
崩
壊

に
導
く
危
険
性
の
強
力
な

萌
芽
を
見
出
す
。
な
ぜ
な
ら
、
F

・
D

・
ロ
ー
ズ
ヴ

ェ
ル
ト
が
指

摘

し
た
よ
う

に
、

「
独
裁
制
は
、

問
題
解
決
能

力
を
十
分
に
具
備

す

る
強
力
な
政
府
か
ら
派
生
す
る
の
で
は
な
く
、
弱
体
か

つ
無
力

の
政
府
か
ら
生
じ
る
と

い
う
事
実
を
、
何
よ
り
も
歴
史
が
立
証

し

(馨

て
い
る
」

か
ら
で
あ
る
。

他
方
、
現
代
保
守
主
義
者

は
、
政
府

は
社
会
経
済
生
活
に
お

い

て
よ
り
限
定
さ
れ
た
役
割
を
果
た
す

べ
き

で
あ

る
と
主
張
す
る
。

な
ぜ
な
ら
、

一
つ
に
、
国
民
の
生
存
配
慮
を
目
ざ
す
政
府
諸
施
策

は
、
必
ず
し
も
所
期

の
効
果
を
あ
げ
得
な

い
か
ら

で
あ

り
、
二

つ

に
、
社
会
諸
給
付
を
な
し
得
る
ほ
ど
強
大
な
政
府

は
、
同
時

に
、

国
民
か
ら
権
利
と
自
由
と
を
収
奪
し
得
る
ほ
ど
の
無
双

の
強
者

に

変
貌

し
得
る
か
ら

で
あ

る
。
保
守
主
義
者

は
、
国
民
に
信
頼
さ
れ

る
権
力
は
危
険
で
あ

る
と
確
信
す

る
。
な
ぜ
な
ら
、
人

口
に
胸
灸

し
た

ア
ク
ト
ン
卿

(い
oa

』oぎ

両
ヨ
巴
昏

臣

藷
H飢
O
巴
冨
お
5
。仲8
)

の
言
葉
に
明
ら

か
な

よ
う
に
、
《権
力
は
腐
敗
す
る
傾
向

に
あ
り
、

従

っ
て
、
絶
対
的
権
力

は
絶

対
的

に
腐
敗
す

る
》
か
ら
で
あ
る
。

人

々
は
、
生
存
配
慮

の
責
任
主
体
と
し
て
の
政
府

の
権
力
と
叡
知

Cg?
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と

を
同

一
視
す

る
。

し
か
し
、

こ
れ

は
、
ぎ

わ

め
て
危
険

な

誤
解

で
あ

る
。

R

・
W

・
エ
マ
ソ

ソ

(閃
巴
嘗

芝
巴
曾

図
ヨ
Φ門。・。コ
)
が

指
摘

し

た

よ
う

に
、
「
統

治
す

る

こ
と

が
少

な

い
政

府

で
あ

れ

ぽ

、

そ

れ
だ

け
、

善

で
あ

り
、

法
的

規
制
も
少

な
く

な
り
、
権

力

へ
の
人

々
の
信

(
29

〕

頼
も

一
層
少
な
く
な

る
」
。

こ
の

エ
マ
ソ
ン
の

一
言
が
、
現
代
保
守
主
義

の
核
髄
を
貫
徹

し
て
い
る
と
考
え

て
よ
か
ろ
う
。

《
自
由
主
義
》

の
伝
統
の
こ
の
よ
う
な
二

つ
の
現
代
潮
流

の
構
成
員
は
、
政
府

の
活
動
と
責
任

の
双
方

に
お
け
る
適
切
な
規
模

と

は

い

か
な
る
も

の
か

に
つ
い
て
、
絶

え
ず
二

つ
の
分
極
し
た
形

で
争
論
を
展
開
す

る
反
面
、
彼
ら
は
、
私
有
財
産
権

・
自
由
市
場

.
個
人
主
義

の
ご
と
き
民
主
主
義
的
な
諸
価
値
を
連
帯

し
て
守
護

し

つ
つ
、
双
方

の

一
致
点

に
凝
縮
し
て
ゆ
く
。

こ
れ
故
、
《
自
由
主
義
》
は
、
今

日
、

現
代
進
歩
主
義
と
現
代
保
守
主
義

の
二
面
を
対
極
と
す

る
振
幅
を
有

し
て
い
る
。

さ
ら

に
、

《
自
由
主
義
》

は
、

現
代
進
歩
主
義
と
現
代

保
守
主
義
と
を
含

み
、
現
代
進
歩
主
義
と

現
代
保
守
主
義
と

は
、

《自
由
主
義
》
を
支
え
る
と

い
う
、

三
者

の
共
属
性
が
成
立
す

る
。

そ

し
て
、
現
代
進
歩
主
義
と
現
代
保
守
主
義
と

ば
、
《
自
由
主
義
》

の
伝
統
的
な
諸
価
値

や
諸
目
標
を

積
極
的

に
実
現
し
て
ゆ
く

た
め

の
方

法
に
つ
い
て
の
み
、
意
見
を
異

に
す
る

に
す
ぎ
な

い
。
双
方

は
、
結
束

し
て
、
こ
の
よ
う
な
諸
価
値
や
諸
目
標
そ

の
も
の
に
、
欽
仰

の
念

(
30

)

を

抱

く

。

ア

メ

リ

カ
社

会

が

、

「
自

由

主

義

文

化

」

(=
げ
・
巨

。
髪

目
邑

の
社

会

と

称

さ

れ

る
所

以

で

あ

る

。

T

.
フ

ァ
ー

ガ

ソ

ソ

(日
ぎ

ヨ
窃

守

「σq
話
。
コ
)
(
テ
キ
サ

ス
州
立
大

学
)
(C
三
く
Φ
邑

貯

亀

↓
①臣

。。"
舌

。・身

①
)
と

J

・
ロ
ジ

ャ
ー

ズ

(冒
巴

幻
。
σq
①
芭

(
マ
イ
ァ
ミ
大
学
)

(C
昌
才
霧

ξ

。
h
ζ
貯
菖

)

の

両

教

授

は
、

《
自

由

主

義

》

を

基

層

と

し

て

成

り

立

つ
現

代

に
お

け

る

世

論

を

、

そ

の
始

源

の
相

に

お

い

て
疑

視

す

る

と

き

、

そ

こ

に

は
、

「
イ

デ

オ

ロ
ギ

i

的

に

"
保

守

主

義

的

"

で

あ

る

と

同

時

に
施

策

の
面

で

"
進

歩

主

義

的

"

(31
)

で

あ

る

」

(ぴ
。
臣

幕

。
冨

冨

ξ

、、8
旨
。。霞
藁

閂く
Φ
.、
印
巳

箕
慮

「
塞

蒙

叶
冨

ξ

.、菖

Φ
邑

、、)

と

い

う

地

肌

が

露

出

し

て

い

る

と

述

べ

、

こ

の

よ

う

な

(
32

)

「
自

由
主

義
文

化
」

の
特

性

を
、

政
策

の
現
実

態

の
視

角

か
ら

論
じ

て

い
る
。

「
抽

象
的

に
、

ア
メ
リ

カ
人

は
、

"
巨
大

政
府

"
(.。玄
ぴq
σq
。〈
Φ旨
ヨ
①臣
、、)
に
反

対

し
、

競
争

的
資
本

主
義

の
神
話
と

象
徴

と

に
好

意
的

に
反

応
す

る
。

し
か

し
、
特

定

の
政

府

諸
施

策

や
経
営

企
業
体

の
現
実

行
動

を
評

価
す

べ
き

事
態

に
立
ち

至

る
と

、
彼

ら

は
、

様

々
な
内

政
分

10(ro)
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野

に
お
げ

る
政
府

出
費

を
支

持

し
、
巨

大
実
業

に
対

し

て
深

い
懐

疑
を
抱

く

。

同
じ
く

、

ア

メ
リ

カ
人

は
、
強

力
な
反

共
産

主
義

者

で
あ

り
、
総

じ

て
、

ソ
連

に
対

し

て
敵

衡

心
を
も

つ
。

け
れ

ど

も
、
彼

ら

は
、
合

衆

国

の
外

交

政
策

諸

目
標

の
追
求

に
当

っ
て
、
武

力
を
行

使

す

る

こ
と

に
き

わ

め

て
慎
重

で
あ

り
、

ソ
連

邦
と

の
平
和

共
存

を
切
望

す

る
。

こ

の
よ

う
な
基

本
的

な
意

見
構
造

は
、

精

神
分

裂
病

的

で

あ

る
よ
う

に
お
も

わ
れ

る
。

し

か
し
、
少

な
く

と
も

、

内
政

問
題

に
関

す

る
限

り
、

そ

れ

は
、

そ

こ
に
お
け

る
政
府
が

干
渉

主
義

的

で

は

あ

る
が
社

会

主
義

的

で
は
な

い
と

こ
ろ

の
、

政

治
体

系

に
対

す

る
投
票

者

の
適

応

の
正
確

な
反

射
像

に
ほ

か
な

ら
な

い
。
と

も

か
く
、

こ

の
基

本
的

な
意

見
構

造

は
、
少

な
く

と
も

、

一
世
代

も

の
問

、
安
定

性

を

示
し

て
き

た

の
で
あ

る
L
。

こ
う

し

て
、

伝
統

的
な

《
自

由

主
義
》

が

、
革
新

主

義

の
時
代

と

ニ
ェ
ー
デ

ィ
ー

ル
期

と

い
う

二

つ
の
媒

質
を

通

し

て
現

代

の
映
写
幕

に
結
像

す

る

に
至

っ
た
進
歩

主
義

は
、

F

・
D

・
ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト
大

統
領

の
言
動

に
表
象

さ

れ

る
よ
う

に
、
次

の
ご

と
き

三
原

理
を

一

(
33
)

身

に
集

め
た
複

合
体

を
構

成

し

て

い
る
。
①

す

べ

て

の
ア

メ
リ
カ
人

は
、
健

康

に
し
て
文

化
的

な
最

低

水
準

の
生

活
を

享
受

す

る
資
格
を

、

平
等

に
保
有

し

て

い
る
。

②

こ

の
よ
う
な
最

低

水
準
を

自

己

の
力

で
維

持

し
得

な

い
人

々
に
対

し

て
、
当
該

水
準

の
維

持

を
保
障

す

る

の

が

政
府

の
義

務

で
あ

る
。
③

そ

う

し
た
保
障

義
務

を
担

う
第

一
次
責

任

は
、
連

邦

政
府

に
帰

属
す

る
。
以

上

の
三
原

理
が

、
葡
萄

状

に
集

積

し
、

一
つ

の
多
面
体

を
組

成

し

て

い
る
政

策

・
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
体
系

は
、

い

い
か
え

れ
ぽ

、

公

共
哲

学

(唱
¢げ
}団O
℃
げ
剛一〇
〇〇〇
℃げ
蜜
)
は
、

漠

然

と
、

し

か

し
、

広
く

、
進

歩
主

義

と
呼
称

さ
れ

て
き

た
。

一
九
三
〇

年

代
以
来

の
時

間

軸

に
そ

っ
て
成

立

し
た

い
ず

れ

の
政
権

の
場

合

に
も

、

恰
も

地

層

の
な

か

一
条

の
閃
光

を
走

ら

せ
る
鉱
脈

(34

)

の

よ

う

に
、

そ

の
政

権

運

営

の

中

核

を

貫

通

し

て

い
る

の
が

、

顕

然

・
穏

然

の
別

を

問

わ

ず

、

進

歩

主

義

の
公

共

哲

学

で
あ

る
。

も

と

よ

り

、

政

権

ご

と

に

、

こ

の

よ

う

な

公

共

哲

学

の
解

釈

の
仕

方

や

強

調

点

の
打

ち

方

が

、

多

様

に
変

曲

さ

れ

る

こ
と

は

、

い
う

を

倹

た

な

い
。

例

え

ば

、

D

・
D

・
ア

イ

ゼ

ン

ハ
ウ

ア

ー

e

惹

㈹
簿

コ

田
沼
酔

。
幕

触
)
、

R

・
M

・

ニ
ク

ソ

ン

(カ
一〇げ
節
憎山

ζ
・
Z
一図
O
コ
)
、

G

・
フ

ォ
ー

ド

((甲
①
憎鋤
一α

閏
O
雲
」
)
の

、

各

共

和

党

政

権

は

、
実

業

の
奨

励

と

均

衡

予

算

の
堅

持

と

を

、

施

策

の
焦

点

と

す

る
。

二

〇

年

の
空

白

期

間

の
後

に

.r.t}
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民

主
党

か
ら

の
政
権

奪

還

に
成
功

し
た

ア
イ

ゼ

ソ

ハ
ウ

ア
夫

統
領

に

つ
い
て
み

る
な

ら
ぽ

、

ア
イ
ゼ

ン

ハ
ゥ

ア

ー
は
、
均
衡

予
算

の
達

E

成

、

ド

ル
価

値

の
維
持

、
連

邦

政
府

活
動

の
縮

減
な

ど
を

、

と

り
わ

け

力
説

し

た
財

政
保

守

主
義
者

(諭
o巴

8
田
臼
話
鉱
くo
)

で
あ

る
。

こ

の
た

め
・
婆

・
連

邦

準
備

製

畢

会

(停
Φ
閃
&
霞
匙

菊
。ω巽
く
①
¢d
o卑
H飢
)

に
、
貨

幣

供
給

量

(目
・
届

・・曼

嘱
)

の
緊

縮
政
策

の

決
定

を

働

任

せ
た
。

そ

の
結
果

、

一
九

五
三
年
-

一
九

五
四
年

及
び

一
九

五
七
年
ー

一
九

五

八
年

の
二
度

に
わ

た

り
、

少
な

か
ら

ぬ
景

気
後

退
が

、

も

た
ら

さ
れ

た
。

こ
の
時

期

に
、
失
業

率

は
七

%

に
上
昇

し

た
。

(因
み
に
ト
ル
ー

マ
ン
大
統
領
の
在
任
期
間
中
の
平
均
失
業
率
は
四

.
三
%
で
あ

る
)
そ

の
結
果

、

一
九

五
八
年

の
議

員
選

挙

に
お

い

て
、

共
和
党

は
、

大
敗

を
喫

し
た
。

〔
下
院
-

民
主
党

二
八
三

(四
九
増
)
.
共

和
党

一
五

四

(四
七
減
)、

上
院
ー

民
主
党

六
六

(
一
七
増
)
・
共

和
党

三
四

(
=
二
減
)
〕

ア
イ

ゼ

ン

ハ
ウ

ア
ー
政
権

は
、

こ
う

し

て
、
確

か

に
、

正
統

な
保
守

主
義

的
な

経
済

諸
政

策

を
追

求

し
た
。

け
れ

ど
も

、

ア
イ

ゼ

ソ

バ
ゥ
ア
ー
政
権

は
、

ニ

ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
期

に
設
定

さ

れ
た
基

本

的

な
政
策

路
線

の
踏
襲

を
、

必
ず

し
も

放
棄

し
た
わ
け

で
は
な

い
。

ア
イ

ゼ

ソ

バ
ゥ

ア
ー

は
、

ニ

ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
政

策

の
社

会
的

経

済

的
枠

組

を
現
実

に
受

容

し

た

《
現
代

共

和
主

義
》

(ヨ
a
㊦嘗

菊
①窟
誓

8
駐

ヨ
)

な

い
し

《
動
態

的

保
守

主
義
》

(音
コ。巳

。
。。昌
・。。.<
餌蕃
ヨ
)

を
、

提

唱

し
た
。
事

実
、

ア
イ

ゼ

ソ

ハ
ウ

ア
ー
政

権

の
下

に
お

い
て
、
老

齢

・
失

業

に
関
す

る
社

会

保
障

給
付

の
適

用

範

囲

は
拡

大
さ

れ
、

教

育

厚
生

省

(爵
①
一)
Φ醤
穽
日
①馨

鑑

寓
畠
一登

臣

讐
巴
8

餌鼠

≦
亀
費
①)
も

設

置
さ

れ

た
。

加

え

て
、

ア
イ
ゼ

ン

ハ
ゥ

ア
!
政
権

は
、

ア

メ
リ

カ

史

上

に
お
け

る
最

大

の
公

共
事

業
計

画

の
実

施

に
、

着
手

し
て

い
る
。

経
済

の
活

性
化

を
促

し
、

ア
メ
リ
ヵ
人

の
生
活
様

式
全

体

に
大
き

な
影

響
力

を
与

え

た
、
州
際

幹
線

道

路
網

(鰯
㊦
冥

臼
。。聾
Φ
震
αqゴ
蓄

畷
ω
黄

§

)
の
建

設

、
及

び
、

セ
ン
ト

ロ
ー

レ
ソ

ス
川

(ω
r

霊
ミ
.Φ自
。。)

と

運

河

に
よ

っ
て
大

西
洋

と

五
大
湖

を
結

ぶ
全

長

三
、
七

六
九

キ

ロ
に
及

ぶ

セ
ソ
ト

ロ
ー

レ

ソ
ス
水
路

(夢
Φ
ω
『

額

霞
9
8

Go
鍵
蓄

団
)
の

ア

メ
リ
カ

・
カ

ナ
ダ

共

同

開
発
が

、

こ
れ

に
当

る
。

こ
う

し

た
意

味

で
は
、

ア
イ

ゼ

ン

ハ
ウ

ア
ー
政
権

は
、

ニ

ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
政
策

路
線

の
進

歩

の
道

程

を
、

一
層

推

し
進

め
た
と

い

っ
て
よ

い
。

他
面

、

ア
イ

ゼ

ソ

ハ
ウ
ア
ー

は
、

一
九

五
四
年

に
、

大

幅
な

減
税

を
断
行

し
た
。

し

か
し
、
彼

の
在

任
期

間

八
年

の
う

ち

の
三

年

ま

で
、

予
算

に
剰

余
金

が
生

じ

て

い
る
。

ア
イ

ゼ

ソ

ハ
ウ

ア
ー

の
在
任

中
、

二
度

に
わ
た



公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相仁⊃

る
深
刻

な
景

気
後

退
が
あ

っ
た

に
も

か

か
わ
ら
ず

、
彼
が

離

任

し
た
と

き
、

合
衆

国

の
実
質

的
な

国

民
総
生

産

(O
門o。。。。
Z
口。
臨
og
臼
軍
a
腐9
)

(G
N
P
)
は
、

そ

の
就
任

時

に
較

べ
、

二
〇

%
増

大

し

て
お
り
、

ま
た
、

在
任

期

間
中

に
お
け

る
失
業
率

は
、

平
均

四

・
九

%

(
一
九
五

三
年
i

一
九
五
六
年
四

.
二
%
、

一
九
五
七
年
-

一
九
六
〇
年

五

・
五
%
)
、

イ

ン
フ

レ
イ

シ

ョ
ン
率

は
平

均

一
・
四

%

(
一
九
五
三
年
ー

一
九
五
六

(35

)

年
○

.
六
%
、

一
九
五
七
年
-

一
九
六
〇
年
二

・
一
%
)
で
あ

っ
た
。

共

和
党
政

権

と

は

逆

に
、

H

・
S

・
ト

ル
ー

マ
ン

(出
舞
藁

Qo
・
↓
遷
導
昏
)
、

J

・
F

・
ケ
ネ
デ

ィ
、

」

・
B

・
ジ

ョ
ン
ソ

ン
、

J

.
カ

ー

タ
ー

(}
ぎ
ヨ
《
O
翼

2
)

の
、

そ
れ

ぞ
れ

の
民

主
党
政

権

は
、

国

民

に
対

す

る
連

邦
政
府

に
ょ

る
生
存

配
慮

の
保
障

水
準

の
引
き

上
げ

と
、

そ

の
保
障

範

囲

の
拡

大

に
、
施

策

の
鮮

明

な
力
線

を
引

く
。

こ
の
よ
う

な
民
主

党

政
権

の
政
策

的
立

場

は
、

《
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
》
を

《
フ

(36

)

エ
ア
1
デ

ィ
ー

ル
》

(男
髄
蹄

O
o巴
)

へ
と
移

行
展

開

し

た

ト

ル
ー

マ
ン
大
統
領

の
次

の
言
葉

に
凝

縮

さ
れ

る
。

「
労

働

の
能
力

と
意

思

と
を
有

す

る
す

べ
て

の

ア
メ
リ

カ
市
民

の
た

め

に
、
全

国

政
府
が

、
勤

労
す

る
権

利

(ひ
Φ
ユ
σq
茸

ε

毛
。昂
)
の
保

障

を
繰

り
返

し

主
張

す

る

こ
と

は
、
従

っ
て
、
他

の
す

べ
て

の
方

法
が

長

期

に
及

ぶ
失
業

状
態

の
現

出

を
阻

止

し
得

な

か

っ
た
と

き

、
政

府

が
、

こ

の
目
的

を
果

た
す

た

め

に
、
自

己
自
身

の
持

て
る
す

べ
て

の
資

源
を

活
用

す

べ
き

究

極

の
義

務
が

自
ら

に
備

わ

る
と

い
う

こ
と

を

宣
言
す

る

こ
と

は
、

人

々
の
不
安

の
回
避
と
完

全

雇
傭

の
達

成

に
、
少

な

か
ら

ぬ
貢

献

を
す

る

で
あ

ろ
う
」
。

こ
れ

は
、

一
九

四

五
年

九

月

六

日
に
、
完

全

雇
傭

立
法

の
制

定
を

要
請

し
た

、
議
会

教
書

の

一
節

で
あ

る
。

右

に
述

べ
た
状
況

に
も

か
か

わ
ら
ず

、
今

日

の

ア
メ
リ

カ

に
お
け

る
内

政

・
外

交

両
政
策

の
基

本
的

方
向

は
、

仮

に
共

和
党
政

権
が

民

主
党

政
権

を
継

承

し
た
と

し

て
も

、

現
実

に
は
、

政
権

交
替

に
よ

っ
て
、
微

分
的
変

化

を
蒙

る
に
す
ぎ

な

い
。
政

権
交

替

に
よ

っ
て
、

具

体

的

施
策

間

に
、
極

端

な
落

差
を
生

む
と

い
う

不
測

の
事
態

は
、
ま
ず

、
成

立

し
得
な

い
。

ニ
ュ
!
デ

ィ
!

ル
進
歩

主
義

(Z
o毛

O
o巴

甥
訂
「巴
凶。。目
)
は
、

こ
れ

ま

で
、

人

々
の
疑
惑

と

猜
疑

の
渦
中

に
放

出

さ
れ

る

こ
と
も

な
け
れ

ぽ

、

ま

た
、

そ

の
現

代

に

お
け

る

正
当
性

を
疑

う

地
点

か
ら

、

そ

の
存

立

の
是

非
を

め
ぐ

る
真
摯

な
議

論
が

、

活
発

に
展

開

さ
れ

る
と

い

(r3)13
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)

う

こ

と

も

な

か

っ
た

。

し

か

し

、

ニ

ュ
ー
デ

ィ

ー

ル
期

の

当

初

よ

り

、

R

・
タ

フ

ト
と

B

・
ゴ

ー

ル
ド

ウ

ォ

ー

タ

ー

の
よ

う

な

若

干

の
政

治

家

を

は

じ

め

、

W

・
ケ

ソ
ド

ー

ル

(ぐ
5
=
ヨ
o
o
話

閑
曾
号
=
)
、

R

・
カ

ー

ク

(寄

。・のΦ
一一
察

蒔
)
、

W

・
F

・
バ

ッ
ク

リ

ー

、

J

・
バ

ー

ナ

ム

(智
墓

。。
bd
・
∋
訂

ヨ
)
、

G

・
デ

ィ

ー

ツ

ェ

(O
葺

駿

a

冒
Φ
奮

)

の
ご

と

き

少

数

の
知

識

人

は

、

と

も

に
、

進

歩

主

義

と

対

比

的

に
把

握

さ

れ

る
保

守

主

義

と

呼

ば

れ

る

逆

公

共

哲

学

(8
琶

毎

℃
峯

。
・・。
℃
ξ

)
の

反

逆

の
火

を

、

一
に
進

歩

主

義

的

な

民

主

党

員

、

二

に
、

進

歩

主

義

的

・

中

道

的

な

共

和

党

員

の
間

に

お
け

る

《
模

倣

主

義

》

(、.白
①
き

。
、、)

の

民

主

党

へ

の
同

調

者

の
、

双

方

に
対

す

る

執

拗

か

つ
連

綿

た

る
攻

撃

の
な

か

に
、

今

日

に
至

る

ま

で
絶

え

ず

燃

や

し

続

け

て
き

た

。

保

守

主

義

者

は

、

一
九

六

四

年

に
、

ゴ

ー

ル
ド

ゥ

ォ

ー

タ

ー
が

、

進

歩

主

義

的

・
中

道

的

な

N

・
ロ

ッ
ク

ブ

ェ
ラ

ー

(Z
①
ぎ

コ
閃
9
諏
巴

3

と

W

・
ス

ク

ラ

ン
ト

ン

(芝

塗

署

ω
§

算
8
)
の

両

名

を

打

倒

し
、

共

和

党

大

統

領

候
補

に
正

式

に

指

名

さ

れ

た

と

き

、

短

期

間

て

は
あ

っ
た

が

、

強

烈

な

光

芒

を

放

っ
た

。

け

れ

ど

も

、

ゴ

ー

ル
ド

ウ

ォ
ー

タ

ー

は

、

ジ

ョ
ン

ソ

ン
民

主

党

大

統

領

候

補

に
完

膚

な

き

ま

で

敗

退

し

た

。

(
ジ

ョ
ン
ソ
ン
i
直
接

選
挙

の
得
票
率

六

一

・
○

%
、
大
統

領
選
挙
人
獲
(38

)

得
数
四
八
六

・
ゴ
ー

ル
ド
ウ

ォ
ー
タ
ー
i
三
八

・
五
%
、
五
二
)
し
か
も
、

ジ

ョ
ソ

ソ

ソ
の

「
偉
大

な

社
会
」
(ρ

①馨

G。
a

。¢
)
関

係
諸
施

策

は
、

世

人

に
、
次

の
ご
と
き

結
論

を
促

す
導

火
線

の
役

割

を
引
き

受

け

た
。
全

国

民

の
圧
倒
的

多
数

に
よ

っ
て
選

挙
さ

れ
た

ジ

ョ
ソ
ソ

ン
大
統

領

が
、
「
偉

大
な
社

会
」
の
立

法

成
果

を
通

し

て
、
進

歩
主
義

者

が
大

統
領

に
期
待
す

る
す

べ

て
を

象
微

し
て

い
る
と

い
う
意
味

に
お

い
て
、

ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
進
歩

主
義

は
、

ア
メ
リ

カ
政
治

の
主
流

に
堅

固

に
位

置
づ

け
ら

れ

た
公
共

哲

学

で
あ

り
、

ゴ

ー

ル
ド

ウ

ォ
ー
タ
ー

の
よ

う
な

《
極
端

論

者
》

(①閑
{同①HP
一山Q轡)

の
主
張

や
、

ア

メ
リ
カ
政
治

の
展

開

過
程

の
反

極

で
陰

画

を
描

く
保

守
主
義

の
公
共

哲
学

な
ど

に
よ

つ

て
、
そ

の
正
当

性
を

否
定

さ
れ
、

そ

の
地
位
を
剥

奪

さ
れ

る

こ
と

は
、
と

う

て

い
、
あ

り
得

な

い
と

い
う

の
が

、
す

な

わ

ち
、

こ
れ

に
当

(
39

)

る

。
こ

の
よ
う
な
進

歩
主
義

に
対
す

る
世

人

の
合
意

(。8
。。①誹
琶

を
下

部

で
支

え

て

い
た

の
が

、
彼

ら

の

ア

メ
リ

カ
経

済

へ
の
信
頼

で
あ

る
。

双
方

は
、
基

底

部

に
お

い

て
、
有

機
的

な
対

応
と

連

動

の
関
係

に
あ

る
と

い

っ
て
よ

か
ろ
う
。

こ

の
点

に

つ
い
て
、
ナ
ー
プ

ソ
大

学

(9

窪

14(r4)
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¢
巳
語
「。,ξ
)
の
R

・
メ
イ
ド

メ

ソ
ト

(空
6冨
a

ζ
薮

ヨ
Φ邑

と

A

・
マ
ッ
グ

ル
ー

(〉
尋

。曙

ζ
。O
「碧

)
は
、
次

の
よ
う

に
述

べ

て

い
る
。

「
第

二
次
世

界
大

戦

の
終

結

に
至

る
ま

で

に
、

ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
に
関
す

る
論

争

は
、

鎮

静

化

し
た
。

こ
の
間
、
連

邦
政

府

は
、

国
民

経
済

の
運
営
、

な

ら
び

に
、
社

会
福

祉

体
系

の
創

設
と

維
持

の
、

二

つ
の
分

野

に
お

い
て
重
要

な
役

割
を
担

っ
て
い
る
と

い
う
広

範

な
同

意
が

、
政
党

間

の
境

界
線

を
乗

り
越

え

て
、
存

在

し

て

い
た
。

も

と

よ
り
、

共
和

党
内

に
は
、

二
乱
ー
デ

ィ
ー

ル
を
逆

転

さ

せ
た

い
と

願

う

旧
態

依
然

の
保
守

主
義

者
が
存

在

し

て

い
た
と

い
う

こ
と

は
、
事

実

で
あ

る
。

し
か

し
、

共
和

党
員

は
、

一
九

四
〇
年

、

一
九

四
四
年
、

そ

し

て
、

一
九

四
八
年

に
、

ニ

ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
が

我
が

国

の
政

治
的

風
景

に
お
け

る
不
変

の
特
徴

で
あ

る

こ
と
を
承

認
す

る
大

統
領
候
補

を
、
選

定

し
た

。

一
九

五
二
年

に
、

共
和
党

は
、

D

・
D

・
ア
イ

ゼ

ン

ハ
ウ

ア
ー
を

、
大

統
領
候

補

に
指

名

し
た
。

ア
イ

ゼ

ソ

ハ
ウ

ア
ー

は
、

一
九

四
〇

年

・

一
九

四
四
年

・
一
九
四

八
年

の
共

和
党

大
統

領
候
補

と

同

一
の
見
解

を
共
有

し

て
お
り
、
彼

の
政
権

は
、

社
会
経

済

生
活

に
対
す

る

政
府
活

動

の
介

入
度

を

、
縮

小
さ

せ
る
よ

り
も

、
む

し

ろ
、
拡

大

し

た
。

こ
う

し
た
進

歩

主
義

へ
の
合

意

の
文
脈

が
、

ア

メ
リ

カ
経
済

の
躍
進

に
対
す

る
世
人

の
確

信
が
増

大

し
た
時

期

に
形

成
さ

れ

た
と

い
う

こ
と

は
、
興
味

深

い
。

一
九

三
〇

年
代

の
経

済
状

態

へ
の
回
帰
が

あ

る

の
で
は
な

い
か
と

い
う
第

二
次
世

界
大

戦
直

後

の
不
安

は
、
次

第

に
低
滅

し

て

い

っ
た
。

代

っ
て
、

合
衆

国

は
、
他

の
西
欧

諸
国
と

と
も

に
、
経

済
成

長

の
最

長
継
続

期

聞

の

一
つ
に
突

入

し
た

の
で
あ

る
。

こ
の
経

済
成

長

は
、

連

邦

政

府

が

適

切

な

通

貨

・
財

政
混
合

政
策

の
実

施

を
通

し

て
経

済

の
発

展
を

維
持

す

る

こ
と
が

で
き

る
と

い
う
、

ケ
イ

ン
ズ

の
確
信

(閑
Φ巻
①。。圃睾

8
署
団亀
曾
)

と

、
結

合

し
て

い
た
。

こ
の
よ
う

に
、
無

類

の
繁

栄

の
展

望

が
、

そ

こ
に
は
切

り
拓

か
れ

て

い
た
。

こ

の
繁
栄

は
、
早

晩
、

国

民

の
社

会

的

疾
患

の
大

部
分

を
軽
減

す

る

こ
と

が

で
き

る
と
、

考
え

ら

れ

た

の
で
あ

る
。
事

実

、
第

二
次

世
界
大

戦

終
結
後

の
二
〇
年

間

の
特
徴

は
、

自

国

に
対

す

る
異
常

な
程

度

の
確
信

で
あ

る
。

確

か

に
、
合
衆

国

は
、
解

決

を
要

す

る
そ

れ
自

身

の
問
題

を
有

し
て

い
た
。

世
界

に
お

い

て
最

も
富

め

る
国

の
な

か

で
、

一
段

と

人
目
を

引
く

貧

困

の
発

生

が
、

こ
れ

で
あ

る
。

公

民
権

の
実
施

な

ら
び

に
犯
罪

件
数

の
上
昇

と

い

う
難

問
が

、

こ
れ

に
加
わ

る
。

し

か

し
な

が
ら

、

こ
れ
ら

の
難
問

を

は
じ

め
と
す

る
諸
多

の
澗
題

は
、

こ
れ
ら

は
解

決

可
能

で
あ

る
と
す

(.15)置5



る
広
範
な
臆
測
と
併
存

し
て

い
た
。
経
済
成
長
は
、
適
切
な
政
府
諸
政
策
と
連
環
す

る
な
ら
ぽ
、

こ
れ
ら

の
至
難
な
諸
問
題
を
首
尾
よ
く

解
決
し
て
ゆ
く

こ
と
が

で
き

る
で
あ

ろ
う
。

《
偉
大
な
社
会
》
と

し
て
著
名
な

一
九
六
四
年

か
ら

一
九
六
五
年

の
問

に
お
け

る
ジ

ョ
ン
ソ

ン
大
統
領

の
立
法
施
策
は
、
通
貨
政
策

の
適
用
と
適
切
な
専
門
技
術

の
実
施

に
よ

っ
て
治
癒
可
能

で
あ

る
と
す
る
信
念
を
、
そ

の

ニ
ネ
ル

ギ
!
の
供
給
源
と
し
て
い
た
。
経
済
成
長
と
社
会
工
学

の
連
繋

へ
の
確
信
が
、
大
統
領
職

の
地
位
を
、
著

し
く
向
上
さ
せ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

大
統
領
職
は
、
新
た
な
諸
政
策
を
創
案
す
る
専
門
的
知
識
や
技
術
を
所
持
す

る
唯

一
の
制
度
だ
か
ら
で
あ

る
。
議
会

は
、
も
と
よ
り
、

こ

う
し
た
知
識
や
技
術
を
所
持
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
所
持
し
て
い
な

い
と
い
う
事
実
を
、
自
ら
認

め
る
に
至

っ
た
。
議
会

は
、
そ

こ
で
、

大
統
領

に
期
待
し
は
じ

め
た
の
で
あ
る
L
。

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後

か
ら

一
九
七
〇
年
代
の
初
頭

に
至

る
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
経
済

の
発
展
状
況
は
、
次

に
あ
げ

る
若
干
の
数
値

に
、

(41

)

か

い
ま

み

る

こ
と
が

で
き

る
。

一
九
四
七

年

か
ら

一
九

七

二
年

に
至

る
ま

で

の
問

に
、

住

居
以
外

の
固
定
資

産

に
対

す

る
投
資
総

額

の
現

実

価

格

は
、
約

一
五
〇

%
増

大

し

た
。

同

じ
く

こ

の
期

間

に
、
労

働
者

一
人
当

り

の
生

産

高

は
、
倍
増

し

て

い
る
。

ま

た
、

一
九

二
〇
年

か
ら

一
九

三

九
年

に
至

る
期
間

に
、
平
均

一
五
%

で
あ

っ
た
失
業

率

は
、
第

二
次

世
界

大
戦
終

結

か
ら

一
九

七
〇
年

代

の
初
期

に
至

る
ま

で

の
間

に
、

平
均

五

%
弱

に
低

下

し
た
。

ま

た
、

一
九

四
七
年

か
ら

一
九

七
三
年

に
至

る
期

間

に
、

一
人
当

り

の
実

質
的

な

可
処

分
所

得

は
、
最

低
段
階

に
お

い
て
も

、

八
四

%
増

大

し
、

こ

の
間

に
お
け

る

一
世
帯

当

り

の
実
質

的

な
中

位
所

得

(H①巴

目
巴
凶碧

融
ヨ
ξ

ぎ
8
白
①)

は
、

凡

そ
二

倍

に
増

加

し

て

い
る
。

こ

の
よ
う
な

国
内

に
お
け

る
好
況

は

、
合
衆

国
主

導

に
ょ

る
世
界

経
済

の
拡
張

及

び
始
動

と
、

緊
密

な
対

応

関
係

に
あ

っ
た
。

第

二
次

世
界
大

戦

の
終

結

に
至

る
ま

で
に
、
合
衆

国

の
み

で
、

西
欧

工
業
諸

国

に
お
け

る

工
業
製

品
全

体

の
六

〇

%
を

、
同

じ
く
、

す

べ
て

の
財

貨
と

用
役

の
四
〇

%
を
、

そ
れ

ぞ
れ

、
生
産

し

て

い
た
。

さ

ら

に
、
合
衆

国

は
、
国
際

石

油
事
業

を
支

配

下

に
置
き

、
航

空
機

・
自

動
車

・
コ
ソ
ピ

ュ
ー

タ
ー

・
エ
レ
ク
ト

ロ

ニ
ク

ス
な
ど

の
、
戦
後

世
界
を

形
づ

く

っ
た
重

要
産
業

の
大

部
分

に

つ
い
て
覇

権

を
確

立

し
、
巨

大

な
国
際

金
融
領

域

を
、
自

ら

の
指

導
権

の
下

に
統
合

し

た
。

こ
の
統
合

に
よ

っ
て
、

従
来

の

《
世
界

の

16(16)
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銀
行

家
》

(浄
⑦
≦
。N疑
、。・
匿
葵
9

と

し

て

の
イ
ギ

リ

ス
の
地
位

は

、
既

に
空
無

と

な

り
、

イ
ギ

リ

ス
か
ら
合
衆

国

へ
と

い
う

そ

の
地
位

の

交

替
を

示
す

ヴ

呂
ク
ト

ル
が

、
設
定

さ
れ

た

の

で
あ

る
。
さ

ら

に
、

第
二
次

世

界
大
戦

終

結
後

に
お
け

る
基

軸

通
貨
と

し

て

の
ド

ル
の
確

立

、

国
際

通

貨

基

金

(チ
。
國艮
㊥ヨ
豊

8
鑑

ζ
8
①酔帥
蔓

国

巳
)

・
国

際

復
興

開
発

銀
行

(叶竃

穿

。ヨ
旬二
。
髭
一
ロロ
国算

{。門
閃
g
。塁
葺

q二
霧

§
鮎

響

喜

日
婁

)
の
設
立

、

関

税
及

び
貿

易

に

関

す

る

一
般

協
定

(酔訂

O
窪
①邑

〉
鴨
需
ヨ
Φ艮

。
鵠
↓
鼠

評

・。巳

皐
巴
。)
な
ど

の
合
衆

国

主
導

の

《
自
由

貿
易
》

(津
$

齢H巴
↓

の
促

進

に
よ

る

《
多
角

的

貿

易
主
義
》

(ヨ
鼻

誇
§
鑑

。。目
)
体
制

の
樹
立

は
、

合
衆

国

に
、
少

な

か
ら

ぬ
経

済

効
果
を
も

た

ら

す

に
至

っ
た
。

《
多
角

的
貿

易
主
義

》
体

制

の
拡

大
期

に
相
当
す

る

一
九

三

八
年

か
ら

醐
九

六
七
年

に
至

る
ま

で

の
凡

そ

三
〇
年

間

に
お
け

る
国
際

貿

易
量

は
、

年

累
増

率

(雪
望
巴

2
ヨ
岳

牙

①
嵩
仲ε

四

・
八

%

に
な

り
、

こ
れ

は
、

岬
九

=
二
年

か

ら

一
九

三

七
年

に
至

る
ま

で

の
二
四
年

間

に
お
け

る
増

加
率

(「鱒
仲①
O{
一昌
O目Φ
騨ロoΦ)

の

一
二
倍

に
当

る
。

ま

た
、
合
衆

国

の
対

外
直

接
投

資
額

の
実

質

的
価

値

は
、

一
九

五
〇
年

代

に
二
倍

と

な

り
、

一
九

六
〇
年

代

に
は
、

さ
ら

に
、
そ

の
二
倍

に
到
達

し

た
。

そ
れ

に
、
Ω
響

o
超
;

圏

葬

》
藁
嵐
o
ゆ
O
o
愚
こ

】≦
き
昌
富
6
葺
冨
謎

霞

ロ
o
<
興

O
o
弓
こ

↑
"

】≦
o
「σqき

卸

O
P

O
げ
①
邑

o
匹

Z
o
≦

嘱
o
昏

O
o
『や
'

な

ど

の
、

合
衆

国

に

お
け
る
主
要
な
国
際
的
諸
銀
行

の
海
外
資
産
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
、
着
実

に
増
大
し
、
そ
の

一
〇
年
後

に
は
、
三
五
億
ド

ル
か

ら
五
二
六
億
ド

ル
へ
と
伸
張
す
る
に
至

っ
て
い
る
。

と

こ
ろ
で
、

ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
進
歩
主
義

の
、
従

っ
て
、
現
代
進
歩
主
義

の
、
正
当
性

に
対
す

る
世
人

の
揺

る
が
ぬ
確
信
は
、
今

日
に

お

い
て
も
、
少
な

か
ら
ず
存
続
し

て
い
る
。
換
言
す

る
な
ら
ば
、
連
邦
政
府

は
経
済
運
営

に
効
果
的
な
役
割
を
果
た
す
ぺ
き

で
あ

り
社
会

(42

)

福
祉
諸
施
策
を
維
持
す

べ
き

で
あ

る
と
す

る
世
論

の
動
向
は
、

い
ま
な
お
、
脈

々
と
保

た
れ

て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
、
苦
干
の
数
計

に
よ

(
43

)

っ
て
、
列
記

的

に
叙
述

す

る
な
ら
ば

、
次

の
よ

う

に
な

る
。

投
票
者

が
、

自

ら
選

定
す

べ
き

政
党
も

し
く

は
候
補

者

を
位

置
づ

け

る
座

標
軸

を
、

連

邦
政
府

に
よ

る
経
済

運
営

、
社

会
保
障

の
擁
護

、

老

齢
者

・
勤

労
者

の
福

祉

の
保
全

、
老

齢

者

医
療
保

障

制
度

(ヨ
a
冨

邑

な
ど

の
、

ニ

ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
争

点

(2
睾

o
①巴

剛鴇
器
。・)
に
対
す

(17)17



る

こ
う

し
た
政
党

や
候
補

者

の
態

度

の
う
ち

に
求

め

る
と

こ

ろ

の
、

ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
争
点

の

《
重
要

度
》

(隆

同魯
。①)
は
、

一
九
五

二
年

か
ら

一
九
七

六
年

に
至

る
ま

で

の
大

統
領
選

挙

に
お
け

る
投
票

者

の
態
度

の
な

か

に
、
顕

著

に
脈

打

っ
て

い
る
。

一
九

五

二
年

に
は
、
投

票
者

の
八
五

%
が
、

ニ

ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
争
点

を
、

重
要

と

看
倣

し

て

い
た
。

い

い
か
え
れ

ぽ
、

ニ

ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
争

点

に
対
す

る
態

度
を

、

民

主

・
共
和

両
党

な
ら

び

に
両
党

の
候

補
者

を
選

定
す

る
際

の
実

質

上

の
基

準

と

し

て
引

照
す

る
投

票

者

は
、
全

体

の
八

五

%
で
あ

っ
た
。

こ

の
数
値

は
、

一
九

五
六
年

に
は
、

七

六
%

に
低

下

し

た
。

し

か
し
、
そ

の
後

に
続

く

五

回

の
大

統
領

選
挙

に
お

い
て
、

こ

の
数
値

に
若

干

の
変

動
が

み
ら
れ

た

に
せ
よ

、
そ

れ

は
、

ほ
ぼ

七
四

%
1

七
七

%

の
高

水

準
を

維
持

し

て

い
る
。

一
九
五

二
年

か
ら

一
九

七
六
年

に
至

る
ま

で

の
二
四
年

間

に
、

ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
争

点

は
、

こ
う

し

て
、

ア
メ
リ

カ

の
投
票
者

に
対
す

る
意
味

の
重

要
性

を
、

些

か
も
動
揺

さ

せ

て
は

い
な

い
。
さ

ら

に
、

ニ

ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
争
点

に
対

す

る
態
度

を
、

自

己

の
選
択
を

《
偏
向

せ

し

め
る
》

(畿ぼ
偶
。。官
σq達)

も

の
と

、
換

言
す
れ

ぽ

、
特

定
政
党

も

し
く

は
特

定
候
補

者

に
対

す

る
好

意
的
支

持

を
誘

導
す

る
も

の
と

、
冷

静

に
理
解
す

る
人

々
の
間

に
お

い
て
さ

え
、

民
主
党

は
、

一
九
五

二
年

か

ら

一
九

七
六
年

に
至

る
期

間

の
す

べ

て

の
大
統

領
選

挙

に
お

い
て
、
強
力

な
多
数

者

の
支

持
を

、
享
有

し
得

た

の
で
あ

る
。

な

お
、

こ

の
期

間
内

に
お
け

る

こ
う

し
た

ニ

ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
争

点

に
対
す

る
態

度

を
心

的
機
構

と

し

て
成
立
す

る
民

主
党

支
持

へ
の
人

々

の
平
均
偏

向

率

は
、

六
二

%
未
満

で
あ

る
。

従

っ
て
、

こ

の
期

間
内

に
お
け

る
す

べ

て

の
大

統
領

選
挙

が
、

ニ
ュ
ー

デ

ィ
ー

ル
争

点

の
可
否

の
み

に
基
づ

い
て
決
定

さ
れ

た
と

仮
定

す

る
な

ら
ぽ

、

民
主
党

は
、
常

に
、

地
、辻
り
的
勝

利

に
よ

っ
て
、
全

大
統

領

選
挙

を
制
す

る

こ
と

に
な

る

で
あ

ろ
う
。

さ

ら

に
、

一
九

八
〇

年
及

び

一
九

八

四
年

の
大
統

領
選

挙

に
お

い
て
も
、

ニ

ュ
ー
デ

ィ
ー

ル

争

点

は
、
投

票
者

が
政

党
も

し
く

は
候

補

者
を

選
定
す

る
際

の
引
照
基

準

と

し

て
作

動

し

て

い
る
。

一
九
八
〇
年

の
場
合

、

ニ
ュ
ー
デ

ィ

ー

ル
争

点

の

《
重
要
度

》

は
、

七

六

%
で
あ

り
、

一
九

八

四
年

に
は
、

八
四

%

で
あ

っ
た
。

し

か
し
、

一
九

八
〇

年

の
場

合
、

ニ
ュ
ー
デ

ィ
!

ル
争

点

の
複

合

体

に
対
す

る
態

度

に
基
脚

す

る
民
主

党
支

持

へ
の
偏

向
率

は
、
四

七

%

に
急

落

し

て
お
り
、

一
九

八
四
年

に
は
、

苦

干
、

上
昇

し
、

五

三

%

に
達

し

た
。

こ
れ

故
、

も

し

一
九

八
〇

年

・
一
九

八
四
年

の
両

大
統
領

選
挙

が

、

ニ

ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
争

点

の
可

否

18X18?
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衰6世 論の イデオ ロギ ー的動向;1974--985

ideologicalposition 1974 1985

Liberalsideofthepoliticalspectrum

Moderateformiddleoftheroad)

Conservativesideofthepoliticalspectrum

Don'tknowornoanswer

28.9%

38.0

2$.1

5.0 -

100.Q°o

24.0%

36.9

34.4

4.7

100.0%

Source:JamesAllanDavisand'ThomasW.Smith,Genera'SocialSurvey1972-1985 ,

[Machine-readabledatafiledChicago:NationalOpinionResearchCenter.UniversityofChicago,

Producer;Storrs,CN:RoperPublicOpinionResearchCenter ,UniversityofConnecticut,

distributor.1982Codebook,P・75,1985Codebook,P・8a

表7進 歩主義 ・保守主義の帯有度に関する自己評価;1972-1984

Veryliberal(1十2)

Liberal(3}

Center(4},

Conservative(5)

Veryconservative{f-}-7}

NotPlaced

Total

1972119741976 1978 1980
%

%

%

%

%

%

%

R
)

8

∩
コ

リ
0

4

Ω
り

0

1

1
↓

-
孟

へO

AU1

%

%

%

%

%

%

%

(U

O

7
・

」4

4
凸

7

0

朔⊥

-
轟

9
一

噌1

書ー

ワ
綱

AU1

%

%

%

%

%

%

%

Ω
U

Ω
U

5

9
臼

り0

9
り

0

り
白

¶
■

-
鳳

り0

01

%

%

%

%

%

%

%

轟」

00

戸0

り
自

4

7
醒

0

1
漏

9
甜

1

1

2

AU1

%

%

%

%

%

%

%

9

AU

7
軍

5

2

只
り

AU

-
↓

ウ
臼

ー
ム

ー
義

ワ
倒

AU1

1982

%

%

%

%

%

%

7
・

7
・

2

3

五
署

7

9
臼

1

1
晶

6δ

100%

1984

%

%

%

%

%

%

Q
μ

Q
V

O
U

4

戸D

O

り
臼

-

望⊥

り0

100%

Question:"Wehearalatoftalkthesedaysaboutliberalsandconservatives.Hereisasec=en-

paintscaleanwhichthepoliticalviewsthatpeoplemightholdarearrangedfromextremely
liberaltoextremelyconservative.Wherewouldyouplaceyourselfonthisscale ,orhaven'tyou
thoughtmuchaboutthis?"

Source:J.MerrilShanksandWarrenE.Miller,"PolicyDirectionandPerformanceEvalua-

tion,"paperpresentedatthemeetingoftheAmericanPoliticalScienceAssociation ,NewQrleans,
1985,p.II.

の
み
に
基
づ
き
決
せ
ら
れ
た
と
す

る
な
ら
ぽ
、
民
主
党
は
、

一
九
八

〇
年

に
は
、
完
敗
し
、

一
九
八
四

年

に
は
、
辛
勝
し
た
で
あ

ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
第
二
次
世
界
大
戦

終
結
後
に
お
け
る

ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
争
点

の

《
重
要
度
》

の
安
定
性

は
別

に
し
て
も
、
人

々
は
、
主
要

な
内
政
問
題

に
対
す

る
態
度
を
、

一
九
七
〇
年
代

の
末
葉

に
、
既
に

保
守
主
義

に
向

っ
て
旋
回
さ
せ
は

じ

め
て
お
り
、
実
業

に
対
す
る
政

府
規
制
と
内
政
出
費
諸
施
策

の
双

方

に
対
す
る
反
対
と
い
う
方
向

へ

う
ね
ろ
う
と
す

る
こ
う
し
た
世
論

の
波
頭
の
高
ま
り
が
、

一
九
八
〇

年

に
お
け
る

レ
ー
ガ

ン
大
統
領

の

選
出
と
い
う
形

で
収
束
す

る
に
至

19(19)



表8実 業ならびに政府規制に対する公衆の態度

ORC:Thereistoomuchpowerconcentratedinthehandsofafewlargecom-

paniesforthegoodofthenation.

AGREE

196919?11973197519771979

61%66°074%78%72%7996

SRC:Doyouthinkbusinessasawholeismakingtoomuchprofit,areasonable

profit,ornotenoughprofit?

Toomuch

Reasonable

Notenough

Noopinion

ORC:Inall

should

1969

38%

47

4

11

industries

1971

26%

54

6

12

X973

35%

50

3

12

1975

35%

39

6

10

1977

50%

37

9

4

1979

51%

38

8

3

wherethereiscompetition,doyouthinkcompanies

beallowedtomakealltheprofittheycan,orshouldthe

governmentputalimitontheprofitscompaniesmake?

19711973197519761979

Nolimits55%48%36%39%34%

Limitprofits3340555560

Noopinion1212966

Source二 〇pinionResearchCorporation(ORC).

(嘱

}

(
45

)

っ
た

と

、
一
般

に

主

張

さ

れ

て

い
る

。

確

か

に
、

表

6

.

(
46

)

20

表

7
に
示

さ
れ

る

よ
う

に
、

一
九

七
四
年
以

降
、
総

じ

て
・

世
論

の
動

向

は
、
政
治

ス
ペ
ク

ト

ル
の
な

か

の
右

鋤
!
ー
㌧

側

に
、
若

干
、

移

行

し

て
い
る

よ
う

に
、

お
も

わ
れ

る
。

し
か

し
、
事
実

は
、

必
ず

し
も

、

そ
う
と

は
限

ら
な

い
。

(
47

)

む

し

ろ
、

表

8

に
明
ら

か
な

よ
う

に
、
実

業

に
対
す

る

人

々
の
懐

疑

と
、

実
業

に
関
す

る
政
府

規
制

に
対
す

る

彼
ら

の
支

持
と

は
、

一
九

七
〇
年

代

に
、
様

々
な

位
相

に
お

い
て
、
増

大

し

た
と

い

っ
て
よ

い
。

さ
ら

に
、
内

政
面

に
お
け

る
政
府

出
費

の
削

減

に
対

す

る
支
持

の
論

理

を
畳

み

こ
ん
だ
大

き

な
思
潮

の
流

れ

も
、

一
九

八
〇
年

代

に
至

っ
て
も
、

と

く

に
認

め
ら
れ

な

い
。
げ

ん

に
、

一
九

八
〇
年

に
お
け

る
全

国
世
論

調

査

セ

ン
タ

ー

(酔冨

Z
巴
。匿

9
首

団8

図
§

碧
爵

蒙

ロ§

)

2
0
閑
O
)

の
調
査

に
よ
れ
ば
、
様

々
な
政
府

出
費

領
域

に
関
す

る
す

べ

て

の
回
答

を

平
均
化

し
た
場

合
、

ア

メ

リ
カ
人

の
二

一
%

の
み
が

、
環

境
、
健

康
、
教

育
、
福

祉

、

都
市
補

助
、
な

ど

の
諸
施
策

に
、
《
過
多
》
(象
§

日
暮
ゴ
.、)
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の
政
府

資
金

が

投
下

さ
れ

て
い
る
と

、
考
え

て

い
る

に
す
ぎ

な

い
。

こ

の
数
値

は
、

一
九

七
六
年

、

一
九

七

七
年

、

そ

し

て
、

一
九

七
八

年

の
場

合
と

同

一
で
あ

る
。

ま
た
、

こ
れ

ら

の
諸

施
策

に
対
す

る
政
府

資
金

の
投

下
が

《
過
少
》

(""紳OO
一一梓櫛一Φ
嬬)
と

み

る
人

々
の
比
率

も
、

一
九

七
六
年
-

一
九

八
〇

年

の
期

間
、
高

度

の
安
定

性

を

示

し

て
お
り
、

一
九

七

六
年

の
四

四

%
か
ら

一
九

八
〇
年

の
四
二

%

へ
と

、
僅

か

二

%

の
み

下
落

し
た

に
す

ぎ

な

い
。

さ

ら

に
、
当

該

諸
施

策

に

対
す

る

政
府

資
金

の
投

下

を

《
過

少
》

も

し
く

は

《
至

当
》

(、.臼
ぎ
募

門一σQ
曄
.、)
と
認

め
る

人

々
の
合

計
比
率

の
水
位

は
、

七

二

%
以

下

に
決

し

て
低
下

し
て

い
な

い
。

社
会

経
済

生
活

に
対

す

る
政
府

規

制

の
緩
和

と
内

政
面

に
お
け

る
政
府

出
費

の
削

減

と

い
う
鋭

利
な

相
貌

が
、

レ
ー
ガ

ソ
政
権
第

一
期

の
施
政

磁
場

の
表

層

に
露

呈

し
た
と
き

で
さ
え

、
政
府

規

制

な
ら

び

に
社
会
福

祉

に
関

す

る
諸
施

策

に
対
す

る
世

人

の
支
持

は
、
拡

大

し

て
い
る
。

「
ロ
ス
ア

ン
ゼ

ル
ス
タ
イ

ム
ズ
」
P
。
。。
〉
謁
Φ一①。・
爵
ヨ
Φ。・)
に
よ
る

一
九

八
二
年

の
世
論
調

査

に
よ
れ

ぽ

、
政
府

規

制

は
存

続
さ

せ

る
べ
き

で
あ

る

か
、
あ

る

い
は
、

レ
ー
ガ

ソ
大

統
領

が
主

張
す

る
よ

う

に
、

ア

メ
リ
カ

に
自

由
企

業
体

制
を

復

帰
さ

せ

る
た

め
に
、
政

府

規

制

は
軽

減

さ
れ

る
べ
き

で
あ

る
か
、

と

い
う
質

問
が

提
起

さ

れ

た
と
き

、
存

続
支

持

の
比
率

が

、
軽

減
支

持

の
比
率

を
凌

駕

し

て

い
た
。

す

な

わ

ち
、
環

境

問

題

に
対

す

る
政
府
規

制

に

つ
い
て
は
、
存

続

四
九

%
ー

軽

減

二

八
%
、
産

業

に
お
け

る
安

全
性

の
確

保

に

つ
い
て

は
、

存

続

六
六

%
…

軽

減

一
八

%
、
十
代

層

の
最

低
賃

金

保
障

・
存

続

五

八
%
1
軽

減

二
九

%
、
自

動

車

の
排
気

と
安

全
基

準

・
存

続

五
九

%

1

軽

減

二
九

%
、
連

邦

政
府

所
有

地

の
処
分

・
存

続

四
三

%
ー

軽

減

二
七

%
、
そ

し

て
、
海

洋
油

井
掘

削

に
関
す

る
政
府
規

制

に

つ

い
て

は
、
存

続

四
六

%
1

軽

減

二
九
%
、

以

上

の
通

り

で
あ

る
。

同
じ
く

、

「
ロ
ス

ア

ソ
ゼ

ル
ス
タ

イ

ム
ズ
」

は
、

一
九

八
三
年

に
、

再
度

、

政
府

規

制

の
強

度

に

つ

い
て
調
査

し
た
と

こ
ろ
、

ア

メ
リ
ヵ
人

の
五

%

の
み
が

、

政

府
規

制

は

《
過
度

に
厳

格
》

(象叶OO
口o仲N一〇稗導
)
と

考
え

て

い
る

に
す
ぎ

ず
、

四

二

%

は
、

《
十

分

に
厳

格

と

は

い
え

な

い
》

(..8
冨

ぎ

轟

㊦8
轟
ザ
.、)
と

回
答

し

て
い
る
。

ま
た
、
「
C
B

C

二
昌
ー

ス

・
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
タ

イ

ム
ズ
」

(O
ロd
O

2
①壽

＼2
霧

磯
。蒔

↓
冒
①。。)

の
共

同
調
査

に
よ

る
と
、

一
九

八

一
年

か
ら

一
九

八
三
年

に
至
る

ま

で

の
二
年

間

に
、
《
環

境

保
護

は
、
健

全

な

国
民
生

活

の
維
持

に
き

わ

め

て
重
要

な
意

味

を
も

つ
た

め
、

そ

の
要

件

と
基

準

に
、
厳

格

す

(21)21



ぎ

る
と

い
う

こ
と

は
な
く

、
環

境

改

善

の
努
力

は
、

そ

の
経
費

に
か

か
わ
り

な
く

、
継

続

さ
れ

ね
ぽ

な

ら
な

い
》

と
す

る
極

端

な
提
案

に

対
す

る
支

持
率

は
、
四

五
%

か
ら

五

八

%

に
上
昇

し
た
。

社

会
福

祉

給
付

諸

施
策

(。。。。Σ

。。℃Φ
巳
言
㈹
践
。
σq田
ヨ
。。)

に
対

す

る
支
持

も
、

こ
れ

と

同
様

で
あ

る
。
「
N
B
C

ニ

ュ
ー

ス
し
(Z
じロ
O

Z
.≦
。。)

の
調
査

結
果

に
基
づ

く
な
ら

ぽ

、

一
九

八

一
年

か
ら

一
九

八
三
年

に
至

る
ま

で
の

二
年

間

に
、

《
レ
ー
ガ

ソ
大

統
領

は
、

社
会

福
祉

諸

施

策

(。。。。芭

箕
。
σq
窮
日
。。)

の
削

減
も

し

く

は
排

除

を
極
端

に
ま

で
推

し
進

め
よ

う
と

し

て

い
る
》

と

い
う

見
解

に
対
す

る
支
持

率

は
、
三

七

%

か
ら

五

二
%

へ
と
、

一
五
%

の
伸

び

を

示

し

て
い
る
。

ま

た
、

一
九

八
二
年

の
調
査

結
果

と

一
九

七
八
年

の
そ
れ

と
を

比

較
し

て
、
外

交

関
係

シ
カ

ゴ
委

員

会

(爵
。
O
ぼ
雷
ぴq
。
O
。巨
。一一
。コ
閨
自
Φ置
・
菊
Φ
一。。一一8
。・)
は
、

社

会
福

祉

.
救
済

諸

施
策

(毛
Φ開
四『。
鋤
コ山
『Φ躍
Φ{
娼
.。㈹
.螢ヨ
。。)

の
削

減

よ
り
も

、

む
し

ろ
、
拡

大
を
希

望

す

る

人

々
が
、

こ

の
四
年
間

に
、

二

六

%
も
急

伸

し
た
と
、

述

べ

て

い
る
。

さ
ら

に
、

失
業
者

救
済

の
た

め

の
政

府
行

為

に
対

す

る
世

人

の
支

持

も
、

広
範

囲

に
存

在

す

る
。

一
九

八
三

年
初

頭

に
お
け

る

「
C

B
C

ニ

ュ
ー

ス

.
ニ
ュ

ー

ヨ
ー

ク
タ
イ

ム
ズ
」

の
共

同
調
査

は
、

人

々
の
七
四

%
が

、

そ

の
こ
と
が

連

邦

政
府

に
お
け

る
支

出

超
過
規

模

の
拡

大
を

意
味

す

る

に

し

て
も

、
雇

傭

関
連

諸
施

策

は
充

実

さ

れ
ね
ぽ

な

ら
な

い
と

考

え

て

い
た

こ
と

を
、

報
じ

て
い
る
。

こ

の
よ
う
な

世
論

の
潮
流

は
、

レ
ー
ガ

ン
政

権

の
下

に
お
け

る
政

治
状
況

の
表

面

に
色
濃

く
現

わ
れ

て

い
る
。

レ
ー
ガ

ン
大
統
領

の
第

二
期

就
任
式

の
直
前

の
時

点

に
お

い
て
、

六
八

%

の
人

々
が

レ
ー
ガ

ン
大

統
領

の
第

一
期

に
お
け

る
実
績

を
積

極
的

に
評
価

し
、
同
時

に

巨
大
な

連

邦
財

政
支

出
超

過

に
警

鐘
が

乱

打

さ

れ

て

い
た

と

き

で

す

ら
、

「
ワ

シ

ソ
ト

ソ
ポ

ス
ト

.
A

B
C

ニ
ュ
ー

ス
」

(芝
国。。臣
冒
讐
。目

勺
。
。・ぐ
〉
じd
O
Z
。霧

)
の
共
同

調
査

に
し
た
が

う
な

ら
ば

、

ア

メ
リ

カ
人

の
三
五

%

の
み
が

、
連

邦
財

政
支

出
超

過

の
是

正
を

目
ざ

す
社
会

福

祉

諸
施

策

の
実

質

的

な
削
減

に
、

賛

成

し

て

い
た

に
す
ぎ

な

い
。
な

お
、

世

人

の
六
五

%

は
、

こ
う

し
た
削

減
が
既

に
進

行

中

で
あ

る
と

考

え

て

い
た
。

さ
ら

に
・

一
九

八

六
年

一
月

に
実
施

さ

れ
た

「
ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク

タ
イ

ム
ズ

・
C

B
C

ニ

ュ
ー

ス
」

の
共
同

調
査

に
よ
れ
ば

、
社

会
福

祉
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給

付
金

の
受
領

者

は
社
会

福

祉
給
付

金
が

な

く
と

も
生

活

し
得

る
状
態

に
あ

る
と

考
え

て

い
る

人

々
は
、

世
人

の
四
〇

%

で
あ

っ
た
。

レ

1
ガ

ソ
大
統
領

が
就

任

し

た
当
時

に
お
け

る
そ

の
数

値

は
、

五

一
%
を
示

し

た
。

同

じ
く

、
人

々
の
五

一
%
が
、

政
府

は
闇
題

を
解

決
す

る

よ
り
も
、

む

し

ろ
、

解
決

さ
れ

る
べ
き

問
題

を
自

ら
創

出
す

る
と

こ
ろ

の
、

倒
錯

し

た
技
術

機
構

で
あ

る

と

し

て
、

政

府

を
、

問

題

解

決
能

力

の
欠

乏

と

い
う
位

相

で
捉
え

て

い
る
。

レ
ー

ガ

ソ
の
就

任
時

に
お
け

る
そ

の
数
値

は
、

六
三
%

で
あ

る
。

世
人

の
六

六
%

は
、

加
え

て
、

政
府

は
合
衆

国

に
お
け

る
貧

困
層

を

救
済

す

る
た

め

に

《
偉
大

な
社

会
》

関
係

諸
施

策

の
ご
と
ぎ

施

策

に
資

金

を
投

入
す

べ
き

で
あ

る
と

い
う

、
積
極

的

な

立
場

に
た

っ
て

い

た
。

さ

ら

に
、

一
九

七
八
年

に
、

L

・
ハ
リ

ス

(ピ
o鼠
9。
出
畏
囲訪
)
の
報

告
す

る
と

こ

ろ

に

よ
れ
ぽ

、

《
も

し
雇
傭

と
教

育

に
お
け

る
婦

人
と

人
種

的
少

数

者

を

援

助

す

る
差

別
撤
廃

措

置

(ゆ津

羅

牙

Φ
舞

…書

づ
『。σQ門聾

。。)
が
存

在

し

な

い
と

し
た
ら

、

こ
れ

ら

の
集

団

は
、
将
来

に
わ

た
り
、

就
労

の
機

会

と
高

等
教

育
を

享
受

し
得

る
機
会

と

を
喪

失
す

る

に
至
り
、
過

去

と
同

じ
く

将
来

に
お

い
て
も
、
彼

ら

に
対
す

る
差
別

は
、

継
続

さ
れ

る

で
あ

ろ
う
》

と

い
う

見
解

に
、

人

々
の
四
五

%
が

、

合
意

し

て

い

る

に
す
ぎ

な

か

っ
た
。
反

対

は
三

六

%

で
あ

る
。

し
か
し
、

一
九

八
二
年

ま

で

に
は
、
当
該

見

解

に

対

す

る

合

意

は
、

五

七
%

に
な
り

(反
対
三
九
%
)、

一
九

八
五
年

九
月

に
は
、
七

一
%
対

二

七
%
と
、
圧

倒
的

多
数
が

、
こ

の
見
解

に
、
賛

意
を

表

明
し

て

い
る
。

ま

た
、
《厳

格

な
割
当

人
数

枠

を
定

め
な

い
こ
と
を

条

件

に
、

雇
傭

と
教

育

に

お
け

る
婦

人
と

人
種

的
少
数

者

の
た

め

の
差

別
撤
廃

措

置
を
命

じ

る
連

邦

法
》

(・.h①山
欝

=
覇

器
ρ
謂
三
凝

餌津

羅

昏
。
豊

凶8

娼お
四
。・目
。・
{。「
毒
。目
2

即滋

巳
昌
鼠

膏
。ゆ
ぱ

。臼
覧
。博

①昌一
脅
瓢山
φ氏ロ
6麟諏
。"
・
唱
。ぐ
乱
。山
子
。困①

帥器

8

話

置

曾
。
蓼

遣
)

の
賛

成

者

は
、

一
九

八

四
年

に
、

六

七

%
、

反

対
者

一
八
%

で
あ

っ
た
。

し

か
し
、

一
九

八
五
年

に
は
、

そ

の
数

値

は
、
賛

成
者

七
五

%

・
反

対
者

二

一
%

へ
と

、

飛
躍
的

に
上
昇

し

て

い
る
。

以

上

の
総

括
と

し

て
、

一
九

七
三
年

か

ら

一
九

八

五
年

に
至

る

一
二
年

間

に
お
け

る
社

会
福
祉

諸

施
策

七
者

に
対
す

る
世

論

の
支

持

率

(
48

)

の
推
移

を
表

示
す

る
な

ら
ぽ

、
表

9

の
よ
う

に
な

る
。

(
49

)

ま

た
、

一
九

八

七
年

二
月

に
、

「
タ
ィ

ーご

(ゴ
ヨ
Φ)

に
よ

っ
て

行

わ
れ

た
世

論
調
査

の
結

果
が

明
ら

か

に
す

る
と

こ
ろ

に
ょ
れ
ば

、
現

X23)23



i表9社 会福祉 諸施策 に対す る世論 の支持;1973-1982

PercentageofPeopleAgreeingThattheU.S.
GovernmentSpendsTooMuchMoneyonthe
ActivitiesIndicated

1973 19?419?5 1976 1977 1978 1980 1982 1985

Improvingandprotecting 7,417.7 9.7 9.3 lY.O 9.6 15.4 11.5 7.9

theenvironment

Improvingandprotecting 4.7 4.6 5.1 5.0 7.0 7.0 7.7 6.3 6.2

thenation'shealth

Solvingthepxoblemsof 12.3 11.0 11.8 工9.5 19.4 18.9 21.3 19.5 is.4

thebigcities

Dealingwithdrugaddiction 6.0 5.5 S.4 7.6 8.5 8.8 7.7 8.3 5.5

Improvingthenation's 9.0 8.5 II.2 9.4 9.7 10.9 10.2 S.3 5.2

educationsystem

Improvingtheconditionof
blacks

ZI.6 20・7i23・9 25・3[24・5

1

25.2 23.8 20.1 20.0

Welfare

Numberofrespondents

1
51.2142.O
I

1,50411,484
1

i

42,759,759.5

1

1,49・i・.49gl1・53・

58.3

1,X32!

5fi.4

1,468

48.3

11,506
」

44.5

783

Source:JamesDavisandTomW.Smith:GeneYalSoci¢lSurueys,1972-1985〔Machine-

readabledatafile).Chicaga:NationalOpinionResearchCentex,producer,X98?,Storrs,Ct.;Roper

PubicOpinionResearchCenier,UniversityofConnecticut,distributor.

代
進
歩
主
義

の
正
当
性

に
対
す
る
人

々
の
不
可
疑

の
遵
奉
は
、

ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
基
本
的
事
項

へ
の
合
意
と
し
て
、

い
ま
な
お
、

世
論

の
動
向
を
深
い
基
部

で
支
え
る
低
音
部

の
主
旋
律
を
形
づ
く

っ
て
い
る
。

こ
の
調
査
に
よ
れ
ぽ
、
世
人

の
七
七
%
は
、
将
来

に
お
い
て
も
、

連
邦
政
府

は
、
健
康
、
住
宅
、
教
育
、
そ
れ

に
、
貧
困
層

へ
の
援
助

な
ど

の
諸
領
域

に
お
い
て
、
積
極
的
役
割
を
演
ず
べ
き

で
あ

る
と

す
る
進
歩
主
義

の
立
場
を
貫

ぬ
く
、
ま
た
、
調
査
対
象

の
六
〇
%

(共
和
党
員
の
四
九
%
を
含
む
)
は
、
仮

に
増
税
と

い
う
事
態
が
招
致

さ
れ
た
と
し
て
も
、
社
会
福
祉
諸
施
策

に
対
す
る
政
府
出
費

の
増

大
を
支
持
す
る
と
、
決
然
と
回
答
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
最
も
重

要
な

こ
と
は
、

ア
メ
リ
カ
人

の
五
六
%
が
、
現
在
、

一
九
八
八
年

に
は
、
社
会
的
必
要
性

に
対
し

て
よ
り
多
く

の
政
府
資
金
を
投

入

す
る
大
統
領
を
選
択
す
る
と

い
う
、
注
目
す
べ
き
意
見
を
開
示
し

て
い
る
点

で
あ

る
。
他
方
、

一
九

八
八
年

に
は
政
府
出
費
を
現
在

の
縮
減
さ
れ
た
水
準

に
抑
制
す

る
大
統
領
を
支
持
す
る
と
す
る
見

解
を
表
明
し
た
人

々
は
、
三
三
%
で
あ

っ
た
。

調
査
対
象

の
三
分

の

一
以
下

に
当
る
三

一
%
が
、
軍
備
支
出

の

24(24)
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増

額
を
支

持

し

て
い
る
。

な

お
、

カ
ー

タ
ー
政
権

の
最

終

年

に

は
、

世
人

の
七
八

%
が
国

防
費

の
増

額

に
賛

成

し

て
い
た
。

し
か

し
、

一

九

八
七
年

に
お
け

る

調
査
対

象

の
六

九

%

(共
和
党
員
の
五
五
%
を
含
む
)
は
、

政
府

出
費
領

域

の
な

か

で
軍
備

と
社

会
福

祉

の
二
者
択

一
を

迫

ら

れ

る
と

し

た
ら

、
社
会

福

祉
諸

施
策

に
、

よ
り
多
く

の
政

府

資
金
が

投

入
さ

れ

る
べ
き

で
あ

る
と

す

る
立

場
を

と

っ
て
い
る
。

も

と

よ
り
、
世

人

は
、
現

政
権

に
よ

る
政
府

出
費

の
厳

格

な
緊

縮
政

策

に
、
全

面
的

に
満

足

し

て

い
る
わ
け

で
は
な

い
。

調
査

結
果

の

示
す

と

こ

ろ

に
よ
れ

ば
、

ア
メ
リ

カ
人

の
六

二

%
は
、

レ
ー

ガ

ン
政
権

の
下

で
、

若
干

の
社

会
福

祉

諸
施

策

に
、
政
府

出
費

の
削

減
が
あ

っ
た

こ
と
を
、

承
知

し

て

い
る
。

し

か
し
、

世
人

の
六

一
%

は
、

こ
う

し
た
措

置
を
是

認

し

て

い
な

い
。

こ

の
よ
う

な
削
減

措
置

に
対

す

る
共
和
党

員

の
態
度

は
微

妙

で
あ

り
、
賛

成

四

四

%
、
反
対

四
四

%
と

、
賛

否
相
半
ば

す

る
。

い
ず

れ

に
せ
よ
、

今

日

に
お
け

る

ア

メ
リ

カ
人

の
圧
倒
的

多

数

は
、

中
高

年
層

に
対
す

る
健
康

保
障

制

度

の
確
立

、

母

・
乳

幼
児

双
方

に
対

す

る
栄
養

補
給

施
策
、

中

.
低
所

得
層

に
対

す
る
住

宅
建

設
、

大
学

生

に
対
す

る
貸

付

金

・
補

助

金

の
充
実

、
環

境
浄

化
と

酸

性
雨

の
解

消

、

な
ど

の
分

野

に
、

よ

り
多
く

の
政

府

資
金

が
投
ぜ

ら
れ

る

こ
と
を
、

積
極

的

に
支

持

し

て
い

る
。

同

時

に
、

調

査
対

象

は
、

食

料

割
引

券

(ho巳

。・齢9。日
場
)

や

宇
宙
開

発

計

画

(匂o唱麟
O⑪
℃困Oαq
「9旨P)

の
分
野

に
対
す

る
政
府

資
金

の
追

加
投

入

に
、
き

わ

め

て
冷

淡

な
態

度
を

示
す
。

調
査

対

象

の
僅

か
三
分

の

一
が

、

こ
う

し
た

分

野

に
対

す

る
政
府

資
金

の
追

加

投

入

に
賛

成

し

て

い
る

に
す

ぎ
ず

、
他

の
三
分

の

一
は
、

そ

の
投

入
額

は
現
在

の
水

準
以

下

に
抑
制
す

べ
き

で
あ

る
と

主
張
す

る
。

調
査
対

象

の
三

分

の

一
以

上

は
、

レ
ー
ガ

ン
大
統
領

の
戦
略

防
衛

構
想

(
S
D
I
)
(ω
9

譲

一.
O
。{①コ
。,.
圃昌
三
鋤謡
く
.)

に
対

す

る
政

府
出

費

の
削

減
を

要
望

し

て

い
る
。

S

D
I

に
対
す

る
政
府

出
費

の
増
額

も

し
く

は
現

状
維

持

の
賛

成
者

は
、
四
九

%

で
あ

る
。

レ
イ

キ

ャ
ビ

ッ
ク

に
お
け

る
米

ソ
首

脳
会

談

(↓
冨

図
醸
五
帥く
障
。。舞

巳

叶)
が

行

わ
れ

た

一
九

八
六
年

十
月

に
は
、

ス
タ

ー

・
ウ

ォ
ー

ズ
計
画

(q。
訂
噌
≦
碧
q。)

へ
の
賛
成

者

は
、

六
四

%

で
あ

っ
た
。

今

日

に
お
け

る

ア

メ
リ
カ
人

は
、
総

じ

て
、
現

在

の
境

遇

に
満

足

し

て
い
る
。

彼

ら

の
六
〇

%

は
、
自

己

の
生
活

状
態

は
好
調

で
あ

る

{25}25



表10政 府出費に対す る世論の態度;1987

Kept sameDecreasedIncreasced

18%

19%

21%

22%

既

鰯
錫
賜
賜
賜
脇
鰯

%
砺
甥
甥

砺

賜
賜
賜
賜
端
筋
錫

騙
砺
賜
賜

賜

麟
賜
賜
33%

33io

31°0

23%

Healthprogramsfortheelderly

Theenvrironment

AidtotheNameless

Healthservicesforthepoor

Nutritionprogramsformothersand
infants

Reducingacid-rainpollution

Low-andmoderate-incQmehOusing

Loansandgrantstocollegestudents

Thyfood-stampprogram

Thespaceprogram

Themilitary

StarWars

Thesurveyof1,0f4adults

erroisplusorminus3%.

wastakenbvtelephoneFeb.17-18.Thepotentialsampling

と
答

え

て
い
る
。

経

済

を
重
要

問

題

と
指
摘

す

る
人

々
は
、
今

日
、

イ

ソ
フ

レ
イ

シ

ョ
ン
が

鎮

静
化

し
、

金

利
が
引

き
下
げ

ら
れ

、
株
価

は
記

録
的

に
上
昇
す

る

に
至

っ
た

た

め

に
、

一
九

八
五

年
九
月

の
五
〇

%
か

ら

三
三

%

へ
と
、

激

減

し

て
い
る
。

ま

た
、
連

邦
財

政
債

務
超
過

に
対

す

る
広

範
な

関

心

は
、
今

日
、
存

在

し

て

い
な

い
。
政

府

出
費
を

重
要

問
題

と

み
る

人

々
は
、

一
二

%

に
す

ぎ

な

い
。

(
一
九
八
五
年
九
月
ー
二

二
%
)
な

お
、

今

日
、

薬
物

濫

用

に
対

す

る
世
人

の
関

心
が

高

ま

っ
て

い
る

に
も

か
か

わ

ら
ず
、

こ

の
問
題

を
と

く

に
懸
念
事

項

と

し

て
あ
げ

た
人

々
は
、

九

%

に
と
ど

ま

っ
て

い
る
。

今

日

の

ア

メ
リ

カ
人

の
大
き

な

関
心

は
、
学
校

教

育

に
向

け
ら
れ

て

い
る
。

五
六

%

の
人

々
は
、

合
衆

国

に
お
け

る
学
校

教
育

は
貧

困

で
あ

り
、

四
九

%

の
人

々
が
、

教

育
水

準

は
低
下

し

て

い
る
と

回
答

し

て

い

る
。

そ

し

て
、

六
五

%
は
、

学
校

教
育

を
改

善
す

る
た

め

に
教
員

給
与

の
引
き

上
げ

に
、
賛

成

し

て

い
る
。

以

上

の

「
タ
イ

ム
」

の
世

論
調

査

の
結
果

を

一
覧
表

に
す

れ
ば

、
表

(
50

)

10
の
よ
う

に
な
る
。

現
代

に
お
け
る
進
歩
主
義
と
保
守
主
義
と
は
、
合
衆
国

に
深
層
的
な

《
自
由
主
義
》

の
伝
統
が
生

ん
だ
二

つ
の
枝
と
し
て
、

そ

の
堅
牢
な

輪

2fi(26)



公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相口

表11各 州の大統領 選挙人数;1984

Alabama 9 Montana 4

Alask 3 Nebraska 5

Arizona 7 Nevada 4

Arkansas 6 NewHampshire 4

California 47 Newjersey 16

Colorado

Connecticut

8'
ヨ

S

NewMexico

NewYork

5

36

Delaware 3 NorthCatalina 13

Florida 21 NoarthDakota 3

Georgia 12 Ohio 23

Hawaii 4 Oklahoma 8

Idaho 4 Oregon 7

Illinois 24 Pennsylvania 25

Indiana 12 RhodeIsland 4

Iowa 8 SouthCarolina S

Kansas 7 SouthDakota 3

Kentucky 9 Tennessee 11

Louisiana io Texas 29

Maine 4 Utah 5

Maryland 10 Vermont 3

Massachusetts 13 Virginia 12

Michigan 20 Washington 10

Minnesota 10 WestVirginia 6

Mississippi 7 isconsin 11

Missouri 11 Wyoming 3

*TheDistrictofColumbia,whichhasnovotingdelegationinCongress,receives3votes.

郭
内

に
、
双
極
的

に
位
置
づ
け
ら

れ
る
。
両
者
は
、
社
会
経
済
生
活

の
運
営

に
果
た
す
連
邦
政
府

の
積

極
的
役
割

の
肯
定
と
社
会
福
祉
諸

施
策

の
維
持
と
い
う

一
致
点
を
含

み
な
が
ら
、
連
邦
政
府

の
社
会
経

済
生
活

の
運
営

に
対
す
る
介
入
の

程
度
と
介
入

の
目
ざ
す
方
向
と

い

う

一
致
点

の
周
辺

に
拡
散
す
る
曖

昧
な
部
分
を

め
ぐ

っ
て
、
葛
藤
と

緊
張

・
乖
離
と
牽
引
を
繰
り
広
げ

る
。
現
代

に
お
け
る
進
歩
主
義
と

保
守
主
義
と
は
、
同

一
系
譜
上
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
同

一
物

の
異
な

る
二
側
面
と

し
て
、
相
対
的

に
区

別
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
進
歩
主
義

と
保
守
主
義

の
関
係

は
、
互

い
に

対
峙
し
屹
立
し
合
う
二

つ
の
孤
立

(π)27



す

る
巨
峰

の
間

に
、
敵

対
的

な

緊

張

の
糸
が

張

り
渡

さ
れ

て

い
る
よ
う

な
、

固
定
的

な
拮

抗

関
係

と

は
異
な

り
、

世
論

の
動
向

に
よ

っ
て
、

(
51

)

双
極
的

磁

力
間

の
勢

力
比

や

比
重

関
係
が

弾
力

的

に
変
動

す

る
動

態
的

、

可
変

的
な

関
係

に
あ

る
。

そ
れ

で
は
、

い

っ
た

い
、

大
統

領
が

、
規

代
進

歩

主
義

と
呼
ば

れ

る
政

策

・
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
体
系

な

い
し
原
理

の
信
託

者
と

さ
れ

る

に

至

っ
た

の
は
、

い
か
な

る
理
由

に
基
づ

く

の
で
あ

ろ
う

か
。

そ
れ

は
、

い
う

ま

で
も

な
く

、
大

統

領

の
特

殊

な
選
挙

方

法

に
求

め

ら
れ

る
。

周
知

の
よ
う

に
、

ア

メ
リ
カ

に
お
け

る
大

統

領
、
副

大

統
領

は
、

人

民

の
直

接
投

票

に
よ

っ
て
最

終
的

に
選
挙

さ
れ

る

の
で
は
な
く

、

選
挙

人
団
体

制

(国
Φ。ε
邑

O
亀

Φσq①)
と

呼
ば
れ

る
選
挙

機

関
を
通

し

て
間

接

的

に
選
定

さ
れ

る
。

こ
こ
で

い
う
選

挙

人
団
体

制
と

は
、

(
52

)

大
統
領
及
び
副
大
統
領
を
公
式

に
選
定
す
る
た
め
に
州
ご
と

に
会
合
す
る
大
統
領
選
挙
人

(準
鼠
牙
コ富
一
㊦一①n§
。。)
の

一
団

で
あ

る
。

合

衆
国
憲
法
第
二
条
第

一
節
第
二
項

に
よ
れ
ぽ
、
各
州
は
、
そ

の
連
邦
上
下
両
院
議
員

の
選
出
数

の
総
和

に
等
し

い
数

の
大
統
領
選
挙
人
を

割
り
当
て
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
選
挙
人
団
体
制

に
お
け
る
五
〇
州

の
大
統
領

選
挙
人
数

は
、
連
邦
下
院
議
員
総
数
四
三
五
名
と
連
邦
上
院

議
員
総
数

一
〇
〇
名

の
合
計
五
三
五
名

で
あ

る
。
こ
れ

に
、

一
九
六

一
年

の
憲

法
修
正
第
二
三
条

に
よ

っ
て
、

コ
ロ
ン
ビ

ア
地

区

(藷

O
一。。三
9

。{
O
。
一葺

げ
芭

に
認
可
さ
れ
た
大
統
領
選
挙
人
三
名
が
、
付
加
さ
れ

る
。
こ
れ
故
、
選
挙
人
団
体
制

に
お
け
る
大
統
領
選
挙
人

の

(
53

)

総
計
は
、
現
在

の
と

こ
ろ
、
五
三
八
名

に
達
す

る
。
各
州
に
割
り
当
て
ら
れ
た
大
統
領
選
挙
人
数

は
、
表

11
の
よ
う

に
な
る
。
各
州
に
お

け
る
選
挙
民
は
、
ま
ず
、

こ
の
大
統
領
選
挙
人
を
選
出
す
る
。

次

い
で
、

こ
の
よ
う

に
し
て
選
出
さ
れ
た
大
統
領
選
挙
人
は
、
大
統
領
選
挙
当
日
か
ら
数
週
間
後

に
当
る
、
十
二
月

に
お
け
る
第
二
水

(舅
)

曜
日
後

の
最
初

の
月
曜
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
州
の
首
都

に
参
集
し
、
大
統
領

・
副
大
統
領
を
決
定
す

る
た
め
の
秘
密
投
票
を
行
な
う
。
そ

の
投
票
は
、
密
封
さ
れ
た
ま
ま
、

ワ
シ
ン
ト

ン
に
送
致
さ
れ
る
。

そ

こ
で
、
大
統
領
選
挙
年

の
翌
年

の

一
月
六
日

(六
日
が
日
曜
日
の
場
合

は
七
日
)
に
、
上
院
議
長

で
も
あ

る
現
職

の
副
大
統
領
が
、
新
た

に
選
挙
さ
れ
た
上
下
両
院
議
員

の
合
同
会
議

に
お
い
て
こ
れ
を
開
封
し
、

各
投
票
数
を
計
算

し
て
五
三
八
票

の
う
ち
の
二
七
〇
票
以
上

の
過
半
数
を
獲
得

し
た
大
統
領

・
副
大
統
領
両
候
補

の
当
選
を
決
定
す
る
。

28(28)



公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相(⇒

表12選 挙 人団体制 にお ける投票;1952--19
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R

R

R

R

R
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R

D

R

R

R

R

R

R

R

D

R
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R
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R

R

D

R
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R
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R

R

R

R

D

R

R
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R

R

R

R

D

D

R
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R
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D

R

D
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D

R

D

R

R
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D

D

R

D

R

R

R

R

D

D

D

R
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R

R

D

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

D

R

R
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D

D

D

R

D

R

D

D

R

R

D

R

R

R

D

R

R

R

R

R

R

D

D

D

R
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D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D

D
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D
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R

D

R

D

D

D

R

D

D

R

R

D

R

D

R

R

R

R

D

一

D

R

56
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R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

D

R

R

R

R

R

一

R

R
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R

R
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R
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R

R
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R
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R
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Year

Region/State

52 J6 60 64 68 72 76 80 $4
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相頃

一
九
五
二
年
か
ら

一
九
八
四
年

に
至
る
ま

で
の
大
統
領
選
挙

に
お
け
る
選
挙
人
団
体
制

の
投
票
状
況
を
表
示
す
れ
ぽ
、
表

12

の
よ
う

に
な

華
も
し
右

の
算
定
方
法

に
お
い
て
過
半
数
を
得
た
者
が
存
在

し
な

い
と
き
、
投
票
得
点
者

お
よ
び
各
得
点

の
表
の
な
か
で
、
最
多
数

の
得

票
者
三
名

に
つ
い
て
右
と
同

一
方
法

に
よ
り
下
院
が
大
統
領
を
選
任
す

る
。
た
だ
し
、

こ
の
方
法

に
ょ
る
大
統
領

の
選
任

に
際
し
て
は
、

表
決
は
州
別

に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
州

の
代
表
は

一
票
を
有
す
る
。

こ
の
場
合
、
定
足
数

は
、
全
州

の
三
分

の
二
か
ら
、

一
人
ま
た
は

(
56

二
人
以
上
の
議
員
が
出
席
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
成
立
し
、
大
統
領

の
選
出

に
は
、
全
州

の
過
半
数

(二
六
)
を
必
要

と
す

る
。

ま
た
、

い

か
な
る
副
大
統
領
候
補
も
選
挙
人
団
体
制

に
お
け
る
大
統
領
選
挙
人

の
過
半
数

の
支
持
を
得
る
こ
と
が

で
き

な
か

っ
た
場
合
、
副
大
統
領

の
選
挙
は
、
上
院
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
。
そ

の
際
、
上
院
議
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

一
票
を
有
す
る
。
副
大
統
領

の
選
任

に
は
、
上
院
に

お
け
る
過
半
数
の
支
持

(五

一
)
が
・
必
須
要
件

で
あ
華

こ
の
よ
う
に
し
て
・
選
挙
人
団
体
制
は
、
「
そ

の
内
部

で
大
統
領
選
挙

の
戯
曲

劇
が

上
演
さ
れ
る
と

こ
ろ
の
…
…
、
部
分
的

に
は
操
作

の
対
象
と
さ
れ
得
る
が
大
部
分
は
…
…

"
所
与
"

の
も

の
で
あ

る
戦
略
上
重
要
な

環

境

」

(臣
竃

蔓

&

。
①
鼠

頃§

婁

=
貯

雇

9

量

g
=

。

塁

暑

量

冨

ξ

貯

鴨

餌
曇

-
、、・・
幽く
①
ロ
..
鼠

静
一目

毒

尊

聾
。
恥
H伽
ヨ
餌
。
{
騨
℃
門Φ
㎝団牙

ロ
凱
・。
一

(
銘
)

。
ぎ

齢ご
鵠

冨

冨

同
a
)

の
要

素

の

一
つ
を

形

づ

く

っ
て

い
る

。

こ
の
よ
う
な
羅

な
間
接
馨

を
採
用
す
る
馨

人
団
体
欝

・
大
統
襲

挙
の
帰
趨
を
制
す
る
昊

州
の
威
力
と
い
う
、
磁
力
を
秘

め
て
馳

・
け
れ
ど
も
・

一
見
・
選
挙
人
団
体
制
は
・
人
・
稀
薄
な
諸
州
に
対
し
て
、
大
統
領
選
楚

お
け
る
格
別
の
轟

性
を
量

る

か

に
お
も

わ
れ

る
。

な
ぜ

な

ら

、

い
か

に
人

口
稀

薄

な
州

で
あ

ろ
う

と
も

、
最

少

限
三

名

の
大
統

領
選

挙
人

が
、

確
実

に
保

障

さ
れ

る

か

ら

で
あ

る
。

一
九

八
四
年

に
、
最

も

人

口
稠
密

な
九

州

(カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
テ
キ
サ
ス
、
ペ
ソ
シ
ル
ヴ

ご

ヲ

、

イ
リ
ノ
イ
、

オ

ハ
イ
オ
・

フ
ロ
リ
ダ
、

ミ
シ
ガ
ソ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
)

に
居
住

す

る

投

票
者

は
、

人

民
投

票

に

お
け

る
五
〇

%
以

上

の
票

を
投

じ
た

に

も

か
か

わ
ら
ず

、

こ
れ

ら

の
諸

州
が
獲

得

し
た

大
統

領
選

挙
人

数

は
、

そ

の
総

数

の
四
五

%
以

下

で
あ

っ
た
。

こ
れ

に
反

し
、

コ

ロ
ン
ビ

(31}31



ア

地

区

を

含

む

最

も

人

口

稀

薄

な

一
四

州

(
D

C
、

ア

ラ

ス
ヵ
、

ワ

ィ

オ

ミ

ソ
グ

、

ヴ

ァ
ー

モ

ン
ト
、

デ

ラ

ゥ

ェ
ア
ー
、

北

ダ

コ
タ
、

南

ダ

コ
タ
、

モ

ン
タ

ナ
、

ネ

ヴ

ァ
ダ

、

ユ
ユ
ー

ハ
ン
プ

シ

ャ
ー

、

ア

イ
ダ

ホ
、

ロ
ー

ド

ア

ィ

ラ

ソ
ド

、

ハ
ワ

イ
、

メ

イ

ン
)

の

住

民

は

、

人

民

投

票

に

お

け

る

五

(61
)

%
の
票
を
投
じ
た

に
す
ぎ
な
か

っ
た
が
、
大
統
領
選
挙
人
投
票
総
数
の
九

%
を
取
得
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
少
く
と
も
、
理
論

の
上

で

は
、
人

口
稀
薄
な
諸
州
に
お
け
る
大
統
領
選
挙
人

一
人
当
り
の
代
表
能
力
は
、
相
対
的

に
大
き

い
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら

の
諸
州
は
、
大
統

領
選
挙

の
結
果

に
及
ぼ
す
影
響
力

の
点

に
お
い
て
、
人

口
稠
密
な
諸
州
に
較
べ
、
有
利
な
地
歩
を
占

め
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

具
体
的
数
値
を
あ
げ

る
な
ら
ば
、

一
九
六
八
年

の
場
合
、

ア
ラ
ス
ヵ
、
デ

ラ
ウ

ェ
ア
ー
、

ネ
ヴ

ァ
ダ
、

ヴ

ァ
ー
モ
ソ
ド
、

ワ
イ
オ
ミ
ソ

グ
な
ど
、
大
統
領
選
挙
人
三
名
を
選
出
す

る
五
州

に
お
け
る
大
統
領
選
挙
人

一
名
が
代
表
す
る
住
民
数
は
、

一
五
万
以
下
で
あ

っ
た
。

こ

れ

に
対

し
、
大
統
領
選
挙
人

一
三
名
以
上
を
選
出
す
る
す

べ
て

の
州
に
お
け
る
大
統
領
選
挙
人

一
名
当
り

の
代
表
住
民
数
は
、
三
五
万
以

(
62

)

上
と

な

っ
て

い
る
。

同
じ
く

、

一
九

八
〇

年

の
場
合
、

ア
ラ

ス
ヵ
、

デ

ラ

ウ

ェ
ア
ー
、
北

ダ

コ
タ
、

南
ダ

コ
タ
、

ヴ

ァ
ー

モ

ソ
ト
、

ワ
イ

オ

ミ

ソ
グ

な
ど

の
、

大
統

領
選

挙
人

三
名

を
選

出
す

る
六
州

に
お
け

る
大
統
領

選
挙

人

一
人

当
り

の
代

表
住

民
数

は
、

二

六
万

以
下

で
あ

(63

)

り
、
他

方
、

=

二
名

以

上

の
大

統
領
選

挙

人
を

擁

す

る

各

州

の

そ

れ

は
、

四

一
万

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

人

口
稠
密

な

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州

の
場
合

、

一
九

六
八
年

に
お
け

る
大
統

領
選

挙

の
投

票
者

は
、

六
六

八
万
二

三

六

一
名

で
あ

り
、
彼

ら

は
、

四
三

名

の
大

統
領

選

挙
人
を

選

出

し
た
。
他

方
、

人

口
稀
薄

な

ア

ラ

ス
ヵ
州

の
場
合

、

七
万

四

七

八
二
名

の
州
民

が
、

三

名

の
大

統
領

選

挙
人

を
選

出

し

て

い
る
。
も

し

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
州

と

ア
ラ

ス
カ
州

に
お

け

る
そ
れ
ぞ

れ

の
投

票
者

]
名

の
投

票

比
重

が

等

し

い
と

仮
定

し

た
な
ら
ぽ

、

一
九

六

八
年

の

(64

)

場
合
、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
州

の
大
統

領
選

挙

民

は
、

四

三
名

で
は
な

く
、

二
六

八
名

で
な

け

れ
ば

な
ら

な

い
。

同

じ
く
、
最

も

人

口
稠
密

な

カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

(大
統
領
選
挙
人
四
七
名
i

一
九
七
〇
年
代
四
五
名
)
と
最

も

人

口
稀
薄

な

ア
ラ

ス
カ
州

(大
統
領
選
挙
人
三
名
)

に
お
け

る

各

々
の

一
票

の
比
重
が

等

し

い
と

し
た

場
合

に
想
定

さ

れ

る

カ
リ

フ

ォ
ル
リ

ア
州

の
大

統

領
選

挙
人

数

は
、

一
九

七
二
年

二
六
四

名
、

一

(
65
)

九

七

六
年

}
九
〇

名
、

一
九

八
〇

年

一
六

三
名
、

一
九

八
四
年

一
三

七
名
、

以

上
と
な

る
。

32(32)
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こ
う

し
た

数
値

に
み

る
限

り
、

小

州

は
、

大

州

に
比
較

し
、

大

統
領

選
挙

人

の
住

民
代
表

能
力

の
点

に
お

い
て
、

圧

倒
的

な
優

位

に
た

つ
と

い

っ
て
よ

い
。

し
か

し
、

現
実

に
は
、

各

州

に
お
け

る
投

票
者
多

数

の
支

持

を
獲
得

し

た
大
統

領

候
補

が
、

そ

の
州

の
大
統
領

選
挙

人

全
員

の
投

票

を
独

占
す

る
と

い
う
、

い
わ

ゆ

る

《
単

位
選

出

制
原

理
》

(齢ぽ

§
一ケ
邑

。
嘗

コ
。琶
。)

が
、

慣

行
と

し

て
確

立

さ
れ

て
い
る
。

こ

の
た

め
、

選

挙
人

団
体

制

は
、

住

民
代

表
能

力

の
相
対

的

に
大
き

い
人

口
稀
薄

な
諸

州

よ
り
も

、

む

し
ろ
、
大

統
領
選

挙

人

の
絶

対
数

の
多

い
人

口
稠
密

な
諸

州

に
対

し

て
有

利

に
作

用
す

る
と

い
う
、
逆

説
的

効

果
を

発
揮
す

る
こ
と

に
な

る
。

そ
れ

故
、
大

統

領
選

挙

の
行

方

は
、

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ
ァ
、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
、

ペ

ン
シ

ル
ヴ

ェ
ニ
ア
、

イ

リ

ノ
イ
、

オ

ハ
イ
オ
、

テ
キ

サ

ス
、

ミ

シ
ガ

ン
、

と

い
う
よ
う

な

人

口
稠
密

な

諸
州

に
お
け

る
勝

敗

に
懸

っ
て

い
る
。

こ
れ

ら

の
諸

州

に
お
け

る
勝

利
が

、
事
実

上
、

大

統
領
選

挙

の
結

果

を
、

決
定

す

る

に
至
る

か
ら

で
あ

る
。

レ」
う

し

て
、

選

挙
人

団
体

制

は
、

人

・
稠

密
な

大
州

を
、

「
大

統
領

選
挙

の
戦

場
」

(臣
量

二
・σ・
円・
民

・
暁
琶

婁

魯
三

6鉱

聖

と
化

す

る

に
至

っ
た

。

し
か
も

、

こ
の
事
実

は
、

各
党

の
大

統

領
候

補

の
選

挙

戦
術

に
直

戴

に
反

映
さ

れ
、

何

処

に
選

挙
運
動

の
重

点
を
向

け

る

ぺ
き

で
あ

る
か
、

そ

の
持

て
る
選

挙
資

源

の
大

部
分

を

い
ず

れ

に
お

い
て
費

消
す

べ
き

で
あ

る

か
と

い
う
、

各

大
統
領

候

補

の
選

挙
戦

術

の
具
体

的
内

容

を
規

定

し

て
ゆ
く

。

こ
と

に
、

一
九

六
〇

年

以
来
、

民
主

・
共
和

両
党

の
大

統
領

候
補

は
、

い
ず

れ
も
、

彼

ら

の
選

挙

運
動

時

間

の
圧
倒

的

部
分

を
、

人

口
稠
密

な
巨

大

州

に
注

入
し

て
鳳
麗
。

例

え
ば

、

一
九

六
四

年

に
、

民
主

党

の
大

統
領

候
補

ジ

ョ
ン
ソ

ン
は
、

カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
、

そ

し

て
、

イ
リ

ノ
イ

の

三
州

に
、
彼

の
選
挙

運
動

時
間

全
体

の
三
〇

%
を

割
り

当

て
て

い
る
。

ま
た
、

一
九

六
〇

年

に

は
、

ニ
ク

ソ

ン
共

和
党
候

補

と

ケ
ネ
デ

ィ

民
主

党
候

補

は
、

い
ず

れ
も

、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
、

カ

リ

フ

ォ

ル

ニ
ア
、

イ
リ

ノ
イ
、

ペ

ン
シ

ル
ヴ

ェ
ニ
ア
、

オ

ハ
イ

オ
、

そ

れ

に
、

ミ

シ

鋤で

ガ

ン
の
六
州

に
対

し

て
、

選

挙
運

動

を
最

重
点
的

に
展

開

し
た
。

さ

ら

に
、

一
九

六
四
年

の
共

和
党

候
補

ゴ
1

ル
ド

ウ

ォ
ー

タ
ー

で
す

ら
・
33

彼

の
選
挙
戦
術

は
必
ず
し
も
巨
大
州
を
対
象
と

し
た
も

の
で
は
な

か

っ
た

に
せ
よ
、
選
挙

の
勝
利
を
確
保
す

る
た

め
に
は
、
結
果

に
お
い



鴛
怨
難
　蕎
緊

蕎
ゼ郭
象
戦
留
3
ガ嚢
知
勧難

籔
栃
厄鋳
階

和
党
候
補

は
・

西
部

に
お
い
て
卓
越
し
た
優
位
を
誇

っ
て
お
り
、
ま
た
、
南
部

に
お
い
て
も
、
保
守
的
白
倉

の
勢

な
支
持

に
よ

っ
て
、
御

レ
!
ガ

薩

位

の
影
が
・
w

・
F

・
モ
ン
デ
ル

(壽

冨

⊇

・§

ε

民
主
党
候
補

の
走

大
き
く
覆

っ
て
い
た
。

,」
の
.」
と
は
、

モ

ソ
デ

ー

ル
候
補
を
勝
利

に
馨

墜

の
希
望
が
、
北
東
部
及
び
中
西
部

の
大
部
分

の
州

に
お
け
る
大
統
領
選
挙
人

の
獲
得
で
あ

登

」
と
を
、

意
味

し
て
い
た
・

し
か
し
・
そ
れ
は
、

イ

ガ

ン
候
禦

、

こ
う
し
菟

擾

お
け
る
巨
大
州

の

;

の
み
を
制
圧
す

登

」
と

に
よ

っ
て
、

無

残

に
も

打

ち
砕

か
れ

て

し
ま
う
、

い
わ
ば

、

;

の
歯

車

に
よ

っ
て
破
砕

さ

れ

る
蝶

9

」
と
き

停

な

い
希
望

に
す

ぎ

な
か

っ
た
。

.」
う

し
た
理
由
か
ら
・

レ
み

ソ
候
補

の
選
挙
運
動
戦
術
は
、

オ

ハ
イ
オ
州

に
向
け
て
、
照
準
が

合
わ
さ
れ
た
。
共
和
党

の
大
統
領
候
補

R

.

レ
ー

ガ

ン
な
ら
び

に
副
大

統
領

候
補

G

・
ブ

ッ
シ

ュ

(0
8
お
。
しσ
島
ゴ
)

の
双
方

は
、

オ

ハ
イ
オ
州

を
四

た
び

遊
説

し
、
他

の

い
か
な

る
州

よ
り
も

多
額

の
四
〇

〇

万

ド

ル
の
選
挙

資
金

を
、

オ

ハ
イ

オ
州

一
州

に
集

中
的

に
投

入
し
た
。

こ
う

し
た

オ

ハ
イ
オ
州

に
対

す

る
格

別

の

留
意
は
不
要

で
あ

っ
た
と

い
う
妻

が
、
後

に
判
明
し
た
に
せ
よ
、

そ

の
こ
と
は
、
単

に

¥

ガ
ソ
候
禦

自
己
の
選
挙
運
動
の
な

か
に

雑
籍
"磯
熱
雛
翻錺
縫
対ガ繕
膨
鱈
騰
鯵
耀
耀
挑ゼ耀
講
獄

け

る
五
名

の
大

統
領
ー

一
九

一
六
年

の
W

・
ウ

ィ

ル
ソ

ン

(～<
8
舞
o
毛

≦
諒
8
)
(大
統
領
選
挙
人
獲
得
数
二
七
七
)
、

一
九
四

八
年

H

.
S

.

ト

ル
↓

ソ

(同
三
〇
三
二

九

六
〇

年
J

・
F

・
ケ
ネ
デ

ィ
(同
三
〇
三
)
、

一
九

六
八
年

R

.
M

.
ニ
ク
ソ

ソ

(同
三
9

)
、

一
九

七

六

年

J

.
ヵ

ー
タ

ー

(同
二
九
七
)
1

は
、

い
ず

れ
も

、

カ
リ

フ

ォ

ル

ニ
ァ
州

の
大

統
領

選
挙

人
数

霜

当
す

る
四

七
名

の
支
持

を
脱
落

さ

せ

た
と

仮
定

し

た
な

ら
ば

・

馨

人
団

体
制

に
お
け

る
過
半

数

の
支

持
を

覆

し
得

な

か

っ
た

で
あ

ろ
う

。
算

定
基

礎

を
単
純

に

《
天

当

り
》

(旨

8
冨

)
と
水

平
化

し
た
場
合
、

一
九

七
〇
年
代

の
カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

に
お
け

る
投
票
者

は
、

コ
・
ン
ビ

ア
地
匿

お
け

る
投
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表14巨 大州における二大政党間の競争状況

Electoral PercentageofPopularVoteforthe

State Votes WinningCandidate

(1984,1988) 1968__..1976198011984
California 47 47.8(R} 49.3(R) 53(R) 58(R)
NewYork 36 49.8(D} 51.9(D) 47{R) 54(R}
Texas 29 41.1(D) 5i.i(D) 56(R) 64(R)
Pennsylvania 25 4?.6(D) 50.4(D) 5a(R) 54(R)
Illinois 24 47.1(D) 50.1(R) 50(R) 56(R)
Ohzo 23 45.2(R) 48.9(D) 52(R) 59(R)
Michigan 20 48.2(D} 51.3(R) 50(R) 59(R)

204

票
者

の
二

・
九
二
倍
の
魅
力
あ

る
選
挙
運
動

の
標
的
と
し
て
の
価
値
を
有
し
て
馳

・

大
統
領
候
補
が
、
自
己
の
選
挙
運
動

の
割
当
時
間
と
投
下
資
金

に
、
各
州
に
お
け

る

大
統
領
選
挙
人
の
多
寡
に
対
応
す
る
よ
う
な
傾
斜
角
を
設
定
す
る
所
以
で
あ
鱒

こ
う
し
た
人

・
稠
密
な
巨
大
州
に
は
・
二

つ
の
顕
薫

特
徴
が
・
叢

さ
輪

・

そ
の

一
つ
は
、
二
大
政
党
間
に
お
け
る
競
争

の
激
烈
性

で
あ

る
。

こ
の
こ
と
は
、

以
下

の
数
計
に
、
明
ら
か
で
あ

る
。
人

口
稀
薄
な
小
州

の
場
合
、
大
統
領
選
挙

に
際

し
、
民
主

.
共
和
両
党

の
い
ず
れ
か

一
方
が
、
他
方

に
対
し

て
優
越
的
地
位
を
保
持

し
、

ほ
ぼ
確
実

に
自
己

の
大
統
領
候
補

に
対
す

る
選
挙
民
多
数

の
支
持
を
確
保
す

る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。

こ
れ

に
反
し
、
人

口
稠
密
な
巨
大
州
で
は
、
二
大
政
党

の
各

々
の
勢
力
が
伯
仲

し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
大
統
領
候
補

の
得
票
率

は
、
著
し
く
接
近
し
て

い
る
。
例
え
ば
、

一
九
八
〇
年

の
大
統
領
選
挙

の
場
合
、

一
六
の
小
州

に
お
け

る
勝

者
と
敗
者

の
平
均
得
票
率

の
差

は
、

二
五
%
に
も
及
ん
で
い
る
。

こ
れ
と
は
逆

に
、

同
じ
く

一
九
八
〇
年
選
挙

の
場
合
、
八

つ
の
巨
大
州
に
お
け
る
勝
者

の
平
均
得
票
率

は
、

五

一
%
で
あ
り
、
勝
者
と
敗
者

の
平
均
得
票
率

の
差
は
、

一
七
%
を
越
え
る
こ

と

は
な

か

っ
た
。
事
実
、

こ
れ
ら

の
巨
大
州
に
お
け
る
勝
者
と
敗
者

の
平
均
得
票
率

義

、

δ

%
に
す
ぎ
施

・
こ
う
し
た
こ
と
か
蔭

表
M
に
明
示
さ
れ
る
よ
潅

副

大
統
領
選
挙
に
お
け
る
勝
敗

は
、
巨
大
州
に
お
け
る
投
票
者
群

の
微
小
な
投
票
ヴ

ェ

35

ク
ト

ル
の
移
行

に
左
右

さ
れ

よ
う
。

一
九

八

四
年

の
大

統
領
選

挙

の
場

合
、

確

か

に
、



レ
ー
ガ

ソ
共
和
党
候
補
は
・
民
主
党
支
持

の
岩
層

で
あ
る

二
章

〒

ク
州
と
共
和
党
支
持

の
量

で
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ァ
州

の
双
方

に
お
い
て
・
民
主
党
候
補

モ
ソ
デ

ル

に
大
差
を

つ
け
て
、
霧

し
た
。

し
か
し
、

一
九

六
八
年
及
び

一
九
七
六
年

の
大
統
領
選
挙

の
接

戦
に
み
ら
れ
る
勝
者
と
敗
者
と

の
微
差
が
示
唆
す
る
と
こ
ろ
は
、
黒
人

に
袋

さ
れ
る
人
種
的
少
警

や
イ
ス
パ

ニ
ア
系
人

に
象
徴
さ
れ

る
白
人
人
種
団
体

の
間

に
お
い
て
、
強
力
な
支
持
を
調
達

し
得

る
、

い
わ
ぽ
、
教
祖
的
な
磁
力
を
備
・髭

民
主
党
候
補
が
、

一
九
八
四
年

に
・

登
場

し
た
と

仮
定

し
た
な

ら
ば
、

彼

は
、

二

章

マ

ク

・
カ

リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
の
二
州

の

い
ず

れ

か

;

を
、

民
主

党
支

持

の
讐

に
容
易

に
誘
引
す

る
こ
と

に
成
功

し
た

で
あ

ろ
う
と

い
う

・」
と

で
あ

る
。
大
統
領
選
挙
運
動

の
集
中
的
展
開
の
場
が
、

巨
大
州

へ
の
傾
斜

(
76

)

を

示
す

の
は
、

こ
れ
故
、

少
し

も
不

思
議

で
は
な

い
。

合

饗

な
昊

州
の
も
う

;

の
猿

は
・
都
市
化
で
輪

。
も
と
よ
久

合

規
模
と
都
市
化
と
の
間
に
は
、
厳
密
な
照
応
関
係

が

、

必
ず

し
も

成
立
す

る
わ
け

で
は
な

い
。

例

え
ば

、

一
九

八
〇
年

の
国
政

調
査

に
よ
れ
ぽ
、

人

口
規
模

第

十

一
位

の

マ
サ

チ

ュ
ー

セ

ッ

ツ
州

(五
七
三
万
七
〇
〇
〇
)
と

同

篁

○
位

の
北

力

・
ラ
イ

ナ
州

(五
八
八
万
二
〇
〇
〇
)
と

は
、

合

数

が

、
略

々
等

し

い
に
も

か

か
わ

ら
ず
・

都

市
地
域

に
お
け

る
居
住

者

は
、

マ
サ
チ

7

セ

ッ
ツ
州
が

全

合

の
八
三

.
八
%
、

北

カ

ロ
ラ
イ

ナ
州
が

同

じ
く

四

八

.
○

%

と

な

っ
て

馳

・

け

れ
ど

も
・

最
も

合

稠
密

な

九
州

の
場
合

、
都

市

居
住
者

の
平
均

比
率

は
、

八
〇

.
六
%

で
あ

る
。

.航

ら

の
九

州

を

個

々
に
み
る
な

ら
ば
、

カ

リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
九

一
三

%
、

ニ

ュ
ー

〒

ク
八
四

.
六
%
、

テ

キ

サ

ス
七
九

.
六

%
、

ペ

ソ
シ
ル
ヴ

ェ
ニ

ア
六
九

・
三

%
・

イ
リ

ノ
イ

八
三

二

一房

、

オ

ハ
イ

オ
七

三

・
三

%
、

フ

・
リ
ダ

八
四

.
三

%
、

ミ

シ
ガ

ン
七

〇

.
七

%
、

ニ

ェ
↓

ヤ

1
ジ

!
八
九

・
○

%
・

以
上
と

な

蘂

こ

の
よ
う

に
、
選

挙

人
団
体

制

に
お

い
て
、

い
わ
ば
、

特
権

的

な
有
利

な

地
位
を
麦

ら
れ

て
い

る
人

口
稠
密
な
巨
大
州
は
、

い
ず
れ
も
都
市
優
位

の
性
向

に
あ

る
と

い
う
認
識
が
、
成
立
す
る
。

こ
れ
故

に
・

人
口
稠
密
な
巨
大
州
は
、

一
九
三
二
年
以
来
、
大
統
領
選
挙

の
勝
敗
は
、
都
市
地
域

に
お
け
る
、
と
り
わ
け
、

そ
の
州

の

最
大
都
市
に
お
け
る
投
票

の
動
向

に
支
配
さ
れ
る

に
至

っ
て
い
る
。
従

っ
て
、
大
統
領
候
補

の
選
挙
運
動
は
、
単

に
、

、」
う
し
た
昊

州

36(36)



公共政策決定過程に おけ るア メ リカ大統領及 び議会の機能位相f<一=J

ア
ピ

ロ

ル

に
対
し
て
高
密
度
に
展
開
さ
れ

る
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
、
彼
ら
の
訴
求

の
鋭
鋒

は
、
巨
大
州

に
お
け

る
都
市
地
域

へ
の
住
民

へ
と
、

躊
躇
な
く
そ

の
焦
点
を
合
わ
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
都
市
地
域
重
視

の
選
挙
運
動
様
式

の
な
か
か
ら
、

ニ
ェ
ー
ヨ
ー
ク
、

シ
カ
ゴ
、

ロ
ス
ア
ン
ゼ

ル
ス
な
ど

の
、
巨
大
都
市

に
測
深
鉛
を
下

ろ
し
、
そ
こ
に
お
け

る
住
民

の
利
益

や
要
求
を
汲
み
あ
げ
、
こ
れ

に
対
し
て
鋭
敏

に
反
応
す
る
と

こ
ろ
の
、
都
市
主
導
型

の
大
統
領

の
輪
郭
と
実
質
と
が
研
ぎ
だ
さ
れ

て
ゆ
く
こ
と

は
・
否
定

し
得
な

い
と
こ
ろ
で
麺

・

こ
と

に
、
巨
大
州

に
お
け
る
都
市
地
域
は
、
組
織
化
さ
れ
た
少
数
者
、
な

か
で
も
、
人
種
的

・
民
族
的
な
少
数
者

の
本
拠
地
と
さ
れ
て
い

(
81
)

る
。
黒
人
は
、
そ

の
よ
う
な
少
数
者

の
典

型
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
人
種
的
少
数
者

の
典
型
と
し
て

の
黒
人
に
照
明
を
当

て
大
統

領
候
補

の
選
挙
戦
術
を
考
察
し

て
ゆ
き
た

い
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
〇
年
代

に
は
、
黒
人
人

口
の
三
分

の
二
は
、
南
部

に
居
住

し
て
い
た
。

し
か
し
、
今
日
で
は
、
黒
人
人

口
の
二
分

の

一
以
下
が
、
そ
こ
に
留

っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

一
九
七
〇
年

の
国
勢
調
査

の
結
果

に
よ
れ

ば
、

ア
メ
リ
カ
人

口
の
凡
そ
二
分

の

一
を
包
含
す
る
六
六
の
都
市
地
域

で
は
、
中
心
諸
都
市
に
お
け
る
白
人
人

口
が
、
五
%
減
少

し
て
い

(舩
)

る

の
に
対

し

て
、

黒

人
人

口
は
、
逆

に
、

三

五

%
も

増
大

し

て

い
る
。

そ

の
結

果
、
巨
大

都
市

の
人

口
に
占

め
る
黒
人

の
比
率

は
、
着
実

に

増

加

の
傾
向

に
あ

る
。
例

え
ば

、

一
九

六
〇
年

か

ら

一
九
七
〇

年

に
至

る

ま

で

の

一
〇

年

間

に
、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
市

に
お
け

る
白
人

人

口

は
、
九

三

%
減
少
し
て
い
る
の
に
反

し
・
黒
人
合

は
・

こ
の
間

に
・
実

に
・
五
三

二

一%
増
と

い
う
驚
異
的
な
飛
躍
を
示
し
て
馳

・

ま

た

、

一
九

八

〇

年

の
国

勢

調

査

に

よ

れ

ぽ

、

一
九

七

〇

年

か

ら

一
九

八
〇

年

に

至

る

ま

で

の

一
〇

年

間

に
、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
市

の
黒

人

人

口
は

、

プ

ロ

ソ

ク

ス
区

(
切σ
δ
翼

切
。
δ
億
αq
ず
)

で
、

二

四

・
三

%

か

ら

三

一

・
八

%

へ
、

七

・
五

%

増

、

ブ

ル

ッ

ク

リ

ソ
区

(
ゆσ
柵
8
匡
旨

¢口
。
.。
喧
讐
)

二

五

・
二

%

か

ら

三

二

・
四

%

へ
、

七

・
二

%
増

、

マ

ン

ハ

ッ

タ

ン

区

(寓
螢
尋
鋒

磐

野

δ
ロ
σq
げ
)

二

四

・
七

%

か

ら

二

一

・
七

%

へ
、

三

・
○

%

減

、

ク

ィ

ー

ン
ズ

区

(俘

㊦窪
。。
ロロ
。
H。
鐸
σq
ゴ
)

一
三

・
○

%

か

ら

一
八

・
七

%

へ
、

五

.
七

%

増

、

ス

タ

テ

ン
島

区

(ω
翼

窪

鋤(

{。。
一卑
旨
匹
控

円
。
ロ
。Q
ゲ
)

で

、

五

・
三

%

か

ら

七

・
三

%

へ
、

二

%

増

と

な

り

、

ユ

ユ
ー

ヨ

ー

ク

市

全

体

で

、

二

一

・

一
%

か

ら

二

五

・
二

%

へ
、

(84

)

37

四

.

一
%

の
増

加
を

み
せ

て

い
る
。

同
じ

く
、

一
九

八
〇

年

の
国
勢

調
査

に

し
た

が

う
な

ら
ば
、

人

口

一
〇

万
以

上

の

一
七

五
都

市

の
な
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$10,609

33.7million

14.4

11.5

33.8

28.4

12.4

6.9

13.1

34.5

Povertydefinition1984

Nonfarmfamilyoffour

Numberofpoor

Povertypercentageoftotalpopulation

Race(%poor)

White

Black

Spanish

Age(%poor)

Over65

Family(%poor)

Marriedcouple

Malehouseholder,nowife

Femalehouseholder,nohusband

AllfiguresfromU.S.BureauoftheCensus,"MoneylncomeandPovertyStatusofFamilies

andPersonsintheUnitedStates19$4,"AdvanceReport.Washington;GovernmentFrinting

O伍ce,September,1985.

か

で
、

前

述

の

一
〇

年

間

に
、

黒

人

人

口
が

減

少

し

た

都

市

は
、

ア

ン
カ

レ

ッ
ジ

(五

・
九
%

か
ら

五

・
三
%

へ
、
○

・
六
%
減
)
、

ロ

ス

ア

ソ

ゼ

ル

ス

(
一
七

・
九
%

か
ら

一
七

・
○
%

へ
、
○

.
九

%
減
)
、

サ

ソ
フ

ラ

ン

シ

ス

コ

(
一
三

・
四
%
か
ら

一
二

・
七
%

へ
、
○

・
七
%
減
)
、

そ

れ

に
、

コ

ロ

ン
ビ

ア
地

区

(七

一
・

一
%
か
ら

七
〇

・
三
%

へ
、
○

.
八
%
減
)
な

(
85

)

ど

、

一
三

を

数

え

る

に
す

ぎ

な

い
。

さ

ら

に
、

一
九

八
〇

年

の

国

勢

調

査

は

、

黒

人

人

口
が

全

人

口

の
過

半

数

を

制

し

て

い

る
諸

都

市

と

し

て
、

既

述

の

コ

ロ

ン
ビ

ア
地

区

の

ほ

か
、

ア

ト

ラ

ン
タ

(
ジ

ョ
ー

ジ
ア
州
)

六

六

・
六

%

(
一
九

七
〇
年

五

一
.
三
%
)
、

ボ

ル
テ

ィ

モ

ア

(
メ
リ
ー

ラ

ソ
ド
州
)
五

四

・
八

%

(
同
四

六

.
四
%
)
、

バ

ー

ミ

ン
ガ

ム

(
ア
ラ
バ

マ
州
)
五

五

・
六

%

(
同
四
二

.
○

%
)
、

デ

ト

ロ
イ

ト

(
ミ

シ

ガ

ン
州

)

六

三

・

一
%

(
同
四

三

・
七
%
)
、

ゲ

ア

リ

ー

(
イ
ソ
デ

ィ
ア

ナ
州
)
七

〇

・
八

%

(同

五
二

.
八
%
)
、

ニ

ュ
ー

ア

ー

ク

(
ニ
ュ
ー
ジ

ャ

ー
ジ
ー
州
)
五

八

・
二

%

(
同
五
四

・
二
%
)
、

リ

ッ
チ

モ

ン
ド

(
ヴ

ァ
ー

ニ
ジ

ァ
州
)

五

一

二

二
%

(
同
四
二

・
○

%
)
、

以

上

の
八

都

市

を

あ

げ

(
86

)

て
い

る
。

こ
う

し

て
、
今

日
、
黒

人

は
、

都
市

に
蝟
集

し

つ

つ
あ

る
。

し

か

し
、

彼

ら

の
都
市

に
お
け

る
生
活

は
、

決

し

て
安

泰

で
は
な

い
。

彼
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ら

は
、

貧

困
と

失
業

と

い
う

二

つ
の
苦
境
が

噛

み
合

う
波

浪

の
な

か

で
、

め
ま
ぐ

る
し
く

旋
転

し

て

い
る
と

い
え

よ
う
。

(87

)

そ

こ

で
、

ま
ず

、
貧

困

(琶
く
Φ昌

)

の
定

義

に

つ

い
て
述

べ
る
な

ら
ぽ

、

合
衆

国
社
会

保
障

庁

(酔冨

9

ω
・
。。
8
芭

ω
①8
「ξ

》
鄭
日
互
。。仲「甲

紳言

)

に
よ
れ
ば

、
今

日
、

一
九

八
四
年

現
在

、

合
衆

国

に

は
、

凡
そ

三

四
〇
〇

万

の
貧

困
層
が

、
社

会

の
底

辺
部

に
沈

澱

し

て

い
る
。

こ

の
数

値

は
、

ア
メ
リ
カ
人

口
の

一
四

%

に
相
当
す

る
。
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こ
う

し
た
貧

困
層

に
関
す

る
公
式
推

定
値

に
は
、

そ

の
年

収
が

、

通
常

の
生
活

水

準

(帥
計
8
算

。.露

伍賃
岱
。=

一くぎ
αq)

の
維

持

に
不
可

欠

で
あ

る
収

入
を
下

回
る
す

べ

て
の
人

々

が

、

包

含

さ

れ

る
。

社

会

保

障

庁

に

よ

る

《
貧

困
線
》

(、客
く
①暑

ま
。
、)

の
定

義

は
、

ま
ず

、
様

々
な
規
模

の
家

族

の

《
倹

し

い
》

(、、茸

罵
蔓
..)
食
費

を
計

算

し
、

次

い
で
、

貧

困
家
庭

は
収

入

の
三
分

の

一
を
食
費

に
充
当
す

る
と

い

う

仮
定

に
基
づ

き

、

当
該
食

費

に
三

を
乗

じ

る
こ
と

に
よ

っ
て
、

抽
き

だ

さ
れ

る
。

こ

の
よ
う

に
し

て
規
定

さ
れ

た

《
貧
困
線

》

に

相
応

す

る

ド

ル
額

は
、

イ

ソ
フ

レ
イ

シ

ョ

ン
効
果

を
考
慮

に
い
れ

る

こ
と

か
ら
、
弾

力

的

に
変

動
す

る
。

そ

の
額

は
、

イ

ン
フ

レ
イ

シ

ョ
ソ
率

に
接
続

さ
れ
、

そ

の
変

化
を
感

光

し

て
、
毎

年
、

上
昇
す

る
。

一
九

八
四

年

に
お
け

る

《
貧

困
線

》

は
、

都

市

に
居
住
す

る
家
族
構

(39)39



表16白 人家族の中位収入に対する黒人家族の中位収入の比率;1947-19
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表17中 位収入の比較(白 人:黒 人)

1984

MedianIncome(dollars)

30,056

35,176

24,246

15,134

23,418

28,775

14,502

8,648

WHITE

Marriedcouplefamilies

wifeworking

wifenotwoarking

Female-headedhouseholdnohusbandpresent

BLACK

Marriedcouplefamilies

wifeworking

wifenotworking

Female-headedhouseholdnohusbandpresent

成

四
人

の
場
合

、
表

15

に
明

ら
か
な

よ
う

に
、
年
収

一
〇

、

六
〇

九

ド

ル
で
あ

る
。

ア

メ
リ

ヵ

に
お

け

る
全

家
族

の
中
位

年
収

曾

Φ舞

三

筥
。藷

)
は
、

二

六
、

四
三

三
ド

(紹

)

ル
で
あ

る
。

右

に
述

べ
た

ご
と
き
貧

困

状
況

は
、
あ

ら
ゆ

る
種

類

の
家
族

に
、

ま

た
、
す

べ

て

の
人
種

・
民

族

団
体

に
、
生

起
す

る
。

け

れ

ど
も
、

老
齢

者
、

母

子
家
庭
、

そ

し

て
、

黒

人
な
ど

の
特

定
集

団

に
お
け

る
貧

困
状

況

は
、
彼

ら

の
収

入
、
失

業
、
差

別

の
三

局
面

に
視

線

の
矢

を
放

つ
と
き
、
絶

望
的

(89

)

な
様
相
を
立
体
的

に
浮
か
び
上
ら
せ
る
。

確
か
に
、
黒
人

の
経
済
的
地
位
は
、
人
種

差
別

に
対
す

る
積
極
的
な
抗
議
運
動
、
政

治
的
進
出
、
連
邦
政
府

に
よ
る
数
多

の
介

入
と
援
助
、
な
ど
に
よ

っ
て
、
著

し
く
改

善
さ
れ
た
。
し
か
し
、
白
人
と

の
間

に
拡

(40) 40
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が

る
生

活
水

準

の
懸

隔
も

ま
た
、
紛

れ
も

な

い
事

実

で
あ

る
。

《
貧

困
線
》
以
下

の
収

入

の
黒
人

が
、
黒

人
人

口
全
体

に
占

め
る
比
率

を
貧

困
率
と

す

る
と
き

、

黒
人

の
貧

困
率

は
、

一
九

八
五
年

の
場
合
、

白

人

一
一

・
五
%
、
黒

人

三
三

・
八
%
と

い
う

よ
う

に
、

白
人

の
そ
れ

(90

)

(91
)

の
三
倍
に
及
ん
で
い
る
。

こ
の
こ
と

は
、
図
4
に
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、

一
九
四
七
年

か
ら

一
九
八
四
年

に
至
る
期
間
に
お
け
る
白

人
家
族
の
中
位
収

入
に
対
す
る
黒
人
家
族

の
中
位
収

入
の
比
率
は
、
表

16
に
覗
わ
れ

る
よ
う

に
、
五
〇
%
な

い
し
六
〇

%
の
水
準
に
低
迷

(92

)

し
て
い
る
。
さ
ら

に
、

一
九
八
四
年

に
お
け
る
白
人
家
族
と
黒
人
家
族

の
中
位
収

入
を
対
比
的

に
表
示
す
る
な
ら
ば
、
表

17
の
よ
う

に
な

(93

)

る
。

こ
の
表

17
か

ら
理
解

で
き

る
よ
う

に
、
夫

妻
を

中
軸

に
据

え

た
通
常

家
族

の
場
合
、

黒
人

の
中

位
収

入
は
、

白
人

の
七
七

・
九

%

で

あ

る
。

妻
が

勤

労

し

て

い
る
場

含
、

そ

の
比

率

は
、

八

一

・
八

%
、
妻
が

勤

労

し

て

い
な

い
場

合
、

五
九

・
八

%
、

母

子
家
庭

の
場
合
、

五
七

・
一
%
、
以

上

の
よ
う

に
な

る
。
次

に
、

視
点

の
軸
角
度

を
ず

ら
し
、

黒

人

の
財
産

所
有

状
況

を
直

視

す
る
な

ら
ば

、

彼

ら

の
財
産

所

有

の
比
率

は
、

ま
さ

し
く
絶

望

的
と

い
う

ほ

か
は
な

い
。

黒

人
人

口
の
僅

か
三

・
七

%
が

、

自
営

業
者

で
あ

る
。

し

か
し
、

そ

の
自
営

す

る
企
業

は
、

ほ
と

ん
ど

小

企
業

で
あ

り
、

零

細
企
業

で
あ

る
。

こ
う

し
た

三

・
七

%

に
該

当
す

る
僥
倖

な

黒
人
と

い
え

ど
も
、

ア

メ
リ

カ

に
お
け

る
実

業

な
ら

び

に
農
業

の
全
資

産

持

分

の

一
%

以
下
を

、

所
有

し

て

い
る

に
す
ぎ

な

い
。

株
式

所
有

の
比
率

に
至

っ
て

は
、
黒

(
94

)

人

の
株
式
所
有
者
は
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
全
株
式
所
有
者

の
○

・
一
%
に
も
満
た
な

い
と

い
う
惨
憺
た
る
状
況

に
あ

る
。

加
え

て
、
今
日
に
お
け
る
黒
人

の
失
業
率
は
、

白
人

の
二
倍

以
上

で
あ

る
。

一
九
八
五
年
に
お
け

る
労
働
省
労
働
統
計
局

(9
¢

9

・

(
95

)

冨
門琶

①見

亀

冨

ぎ
ぴ

窪

鱒。
髭

。
{
躍

ぎ
H
ω
韓

剛。・脊

・。
)

の
調

査

に

よ

れ

ぽ

、

一
六
歳

以

上

の

白

人

の
場

合

、

失

業

率

は
、

男

子

六

・

一
%
、

女

子

六

・
四

%

で
あ

る

。

他

方

、

同

じ

く

=

ハ
歳

以

上

の
黒

人

の
場

合

、

失

業

率

は
、

男

子

一
五

・
三

%
、

女

子

一
四

・
九

%

で
あ

り
、

い

ず

れ

も

、

白

人

の
二

倍

強

で
あ

る

。

黒

人

の

失

業

率

を

、

男

子

・
女

子

に

つ

い

て
、

年

齢

別

に

み

る

な

ら

ば

、

次

の
よ

う

に
な

る

。

一
六

歳

-

一
九

歳

・
男

子

四

一

・
○

%

(白

人

一
六

・
六
%
)
・
女

子

三

九

・
二

錫

(同

一
四

・
八
%
)
、

二

〇

歳

ー

二

四

歳

・
男

子

二

三

・
六

%

(同
九

・
七
%
)
・
女

子

二

五

・
六

%

(
同
八

・
五
%
)
、

二

五

歳

-

三

四

歳

・
男

子

コ

ご

・
八

%

(同

五

・
七
%
)
・
女

子

一
五

・

一
%

(同
六

・

(41)41



二
%
)
・

三

五
歳

i

四

四

歳

・
男

子

九

・
七

%

(
同
四

・
三
%
)
・
女

子

九

・
三

%

(
同
四

.
九
%
)
、
四

五

歳

-

五

四

歳

.
男

子

九

.
七

%

(同

四

.
一
%
)
・
女

子

六

・
七

%

(同
四

・
五
%
)
、

五

五

歳

-

六

四

歳

・
男

子

七

・
九

%

(同
四

.
○

%
)

.
女

子

六

.
○

%

(
同
四

.
一
%
)
、

六

五

歳

以

上

・
男

子

八

・
九

%

(同

二

・
七
%
)
・
女

子

五

・
二

%

(
同
三

.
二
%
)
、

以

上

で
あ

る
。

同

じ

く

、

一
九

八

七

年

の
労

働

省

労

働

統

計

局

の
調

査

に
し

た

が

い
、

婚

姻

状

態

(暴

葺
巴

。。婁

量

に

よ

る

黒

人

(
白
人
)
の
失

業

率

を

み

る

な

ら
ぽ

、

既

婚

者

(配

偶
者

現
存
)

男

子

八

・
九

%

(白

人
五

・
一
%
)
・
女

子

九

・
六

%

(同
五

・
三
%
)
、

離

別

者

(
配
偶
者

と

の
死
別
者

.
離

婚
者

.
別
居
者
)

男

子

一
六

.
二

%

(
同
九

・
四
%
)
・
女

子

一
四

・
九

%

(
同
七

・
七
%
)
、

独

身

者

(未
婚
者

)

男

子

三

〇

.
九

%

(
同

一
三

.
○
%
)
.
女

子

二

三

.
三

%

(
96

)

(同
八

・
八
%
)、

で
あ

り
、

黒

人

の
失
業

率

は
、

い
ず

れ
も

、

白
人

の
そ
れ

を
大
き

く

上
廻

っ
て

い
る
。

最

後

に
、
黒

人

に
対

す

る
差
別
が

、
彼

ら
と

貧

困
と

を
結

合
す

る
鉄

鎖

の

一
つ
を
形
づ

く

っ
て

い
る
と

い
う

歴
然

た

る
事

実

は
、
注

目

に
価
す

る
。

黒
人

と
白

人

と

の
間

に
拡

が

る
収

入
隔

差
が
、

両
人
種

間

に
お
け

る
教
育

水
準

の
差

の
結

果

に

よ

る
と

い
う

状

況

は
、

確

か

に
、

否
定

し
得

な

い
と

こ
ろ

で
あ

る
。

現

に
、

大
学

卒
業

以

上

の
学
歴

を
有

す

る

白

人

は
、

一
九

六
〇

年

の

場
合
、

白

人
男

子

一
〇

・
三

%

・
白

人
女
子

六

・
○

%
、

黒

人
男
子

二

・
八

%

・
黒

人
女

子

三

・
三

%
、

一
九
七
〇

年

に
は
、

白

人
男

子

一
四

.
四

%

.
白

人
女

子

八

・
四

%
、
黒

人

男

子
四

・
二

%

・
黒

人
女

子
四

・
六
%
、

一
九

八
五
年

に
は
、

白
人

男

子
二

四

.
○

%

.
白
人
女

子

一
六

.
三

%
、

黒
人
男
子

二

三

%

.
黒
人
女
子

=

・
・
%
・
呈

と
舞

同
ミ

高
肇

薯

の
比
率
は
、

一
九
六
〇
年
の
場
食

臭

男

子

二

二

・
二

%

・
白
人

女

子
二

九

・
二

%
、

黒

人
男

子

一
一

二
二
%

・
黒

人
女

子

一
四

.
三

%
、

一
九

七
〇

年

に
は
、

白
人

男
子

二

八

.

五
%

・
白

人
女

子
三

五

・
五

%
、
黒

人
男

子

二
〇

・
○

%

・
黒

人

女
子

二

二

.
二
%
、

一
九

八

五
年

に
は
、

白

人
男

子
三

五

.
三

%

.
白

(
98

)

人
女
子
四
二

・
四
%
、
黒
人
男
子
三

一
・
九
%

・
黒
人
女
子
三
五

・
五
%
、
以
上
で
あ
る
。

こ
う
し
た
白
人

.
黒
人
間
に
認

め
ら
れ
る
教

育
水
準

の
差
異
を
鏡
面
と
し
て
両
人
種
間
に
お
け

る
収

入
差
の
反
射
像
が
出
現
す
る
こ
と

は
、

不
可
避

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
同

一
教
育

水
準

に
あ
る
黒
人
と
白
人
の
間
に
、
少
な
か
ら
ぬ
収

入
差
が
認

め
ら
れ
る
の
が
、
今
日

の
実
情

で
あ

る
。

一
九
八
〇
年
の
場
合
、
黒
人

の

42(42)
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高

校

卒
業

者

の
年
収

は
、

平
均

一
二
、

一
〇

九

ド

ル
で
あ

っ
た

の
に
対

し

て
、

白
人

の
高
校

卒

業
者

の
平

均
年
収

は
、

一
七
、

五
九

ニ

ド

ル
で
あ

り
、
黒

人

よ
り
も

三

一
・
二
%
増

で
あ

る
。

同
じ
く

、
黒

人

の
大

学
卒
業

者

の
同
年

に

お
け

る
平
均

年
収

は
、

二

一
、

一
〇

七

ド

ル
で
あ

っ
た

の
に
較

ぺ
、

白

人

の
大

学
卒
業

者

の
平
均
年
収

は
、

こ
れ

よ
り
も

一
五

・
八

%
増

の
二
五
、
〇

七

一
ド

ル
で
あ

っ
た
。

も

し

人
種
差

別
と

い
う
波
動

の
干

渉
も

な
く
、

労
働
力

市

場

に
お

い
て
、
自

由

原

理
が

、

順
調

に
機

能
す

る
と

し
た

ら
、

同

一
教

育

水
準

に
あ

(
99
)

る
黒

人

・
白

人
間

に
お
け

る
収

入
差

は
、

解
消

に
向

か
う

で
あ

ろ
う

。

こ
う

し

て
、

今

日

の
黒

人

は
、
《
低
収

入
》
・
《
失

業
》
・
《
差

別
》

の
三
者

で
仕
切

ら
れ

た

回
転
扉

の
世
界

に
閉

じ

こ
め
ら

れ

て

お

り
、

こ

の
よ
う
な
閉

塞

し
た
世

界

か
ら

の
突
破

口
は
、

彼

ら
自

身

の
自
助

努
力

は
も
と

よ
り

、
何

よ
り
も

ま

し
て
、

連
邦

政
府

に
よ
る
強
力

な

援
助

と
積

極
的

介

入
を
措

い
て
他

に
求

め
難

い
。

こ
う

し
た

こ
と

か
ら
、

民

主

・
共
和

両
党

の

い
ず

れ

の
大
統

領

候
補
も

、

こ
れ

ら

の
人

種

的

・
民
族
的

な
少

数
者

集

団

の
支

持

を
吸
引

す

る
た

め

に
、
あ

る

い
は
、

少
く

と
も
彼

ら

の
支

持
を
疎

外

せ

し

め
ぬ
よ
う
、

彼

ら

の
政

ア
ピ

　

ル

治
的

・
社
会
的

・
経
済
的
な
期
待
や
要
求
を
、

カ
ン
ヴ

ァ
ス
の
正
面

に
据
え
、
自
己

の
訴
求

の
構
図
を
描
か
ね
ぽ
な
ら
な

い
。
大
統
領
が
、

議
員
よ
り
も
、
社
会
福
祉
志
向

・
少
数
者
集
団
志
向

の
、

い
わ
ゆ
る
現
代
進
歩
主
義

の
政
策

・
イ
デ

オ

ロ
ギ
ー
体
系

の
立
場

に
た

つ
積
極

(
㎜
)

的

な
政

治

指
導
者

で
あ

る

の
を
通

例
と

す

る

の
は
、
主

と

し

て
、

こ

の
理
由

か
ら

で
あ

る
。

事
実

、

一
九

八
〇

年

の
大
統

領
選

挙
戦

を

通

じ

て
、

レ
ー
ガ

ソ
共
和
党

候

補

の
世
論

調
査

委
員

長

(6霞
鳳

宕
=
。。邸

)
R

・
ウ

ァ
ー

ス
リ

ン

爲
幽n訂
噌α
≦
三
臣

コ
)
は
、
数

種

の
重
要

集

団
を

レ
ー

ガ

ン
支

持

に
転

換

さ

せ
る

こ
と

の

一
点

に
戦

術
編

成

の
焦
点

を

絞

っ
た
。

南

部

に
お
け

る
白
人
プ

ロ
テ

ス
タ

ソ
ト
、

工
業
諸

州

に
お
け

る

ブ

ル
1

カ

ラ
ー
層
、

と
り

わ
け

、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
、

ペ

ン

シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
、

オ

ハ
イ

オ
な

ど

の
、

大
統

領
選

挙

人
数

の
比
較

的

に
多

い
巨
大

州

に
お
け

る
都

市

の
人

種
団

体
と

郡
部

の
投

票
者

、

以

上

の
諸

集
団

の
上

に
、

ウ

ァ
ー

ス
リ

ン
の
視
線

は
、

固
定

化

さ
れ

た

の
で
あ

る
。

ウ

ァ
ー

ス
リ

ソ
は
、

レ
ー
ガ

ソ
候

補

が
、

ミ

シ

シ

ッ
ピ

ィ
川
以

西

に
お
け

る

全

州

の
支

持

を
、
事

実

上
、
独

占

し
得

る
も

の
と

確
信

し
、
成

功

へ
の
鍵

は
、

カ

ー

タ
ー
民

主
党

候
補

の
南

部
基

盤
を

突
き

崩

し

つ
つ
、

北

(紹)43



　
　
　

東

部

に
お
け

る
少
数

人
種

団
体

・
ブ

ル
ー

ヵ
ラ

ー
層

の
支

持
を

調
達

す

る

こ
と

に
あ

る
と
、

結
論

し
た

の
で
あ

っ
た
。

一
九

八
〇
年

、

一
九

八
四
年

の

レ
ー
ガ

ン
政

権

の
下

に
お

い
て
も

、

こ

の
よ
う
な

現

代
進
歩

主
義
を
基

調
と
す

る
社
会

福

祉
志

向
型

.

不
遇
者

集
団
志

向
型

の
政
策

・
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
体
系

の
実

践

は
、

そ

の
強
調

点

の
打

ち
方

の
異
同

や
多
少

の
変

容
が

認

め
ら

れ

る

に
せ
よ
、

(
201

)

依
然
と
し
て
、
続
行
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
を
述

べ
れ
ば

、
以
下

の
よ
う
に
な
る
。

確
か
に
、

一
九
八
〇
年

の
大
統
領
選
挙

に
お
い
て
、
現
代
保
守
主
義

の
主
導
力
線

を
強
調
す
る
共
和
党
大
統
領
候
補

レ
ー
ガ

ソ
は
、
現

袋

歩
嚢

を
標
榜
す
る
民
主
党
の
轟

大
統
領
力
エ
タ
ー
に
大
勝
趨

・
す
な
わ
ち

こ
の
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
、
現
職
大
統

領

力
ー
タ
ー
は
、
選
挙
民
に
よ
る
直
接
投
票

の
辛
う
じ
て
四

一
・
二
%
を
、
選
挙
人
団
体
制

の
間
接
投
票

に
お
け
る
皆
無
も
同
然

の
直

か

九

・
一
%
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
取
得
し
た

に
す
ぎ
な

い
。

こ
れ

に
反
し
、
挑
戦
者

の
レ
ー
ガ

ソ
共
和
党
候
補
は
、
直
接
投
票

の
五
五

.
三
%
、

選
挙
人
団
体
制

に
お
け

る
間
接
投
票
の
実

に
九
〇

・
九
%
、
以
上
の
獲
得

に
成
功

し
た
。
同
じ
く
、

レ
ー
ガ

ソ
主
導

の
上
げ
潮

に
乗

っ
て
、

共
和
党

は
、
上
院
議
員
選
挙

に
お

い
て

一
二
議
席
を
、
下
員
議
院
選
挙
に
お

い
て
三
三
議
席
を
、
各

々
、
民
主
党

か
ら
奪
回
し
た
。

こ
れ

に
よ
り
、
共
和
党
は
、

一
九
五
四
年
以
来

は
じ

め
て
、

上
院

に
お
け
る
支
配
権
を
掌
握
し
た
ば

か
り
か
、
共
和
党
議
員
1
保
守
的
民
主
党

議
員
連
合
体

の
再
興
を
通
じ
て
、
下
院
に
お
け

る
議
員
運
営

上
の
統
制
権
を
も
、
併

せ
て
確
立
す
る
こ
と
が

で
き
た

の
で
あ

る
。

一
九
八
〇
年
の
大
統
領
選
挙
は
、
現
代
保
守
主
義

の
政
策

・
イ
デ

オ

ロ
ギ
!
体
系
が
、
現
代
進
歩
主
義

の
政
策

.
イ
デ

オ

ロ
ギ
ー
体
系

(
401

)

を
圧

伏

し
た
と

い
う

外

飾

を

ま

と

っ
て

い

る
。

し
か

し
、

事

実

は
、

必
ず

し
も

そ
う

で
は
な

い
。
確

か

に
、

一
九

八
〇

年

の
大

統
領
選

挙

に
お
け

る

レ
ー

ガ

ソ
は
、

《
ミ

ス
タ

ー
共

和
党
》

(..ζ
,

菊
Φ陰
窪

。魯
、、)

と

い
う

よ
り

は
、

む

し
ろ
、

《
ミ

ス
タ
ー
保

守
主

義
者

》

(.、竃
7

0
8
。・。暑
豊

くΦ、.)
と

し

て
、

視
覚

的

に
把

握

さ
れ

た
。

け
れ

ど
も

、

そ

の

こ
と
が
、

こ

の
年

の
選

挙

に
お
け

る

レ
ー
ガ

ソ
の
地
た
り

的
勝

利

へ
と
、
直

接

に
転

調

さ
れ

た
わ

け

で
は
な

い
。

一
九

八
〇

年

の
大
統

領
選

挙

に
お
け

る
人

々
の
投
票

行
動

を
解

析
す

る
な

ら
ぽ
、

一
九

八

〇

年

の
大
統

領
選
挙

そ

の
も

の
が
、
「
本
質

的

に
カ

ー
タ

ー
政

権

の
実
績

に
関
す

る
国

民
投

票
」
(Φ。・釜

欝

ξ

騨
.。
h...コ山
β日

。
昌
匪
。
O
髄同一..
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(
塒
)

巴
目
写
器
欝

仲営

)
の
性
格

の
個

別
相

を
鮮

明

に
前

景

に
押

し
だ

し

て

い
る
。

そ

の
裁

断

は
、
も

と

よ
り
、
「
不
同
意

の
合

図
」
(聾
ロ
ヨ
密

伍
。毒

)

(
燭

)

と

し

て
表

示

さ

れ

た

。

従

っ
て

、

一
九

八
〇

年

の
大

統

領

選

挙

に

お
け

る
少

な

か

ら

ぬ

人

々

の
投

票

行

動

の
背

骨

を

貫

ぬ
き

、

強

固

に

こ

れ

を

支

え

て

い
た

の

は

、
決

し

て

、
《
レ
1

ガ

ン
支

持

も

し

く

は

保

守

主

義

支

持

の
感

情

》
(、.箕
。
-幻
鵠
σq
き
噛
9

嘆
9
8
鵠
器
署
国
牙

。
。。φ
薮

日
①
馨
。。.、)

(㎜

)

で

は

な

く

、

《
反

ヵ

ー

タ

ー

感

情

》
(♂
韓
即6
髄
膏

『
沼
暮
ぎ

①コ
什、、)

に

ほ

か

な

ら

な

い
。

げ

ん

に
、

「
C

B

C

ニ

ュ
ー

ス
」

と

「
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク

タ

イ

ム

ズ
」

の
両

者

が

、

選

挙

当

日

に

、

投

票

を

終

え

て
投

票

所

を

後

に
し

た

、

(
呂Ok

)

投

票
行

為
完

了
直
後

の

一
万
二
〇

〇
〇

名

以
上

の
人

々
を

対
象

と

し

て
、

共

同
調
査

し
た
と

こ
ろ

に
よ
れ
ぽ

、

レ
ー
ガ

ソ
候

補

へ
の
投
票

者

の
三

八

%

は
、
何

ら

か

の
形

で
、

カ
ー
タ

ー
候
補

に
対
す

る
不
満

と
関
連

す

る
理
由

か
ら
、

ま
た
、

当
時

の
こ

の
国
が
直

面

し
た
内
外

に
お
け

る
状
勢

か
ら
、

レ
ー

ガ

ン
候
補

に
支

持
票

を
投

じ

た
。
当

時

に
お
け

る
人

々
の
支

配
的

な
感

情

は
、

特
定

の
政

策

・
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
体

系

の
観
点

か
ら

《
変

化
》

(象
。冨
昌
。Q㊦..)

の
定

義

を
行

う

こ
と
な

く
、

政

治

の
潮
流

に

《
変

化

》
を
も

た

ら

し
た

い
と
す

る
、

い
わ
ば
、

無
機

質

の
願
望

で
あ

っ
た
と

い

っ
て
よ

い
。

《彼

こ
そ
真

の
保

守

主
義
者

で
あ

る
》

(冨
、。・
雪

㊦巴

8
昌沼
辱
巴

く①
)

こ
と

を
支

持

の
根

拠
と
す

る

レ
ー

ガ

ソ
候

補

へ
の
投

票
者

は
、
調

査
対

象

の

=

%

に
す
ぎ

な
か

っ
た

。

そ

の
方

策

は
ど

の
よ
う

で
あ

れ
、

カ

!
タ

ー
と

民
主
党

の

双
方
を
政
権

の
王
座
か
ら
追
放
し
た

い
と

い
う
衝
迫
力
が
、
明
ら
か
に
、
当
時
の
人

々
を
投
票
に
駆
り
た
て
た
主
た
る
動
因

で
あ

っ
た
。

(
鵬
)

一
九
八
〇
年

に
お
け

る
可
処
分
所
得

の
前
年
度

比
○

・
六
%
減

に
象
徴
さ
れ
る
経
済
不
振
の
よ
う
な
、
係
争
問
題

の
処
理
に
対
す
る
人

々

の
挫
折
感

の
充
進
、
脈
絡

の
な

い
外
交
政
策

の
展
開
、

イ
ラ
ソ
人
質
救
出
作
戦

の
不
手
際
、
そ
れ

に
、

カ
ー
タ
ー
に
対
す
る
個
人
的
な
嫌

悪
感

の
瀟
漫
、

こ
れ
ら

の
諸
要
因
は
、

カ
ー
タ
ー

の
再
選
阻
止
と

い
う

一
点
に
お

い
て
緊
密

に
結
ぼ
れ
、
選
挙
当

日
に
、

カ
ー
タ
ー
候
補

に

マ
イ
ナ

ス
の
方
向

に
作
動

し
た
。

こ
う
し
た
状
況

か
ら
、

一
九

八
〇
年

の
大
統
領
選
挙

に
お
い
て
、
選
挙
民
が
、
首
尾

一
貫
し
た
政
策

・

(
湘
)

イ
デ

オ

ロ
ギ

i
体

系

の
観

点

に
た

っ
て
大
統

領
候
補

を

選
定

し
た
と

い
う

明

白
な
証

左

は
、

何

処

に
も

見
当

ら
な

い
。

こ
う

し

て
、

一
九

八
〇
年

の
大
統

領
選

挙

の
結
果

は
、

そ
し

て
、

同
じ
く

、

一
九

八

四
年

の
大
統

領
選

挙

の
結

果
も

、
必

ず

し
も
人

々

(45)45



の
保
守
主
義

に
対
す
る
確
然
た
る
委
任
を
構
成

し
た
わ
け

で
は
な

い
。
け
れ
ど
も
、
そ

の
結
果
が
、

レ
ー
ガ

ン
候
補
に
、
完
全
な
統
治
権

と
、
彼
が
必
要
と
認
め
る
限
度
内
に
お
け
る
保
守
的
な
諸
政
策
を
採
用
す
る
こ
と

の
正
当
な
根
拠
と
を
、
付
与
し
た
と
い
う
事
実
は
、
争

(m

)

え

な

い
。

こ

の
点

に

つ

い

て
、

一
九

八
〇

年

の
大

統

領

選

挙

を

研

究

し

た

保

守

系

の

ア

メ

リ

カ

企

画

研

究

所

(》
日
Φ円
凶畠
コ
穿

け臼
旦

。。①
庁
・・鉱
-

(
211

)

茸

。)

の
W

・
シ

ュ
ナ

イ
ダ

ー

(芝
良
ド
ヨ

ω
畠
器
こ
3

は
、
次

の
よ

う

に
述

べ

て
い
る
。

「
投

票
者

は
、

政
治

の
流
れ
を
変

え

る
た

め

に
投

票

し
た
。

彼

ら

は
、

レ
ー
ガ

ン
の
提
案

し

て

い

る

政

治

的
潮
流

の
変

化

の
類
型
が

、

こ

の
国
を
、

現
在

よ
り
も

一
段

と
保

守
主
義

の
方
向

に
響

導

し

て
ゆ

く
も

の
で
あ

る
と

い
う

こ
と
を
、

十

分

に
承
知

し

て

い
た
。
彼

ら

は
、

そ

の
よ
う

な
方
向

へ
の
移

動

に
、
積

極
的

に
同

調
し

た
。

こ
の
理
由

は
、
彼

ら
が

、
保

守

主
義

の
施

策

の
本

質

的
価
値

を
信

奉

し

て

い
た

か

ら

で
は
も

と

よ
り

な
く
、

こ

の
際
、

政
権

担

当

の
機
会

を
、

一
度

、
保

守
主

義

に
与

え

て
み
よ
う
と
、

単

に
考

え

た
か
ら

に
ほ
か
な

ら

な

い
。

そ

の
こ
と

は
、
恰

も
、

ジ

ミ

ー

・
カ
ー

タ
ー

に
よ

る
過

去

四
年

間

に
わ
た

る
政

権
運

営
が

失

敗

に
帰

し
た
た

め
、

投

票
者
が

、

ロ

ナ

ル
ド

・
レ
ー

ガ

ソ
を
頼

み

の
綱

と

し
、

"
0

・
K
、
政

権
運

営

を
あ

な
た

に
任

せ

る
"
(、、ρ
図
受
8

含

く
①、、)

と
断
言

し

た

か

の
ご

と
き

観

を

呈

し

て

い
る
」
。

一
九

八
〇

年

の
大

統
領

選
挙

に
お

い
て
、

ヵ

ー
タ

ー
前

大
統

領

に
、

四
年

間

に

わ

た

る

大

統
領

業
績

の
評

価

の
視
点

か

ら
、

「
無
能
」

(
3「ー
1

)

(
財

)

(目
8
ヨ
需
8
耳
)
に
し

て

「
無
力

な
大

統
領
」

(凶器
浄
経
〈
Φ
"H鼠

匹
9
峠)

と

い
う
決
定

的

な
刻

印
を

留

め
、
彼

を

政
権

の
座

か

ら
放
逐

し
た
選

挙

民

の
判
断

は
、

レ
ー

ガ

ソ
候
補

の
選

挙
戦

術

に
対

応
点

を
も

つ
。

そ

の
対
応

点

と

は
、

自

他

の
別
を

問
わ
ず

、
現

政
権

に
対
す

る

「
回

(
聞
)

顧

的

評
価
」

(H毎

霧
儲
6紳剛語

翁

霧

ヨ
①邑

を
求

め
る
と

い
う

一
点

で
あ

る
。

さ

ら

に
、

こ

の

一
点

に
お

い
て
、

一
九

八
〇
年

と

一
九

八
四

(
6皇1

)

年

の

レ
ー
ガ

ン
候
補

の
選
挙

戦
術

の
間

に
、

同

一
構

造
が

成
立

す

る
。

す

な

わ
ち
、

一
九

八
〇

年

に
、
レ
ー
ガ

ン
候

補

は
、
選

挙
民

に
対

し

て
、

酬
四
年

前

に
較

べ
、

あ

な

た
方

の
現
在

の
生

活
状
態

は
、
果
た

し

(
τE1

)

て

、

改

善

さ

れ

て

い
る

で
あ

ろ

う

か
L

(〉
話

巻
自
蜜

§

。
頃

岩
毛

夢
帥
コ
団
8

壽

器

h。
農

岩
・。
δ

ゆ
αq
。
"
)
と

問

い

か

け

た

。

こ
れ

に
対

す

る
選
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表19レ ーガン大統領候補に対する投票と連邦政府の

適切な役割に関する態度との相関性

1980 1984 WhatIs WhatIs

Votesfor Votesfor Reagan's Your

Reagan Reagan Belief? Belief?

Government 1 Zo 29io 2% 10%

shouldseethatevery 2 44 33°ro 4% 7/

personhasayobanda 3 37% 41% 7% 11%

goodstandardofIiving. 4 ≪1', 52 15% 19%

Government 5 60% 66 20% 16%

sholdleteachperson s 81% 84% 18% 13%

getaheadonown. 7 ?9% 85% 14% 9%

*Queskian:"Some

personhasajobandagoodstandardo
scaleatpointnumber
cmhisown.

haveopinionssomewhereinbetweenatpaints2,3,4,5

thisscale,orhaven't

theinterviewerasks,

viewerthengives

Mondale's

peoplefeelthegovernmentinWashingtonshouldseetoitthatevery
fliming.Supposethesepeopleareatoneendofthe

I.Othersbelievethegovernmentshouldjustleteachpersongetahead

Supposethesepeopleareattheotherend,atpoint7.And,ofcourse,somepeople
orfi.Wherewouldyouplaceyourselfon

youthoughtmuchaboutthis.?"Iftherespondentprovidesascaleposition,
"Wherewouldyouplace(WalterMondale ,RonaldReagan)?"Theinter-

therespondentacardwitha7-paintscaleonwhichtomarkReagan'sand

positionsalongwiththerespondent'sownposition.

挙

民

の
反
応

は
、

「
否
」

と

す

る
も

の
が

四

二

%

に
の
ぼ

っ
た
。

こ
の
数

値

は
、

同
じ
質

問

に
対
す

る

一
九
七

六
年

の
回
答

ゴ
ニ

%
、

一
九

七
二

年

の
回
答

二
三

%
を
、

大
き

く
引

き
離

し

て

い

　
　

　

る
。

こ
う
し
て
、

一
九
八
〇
年
代

の
大
統
領
選
挙

で
は
、
現
政

権

の
業
績
を
評
価
軸
と
す

る
人
間
環

境
全
体

の
あ
り
方
が
、
重

要
な
争
点
と
し

て
、
選
挙
民

の
面
前

に
投
げ
だ
さ
れ
た
。
既
述

の
よ
う

に
、
今

日
の
選
挙
民
多
数
は
、
現
代
進
歩
主
義
を
基
調

と
す

る
政
策

・
イ
デ

オ

ロ
ギ
ー
体
系
を
支
持
し
て
い
る
。
け
れ

ど
も
、
彼
ら
が
、

カ
ー
タ
ー
政
権

の
四
年
間

に
及
ぶ
業
績
と

い

う

レ
ソ
ズ
の
フ

ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
、
刻
下

の
個

々
の
具
体
的

な
係
争
問
題
を
眺

め
る
と
ぎ
、
彼
ら

の
こ
う
し
た
個
別
具
体

の

係
争
問
題

に
対
す

る
進
歩
的
な
見
解
は
、
瞬
時

に
し
て
、
曖
昧

模
糊
な
も

の

へ
と
解
像
さ
れ
、
代

っ
て
、
人
間
環
境
全
体

の
現

況
が
、

一
挙

に
、
明
確
な
輪
郭
に
縁
ど
ら
れ

て
視
野

一
面

に
映

　り

　

縁
化
さ
れ
る
こ
と

に
な

る
。

こ
こ
で
、
こ
の
国
に
伝
統
的
か

つ

深
層
的
な

《
自
由
主
義
》

の
堅
牢
な
枠
内
に

セ
ッ
ト
さ
れ
た
、

社
会
経
済
生
活

に
対
す

る
連
邦
政
府

の
役
割

の
肯
定
と
社
会
福

祉
諸
施
策

の
維
持
と

い
う
底
深
く
透
徹

し
た

一
致
点
を
含
み
、
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互

い
に
歩

み
寄
り
、
位
置
を
替
え
、
成
分
を
分
け
合
う
と

こ
ろ
の
、

両
極

の

一
方
か
ら
他
方

へ
と
、
従

っ
て
、
現
代
進
歩
主
義
か
ら
現

代
保
守
主
義

へ
と
、
選
挙
民
多
数
は
、
よ
り
よ
い
人
間
生
活
環
境

の
形
成
を
求
め
て
、
そ

の
解
決
方
策

の
委
任
を
切
り
替
え
る
に
至

(
㎜
)

(
副
)

(
伽

)

っ
た

の
で
あ

る
。

こ
の

こ
と

は
、
表

19
、

表

20
、

衷

21
に
、

そ
れ

ぞ

れ
、

覗

わ
れ

よ
う
。

一
九

八

四
年

の
大
統

領
選

挙

は
、

選

挙
民

に
、

現
政
権

の
業
績

に
対
す

る

《
回
顧

的
評
価

》

を
求

め
る
と

い
う
点

に
お

い
て
、

一

(
塒
)

九
八
〇
年

の
大
統
領
選
挙
と
同

一
の
位
相
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

レ
ー
ガ

ソ
政
権
成
立
後

の
最
初

の
二
年
間
は
、
経
済
的
不
況

に
見

舞
わ
れ
た
。
若
干

の
数
計

で
、

こ
れ
を
示
す
な
ら
ば
、

一
九
七
九

年
-

一
九
八
〇
年

に
お
け
る
G
N
P

の
成
長
率

は
、

マ
イ
ナ

ス
○

・
二
%
、

一
九
八
〇

年
ー

一
九

八

一
年

は

一
・
九
%
、

一
九
八

(
46!
'
1

)

一
年
-

一
九

八

二
年

は

マ
イ

ナ

ス
ニ

・
五

%
、

以

上

で
あ

っ
た
。

ま

た
、

失
業
率

は
、

一
九

八
〇

年

七

・

一
%
、

一
九

八

一
年

七

・

(
晒
)

六
%
、

一
九

八
二
年
九

・
七

%
、

で
あ

っ
た
。

さ

ら

に
、

個

人

の

可
処

分

所
得

は
、

一
九

八

二
年

に

お
け

る
ド

ル
価

値
を

標
準

と
し

た

場
合
、

一
九

七

九
年

九
、

八

二
九
ド

ル
、

一
九

八
〇

年
九
、

七
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表221984;"四 年 前 に較 べ,あ なた方 の現在 の生活 状態は

果た して,改 善 されてい るであろ うか?"
」

AllVotersPercentageofElectoratePercentageforReagan

Yes45%74%

Same30%55%

Worse25%33°/a
I

Better Same Worse

CategoryofVoters Percent-
agefor
Reagan

Percent-
ageof
Electorate

Percent-
agefox

Reagan

Percent-
ageof
Electorate

Percent-
agefor
Reagan

Percent-
ageof
Electorate

Union 60.0 10%f35% 7% 26% s/

Nonunion 78 35% 62% Z3% 35% 19%

Liberals 45% 10io 31% 6/ 20% 6,°0

Moderates 74% 25% 53% 11% 25% 9%

Conservatives 87% 20 74% 9% sx% 7%

Democrats 29% 13% 25% 14% 1196 1.4%

Independents s1% 13% ss 7/ 49 s/

Republicans 98% 20% 96% 9io 85% 4%

Source:Inter-UniversityConsortiumforPoliticalandSocialResearch.

二
ニ

ド

ル
、

一
九

八
〇
年

-

一
九

七
九

年

一

・
〇

九

%
減
、

一

九

八

一
年

九
、
七

六
九

ド

ル
、

一
九

八

一
年
i

一
九

八
〇

年
○

.

四
八

%
増

、

一
九

八
二
年
、

九
、

七

二
五

ド

ル
、

一
九

八

二
年

　　

　

ー

一
九
八

一
年
○

・
四
五
%
減
、
以
上
と
な
る
。

こ
う
し
た
状

況

の
下
に
お
け
る

レ
ー
ガ

ソ
大
統
領

の
職
務
遂
行
様
態

に
対
す

る
是
認
率
も
、
経
済
的
不
況
と
同
じ
波
形
を
描
き
な
が
ら
、
急

(
721

)

速

に
下
降

し
て
ゆ

く
。

し

か
し
、

一
九

八
三

年
i

一
九

八

四
年

に
至

っ
て
、
景

気

は
、

順

調

に
回
復

傾
向

を

み

せ
る
。

例
え
ぽ

、

一
九

八
二
年
-

一
九

八
三
年

に
お
け

る

G
N
P

の
成
長
率

は
三

・
六

%
、

一
九

八
三

年
-

一
九

八
四

年

六

・
四

%
、

一
九

八

四
年
ー

一
九

八
五
年

二

　
　
　

・
七

%

、

以

上

と

な

っ
て

い

る
。

ま

た

、

失

業

率

は
、

一
九

八

三

年

九

・
六

%

、

一
九

八

四

年

七

・
五

%

、

一
九

八

五

年

七

.

　　

　

二

%
、

と
漸

減

傾
向

に
あ

る
。
同

じ
く

、
個

人

の
可

処

分
所

得

も

、

一
九

八

二
年

に

お
け

る

ド

ル
価
値

を
標

準
と

し

た
場

合
、

一
九

八
三
年
九

、

九
三
〇

ド

ル
、

一
九

八
三
年
-

一
九

八
二
年

二

・
一

一
%
増

、

一
九

八
四
年

一
〇

、

四

二

一
ド

ル
、

一
九

八

四
年
ー

一
九

八
三

年
四

・
九

四
%
増
、

一
九

八
五
年

一
〇

、

五
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(
㎜
)

六
三

ド

ル
、

一
九

八
五
年
-

一
九

八
四
年

一
・
三

六
%
増

、

以
上
と

な

る
。

こ

の
よ
う
な

景
気

の
回
復

に
対
応

し
、
大

統
領

の
職

務
遂

行

様
態

に
対

す

る
是

認
率
も

、

上
昇
線

を

辿

っ
て
ゆ

く
。

両
者

は
、

平
行

し
、

相

互

に
反

映

し
合

う
。

こ

の
こ
と

は
、

レ
ー
ガ

ン
大

統
領

の

職
務

遂

行
様

態

に
対
す

る
是

認
率
、

従

っ
て
、

人
気

度

(冨
℃巳
。。腎
圃
)
と

失
業

率

と

の
相
関

性

(
一
九
八

一
年
-

一
九
八
四
年
)
を

示
し
た

図

(
固
)

5

に
、

覗

わ
れ

よ
う
。

一
九

八
四
年

の
大

統
領
選

挙

に
お

い
て
、

レ
ー
ガ

ン
候

補

は
、

一
九

八
〇

年

の
場

合
と
同

様
、

「
四

年
前

に
較

べ
、

あ

な
一た

方

の
現
在

の
生
活

状
態

は
、
果

た

し

て
、

改
善

さ

れ

て

い
る

で
あ

ろ
う

か
」

と

い
う
問

い
か
け
、

な

い
し
、

ス

ロ
ー
ガ

ソ
を

、
提

起

し
た
。

一
九

八

四
年

に
は
、

景

気

の
回
復

に
よ

っ
て
、

こ

の
よ
う
な

ス

存
ー

ガ

ン
が

有

効

に
機

能

し
得

る

一
つ
の
力

学
圏

が
、

既

に
形

成

さ

れ
て

い
た
と

い

っ
て
よ

い
。

一
九

八
四
年

の
場

合
、

一
九

八
〇

年
と

異

な
り
、

大

統
領

の
四
年

に
及

ぶ
業
績

と

い
う

プ

リ
ズ

ム
を
通

し
た
光

が
選

挙
民

(
競
)

の
視
野

に
描
く
姿

は
、
人
間
生
活
環
境

の
総
体
的
な
改
善

と
い
う
輪
郭

の
鮮
明
な
画
像

で
あ
る
。
表
22
に
明
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
四
年
前

に
比
較
し
、
自
己

の
生
活
状
態

の
低
下
を
訴
え
た
選
挙
民

の
比
率
は
、
僅

か
二
五
%
で
あ

り
、
四
五
%
が
、
彼
ら

の
生
活
状
態

の
向
上
を

率
直

に
承
認
し
て
い
る
。

レ
ー
ガ

ン
候
補
に
対
す

る
支
持
率

は
、
選
挙
民

の
最
大
部
分

(四
五
%
)

に
お
い
て
最
高

の
七

四

%
を

挙
げ
、

ま
た
、
最
小
部
分

(
二
五
%
)
に
お
い
て
三
三
%
と
最
低
値
を
記
録

し
た
。

レ
ー
ガ

ン
候
補
は
、

一
九
六
四
年

に
お
け

る

共
和
党
大
統
領

候
補

B

・
ゴ
ー

ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
以
来

の
、
最
も
保
守
的
な
大
統
領
候
補
と
指
称
さ
れ
て
き
た
。
け
れ
ど
も
、
自
ら
を
進
歩
主
義
者
と
規

定

し
、

か
つ
、
自
ら
の
生
活
状
態
が

こ
の
四
年
間

に
改
善
さ
れ
た
と
認

め
る
と

こ
ろ
の
、
投
票
者

の
実

に
四
五
%
が
、

レ
ー
ガ

ン
候
補
に

一
票
を
投
じ
て
い
る
。
表

22
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
今
日
に
お
け
る
達
歩
主
義
者

よ
り
も
、
遙
か
に
多
く

の
選
挙
民
を
内
包
す
る
現
代
保

守
主
義
者
と
中
道
主
義
者

は
、
圧
倒
的

に
、

レ
ー
ガ

ン
候
補
を
支
持
し
て
い
る
。
政
党

一
体
意
識
所
持
者

に
つ
い
て
も
、

こ
れ
と
同
じ
こ

と
が

い
え
る
。

レ
ー
ガ
ン
候
補
は
、
表

22
に
記
載
さ
れ

て

い
る
す
べ
て
の
共
和
党
員
集
団
か
ら
強
力
な
支
持
を
調
達

し
て
い
る
。
と
り
わ

け
、

レ
ー
ガ

ン
に
対
す
る
最
も
強
力
な
支
持
集
団
は
、

こ
の
四
年
間
に
生
活
状
態
が
改
善
さ
れ
た
共
和
党
員

で
あ

り
、
生
活
状
態

の
現
状
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衰231984年 の大統領選挙における民主党 ・共和党への投票

(人口統計学的範疇別)

Demographiccategory

Allvoters

Men

Women

Whites

Blacks

Hispanics

East

South

Midwest

West

Southernwhites

Nonsouthernwhites

Protestants

Catholics

Jews
"orn -again"

whiteProtestants

Age:18-24

25-29

30-39

40-49

50--59

60十

Familyincome:

Below$10,000

$10,000--20,000

$20,000--30,000

$30,000-40,000

0ver$40,000

Unionhouseholds

Nonunionhouseholds

Didn'tfinish

highschool

Highschoolgraduate

Percentof
totalvote

0

0

0

2

2

4

5

8

9

8

2

0

2

8

3

0

5

5

8

1

2

2

2

1

2

6

6

1

4

り
0

3

6

7
・

4

7
σ

ー
ム

噌
⊥

喧
⊥

り
臼

-

{
⊥

¶
1

ハ
0

凹D

4

◎
Q

7
.

n
U

O

ー
ム

ワ
一

ワ
H

-
占

-
凸

3

7

0
0

Q
り
2

Percentofthevotefor:

Republicans

9

3

6

3

1

7

9

8

9

9

3

4

1

9

2

5

6

5

6

1

4

5

5

5

5

7

6

6

5

3

A
U

Q
ゾ

ー
ム

7
己

Q
ゾ

2

0

◎
0

5

6

ρb

F
D

ハ
リ

6

5

戸O

i
エ

6

8

8

4

4

5

角b

{b

{b

4

6

8

ρ0

4

FO

Democrats

1

7

4

7

9

3

1

2

1

1

7

6

9

1

8

4

3

4

3

8

5

4

4

4

4

2

3

3

4

6

(
V

i⊥
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Somecollege 29 s2 38

Collegegraduate 21 63 37

Postgradute 14 52 48

Democrats 34 16 84

Independents 36 67 33

Republicans 30 97 3

Liberals 30 32 68

Moderates 34 59 41

Conservatives 36 82 18

1980vote:

Reagan(Republican) 45 90 10

Cartcr(Democratic} 31 20 SO

Anderson(lndependent) 5 32 68

Didnotvote 15 58 42

Registered:

Before1981 84 60 40

In1984 8 61 39

In1981-83 8 51 49

SQurces;ハ セ拓伽 σ'∫o縦"Ql,voL16(November10,1984),p.2132;andABCNews・ 肋3〃ngton

PostexitpollspublishedintheWaslaingtoaaPost,November8,1984,p.A48.

維
持
も
し
く

は
向
上
を
み
た
無
所
属
層

で
あ

る
。
さ
ら

に
、
生

活
状
態

の
低
下
を
認

め
た
無
所
属
層

の
間

に
お
い
て
す
ら
、

レ

ー
ガ

ソ
は
、

四
九
%
の
支
持

の
調
達

に
成
功

し
て
い
る
。
な

お
、

レ
ー
ガ
ン
候
補

の

《
自
然

に
備
わ
る
選
挙
区
》

(藁

自邑

8
翼

や

黛
幕

9
団
)
は
、
生
活
状
態

の
改
善
さ
れ
た
共
和
党
員

で
あ
り
、

レ
ー
ガ
ン
候
補

は
、
彼
ら
か
ら
、
九
八
%
と
い
う
破
天
荒

の
支

持
を
汲
み
あ
げ
た
。
他
方
、

W

・
F

・
モ
ン
デ
ー

ル
民
主
党
候

補

の

《
自
然
に
備
わ
る
選
挙
区
》
は
、
生
活
状
態

の
低
下
し
た

民
主
党
員

で
あ
り
、
彼
ら
は
、

モ
ソ
デ

ー

ル
候
補

に
、
八
九
%

の
支
持
を
与
え
た
。

こ
の
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ

の

《
自
然
に
備

わ
る
選
挙
区
》
を
反
射
台
と
し
て
成
立
し
た
両
候
補

の
対
立
が
、

尖
鋭
な
形

で
相
対

し
て
い
る
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、

一
九

八
〇
年
及
び

一
九

八
四
年

の
両
大
統

領
選
挙

に
お
い
て
は
、
投
票
者

に
よ
る
現
政
権

に
対
す
る

《
回

顧
的
評
価
》
が
、

レ
ー
ガ

ソ
候
補

に
有
利
な
よ
う

に
、
そ

の
魔

力
を
、
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
。

レ
!
ガ

ソ
候
補
が
、
年
収

一
万

ド

ル
以
下

の
最
低
所
得
階
層
を
除
く
す
べ
て

の
経
済
集
団

に
お

け
る
支
持
を
確
保

し
て
い
る
と

い
う
事
実
は
、
そ

の
こ
と

の
象
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表24生 活状態の向上及び低下の選挙民の間における

レーガン支持率の変動;1980-1984

WorseBetter

一46%

-43%

-46%

一一49%

-23%

'一一42

-30%

一一一9

一f-25°ro

-!-26

十1096

-}一一29

十20%

十69%

-1-36

+16%

Union

Nonunion

Liberals

Moderates

Conservatives

Democrats

Independents

Republicans

図6人 間生活環境の現況に対する満足度;1979-19
㎜
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X982
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Source:ScottKeeter,"PublicOpinionin1984;'inGeraldPamperetal.,TheElectionof
1984(Chatham,N.J.:ChathamHouse,1985),p.92.

(
協
)

徴

で
あ

ろ
う
。

一
九

八
四
年

の
大
統
領
選

挙

に
お
け
る
人

口
統
計
学
的
範
躊

別
に
よ

る
投
票
を
表
示
す
る
な
ら
ば
、
表
23

の
よ

(
431

)

う

に
な

る
。

と

こ
ろ

で
、

《
回
顧
的
評

価
》

は
、

二

(
鵬
)

元

的
作

用

を
含

む
。
生

活
状

態

の
向
上

も

し
く

は
低
下

と

い
う
評
価

の
、

波

長

の
異

な

る
光

線
を

深
く

投
げ

入
れ

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

現
政

権

の
業
績

と

い
う
同

一
結

晶

体

か
ら
、

報

償
と

懲
罰

と

い
う
全

く
逆

の

ス

ペ
ク
ト

ル
が
析

出
さ

れ

る
と

い
う

の
が
、

こ
れ

に
当

る
。
前
者

の
場
合
が

レ
ー
ガ

ソ

政

権

に
、

後

者
が

カ
ー

タ
ー
政
権

に
、

そ

れ
ぞ

れ
、

該

当
す

る
。
す

な

わ
ち
、

一
九

八
〇

年

に
お
け

る
大
統
領

選
挙

は
、

世
人

の
期
待

に
添

い
得

な

か

っ
た

カ
ー

タ
ー

に

関
す

る

レ
フ

ァ
レ
ソ
ダ

ム

で
あ

っ
た
。

一
九

八
四
年

の
大

統
領

選

挙

は
、

世
人

の
期

待

に
添

い
得

た

レ
ー

ガ

ソ
に
関
す

る
同

じ
く

レ
フ

ァ

レ

ン
ダ

ム
で
あ

っ
た
。
「
四
年

前

に
較

べ
、

あ

な
た
方

の
現
在

の
生
活

状
態

は
、

果

た

し
て
、
改

善

さ
れ

て

い
る

で
あ

ろ
う

か
」

と

い
う
、

5fi(56)



公共政策決定過程におけるア メリカ大統領及び議会の機能位相に)

一
九

八
〇

年

に

レ
ー
ガ

ン
候

補
が

提
起

し

た

ス

ロ
ー
ガ

ン
に
は
、

一
九

八
四
年

に
、

そ

れ
が
再

提
起

さ

れ
た
と
き

、
新

た
な

変
奏

が
、
鳴

り

は
じ

め
た
。

一
九

八
〇

年

か
ら

一
九

八

四
年

に
至

る
ま

で

の
四
年

間

に
、

自

ら

の
生

活

状
態

の
改
善

さ

れ
た
選

挙
民

は
、

一
九

八
四
年

に
、

レ
ー
ガ

ン
候
補

に
、
多

大

の
支
持

を
与

え

た
。
逆

に
、

こ

の
四
年
間

に
、

生
活

状

態

の
低
下

を
実

感

し
た
選

挙

民

の

レ
ー
ガ

ソ
に
対

す

る

支

持

は
、
微

小

で
あ

っ
た
。

一
九

八
〇

年

に
は
、

レ
ー
ガ

ン
の
提

起

し
た

前
述

の

ス

ロ
!
ガ

ン
は
、

現
状
維

持

の
拒
絶

を

求

め

る

(
團
)

《
請

求
》

(邑

一)
と

し

て

の
意

味

を
帯

び

て

い
た
。

こ
れ

に
反

し
、

一
九

八
四

年

に
は
、

表

24

に
記

さ
れ

る

よ
う

に
、

そ

れ
は
、

現
状
維
持

の
継
続

を
意

図
す

る

《懇

請

》
(冨

臼
)
へ
と

、
変

奏

さ

れ

て
ゆ

く
。

景
気

の
回
復

と
同

一
航
跡

を

描
き

つ

つ
開

始
さ

れ
た
、

《
合
衆

国

の
現

況

に
満

足

の
意

を

表
す

る
》
(器
件一90鋤
O山
d『一静ゴ
酔げ
O
¢
昌
一仲Oα
Qり
梓㊤
けΦψ)
人

々
の
比
率

の
急
角

度

の
上
昇

は
、

図

6
か
ら
も

理
解

で
き

る

よ
う

に
、

(
731

)

レ
ー
ガ

ン
候

補

の
訴
求

効

果

を
、

著

し
く
高

め

る

に
至

っ
た
。
自

己

の
生
活

状
態

の
改

善

を
意

識

し

つ
つ
も
、

そ
れ

を
可

能

に
し
た
景

気

の
回
復

を

レ
ー

ガ

ソ
の
功

績

に
よ
る
も

の
と

認

め
な

い
人

々
は
、

も

と

よ
り
、

レ
ー

ガ

ソ
に
支

持

票
を
投
ず

る
こ
と

は
な

か

っ
た
。

し

か

し
、
彼

ら

は
、
極

端

に
少
数

で
あ

っ
た

た

め
、

生

活
状

態

の
改

善
者

に
よ

る

レ
ー
ガ

ソ

へ
の
圧

倒

的
支

持
と

い
う

一
九

八
四
年

の
投

票
形

(
㎜
)

態

に
、
何

の
衝
撃
波
も
与
え
得
な

か

っ
た
と

い

っ
て
よ
い
。

こ
の
よ
う

に
、

一
九
八
四
年

に
お
け
る
大
統
領
選
挙

の
特
質
は
、
あ
く
ま

で
も
、

回
顧
的
視
座

か
ら

の
現
政
権

の
四
年
間
に
累
積
さ
れ

た
業
績

に
対
す

る
選
挙
民

の
評
価

の
表
示
で
あ
り
、
展
望
的
視
座
か
ら

の
今
後
四
年
間
に
遂
行
さ
れ
る
べ
き
現
政
権

の
諸
施
策
計
画
に
対

す
る
彼
ら
の
評
価

の
表
明
で
は
な
か

っ
た
。

一
九
八
四
年

の
大
統
領
選
挙

に
は
、
従

っ
て
、
将
来
を
予
覚

し
透
視
す
る
確
か
な

パ
ー

ス
ペ

(
囲
)

ク

テ

ィ
ヴ
が

、

欠

落

し
て

い
た
と

い

っ
て
よ

い
。

こ

の

こ
と

は
、
次

の

一
文

に
覗

わ

れ

る
。

「
一
九

八

四
年

に
お
け

る

レ
ー
ガ

ン
の
選

挙
運

動

は
、

将
来

に
お
け

る
基
本

的

な
政
策

路
線

に
顧
慮

す

る
と

こ

ろ

が

'
皆

無

も

同
然

で

あ

っ
た
。

今
後

い
か
な

る
事

態
が

進
展

し
て
ゆ
く

か

は
、

未
だ

不

明

で
あ

る
と
宣

明
す

る

こ
と

に

よ

っ
て
、

レ
ー
ガ

ソ
は
、

"
今
後

四
年

間
"

(、、h。霞

ヨ
。
門。
罵
母
。。、、)
、

従
来

通

り

の
基

本

的
な

政
策

路
線

を

踏
襲

し

て
ゆ
く

こ
と

以
外

に
、

ど

の
よ
う

な
事

態
が

、
結

果
と

し

て
生

(57)57



ず

る
か

に

つ
い
て
、

選

挙

民

に
、

疑
念

を

抱

か

せ
た
だ

け

で
あ

っ
た
。

哲

学

の

一
般
的

な

水
準

に
照

し
て
も

な

お
、

　
九

八

四
年

の
大
統

領

選

挙
を
、

保
守

的

な
委

託
と
解

す

る
こ
と

は
、

至
難

で
あ

る
。

レ
ー

ガ

ン
に
対

す

る
投

票
者

の
極

く

一
部
が

、

彼

ら

の
投

票

を
、

"
真

の
保

守
主

義
者

"

(..『。巴

8
コ
。・Φ壽

牙

。..)

の
選

択

と

し

て
、

抗

弁

し

た

に
す
ぎ

な

い
。

そ

の
数

は
、

一
九
八
〇

年

に
お
け

る
よ

り

も
、

さ

ら
に
、
少
数

で
あ

る
L
。

以
上

の
経
緯

に
よ

っ
て
成
立
し
、
さ
ら
に
、
《
自
由
主
義
》

の
原
層
に
流
れ
る
水
脈

の
う
ち
で
現
代
進
歩
主
義
と
奥
深
く
結
び

つ
く
現
代

保
守
主
義

の
観
点

に
た

つ
と
こ
ろ
の
、

レ
ー
ガ

ン
政
権
が
、

ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
以
降

の
こ
の
国

に
伝
統
的
な
社
会
福
祉
諸
施
策
を
継
承
し

て
い
る
こ
と
は
、
い
う
を
侯
た
な
い
。
も
と
よ
り
、
現
代
保
守
主
義

に
立
脚
す
る
政
権

の
下

に
お
け
る
社
会
福
祉
諸
施
策
は
、
現
代
進
歩
主

義
を
岩
盤
と
す
る
政
権
下
に
お
け

る
社
会
福
祉
諸
施
策
と
、

お
の
ず
と
そ

の
力
点
を
異

に
し
よ
う
。
保
守
的
政
権

の
下

に
お
け
る
社
会
福

(
04且

)

祉

施
策

の
力
点

は
、

以

下

の
七
者

に
求

め
ら
れ

る
。
①

《
真

の
貧

窮
層
》

(酔冨

..齢毎
ぞ

需
①身
、、)
の
み
が

、
社
会

福

祉
給
付

を
受

領

す

べ
き

で
あ

る
。

老
齢

者
、
盲

目
者
、
身

体
障
害

者

、
児

童
、
そ

れ

に
、
労
働

不
能

と
正

当

に
認

め
ら
れ

る
人

々

の
よ
う

な
、

《貧

困

に
価
す

る
人

々
》

(け冨

、・ユ
。。。。三

謁

℃8
「..)
が

、

こ
れ

に
当

る
。

②

社
会
福

祉

給
付

は
、
労
働
意

欲

を
挫
折

さ

せ
る
も

の
で
あ

っ
て
は
な

ら

な

い
し
、
ま

た
、
社

(
田
)

会
福
祉
依
存

の
状
態
を
創
出
す
る
も

の
で
あ

っ
て
は
な
ら
な

い
。
③
強
壮
な
成
年
は
、
自

ら
の
扶
助
受
給

の
先
行
条
件
と
し
て
、
労
働
す

(
㍑

)

る
こ
と
を
必
須
要
件
と
す
る
。
④

不
正
受
給

(富

民
)
は
、
排
除
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な

い
。
⑤
社
会
福
祉
諸
施
策

の
肥
大
化
と
社
会
福
祉
費

の
増
大
は
、
抑
制
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な

い
。
⑥
社
会
福
祉
諸
施
策

の
管
理
と
財
政

の
た
め

の
責
任

は
、
州
及
び
地
方

の
政
府

に
移
管
さ
れ
る

べ
き

で
あ

る
。
⑦
社
会
福
祉
負
担
を
可
能
な
限
り
多
く

の
人

々
の
問
に
分
散

さ
せ
る
た
め
に
、
私
的
な
慈
善
事
業
は
、
奨
励
さ
れ
ね
ぽ
な

ら
な

い
。

(
……
)

レ
ー
ガ

ン
政
権

は
、

右

の
ご
と

き
視

点

に
た

っ
て
、

そ

の
経
済
復

興

施
策

(中
。"・
鎚
ヨ

す

国
。8
。
巳
。
閃
8
<
①蔓
)
の

一
環

と

し

て
、

社
会

保

険
及
び

生
活

保
護

の
諸
施
策

に
お
け

る
成

長
率

の
抑

制
を
、

冷

然
と

実

行
す

る

こ
と

を
試

み
た
。

し

か
し
な
が

ら
、

レ
ー
ガ

ソ
政
権

の
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表25連 邦社会福祉 施策 費;1975,1980,1984

BILLIONS$

1975 1980 1984

SocialInsurance

SocialSecurity{JASDI 63.7 118.1 178.2

Medlcare 14.7 32.1 57.5

FederalEmployeeRetirement 13.3 26.s 3$.1

RailroadRetirement 3.0 5.1 5.4

UnemploymentCompensation 3.4 18.0 18.4

PublicAssistance

SSI 4.8 6.4 S.5

AFDC 7.5 6.9
.i

[30meEnergyAssistance 一 1.? 2.0

FoodStamps 4.9 9.6 12.4

ChildNutrition 2.1 4.2 5.7

Medicaid 7.0 1$.Q 2Q.7

HousingAssistance Z.5 9.2 11.3

Total

Dollars 126.9 255.1 367.1

PercentofFederalExpenditures 44.3 44.2 43.1

Sources:StatisticalAbstractofthe
StatesGovernmentlX86.

Unateds施rtes1985,pp.356-・357;BudgetoftheUnited

下

に
お
け

る
社
会

福
祉

諸
施

策

の
大
幅

な
《
削
減

》

(、、a

。・遷)

が

広
範

に
喧
伝

さ

れ

た

に
も

か

か
わ
ら

ず

、

カ
ー

タ
ー
政
権

の
下

に
お
け

る
よ
り
も
多

額

の
資

金
が

、
主
要

な

社
会
福

祉

諸
施
策

に
投

入
さ

れ

て

い
る
。

社
会

保
障

、

失
業
補

償

(§
§

℃
8
零

日
Φ耳

8
ヨ
需
5
髭
ぎ
コ
)、

老
齢

者

医
療
保

障

制
度

、

国

民
医

療
保

障
制
度

(竃
o象
o帥
置
)
、
補

足
的
社
会

保
障

収

入
11
S

S
I

(oり
唇
鳳
。白
。艮
巴

留
9
巳
蔓

穿
8
§

)
、

扶
養

児
童

世
帯

補
助

11
A

F

D
C

(≧
鮎

8

臣

ヨ
皆
窃

鼠

鋒

O
。需
民
。真

O
ゲ
ま
奮

)
、
食
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引
券

、

な

ど

に
対
す

る
経
費

は
、
毎

年
、

上
昇
を

続

け

た
。

し

か
し
、

そ

の
増

加

率

は
、

前

年
度

の

(
……
)

水
準

以
下

で
あ

っ
た

。

レ
ー
ガ

ソ
政

権

は
、
《
真

の
貧

窮

層
》

の
た

め

に
、

社
会

的

《
安

全
網
》

(.、器
h。2

星

嬬
)
を
維

持

す

る
意

図
を
、

明
確

に
宣

示

し

て

い
る
。

当
初

か

ら
、

こ

の
よ
う
な

《
安

全
網
》

諸

施
策

は
、

重

大

な
変
更

を

免

れ
て

い
た
と

い

っ
て

よ

い
。

こ
れ

ら
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表26主 要社会福祉諸施策;1982及 び1985会 計年度

FederalDollarsSpent

SocialProgram {inbillions)

1982 1985

SocialInsurancePrograms

OldAgeandSurvivorsInsurance(OASDI) $154.1
..

(SocialSecuritypensionsupplementstoretired

workersorsurvivingdependents}

Unemploymentcompensation 23.8 17.5

(Benefitstoworkersininsuredjobswhenthey

areoutoftivork)

Medicare 4G.6 65.8

(Federallypaidhealthinsurancetopersonsover
65)

Subtotal 224.5 271.9

CashAssistancePrograms

AidforFamilieswithDependentChildren 1 9.2

(AFDCorADC;cashgrantstovery-low-income
singleparentswithdependentchildrenunder18)

SupplementalSecurityIncome ?.7 9.6

(SSI;cashgrantstotheaged,blind,anddisabled)

Collegestudentgrants,guaranteedloans,andwork 6.5 $.2

studyprograms

Foodstamps 11.0 12.5

(Vouchersthathow-incomepeoplecanuseto
purchasegroceries)

Subtotal 33.2 39.5

ServicesforthePoor¢ndIn-KindAssistance

Medicaid 17.4 22.?

(Federallypaidhealthcarefortheindigent)

Housingassistance S.0 11.1

(Avarietyoffederallysubsidizedprograms}

,fobtrainingprogramsandfederallysubsidizedjobs 6.0 4.9

LegalServicesCorporation 0.25 0.3

(Federallypaidlawyershandlethecivillegal

problemsoflow-incomepeople}.

subtotal 31.65

一

39.0

Source:Budget.oftheUnitedStatesGovernment:FiscalYear1984(Washington ,D.C.:

UnitedStatesGovernmentPrintingO駈ce・1983),PartV,PP.86,87,102,103,114,115;PartVIII,

p.178;FiscalYear1987,PartV,pp.87,1Q3,109,114,127,140,
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。

こ
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た

公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相に)
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0
卜
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¢
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8

儒
8

旨
Φ
自

197Q

Year

変
更
を
求
め
る
外
力

に
対

し
て
庇
護
を
受
け
て

い
る
、

い
わ
ぽ
、
特

権
的
地
位
を
与
え
ら
れ
た
諸
施
策

か
ら
飛
び
だ

し
た
配
慮
と
保
護
の

矢
が

一
直
線

に
目
ざ
す
的

は
、
老
齢
者
層

で
あ

る
。

こ
れ
に
反

し
、

貧
困
層
を
対
象
と
し
た
社
会
福
祉
諸
施
策

に
は
、
必
ず
し
も
特
権
的

地
位

は
与
え
ら
れ

て
い
な

い
。

こ
の
よ
う
な
施
策
と
し
て
、
A
F
D

C
、
食
料
割
引
券
、
国
民
医
療
保
障
制
度
、
職
業
訓
練
、
法
律
扶
助
、

な
ど
が
、
あ
げ
ら
れ
る
。

レ
ー
ガ

ソ
政
権
は
、

こ
う
し
た
諸
政
策
に

対

し
て
、
連
邦
政
府

に
よ
る
資
金
供
与

の
削
減
を
試

み
た
。
し
か
し
、

そ

の
意

図
は
、
総
じ
て
、
現
実

に
は
貫
徹
さ
れ
得
な
か

っ
た
。

A
F

D
C
、
食
料
割
引
券
、
国
民
医
療
保
障
制
度
、
そ
し
て
、
公
営
住
宅

(
備
)

(
㎞

)

(
田
)

な

ど

に
対
す

る
連

邦
政

府
支

出

は
、
表

25
、
表

26
、

図

7
、

に
示
さ

れ

る

よ
う

に
、

そ

の
成
長

率

は
最

近

一
〇

年

間

に
お
け

る

よ
り
も
緩

や

か

で
あ

る

に
せ
よ
、

増

大

を
続

行

し

て

い
る
。

ま

た
、

職

業
訓
練

に
対

す

る
財

政
支

出

は
、

再

編
成

さ

れ
た
。

一
九

七

三
年

の
職
業

訓

練
総

合
法

11
0
国
↓
〉
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。
団
冒
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》
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は
、

一
九

八
二
年

に
、

雇

傭
促

進

の
た

め

の
職

業

訓
練

に
関
す
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れ
、

こ

れ

に
よ
り
、

職

業

訓
練

に
対

す

る
総

体

的
な

連
邦

政
府

支

出

は
、

減

少
す

る

に
至

っ
た
。

さ

ら

に
、

レ
!
ガ

ン
は
、
貧

困

層

に
対

し

て
無

料

に
よ
る
法
律

扶
助

を

行
う

こ
と

を
事

業

目
的
と

す

る
法
律

扶

助
公

社

(夢
Φ
い
①σq巴
ω
①三

〔①
O
自
宕
門・ぎ

コ)
の
廃

止

に
向
け

て
努
力

を

集
中(94ー

)

し
た
。
し
か
し
、
法
律
扶
助
公
社
は
、
議
会

に
お
い
て
、
そ

の
廃
止
を
求
め
る
あ
ら
ゆ
る
攻
勢
を
、
撃
退
す

る
こ
と

に
成
功

し
た

の
で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
、

こ
の
国

の
社
会
福
祉
体
系

は
、
今
日
に
お
け
る
保
守
的
な
政
権

の
下

に
お
い
て
も
、

こ
れ
と
微
妙
な
協
和
音
を
奏

で
な

が
ら
、
依
然
と

し
て
存
続
し
て
い
る
。
主
要
な
社
会
福
祉

諸
施
策
は
、
事
実

上
、

レ
ー
ガ

ン
政
権

の
下

に
お

い
て
も
、

不
変
的
に
存
在

し

て
お
り
、
日
常

の
事
実
性

の
な
か
に
拡
散

し
深
く
浸
透
し
て
枯
死
す

る
こ
と
が
な

い
。
社
会
福
祉

の
た
め
の
連
邦
政
府
出
費

の
ヴ

ェ
ク
ト

(㎜
)

ル
も
ま
た
、
上
昇
基
調
を
堅
持
し
て
い
る
。

以
上

に
叙
述

し
た
よ
う

に
考
え

る
な
ら
ぽ
、
現
代

に
お
け
る
保
守
主
義
と
進
歩
主
義
と
を
戴
然
と
区
画
し
両
者
を
二
元
的
な
対

立

の
構

図
と
し

て
捉
え

る
硬
直
し
た
思
考
法

は
、
も

は
や
、
妥
当

し
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
日

の
保
守
主
義
と
進
歩
主
義
と

は
、
《
自
由
主
義
》
と

い
う

同

一
の
系
譜

に
共
属

し
地
続
き

の
平
面
上
に
あ

っ
て
、
大
統
領

の
業
績

に
よ

っ
て
造
成
さ
れ
た
人
間
生
活
環
境
全
体

の
あ
り
方

に
対
す
る

選
挙
民

の

《
回
顧
的
評
価
》
に
よ

っ
て
、
相
互

に
位
置
を
交
換
し
逆
転
し
得

る
相
互
構
造

の
双
極
を
形
成
し
て
い
る
と

い
う
べ
き

で
あ

ろ
う
。

従

っ
て
、
現
代

に
お
け

る
保
守
主
義

の
背
後

に
は
、
ポ
ジ

テ
ィ
ヴ
な
形
で
、
進
歩
主
義

の
素
顔
が
、
潜
め
ら
れ

て
い
る
。
比
喩
を
用

い

る
な
ら
ぽ
、
現
代
保
守
主
義
は
、
そ
れ
を
通
し
て
、
さ
な
が
ら
透
か
し
絵

の
よ
う

に
、
現
代
進
歩
主
義
が
透
映
さ
れ
得

る
と

こ
ろ
の
、
様

々
な
象
面
を
も

つ
透
明
な
結
晶
体

の
ご
と
き
観
を
呈
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
結
晶
体
を
採
掘
し
得
る
地
下

の
鉱
脈
は
、
既
に
指
摘

し
た
よ
う
に
、
現
代
進
歩
主
義
を
認
識

の
基
軸

に
据
え
た
今

日
に
お

け
る
選
挙
民

の
意
識
構
造

で
あ

る
。
例
え
ぽ
、

一
九

八
〇
年

に
、
連
邦
政
府
権
力

は
余
り

に
も
強
大

に
な
り

つ
つ
あ

る
と
す

る
レ
ー
ガ

ン

の
見
解

に
対
す

る
賛
成
者
は
、
選
挙
民
の
四
三
%
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

一
九

八
四
年

に
は
、
そ

の
数
値
は
、

三
二
%
に
下
落
し
て
い
る
。
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表27政 府に おけ るエ リー ト層;1789--1980

EliteCabinetand
DiplomaticAppointees

ao

Federa正istperiod(1?89-1801) ioo.o

JeffersonianRepublicarlyears(1801-1829) 95.7

Jacksonianera(1$29-1$41} 93.8

Pre-CivilWardec且des(1841-1861) 95.2

Pre-ClivilWarperiod(1789-1861) 95.8

CivilWarandReconstruction(1861-1$77) 81.1

Latenineteenth-centuryperiod(1877-1897) .・.

McKinley--Taftyears(1897--1913} 9」..?

V`fikonregime(1913--1921) 57.1

Harding-Hooveryears(1921-1933) 80.9

Post-CivilWartoNewDealperiod(1$fi1-1933) 83.5

brewDealyears{1933‐x.940) 47.4

WorldWarIIyears(1940-1945) 57.9

Trumanyears(1945-一 一1.953) 55.6

Eisenhoweryears(1953-196.) 81.1

Kennedy-Johnsonyears1961‐,1969) 62.?

Nixon-Fordyears(1969--1977) ・ri

Carteryears(1977-1984) 65.4

NewDealtoCarterperiod(x.933--1980) 64.4

Overall{789--1980) 78.?

Note:Aneliteappointeeisapersonwhohasheldapriorimportantposition{executiveor

director)inama30rbusinessenterpriseorcorporatelawfirmand/orwhosefamilyhascansider-

ablewealthoranimportantcorporatelink.

Source:PhillipH.Burch,Jr.,ElitestoAsneric¢nHistory,vol.III(NewYork;Holmesand

Meier,138Q),p.383.

同
じ
く
、

一
九

八
〇

年

に
は
、

選

挙
民

の
二
九

%
が

連
邦

政
府

出
費

の
大
幅

な
節

減
を
要

求

し

て

い
た

の
に
対

し

て
、

一
九

八
四
年

に
は
、

そ

の
数

値

は
、

一

一
%
と
、

半
数

(
田
)

以
下

に
激
減

し
て

い
る
。
「
四
年

間
に
わ
た
る
連
邦
政
府
政
策

に
お

け
る
主
要
な
保
守
的
変
化
を
現
実

に
経
験
し
た
後

に
、
人

々
は
、

一

九
八
四
年

に
は
、
そ

の
選
好

に
お

い
て
、

一
層
保
守
的
と

い
う
よ
り

は
、
む

し
ろ
、

一
層
進
歩
的
な
諸

(
倣
)

政

策
を

要
求

す

る

に
至

っ
た
」
と

い

っ
て
よ
か

ろ
う
。

さ

ら

に
、

現
代

に
お
け

る
保
守

主
義

と
進

歩
主
義

と

を
繋
げ

る
結

び

目

の
あ

り

か

と

し

て
、

「
政
府

に

お
け

る

エ
リ
ー

ト

層

の
支

配
」
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表29大 統領 の社 会階層 的背景;1900-1945,1945一

Pre-`1'wentieth
Century X900-1945 1945一

Numb・ ・Percent Number Percent 1Vumber Percent

UPPER-CLASS

MIDDLE-CLASS

LONER-CLASS

13

3

7

{56
.5

13.0

30.4

5

2

1

62.

25.0

12.5

1

4

3

12.5

50.0

3?.5

Source:RichardWatsonand

pp.115-一 一116.

NormanThomas,ThePoliticsofthePresidency,.1983,

(
塒

)

(45置
)

(望

奮

ぎ

O
。
奉

ヨ
ヨ
。
巳

を

、

あ

げ

る

こ

と

が

で

き

る

。

T

・
R

・
ダ

イ

ロ

H

・
ゼ

ィ
グ

ラ

ー

(↓
ぎ

匿

白。

閃
.
O
愚

薗
鼠

霞
田
日
自

N
①
Mσq
一Φ
「
)

両

教

授

は

、

こ

れ

に

つ

い

て

、

P

・
H

・
パ

ー

チ

(雷

駒一ξ

自

じσ
霞
6
芦

」
「
・)

(
ラ

ッ
ト

ガ

ー

ス
大

学

〉

(閃
三
σq
①
議

C
三
く
①
「
。。ξ

)

教

授

の

説

く

と

こ

ろ

に

し

た

が

い

、

次

の

よ

う

に

(
旧
)

述

べ

て

い
る
。

由
来

、

ア

メ
リ
カ

に
は
、

《
経

済
的

エ
リ
ー

ト
層
》
(象OOO
"O
ヨ
一〇
〇一一仲O達
)
が
、

閣
僚

級

な
ら
び

に
外

交

上

の
官

職

な
ど

の
、

政

府

に
お
け

る
最

高
指
導

者
層

に
流

れ

こ
み
、

こ
う

し
た
指

導
者

層
と

の
化

合
を

目
ざ
す

と

こ
ろ

の
、
伝
統

的

な
回
路

が
、
牢
固

と

し

て
確
立

さ
れ

て

い
る
。
《
経
済

的

エ
リ

!
ト

層
》

と

は
、

主
要

な

実

業
企
業

体
も

し

く

は
法

人
組
織

の
法

律

事
務

所

に
お
け

る
枢

要

な
地
位

(取

締
役
会
長
な
い
し
取
締
役
)

に
あ

る
人

々
、

あ

る

い
は
、

そ

の

一
族

が
莫

大

な

富

を

有

し

て

い
る
か
、

そ

れ
と
も

、
重

要
な

法

人
上

の
地
位

を
占

有

し

て

い
る
人

々
、
以

上

の
総
称

を

い
う
。

全
体

的

に
こ

の
よ
う
な

《
経

済
的

エ
リ
ー

ト
層
》

は
、
合

衆

国
人

口

の

一
%
未

満

で
あ

る

に
す
ぎ

な

い
。
け

れ
ど

も
、

パ

ー

チ
教

授

に
よ
れ
ぽ
、

一
七

八
九
年

以

来

こ
の
か
た

《
経

済
的

エ
リ
1

ト
層

》

は
、
政

府

に

(
恥
)

お
け

る
最

高

指
導

者

層

の
七

八

・
八
%
を

占
拠

し

て

い
る
。

表

27

に
示
さ

れ

る
よ
う

に
、

「
合
衆

国

が
、

政
治

的

な
機
会

均

等
を

謳
歌

で
き

る
国

で
あ

っ
た

こ
と

は
、

明

ら
か

に
、

こ
れ

ま

で

に

一
度
も

(
断
)

な

い
。

む

し
ろ
、

合

衆

国

は
、
常

に
、

エ
リ

ー

ト
支

配

の
国
家

で
あ

る
」
。

に
も

か
か

わ
ら
ず
、

《
経

済

的

エ
リ

ー

ト
層

》

の
政
府

に
お
け

る
最

高
指

導
者

層

の
占

有

率
が
、

あ

る
時
期

に
、

他

の
時
期

に

較

べ
、

若

干
、

下
降

し

て

い
る
。

ニ

ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
期
と

第

二
次

世

界
大
戦
中

の
期

間

が
、

こ
れ

に

当

る
。

こ
の
時

期

に
、

F

・
D

・
ロ
ー
ズ
ヴ

ェ
ル
ト
大

統
領

は
、

自

ら

は
、

最
高

の

《
経

済

的

エ
リ

(65)65



ー

ト
層
》

の
出
自

を
誇

り

な
が

ら
、

多
数

の
非

《
経
済

的

エ
リ
ー

ト
層
》

の
出
身

者

を
、

政
府

に
お
け

る
最

高
指

導

ポ

ス
ト
に
、

大
胆

に

抜

擢

し

た
。

ア

メ
リ

カ
政
治

史

の
初
期

に
は
、

政
府

は
、

ほ
と

ん
ど
独

占

的

に
、

《
経
済

的

エ
リ
ー

ト
層
》

に

よ

っ
て
、

運
営

さ
れ

て

い

た
。
事

実

、
南

北
戦
争

以

前

に
は
、

政
府

に

お
け

る

最
高

指
導

者

の

実

に
九

五

・
八

%
が

、

《
経

済
的

エ
リ
ー

ト
層
》

の

出
身
者

で
あ

っ

た
。

最
近

で
は
、

そ

の
数

値

は
、

七

四

・四

%

に
低
下

し

て

い
る
。

総

じ

て
、
合

衆

国

に
お
け

る
最

高
指

導
者

層

の
ほ
ぼ

八
〇

%
は
、

《
経

済

的

エ
リ
ー

ト
層
》
に
よ

っ
て
占

め
ら
れ

て

い
る
。
し

か
し
、
こ
う

し
た

エ
リ

ー

ト
層

の
背
景

に
よ

っ
て
支
え

ら
れ

た
大

統
領

は
、
五
八

%

(
00

9

5

「3
)

に
す
ぎ

な

い
。

こ
の
こ
と

は
、
表

28
、

表

29
、

に
も

覗

わ
れ

よ
う
。

「
そ

の
組

織

型

に
は
変
化

が

認

め
ら
れ

る

に
も

か
か
わ

ら
ず

、

ア

メ

(
㎜
)

リ
カ
は
、
常
時
、
何
ら
か
の
富

の
組
織
型
に
よ

っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
」
。

以
上
に
縷
説
し
た
よ
う

に
、
今
日
に
お
け
る
大
統
領
は
、
そ
の
選
出
方
法

の
特
異
性
を
通
し
て
、
同

一
系
譜
意
識
を
所
持
し

つ
つ
互
い

に
連
接
し
合

い
溶
け
合
う
現
代
保
守
主
義
も
し
く
は
現
代
進
歩
主
義

の

《
原
理
》
を
代
表
す
る
。

66(66)

註(
1

)

甘

ヨ
Φ
切
芝

.
9

〈
一。・
・

§

恥

』
ミ
ミ

苛
Q
謡

、
、
§

暮

ミ

聴

》

冬

ミ

、
ミ

憩

ミ

、凡
竃

噛
這

。。
8

℃
亨

鼠

O
ー

置

一
・

(
2

)

芝

齢
一9
「
響

磐

田

ヨ

冨

β

b
鳴
ミ
o
ミ

§

兄

ミ

ミ

恥
さ

ミ
鑓

㍉
臥
ミ
鳥
嵐
偽
§

O
ミ

ミ

ミ
謹

ミ

§

職

㌔
ミ
ミ

覇

・
b。
ミ
職

僑
斜

嵩

c。
黛

,
ω
劇
P

(
3

)

一
.乏

・

響

く
旦

。
や

6
一f

亭

一
お

ー

一
自

』

8

駐

o
=
巴

目
鐸

ω
ヨ
一汗

層
、、↓
冨

零

鼠

牙

三

霧

0
8

一三

。
ロ

od
口
ま

Φ
轟

閃
雷
鵯

ロ
"。。
国

曇

団
$

「
..噛
ぎ

↓
ゲ
o
ヨ
器

ρ

。
三
昌
(9

.)
噛

寄

き

§

寿
き
h

駄
ミ

、
誌
恥
匙

§

ら
事

お

。。
や

唱
学
b。
コ

ー

N
Q。
①
9

(
4

)

一
.華

留

≦
。。
℃
8

.
畠

二

や

=

ρ

(
5

)

蚤

F

"
三

劇
P

(
6

)

量

自
二

三

塗

(
7

)

閃
凶。
訂

巳

罫

国

o
β

》
ミ
ミ

覧ら
§

、
ミ
ミ

畠

§

職

O
ミ

鳴
ミ

ミ
§

斜

遣

。。
9

や

ω
ω
一
。

 (
8

)

蜜

鮮

曽
宰
ω
ω
一
.
器
。

帥
ぎ

↓
冨

o
α
。
『
①
Qo
。
お
昌
紹

P

映

§

ミ

亀

堕
竈

軌
9

冨

ヨ
Φ
。。

Q。
ロ
己

ρ
巳
。。r

ぎ

、ミ

ぎ
物

碕
ミ

、
ミ

亀

㍉
寒

寡

§

ぎ

ミ
ミ

鴇
漆

越
ミ

魯

§

職

智

ぎ

吻
§

冨

芦

竈

q
即

=
巴

『
団

U
o
8

<
き

り
沁
ミ

物
塁

ミ
こ

も

ミ

£

§

㌦
》

沁
魯

も
達
ミ

.的

肉
ミ

ミ

ミ
ミ

恥

§

ミ

≧
ミ
蜘

℃
ミ

肋
ミ

馬
ミ
孕

這

。。9

(
9

)

O
a

{H。
鴫

=
9

αq
8

ジ

籍

、
§

馬武

勉

§

匡
、、
さ

ミ

§

軸

さ

、器

ミ

§

r嘗

ミ

簿
偽

さ

§

ミ

、
鳶

勉
§

養
§

」
麗

9

ワ
鍵

●



公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相O

"
.寓

・
国

o
房

噂
o
掌

6
閣酔
二

亨
ω
ω
一
.

(
10

)

男
.竃

・
甥

o
¢
孕

o
宰

6
…件二

Ψ
⇔。
ω
一
.

今

日

の

イ
ギ

リ

ス
に

お

け

る

著

名

な

ジ

ャ

!

ナ

リ

ス

ト

・
編

集

者

で

あ

る

G

・
ホ

ジ

ソ

ソ

(
Ω
9
堵
話
罵

寓
&

σq
8
コ
)

は

、

大

統

領

が

、

在

任

中

に

、

議

会

に

対

し

て

期

待

し

得

る

協

力

と

支

持

の

程

度

に

、

規

則

性

・
周

期

性

の

あ

る

こ

と

に

注

目

し

、

こ

れ

を

「
大

統

領

職

の
生

活

環

」

(
昏

①

甑

Φ

o
饗

8

亀

汗
。

聞
蕾

断留

ロ
畠

)

(
ρ

類
&

,q
8
炉

o
㍗

6
F

.
や
。。
一
・
)

と

呼

ん

で

い

る

。

ア

メ

リ

カ

に

お

け

る

大

統

領

職

の

研

究

者

と

し

て

評

価

の
高

い
J

・
H

・
ケ

ッ

セ

ル

(}
。
ぎ

=
・
閑
①
羅

鵠
)
教

授

(
オ

ハ
イ

オ
州

立

大

学

)

(
O
鐵
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仲器

d
三

く
霧

ξ

)

も

、

同

じ

く

、

こ

う

し

た

大

統

領

職

に

お

け

る

周

期

性

を

指

摘

し

、

よ

り

具

体

的

に

次

の

よ

う

に
述

べ

て

い

る

。

(舗
葺

内
①
路

一一噌
§

馬

b
q
ミ
婆

腎

、
ミ

句
§

ミ

質

b
ミ
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§

ーミ
寒

§
晦

ミ

嚇
譜

ミ

ざ
爵

き

§
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這

胡

噛
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㍗
ゆ
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一
一
.
ρ

国
巳

σq
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コ
・
o
Ψ

臨
r

噂
,
ω
一
-

輿

)

ケ

ッ
セ
ル
教
授

に
よ
れ
ば
、

「
新

た
に
選
挙

さ
れ
た
大
統
領
は
、

議
会
と

の
間

に
密
月
期
間
を

期
待
す
る

こ
と
が

で
き

る
。
…
…
大
統
領

は
、
大
統
領
職
務

の
最
初

の
学
習
期
間
と
し
て
、
凡
そ

一
八

ヶ
月
を
要
す

る
。
…
…
大
統
領
職

の
第

一
期

に
お
け

る
第
三
年

は
、
業
績
を
挙
げ
得
る
最
良

の
時
期

で
あ

る
。
・…

・第

四
年

は
、
も

と
よ
り
、
党
派
性
が
最
も
濃

厚
と
な
る
時
期

で
あ
る
。
…
…
も
し
大
統
領
が
、
大
差
で
再
選
さ
れ
、
同
時

に
、
与
党

の
議
会
多
数
者
が
選
挙
さ
れ
た
な
ら
ば
、
大
統
領

任
期

の
第

五
年

・
第

六
年

は
、
大
統
領
が
真

に
業
績

を
挙
げ
得
る
絶
好

の
機
会

と
な
る
」。

ケ

ッ
セ
ル
は
、

こ
う
述

ぺ
た
後
、

さ
ら
に
進

ん
で
、

様

々
な
種
類
の
係
争

問
題

に
対
す
る
大
統
領

の
関
心

に
も
、
周
期
性

が
あ
る

こ
と
を
、
認
め
る
。
例

え
ば
、
大
統
領

は
、
彼
が
選
挙
さ
れ
た
直
後

、
市
民
的
自
由

に
最
大
限

の
配
慮
を
示
す
。

そ
の
理
由
は
、
「
お
そ
ら
く
、
大
統
領

の
選
挙
運

動

の
過
程

で
な
さ
れ
た
公
約

に
よ
る
も

の
」
と

お
も
わ
れ
る
。
大
統
領
の
国
際
問
題

に
対
す
る
介
入
度

は
、
「
第

一
期

の
間

に
昂
揚

し
、
再
選
期
が
近
づ

く
と
と
も
に
、
萎
縮
し
、

さ
ら

に
、
第
二
期

の
間

に
、

一
層
、

顕
著

に
な
る
」
。

ま
た
、

社
会
保
障
給
付

の
配
分

に
つ
い
て
、

ケ

ッ

セ
ル
は
、
そ
れ
は

「
主
と

し
て
第

一
期

の
現
象

し

で
あ
り
、
「
大
統
領
任
期

の
最
終
年

に
お
い
て
最
重
要

の
関

心
事
項
と
な
る
」
と
評
し
て
い
る
。

(
11

)

司
冨
蒔

梱

留

轟
鼻

、
韓

骨

、
偽
ミ

皆
吻

§

』
ミ
ミ

弩
3

軌
罫

馬
罫

㌧
鵠

軋
嘲

℃
雫

ω
$

ー

ミ

ρ

菊
。
鴫

ρ

ζ
9
二
急
。。
唱
さ

§

ミ

㌔
ミ
ミ

§

h

寄

ミ

ミ
鵯

、

℃
ミ

ミ

蕩

§

軋

奪

恥
ミ

ミ

&
塁

電

。。
9

亭

刈
ω
1

刈
劇
.
}
。
ぎ

辱

響

ヨ

㈹
葺

、
ミ
篭
割覇

§

軋

き

恥

工
ミ
ミ
き

§

壽

ミ

、
雨
り

吋
ミ

馬
罫

這

。。
ぎ

亭

一
。。
ω
i

一
。。
S

ト
≦

O
慧

。。
・
β

6
一r

寧

O
㎝
1
一〇
9

劉
。匿
巳

}

≦
霧

皇

帥
鼠

Z
。
§

壁

O

↓
『
婁

歩

寒

き

ミ
蕊

ミ

、書

、
鳶
恥§

謬

噂
始
ミ

ミ

℃
這
。。。。"
箏

N鳥
-
N
舞

(
12
)

[
。謎

≦
・
図
8
三
αq
.
奪

9

澱

連

象
ミ
ミ

噸
"
ミ

ミ

丸

麗
9

や
一
冷

§

餌
一巴

甘
簿

く
雪

U
巽

Qり
穿

曝
》
ミ
ミ
覧ら
§

い
鵡
傍
§
篭
雨

、
ミ
も
§

a
・
N
ミ
メ

亭

一
9

1

旨

bQ
.
≦

黒
巴
講

恥
乱

目
ぎ

ヨ
騨。
。・
ψ
o
掌

鼠
甘こ

唱
,

卜Q
爵

歯

お

.

(
13

)

田

記

註

ρ

盛

誌

色
F

..ぎ

蒙

噺
窪

沼

。
{

費
Φ

》
ヨ
①
ユ
$
=

勺
撃。
同
信

ω
巻

器
ヨ
.、噛

ぎ

竃
盆

導

9

嵐

。。『

閃
o
宮

N
酔
r

諏

器

訂

目
団

帥
巳

智

ヨ
窃

≦

・
℃
δ

一獣
δ

(
巴

・
y

ミ

自
ミ

譜

切

o
遷

、
譜

、
ミ
蕊

錺

ミ

》
ミ
恥
、
監ミ

嵩

b
馬
ミ
象

§

ざ

、
題

簿

㍗

一
φ
N
.

(
14

)

剛
ぼ
島
二

や

一
$

噸

(
15

)

,

卜

9

罠
焦

噌
o
サ

ユ
r

や
●鷲

O
・

(
16

)

麗

宅
。。
冠

匂o
`
ρ

$

コ
ぽ

お

"

§

偽

}
ミ
ミ

詩
趨
隷

、
◎
ミ

苛
ミ

吻
嬬

紺
ミ
㌦
》

沁
肉
き
酎
ミ

缶
導

建

§

鉾

軋
隷

恥
鉢

鴇
竜

。。
軌
り
℃
㍗

ω
①
ー

ω
8

(6?)67



(
17
)

拙
稿

『
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
二
大
政
覚
制

の
特
質
』
(
「神
奈
川
法
学
」
第
十
二
巻
第

二

・
三
号

)
(
一
九

七
七
年
)
六

一
頁

.ー
六
五
頁
。

(
18

)

霧

』

「§

げ
Φ
蓼

。
や

鼻

・
"
薯

。ω
α
占

s

・Φ
Φ
巴
・・。

国
.ω
・
o
・§

『
蓋

匿

穿

げ
9
・
」

℃
・
《
。
・
眞

・
ら

・

》
ミ

・、』§

ぎ

ミ

軸.霧

尋

§

物
ミ
軸
、,ミ

L

ミ

恥
』

①
仲①
『

。。
仲昏

{Φ
ザ

暴

q

冬

§

§

、
§

幅.§

℃・
§

恥

さ

隷

ミ

ぎ

ミ

o
ぎ

躇

焼鳶
晦

≧

ミ

N.ミ

、・

ぎ

ミ

詩
.♂

ミ

も
・

辞

ヨ
・
囲こ

。
ゴ
華

・

o
。
召

く
巽

鼠

。。
§

ξ

男
・
匡
目
婁

..畢

。

o
『
響

。・
睾

ユ

ζ
§

話

。
富

雷

ミ

9

旨
。・
①
壽

ユ
話

圏

断・察

葺

頃
。
き

・
.、噸
ぎ

雪

ミ

§

重

ミ

ミ

ミ

℃
ミ
ミ

ミ

G。
匙

壽

・
m唱
㌧・
題

(
さ

§

ミ
も
、
N§

)
・

℃
眉
・①
ミ

よ

芦

穿

夷

〉
汗
帥
§

・
㌔

。
§

ミ

玉

§

ミ

塁

焼
這

嚢

恥
§

・
ミ

恥
・
芝

b

・

・d
塁

げ
婁

.夢

Φ
書

。
§

§

。
穿

。
空

㈹
罫

、ゴ

・

b
、物
吻
娩
鳶
、・
ミ

、

蕊

恥
ら

℃
・§

1

駐

比

'・
註

・
=

閑
。
汗
2

痺

αq
噂

導

冬

き

ミ

、g

蕊

戚
こ

。
ぎ

℃
・
殉
。
葺

…
):

コ
&

。
ぎ

〉
・

コ

・
諄

蚤

・

..冠
㊦
。
一。
・・
一。節
;

目
①
⇔
匹
の

剛5

℃
β
げ
諸
。

o
喜

凶。
謬
、、
貯

》
§

ミ
恥
二

§

、.
軋
謡

(
さ

、
偽
曽

N
矯
cQ
へ
)
ら

忌

。
よ

p

≦

一國§

寄

§

ま

茎

ω
奮

二

霧

。
・
し。
§

ミ

寒

ミ

、
§

容

霧

軸
、
贈
§

鳴
・
蕊

軋
・
国
Φ
穿

弓
』

a

:

区

踏
。
壽

巳

力
。
§

榊
区

ゆ
..誤

①

勺
。
藍

国
巴

8

。
{
〉
墓

「
同§

を

琴

。・
噛
、.
ぎ

§

馬

智

ミ

蕾

ミ

、
、
ミ
N.計
.鼻

§

ト

ま

(
冬

隠
§

婁

這

・。
版
)
・
亭

§

T

§

㊤
』

①
邑

臨

o
・
牽

嘗

r

閃
。
ざ

け
ω
』

鼻

。・。
p

琶

喜

・

℃
伽

罫

圃養

..罫

婁

旨

。・

ω
薯

℃
・
三

留
…

ξ

彗

2

匹
8

δ
α・
畷

鼠

9

。。
・
墓

罵

o
盗

、.・

三

寒

ミ

ミ

ミ

ミ

聖

き

冨

.

§

・戯
M

(
さ

こ

焔
。。
軌
¥

睾

§

i

膳
・。
①
・

峯

ざ

;

.
き

。
甑

噂
.、穿

婁

・窃

。
;

姦

巳

ぎ

一
〇
。
旦

ぎ

Φ
昌

p
・・
墨

。
p
樽。
『・。

。
臣

Φ
。
一。
腎

の
一

ω
。
量

巴

婁

。
月

〉

カ
・
藝

=
一藁

睾

匹

く
き

ξ

壽

塗

墓

・
榊
㌦
ゴ

§

馬

智

ミ

ミ

ミ

壁

§

恥

§

・
亀

(
壽

町

寵
8

N
§

)
・
亭

蕊

↓

⑰
㏄
・

(
19

)

国
・o巾
・
O
H
①
2

げ
①
茜

。
サ

9

二

》

ω
⑦
・

(
20

)

量

匹
ニ

サ

ω
①
.

(
21

)

置

山
二

亨

。。
O
.

即

即

因

。
旨

σ・
"

.・=

訂

節
訂

月

票

・

〉
ヨ

鼠

。
・
瓢

ρ

毘

..」

・

国
・
ω
.

o
幕

・
げ
。
夷

・・
巳

幻
・勺
・

嶋
2

眞

a

・
)
・
。
掌

鼻

三

・
蜀

(
22

)

国
.。。
.

O
§

コ
8

顔

。
7

鼻

ニ

サ

ω
9

。⇔
語
8

0
ζ

。
ξ

u・8

㌦

.、旨

浮

ヨ
婁

碁

≦

藷

・
..
言

憂

げ
①
・
夷

匿

(
・
ζ

ε

、ぎ

さ

婁

ミ

§

、.
》

9

ミ
.§

ミ

.
ミ

ミ
§

ミ

缶
ミ

ミ

§

、
馬
§

冨

§

職

穿

ミ

量
吾

量

卜
薯

し

ミ

タ

巳

。。
9

(
23

)

鮮弓
.ω
.
O
琵

=
冨

H
αq
噂
β

9

ニ

マ
ω
9

ピ
8

凶。・
=
畏

評

§

偽

卜
嶋.い
箋

巳

ぎ

ミ

軸.§

き

ム
ミ
馬
ミ

奪

竜

凱

噛
》

駆。
.

(
24

)

国
・Qo
・

9

Φ
2

幕

茜

β

9

二

唱

。
8

1

ω
"
・

(
25
)

圃玄
露
:

や
ω
刈
.

な
お
革
新
主
義
者

(準
oぴq
冨
。・。。断く
窃
)
ま
た

は
改
新
主
義
運
動

(中
。
σq
屋
い。。貯
Φ
ζ
。〈
①
ヨ
①
コ
仲)
と

は
、

一
九
世
紀
末
葉
の
経
済
革
・命

(国
8
8
ヨ
写
湘
。
〈
o
ぽ
凱
豊

)
〔
一
八

六
〇
年
か
ら

一
八
八
〇
年
頃
ま
で
の
間

に
起

っ
た
産
業
革
命
を
経
済
革
命

と
称
す
る
。
経
済
革
命

は
、
単

に
製
造

工
業

の
革
命
た
る
に
と
ど

ま
ら
ず
、
同
時
に
農
業

の

革
命
、
交
通
組
織

の
革
命
と
し
て
重
大
な
意
義

を
有

し
た
。
〕
の
完
成

に
際
し
て
漸
く
顕
著
と
な

っ
た
ア

縄'
リ
カ
の
政
治
的

・
経
済
的

・
社
会
的
変
動

に
伴

っ
て
、
政
治

68(68)
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の
改
革
と
社
会
改
良

の
目
的

の
た
め
に
興
起

し
、
約

二
〇

年
に
わ
た
り
T

・
ロ
1
ズ

ヴ

瓢
ル
ト

(臣

§

。
話

図
8
器
く
。
ε

、
W

・
ウ

・
ル
ソ
ソ

(≦
8
曾

司

≦
蓉

昌
)

な
ど
を
そ

の
戦
士

と
し
て
、
民
主

・
共
和
両
党

を
動
か
し
、
ま
た
、
時

に
第

三
党
を
樹
立
し
て
、

深
薩
な
る
影
響

を
ア
メ
リ
カ
政
治

の
動
向

に
及
ぼ
し
た
革
新
主
義

の

人
ま
た
は
運
動

を
指
す
。

ま
た
、
革
新
主
義

と

は
、

一
九
世
紀

末
葉

に
ア
メ
リ
カ
に
起
り
、
政
治

の
廓
正
と
衆
民
政

の
実
現

と
を
企
て
、
公
益

の
た
め
に
す
る
国
家
の

任
務

の
拡

大
を
認

め
、
自
由
放
任

主
義

を
廃
棄

し
て
、
国
民
経
済
組
織

に
対
す
る
政
府
の
干
渉

の
必
要

を
主
張

し
、
さ
ら
に
二
十
世
紀

に
入
る
と
と
も

に

一
層
集
合
主

義
的
傾
向
を
加
味

し

つ
つ
あ

る
主
義

で
あ

る
。
革

新
主
義

の
二
大
眼

目
は
、
政
治

の
方
面

に
お
け

る
腐
敗

の
改
革
、
な
ら
び

に
、
民
主
政

の
実
現

を
期
す
る
政
治
制
度

の

改
善

と
、
社
会
経
済

の
方
面

に
お
け
る
公
益

の
た
め
に
す
る
国
家

の
積
極
的
干
与

と
で
あ
り
、

そ

の
中
枢

の
思
想
は
、
国
家
任
務

の
拡
大
を
認
め
る
、

い
わ
ゆ
る
文
化

国
家

の
観
念

よ
り
出
つ
る
。
約
言
す
れ
ば
、
革
新

思
想

と
は
、
C

・
E

・
メ
リ
ア
ム

(O
げ
の「一①qゆ
脚
學
7
{㊦
鵠
脚い
H目
)
の
い
う
よ
う

に

(ρ
四

竃
①ヨ

§

"
》
ミ
馬
議
ら窺
嵩
、
亀
ミ
㌧昏臼
、

寒

塁

竈
智

岬
サ
0,
)

「
民
衆

の
よ
り
大

な
る
監

督

の
下

に
立
ち
、

よ
り
広
範

な
る
社
会
的
施
策

を
有

す
る
、
よ
り
強
力

な
政
府

の
思
想
」
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

(高
木
八
尺

『
米
国
政
治
史
の
研
究
』
(
昭
和
二
五
年
)
(岩
波
書
店
)
四
二
頁
、

一
九
七
頁
-

一
九
九
頁
参
照
。
斎
藤
真
編

『現
代
ア
メ
リ
カ
の
内
政
と
外
交
』
(
昭
和

三
四
年
)
(東
大
出
版
会

)。
器
①
巴
8

切
.即

2

≦
闘夢

寒

、
謎

鳶
肋恥篭
馬
さ

審
ミ
§
餅

国豊
9

(
26

)

国
.qゆ
・

O
§

ロ
冨

お

讐

o
掌

6
一件二

雫

ω
8

(
27
)

国
・竃
・
℃
駒o
儒
自o・
o
マ

ユ
酔こ

O
・㊤
願

現
代
ア

メ
リ
ヵ
に
お
け
る
政
治
的
現
実

に
対

す
る
認
識
と
説
明
の
た
め
の
分
析

モ
デ

ル
と

し
て

エ
リ

ー
ト
支
配
理
論

(㊥冨
o
仲冨
。
螢
)
を
採
用
し
た
T

.
R

・
ダ

イ

(↓
げ
O琶
鋤q馳
]刃
。
門
更
①
)
〈
フ

ロ
リ
ダ

州
立
大
学

)
(
巴
o
噌圃駐

Qり
冨
器

¢
琶
語
鵠
繭曙
)
と
H

・
ゼ
イ
グ

ラ
!

(寓
餌霞
§

N
臨
凪
興
)
(
ワ
シ
ソ
ト
ソ
州
立
大
学

)
(d
昌
一く
。邑
信

。
剛

壽

絵
ぎ
鳴
。
瓢
)
の
両
教
授

は
、
民
主
主
義
社
会

に
お
け
る

エ
リ
ー
ト
支
配
主
義
と

い
う
特
異
な
解

析
視
角

か
ら
、
現
代
に
お
け

る
進
歩

主
義
と
保
守
主
義

と
が
、
古
典

的
な

《
自
由
主
義
》
と
い
う
同
じ

一
つ
の
も
の
か
ら
分
岐
し
た
二
つ
の
現
象
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
双
方
の
主
義
を
論
述
し
て
い
る
。
現
代
進
歩
主
義
に
つ

い

て

、

両

教

授

は

、

次

の

よ

う

に

説

い

て

い

る

。

(
↓
.国
.

O
垢

q。
乱

国
,
N
臨
唯
Φ
「

ぎ

寄

q
識
鴇

ミ

b
恥
ミ
ミ

『
§

ざ

M
慧

馬
糺
二

悔
§

"
℃
亨

一
一
〇
1

一
岩

・
)

現
代

ア
メ
リ
カ

に
お
け
る

エ
リ
ー
ト
層

は
、
私
有
財
産
権

(噂
ユ
〈
m
$

唱
o
罵
H蔓
)
の
保
障
、
権
力

の
限
定
さ
れ
た
政
府

(
餌
日
搾
a

咀
o
器
ヨ
ヨ
。三
)
の
支
持
、
個
人
的

自
由

(
ぎ
黛
く
哉
岳
=

卿竃
「蔓
)

の
擁
護
、
適
法
手

続

(儀
器

唱
包
8
器
。
=
署

)
の
尊
璽
、
以
上

の
基
本
的
諸
価
値

(讐
瓢畠
臼
豊
邑

く
β・
冨

加
)
に
関
す
る
合

意

(8
コ
器
昌
終
。。)

を
共
有
す
る
。
さ
ら

に
、

F

・
D

・
ロ
ー
ズ
ヴ

ェ
ル
ト

(閃
冨
募

一ぎ

園

訂
呂

渕
8
紹
話
一け)
政
権
以

来
、

ア
メ
リ
ヵ
に
お
け

る

エ
リ
ー
ト
層

は
、
「進
歩

主
義
的
な
公
衆

配
慮

の
社
会
福
祉
諸

施
策

」
(
鵠
冨
「鼻

梶
茎

9
話
αq
㊤巳
貯
。q
8
。芭
≒

。§

冨

鷲
o
σq
『⇔
ヨ
頓)

(田

侮
謄
唱」
一
9
)
に
対

し
て

総
体
的

な
支
持
を
与
え
て
き

た
。

こ
う
し
た
諸

施
策

の
な
か
に
は
、
社
会
保
障

(§

芭

馨

舞
制q
)、
公
正

な
労
働
基

準

(
{9。
貯

ド
ぎ
「
欝

乱
餌a

)、
失
業
補
償

(匿
①
目
覧
。
望
ヨ
①募

8
ヨ
需
コ
聾

剛。
5
)、
累
進
式
所
得
税

(㎝
鵠
含
卑
鑑

ぎ
8
琶
。
仲舞
)、
連

邦
政
府
補
助

に
よ

る
社
会
福
祉
体
系

(幽巴
巽
伽
ξ

既
ユ
&

胡
島

彗
①
。・巻
器
ヨ
)、
公
益
企
業

に
対
す

る
政
府
規
制

(顧。
く
①ヨ
ヨ
。ロ
伶山一
.。唱
犀

一。昌

亀

唱
昏

ぎ

謂
邑
三
$
)、
反
循

環
的
財
政
通
貨
政
策

(8
肇
櫛①
携
署
一冨

一
ゆ
鴇
匙

脚
巳

ヨ
0
5
象
帥
蔓

忌

一凶9
$
)、

な
ど
が
含
ま
れ
る
。
今

日
、

こ
う
し
た

エ
リ
ー
ト
層

の
基

本
的
諸
価
値

へ
の
合
意

に
は
、
黒
人
に
対
す

る
機
会
均
等

の
保
障

へ
の
献
身
、
直
接
か

つ
合
法
的

な
人
種
差
別

の
廃
止

の
要
求
、
世
界
的
諸
問
題

の
解
決

に
対
す
る
影

ass)69



響
力

の
行
使

へ
の
願
望
、
共
産
主
義

の
蔓
延

に
対

す

る
反
対
、
強
力
な
国
防

の
維
持
、
内
か
ら
の
転
覆
と
外

か
ら

の
侵
攻

の
双
方

に
対

す
る
世
界

に
お
け
る
親
西
側
諸

政
府

の
保
護
、
な
ど
が
、
新

た
に
追
加
さ
れ

る
。

ア
メ
リ
カ
の

エ
リ
ー
ト
層
が
保
持
す
る
最
も

一
般
的
な
哲
学

は
、
公
衆
配
慮

の
進
歩

主
義

の
哲
学

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
他
者

の
福
祉
を
自
己
自
身

の
福
利

の

一
環
と

し
て
考
慮
す
る
積
極
的
意
思
と
、
他
者
に
対

し
て

な
さ
れ

た
不
当

と
認

め
ら
れ
る
処
遇
を
是
正
す

る
た
め
に
政
府
権
力
を
使
用
す

る
積
極
的
意
思

の
、
両
価
性

を
含
む

も

の
と
し
て
把
握
さ
れ

る
。

そ
れ
は
、
《貴
族

の
義
務
》

(き
三
窃
。・①

oげ
一一げq
①
)

の
哲
学

と
い
い
か
え
て
も
よ

い
。

そ
れ

は
、
貧
困
層
な
ら
び
に
被
圧
迫
層

(
と
り
わ
け

黒
人
)
の
福
祉
の
積
極
的
実
現

に
対
す
る

エ
リ
ー

ト
層

の
責
務

を
内
容

と
す

る
。
進
歩
的
な

エ
リ

ー
ト
層

の
問

に
は
、
伝
統
的

に
、

一
般
人

の
生
活
状
態

の
改
善

は
可

能

で
あ

る
と

い
う
認
識
と
確
信
と
が
、
成
立
し
て

い
た
。

い
う
と

こ
ろ
の

一
般
人

の
生
活
状
態

の
改
善

と
は
、
人
種
差
別

の
終
焉
、
貧
困

の
廃
絶
、
ス
ラ
ム
街

の

一
掃
、

就

職

の
保
障
、
貧

困
層

に
対
す

る
精

神
的
鼓
舞
、

疾
病

の
排
除
、

一
般
普
通
人

の
教
育
、
す

べ
て

の
人

々
に
対
す
る
支
配
的
な
文
化
的
諸
価
値

の
宣
伝

・
教
化
、

な
ど

を
指
す
。

ア

メ
リ

カ
に
お
け
る

一
般
普
通
人

は
、

こ
う
し
た
哲
学

を
、
必
ず
し
も
広
範

囲

に
わ
た

っ
て
共
有

し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

進
歩
主
義

の
改
革

を
推
進
す
る
指
導
者
は
、
常

に
上
流
社
会
階
層

の
出
身
者
で
あ

る
。
彼

ら
の
出
自

は
、
新
興

の
独
立
独
行

の
富
裕
層

よ
り
も
、
む
し
ろ
、
エ
リ
ー
ト

層

の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け

《
既
成

の
牢
固

た

る
支
配
的

エ
リ
ー
ト
層
》
(。
肋冨
匡
一。。犀
ヨ
。
三
)
を
形
成
す
る
旧
い
名
門
家
で
あ
る
。
南
北
戦
争
以
前

に
お
け
る
奴
隷
廃
止

論

の
指
導
者

は
、
社
会
的

に
最
も
有

力
な
北
東

部

に
お
け
る
旧
家

の
出
身
者

で
あ

っ
た
。
彼
ら
は
、
当
時
、
新

た
に
勃
興

し

つ
つ
あ

っ
た
産
業
界

の
指
導
者
と
鮮
烈

な
対

照

を
示
す
。
後

に
、

こ
う
し
た
産
業
革
命
時
代

に
お
け
る

《
頑
健
な
個
人
主
義
者
》
(
巨
㈹
σq
巴

貯
島
≦
α
臣
一巨
。。)
の
後

衡
が
、
勢
威
あ
る
地
位
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、

彼

ら
は
、
彼
ら

の
父
祖
が
信
奉

し
た
適
者
生
存

の

《
ダ

ー
ウ

ィ
ン
哲
学
》
(O
巽
ヨ

巳
。・な

巨

8
8
ど

)
を
破
却
し

、
ニ
ユ
ー
デ

ィ
ー
ル
期

(汗
Φ
乞
Φ霜

浮
巴
)
に
お
け
る
公

衆
配
慮

の
信
念
体
系

に
共
感

の
絃

を
見
出
し
、
こ
れ

に
波

長
を
合
わ
せ
る
に
至

っ
た
。
従

っ
て
、
進

歩
主
義

の
基
底

に
は
、
労
働
者
階
層

で
は
な
く
、
F

・
D

・
ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト

(O
δ
ε
苧
誕
碧
奉
誌
)、

A

・
ス
テ

イ
!
ヴ

ン
ソ
ソ

(〉
巳
臥

Qり
結
く
Φ
蕩
o
コ
)
(O
げ
o
o冨

もり
6ゲ
o
o
皆
中
ぎ
8
δ
ロ
)、

A

・
ハ
リ

マ
ソ

(》
〈
臼
Φ
=
国
碧
ユ
ヨ
。・5
)
(O
『o
δ
旨
・

網
帥ε

、
J

・
F
・
ケ
ネ
デ

ィ

(0
げ
O
師
け①
留
げ
O
O
r
}{髄
H<
髄
「飢
)
と

い

っ
た
、
名
門
子
弟

の
地
下
層
が
、
恰

も
氷
山

の
下
部
の
ご
と
く
果

て
し
な
く
拡

が

っ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

「
合
衆
国

に
お
け

る

エ
リ
ー
ト
層

に
特
有

の
進

歩
主
義
的

な
公
衆
配
慮

の
性
格

は
、

ア
メ
リ
カ
政

治
に
関
す
る
極
端

に
単
純
化
さ
れ
た

マ
ル
ク
ス
主
義
的
解
釈

(鴇

ヨ
喜

。。§

竃
錠
冨
ロ
一韓
①壱
『Φ
翼

δ
霧

。
(
〉
き
。
『岡。
睾

ロ
。
一三
。。。)
に
挑
戦
状

を
投
げ
か
け
る
。
富
、

教
育
、
学
識
、
そ
し
て
、
上
流
階
層

の
文
化
的
諸
価
値
は
、
公
共
奉

仕

の
姿
勢
と
社
会
改
良

主
義

の
態
度

と
を
涌
養
す

る
。
進
歩
主
義

を
奉
ず
る

エ
リ
ー
ト
層

は
、
彼

ら
が
、

《
貧
困
者
》

(.、彗
紆
ぢ
二
く
濠
σq
巴
、.)
、

《文
化

の
恩
恵

に
浴
さ

ぬ
集

団
》
(
.、6巳
言
邑

ぞ

牙
嘗

く
巴
.、)、

そ
し
て
、

《
不
遇
者
集

団
》
(..象
田
α
〈
彗
鼠
αq①免
.)
と
規
定

す
る

一
般
普
通
人

の
構
成
部
分

に
対

し
て
、
屡

々
、
温
情
主
義

の
配

慮

を
示
す
。
し
か
し
、
彼
ら
が
、

こ
の
よ
う
な
諸

集
団
に
敵
意
を
抱
く

こ
と
は
、
ま
ず
、
あ
り
得
な

い
。
事
実
、
黒
人
に
対
す
る
敵
意

の
表
明
は
、
白
人

エ
リ
ー
ト
層

よ
り
も
、
む
し
ろ
、
白
人
大
衆

の
特
性
で
あ
る

」。

q
ぼ
店
こ

甲
一
一
一.
)

《
貴
族

の
義
務
》
と

い
う
進
歩
主
義

の
哲
学

は
、
必
然
的

に
、
世
界
の
福
祉

の
増
進

に
対

す
る
合
衆
国

の
国
家
責
任

の
意
識
を
誘
導
す
る
。

こ
う
し
た
国
家
責
任

の

意
識

は
、
次
に
、
合
衆
国
を
容
赦
な
く
戦
争
に
巻

き
込
む
。
進
歩
主
義

の
伝
道
精
神

は
、
自
由
を
、
す
な
わ
ち
、
自
己
決
定
性

(唾壁①一{よ一〇紳①§

一昌
碑梓一〇
口
)、
市
民
的
自
由
、
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相口

権
力

の
限
定
さ
れ
た
政
府
、
そ
し
て
、
私
企
業

な
ど

の
福
音
を
、
世
界

の
す
べ
て
の
人

々
に
も

た

ら
そ
う
と
努
力
す
る
。
一
一十
世
紀

に
お
い
て
ア

メ
リ
カ
が
参
加
し
た

主
要
な
戦
争

は
、
す
べ
て
、
進
歩
主
義

を
標
榜

す
る
民
主
党
大
統
領

の
政
権
下

で
起

っ
て
い
る
。

第

一
次
世
界
大
戦
1

W

・
ウ

ィ
ル
ソ
ソ
、
第

二
次
世
界
大
戦
l

F

.

D

・
ロ
ー
ズ
ヴ

ェ
ル
ト
、
朝
鮮
戦
争

(剛(
◎
「①価
譜

≦
節
「)ー

H

・
S

・
ト

ル
ー

マ
ン

(
頃
駿
越

ψ

↓
語
ヨ
き

)、
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
戦
争

(<
貯
け器
ヨ
読く
母
)ー
」

.
B

.
ジ

ョ
ン

ソ
ソ

(ξ

乱
。
昌
ゆ
・
}
。冨

8
コ
)
、

な
ど
が
、

こ
れ

に
当

る
。

合
衆
国

は
、
二
度

の
世
界
大
戦
を

、

《
民
主
主
義

の
た
め
に
世
界
を
安
全

に
す
る
》
(.、ヨ
算
①
昏
①
謡
oN
罷

鴇
鵠
{o
噌
締
ヨ
8
轟
臭
..)
こ
と
を
目
的

に
、
戦

っ
た
。
「第
二
次
世
界
大
戦
終
結

の
後
、

合
衆
国

は
、

共
産
主
義
勢
力

の
拡
大
を
抑
止
す
る
試
図

に
た

っ
て
、

諸
国

の
内

政

・
外
交
両
聞
題

に
世
界
的
規
模

で
介
入
し

て
ゆ
く
政
策

に
乗

り
出
し
は
じ
め
た
」
。

(剛げ
律

"
や
=
一・)
け
れ
ど
も
、

進
歩
主
義

を
戴
く
合
衆
国
の

エ
リ

ー
ト
層
が
世

界
を
通

し
て
積

極
的

に
実
現

し
よ
う
と
す
る

《善

》
(聾
Φ
..σq。
a
、.)

は
、

多
く

の
国
家

に
お
け

る

エ
リ
ー
ト
層
と

一
般
普
通
人

の
双
方

に
よ

っ
て
、

評
価
も

さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
、
ま
た
、
理
解
も

さ
れ
て
い
な

い
。

こ
れ

は
、
合
衆
国

の

エ
リ
ー
ト
層
と
彼
ら
と
が

、
国
際
政
治

の
現
況

に

つ
い
て
互

い
に
背
反
す
る
思
考

と
評
価

の
ヴ

ェ
ク
ト

ル
を
有

し
て

い
た
か
ら
と
い
う
ほ
か
は
な

い
。
そ

の
結
果
は
、
そ
の
至
高
と
す

る
動
機

を
実
効
化
す
る
た
め
に
、
善

意
あ
る

(朝
Φ
一一・臼
舘
コ
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進
歩
主
義

の

政
権
に
よ

っ
て
敢
行

さ
れ
た
、

ま
さ
に
理
性
と

人
間
性

の
枠

を
突
ぎ
破

っ
た
狂
気

の
暴
力
と
止

る
と

こ
ろ
を
知
ら
な
い
流

血
の
惨
事
で
あ

っ
た
。
ヴ

ェ
ト
ナ

ム
戦
争

は
、

そ
の
象
徴

で
あ
る
。
ヴ

ェ
ト
ナ
ム
戦
争
時

に
お
け
る
ア
メ
リ
ヵ
軍

の

一
野
戦
司
令
官

は
、

進
歩

主
義

の
ジ

レ
ン

マ
を
次

の
よ
う

に
要
約
し
て

い
る
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落
を
救
済
す
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こ
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牢
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た
る
支
配
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政
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て
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進
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け
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決
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西欧諸国及び 日本に おけ る官僚 と政治家の社会的背景(1975-1981)裏2

家治政僚官

日英仏西独
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父の職業

専門管理職

その他 の事務職

労働者

父の教育 水準

な しもし くは小学校

中間(intermediate)

大学

本人の教育水準

大学

大学以下

Europeansamplesdonotalwayssumupto100%duetorounding:Japanesesamplesdonot

alwaysaddto3.00%owingtoIVAandDKresponses.Blanksindicatenodatawereavailable.

巳Includestwo .yearco1!egesandtechnicalschoo】s.

大企業,公 共機関,政 府における

最高幹部の調達基盤

表3

府(c)

 

政公共機附h】へ 大 企 業`a,

16.6

62.1

16.7

4.6

X7.2

50.8

7.a

5.Q

89.1

$.8

1.7

0.4

務
大企業
公共機関

政府

そ の他{d,

(a)Presidentsanddirectorsofthelargestcorporaレ

ionsinindustry,communication,transportation

utilities,banking,andinsurance.N=3,572.

(b)Trusteesofprestigiousprivatecollegesanduni-

versities;directorsof121argestprivatefoundat-

ions;seniorpartnersoftopiawfirms,directorsof

trusteesof12presti;iouscivicandculturalorga-

nizations.N-1,345.

{c)PresidentandVice-president;secretariesanti

undersercretariesandassistantsecretariesofall

executlvedepartments;WhiteHousepres五dential

advisers;congressionalleaders,committeechairper-

sons,andrankingminoritymembers;Supreme

Courtjustices;FederalReserveBflard;Councilof

EconomicAdvisers;all4-stargeneralsandadmirals.

N茸286.

(d)Labor,press,religion,andsoforth.

ア

メ
リ
カ
行
政
部

に
お
け

る
政
策
形
成
者
を
例
に
、

ア

メ
リ
カ
に
お
け
る

エ
リ
ー
ト
層

の
社
会
経
済
上

の
諸

特
微
と
そ
の
効
果
を
素
描
す
れ
ば
、
次

の
よ
う
に
な
る
。
〔拙
著

『
現

代
行
政
学
』

(第

一
部
)
(
昭
和

六

一
年

)
(啓
文
社

)

一
五

一
頁
ー

一
五
四
頁
参
照
。〕

公
選

で
あ

る
と
否
と
を
問

わ
ず
、
今

日
、
行
政
部

に
お
け
る
政
策
形
成
者

の
多
く
は
、

最
高
学
歴

を
有
す
る
中
流
以
h
の
富

裕
階
層

の
出
身
者

で
占

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
状
況

が
、
貧
困
層

や

一
般

市
民

の
意
思
や
利

益
の
公
共
政
策
決
定
過

程

へ
の
直
載
的
な
投
影
を
、

著

し
く
困
難

に
す
る

。
〔O
ゴ
註

霧

戸

江
巳
匡
。
β

§

軸
、
ミ

亀
・さ

ミ
躇

、
ミ
融
β

N
笥
軌。。
・

 マ
①鱒
〕
ア
メ
リ
カ

の
連
邦
政
府
の
場
合
、
公
選

・
非
選

の
別
を
問
わ
ず
、
政
策
形
成
者

の

実

に
六
〇

%

は
、
実

業
な
ら
び

に
専
門
管
理
職

を
出
身
層
と
し
て
い
る
。
な

お
、
労
働
者

階
層

の
出
身
者

は
、
約
二
五
%
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、

こ
れ
は
、
独

り
ア
メ
リ
カ
の
み
に
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相(コ

特
有

の
現
象

で
は
な

い
,
西
欧
民
主
制
諸
国

に

お

い
て
も
、

こ
れ

は
、

共
通

に
認

め
ら
れ
る

一
般

現

象

で
あ
る
。
例
え
ば
、
あ

る
統
計

に
よ
れ
ば
、

イ

ギ

リ

ス
お
け
る
高
級

公
務
員

の
三
分

の
二
は
、

上

流
も

し
く

は
中
流
階
層

の
出
身

で
あ
り
、
労
働
者

階
層

の
出
身
者
は
、

一
九
%
に
す
ぎ
な

い
。

し

か

も
、
学
位
所
持

の
高
級
公
務
員

の
三
分

の
二
が

、

○
風
o
a

も

し
く
は

9

臼
げ
「冠
鴨

の
い
ず
れ
か

の

卒
業
生

で
あ
り
、

そ
の
う
え
、
彼
ら

の
半
数
以

上

は
、
私
立
学
校

に
学

ん
で
い
る
。

同
じ
く

フ
ラ

ソ

ス
の
場
合

に
も
、
高
級
公
務
員

の
七
〇

%
が
、
申

流
及

び

上
流
階
層

の
出
身

で

あ

り
、
労
働
者
階

層

の
出
身
者

は
、

一
〇
%
に
す
ぎ
な

い
。
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大企業,公 共機関,政 府における

各エ リー ト層の社会的特徴

表4

府政公共機関大企業

58歳

1.4%

9Q.9

3.O

G.1

43.9

12.1

43.9

100.0

77。4

fig.?

64歳

7.2%

T3.2

8,8

1S,0
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8.4

..
.・
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75.?

・,・

61歳

0.3

81.8

7.0

11.2

31.8

13.3

55.0

9D.1

49.2

'・!

平均年齢

女性

高校

公立

私立

名門校(s

大学

公立

私立

名門E(b

教育水準

大学卒

大学院

都市出身

(a}Andover,Buckley,Cate,Catlin,Choate,Cran-
brook,CountryDay,Deerfield,Exeter,Episcopal,

Gilman,Groton,Hill,Hotchkiss,Kingswood,Kent,

Lakeside,Lawrenceville,Lincoln,Loomis,Mid-
dlesex,Miiton,St.Andrew's,St.Christopher's,

St.George's,StMark's,St.Paul's,Shattuck,
Taft,Thatcher,Webb,We5tmlIi5teT,Wooclbary
Forest.

(b)Harvard,Yaie,Chicago,Stanford,Columbia,
M.i.T.,Cornell,Northwestern,Princeton,Johns

Hopkins,UniversityofPennsylvania,andDart-
mouth.
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四
国
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び

日
本

に
お
け

る
官
僚
の
社
会
的
背
景

を
、

同
じ
く
五
国

に
お
け

る
政
治
家
と

の
対
比

に
お
い
て
表
示
す

る
な

ら
ば
、
表
2
の
よ
う
に
な
る
。
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こ
う

し
た

こ
と
か
ら
、
今

日
の
ア
メ
リ
カ
連

邦
政
府

に
お
け
る
政
策
形
成
老

の
偏
向
性

に

つ
い
て
言
及

し

た

D

・
R
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バ
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(P
即

野

毛
窪

)
教
授

(ケ
ー

ス
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大
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婁
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①沼
竃
。
¢
駄
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鼠

蔓
)
の
次

の
指
摘

は
、
西
欧
民
主
制
諸
国

に
お
け
る
政
策
形
成
者

に

つ
い
て
も
、
同
じ
く

妥
当
す

る
。
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 「全
国
政
府
段
階
に
お
け
る
政
治
公
職
は
、
圧
倒
的
に
社
会
経
済
階
梯
に
お
け
る
上
位
占
有
集
団
の
支
配
領
域
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
こ
の
階
梯
の
下
位
占
有
者

は
、
事
実
上
、
政
治
公
職
の
保
持
か
ら
、
切
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
公
職
保
持

の
階
層
的
偏
向
性
は
、
公
選
職
と
任
命
職
の
双
方
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
」。
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な

お

、

今

日

の

ア

メ
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カ

に

お

け

る

政
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成

に

重

大

な

影

響
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行

使
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表
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表
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表
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公
選

・
任
命

の
い
ず
れ

で
あ

ろ
う
と
も
、
現
代

民
主
制
国
家

の
行
政
部
に
お
け

る
政
策
形
成
者

は
、
総
じ
て
、
彼

ら
が
そ

の
政
治
的
要
求
に
対
し
て
す

で
に
同
調
的

で
あ
る
と

こ
ろ
の
、
同
じ
く
階
層
的
偏
向
性

の
顕
著

な
圧
力
団
体

の
指
導
者

の
見
解
を
探
知

し
、

こ
れ

に
耳
を
傾
け
、
そ
の
主
張

を
受
け
容
れ

る
。
も
と
よ
り
、
政
策

形
成
者

は
、
他

の
階
層

に
対
抗

し
て
、
自
己

の
出
身
階
層

で
あ
る
富
裕
層

の
意
見

や
利
益

を
、
と

く
に
意
識
的
に
代
弁

し
て
い
る
わ
け

で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
政
策
形

成
者
は
、
社
会
全
体
を
傭
鰍
し
得

る
基
本
的
視

点
を
、
自
己

の
団
体
上

の
同
調
関
係

に
築
き
、
そ

の
地
点

に
立

っ
て
公
共
利
益
を
認
識

し
て

い
る
と

い
う

べ
き

で
あ
ろ

う
。

し
か
し
、
社
会
経
済
的
な
背
最
、
態
度
、
価
値
観
、
信
念
体
系
な
ど
の
諸
点

に
お
い
て
同
質

の

一
貫
性

を
も

っ
て
捉
え
ら
れ
る
政
策
形
成
者
と
圧
力
団
体
指
導
者

と

の
間

に
は
、
広
範
な
呼
応
関
係
が
成
立

し
、

両
者

の
間

に
、
す
で
に
、

相
互

に
共
通

し
た
因
数

の
ご
と
き
も
の
が
見
出
さ
れ
る
。

し
か
も
、
両
者

は
、
本
来

の
目
標

と
機
能
と
を
別

に
し
、
互

い
に
紛
れ
も
な

い
別

個

の
惑

星
の
住
人
の
ご
と
き
外
観

を
呈
し
て

い
る

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
出
身
階
層

を
地
下
の
伏
流
と
し
て
、
通
底
し
合

い
、
互

い
に
深

い
地
層

に
お

い
て
結
合
す
る
。

こ
の
よ
う
な
不
可
視

の
類
縁
構
造

は
、
当
然
、

公
共
政
策

形
成
過
程
に
可
視
的
に
投
射
さ
れ
、
そ

こ
に
階
層
的

な
屈
折

を
与
え
、

公
共
政
策
形
成
過
程
全
体
を
貫
く
主
旋
律

を
規
定
す
る
こ
と

に
も
な
り
得
る

の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
政
策
形
成
者

と
圧
力
団
体
指
導
者
と
が
、
各

々
の
出

身
階
層

の
同

一
性
を
暗
黙

の
共
通
項
と
し
て
、

互

い
に
深

い
共
振

と
響
応

の
関
係

に
入
り
得

る
圧
力
団
体
政

治
の
体
系

の
下

で
は
、
政
策
形
成

に
お
け
る
階
層
的
な
轡

曲
と
偏
向
と
が
、
不
可
避
的

に
生
ず

る
こ
と
に

な
る
と

い
え
よ
う
。

因
み
に
、
黒
人
が

エ
リ
ー
ト
層
に
占
め
る
比

率

は
、
ほ
と

ん
ど
零

に
等

し

い
。
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酵
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一
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企
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機
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政
府

な
ど
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高
位
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あ
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諸
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度
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…
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づ
。・)
に
お
け
る
権
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地
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8

。
鵠
三
ぎ
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七
〇
〇
〇

の
な
か
で
、
黒
人
が
占
有
す
る
地
位

は
、
僅
か
二
〇

に
す
ぎ
な

い
。
政
府
高
官

に

つ
い
て
、
こ
れ
を
み
る
な
ら
ば
、
そ
の

一
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に
T
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マ
ー

シ
ャ
ル
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冨
〒

唱
鼠
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彼
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T
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〉
聾

犀

2

B
三
.
鼠

鳶

。
§

亀

。
ち

。
塁

島

受

一。邑

、

Y

ジ

ョ
麦

ソ

(<
§

。
こ

民

き
)
(・・
簿

。葺

。
豪

蒔
・…
ぎ

・。毫

①乱

。
}

2

帥謬
。
賀

胴
O
・
℃
窪
器
ざ

磐
店
×
震
。
鱒
)
、
な
ど
を
数

え
得

る
に
す
ぎ
な

い
。

な

お
、

ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
支
配
的

エ
リ
ー

ト
層

の
進
歩
主
義

へ
の
深

い
傾
斜

は
、
彼
ら
が
、

進
歩
主
義
を
、

即
自
的

(磐

。。同島
)
に
、

い
わ
ば
、
プ

ラ
ス

.
マ
イ

ナ

ス
の
符
号
を
は
ず
し
た
絶

対
値

の
形

で
支
持

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、

対
自
的

(津
「
の一。ゴ
)
に
、

自
己
利
益

の
効
率
的
実
現

に
至
便
で
あ
る
が
故

に
、

こ
れ
を
信
奉
す
る
と

い
弓
最
近

の
見
解

に

つ
い
て
は
、
次
を
参

照
さ
れ
た

い
。
↓
ず
。
屋

。・
司
輿
撃
8
コ
碧
脳
旨
8
一
勾
o
α尊
①蚕

沁
暗
ミ

§

、着
㍉
§

馬
b
恥
偽ミ
ミ

ミ

燃譜

導

,

§
這

恥
自
醤
軋
嚇書

壽

ミ
ミ

ミ

』
ミ
ミ
腕ら黛
器

、
も
ミ
尋
曾

遣
偽
9

(
28

)

ヵ
・
ζ

・

国

q
臣

・
o
宰

o
一一
二

噂
・,

(
29

)

亭

配

二

7

壁

前

述
の
ダ

イ

・
ゼ

ー
グ

ラ
!
両
教
授

は
、
現
代
進

歩
主
義

に
ひ
き

つ
づ
き
、
現
代
保
守

主
義

に

つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

(厚

①
き
偽
N
①
軽

①↓'
8

.
。
脚沖二

寧

H
鵠
∴
お
・)

一
九
八
〇
年
代
に
至
る
と
、

エ
リ
ー
ト
層

の
上
に
、
重
く
暗

い
幻
滅
感
が
垂
れ
罐

め
、
社
会
経

済
生
活

に
対
す

る
温
情
主
義
的
な
政
府

の
干
渉

へ
の
情
熱
も
、
鎮
静

化
す

る
に
至

っ
た
。

ヴ

ェ
ト
ナ
ム
戦
争
、
」

・
B

・
ジ

ョ
ン
ソ

ソ
大
統
領

の

「
偉
大
な
社
会
し
(O
冨
鉾

Q。
o
。
凶・
畠
)
関
係
諸
施
策
、
都
市

に
お
け

る
騒
擾
、
大
学
紛
争
、

ウ

ォ
ー
タ
ー
ゲ

ー
ト
事
件

(≦
卑
Φ
「σq鉾
Φ
)、

イ

ン
フ
レ
イ

シ
ョ
ン
の
充
進
、

こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
今

日
に
お
け

る
政
府
権
力

の
規
模

と
範

囲
は
、
果
た
し
て
至
当

で
あ

ろ
う

か
と

い
う
世
人

の
率
直
な
疑
問

を
、
隠
然

・
顕
然
と
成
立
さ

せ
る
底
流

で
あ

っ
た
。

こ
の
時

期

に
、
進
歩
主
義
的

な
諸
改
革

に
対
す
る

エ
リ
ー
ト
層

の
関
心
は
、

善
意
で
は
あ
る
が
無
力

な
、
そ
し
て
、
時

に
は
有
害

で
さ
え
あ

る
公
共
諸
施
策
の
失
敗
と
、

そ
れ

に
伴
う
少
な
か
ら

ぬ
出
費

に
よ

っ
て
、
退
潮

し
は
じ

め
た
。

エ
リ
1

ト
層

は
、

こ
こ
に
至

っ
て
、
政
府
が
、
単

に
、

法
律
を
制
定

し
た
り
、
新

た
な
官
僚
機
構
を
創
設

し
た
り
、
ま
た
、
二
、
三
〇
億
ド

ル
の
財
政
投
融
資

を
行
う
だ
け

で

は
、
社
会

に
輩
出
す
る
諸
問
題
を
決

し
て
解
決

し
得
な

い
と

い
う
厳
粛

な
事
実

を
、

は
じ
め
て
学

ん
だ
。
戦
争
、
貧

困
、
疾
病
、
人
種
差
別
、
失
業
、

イ

ソ
フ
レ
イ
シ

ョ
ソ
、
犯
罪
、
無
知
、
水
質
汚
濁
、
大
気
汚
染

、
そ

し
て
、

不
幸
な
境
遇

な
ど
は
、
久
し
き

に
わ

た

っ
て
、
祉
会

を
、
難
渋

・
窮
乏

・
荒
廃

.
腐
朽

.
絶
望

の
淵

に
立

た
せ
て
ぎ

た
。

エ
リ

ー
ト
層
は
、

こ
う
し
た
諸

問
題
が
、
《
正
当
な
》
(
、.「ぼ
寓
、
)
公
共
諸
政
策

の
形
成
と
執
行

に
よ

っ
て
、
社
会

か
ら
根
絶

さ
れ
得
る
と
は
、
も
は
や

楽
観

し
て
い
な
い
。

こ
う

し
て
、

エ
リ
ー
ト
層

の
間

に
お
け
る
進

歩
主
義

に
対
す
る
評
価
と
信
頼
が
下
降
線
を
辿
り
、
進
歩

主
義

に
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
影
が

さ
し
は
じ
め
た

一
九
七
〇
年
代

末
葉

か
ら

一
九
八
〇
年
代

に
か
け
て
の
新
た
な
時
代

へ
の
屈
曲
点
に
、
「
新
保
守
主
義
者

」
(轡
Φ
◎6
0
コ
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Φ
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§
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、恥
、
q
ミ
蕊

'
、
ミ
,
)
が
、
艀
化
す
る
に
至

っ
た
。

こ
こ
で

い
う

「
新
保
守
主
義
者
」
と
は
、

一
九
七
〇
年

代

の
末
葉

か
ら

一
九
八
〇
年
代

に
台
頭

し
た

窯
①
≦

切ロ
「$
亀

で
あ

り
、

こ
の
時
期
以
前

に
は
、
彼
ら

は
、
進
歩
主
義
者

で
あ

っ
た
。
彼
ら

は
、
鰯
内
経
済
政
策

に
つ
い

て
は
、

進
歩

主
義
的
立
場

の
城
塞
を
守
る
。

し
か

し
、
「新
保
守
主
義
者
」
は
、

社
会
保
障
問
題

な
ら
び

に
外
交
政
策

問
題

に
関
し
て
は
、
進
歩

主
義
的
立
場
か
ら
遠
ざ

か
り
、
保
守

主
義
的
態
度

へ
の
転
進
を
示
す
。

「
新
保
守
主
義
者

」
の
典
型

は
、

レ
ー
ガ

ン
政
権
の
下

に
お
け
る
最
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初

の
国
連
大
使

で
あ

っ
た
J

・
ヵ
!
ク
バ

ト
リ

ッ
ク

(甘
器

閑
葵

葺

「算

)
女
史

で
あ

る
。
女
史

は
、
長
期

に
わ
た
り
、
民
主
党
員

で
あ

っ
た
が
、

レ
!
ガ

ソ
大
統
領

の
保
守
主
義
的
な
外

交
政
策

へ
の
共
鳴

と
支
持

か

ら

レ
ー
ガ

ソ
政
権

に
参
加

し
、
結
局
、
民
主
党

と
訣
別
し
共
和
党

に
加
入
し
た
。

な
お
、

岡
時

期

に
、

「新

進
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者
」
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鼻
)
も
登
場
し
て

い
る
。
「新

進
歩
宅
義
者

一
も
、
「
新
保
守

主
義
者
」

と
同
じ
く
、

前
進
歩
主
義
者
で
あ
る
。

「
新
進
歩
主
義
老
」
は
、

社
会
経
済
生
活

に
対
す
る
中
央
集
権
的
な
強
力
な
政
府

規
制

へ
の
民
主
党
の
伝
統
的
な
依
存
に
失
望
感
や
挫
折
感
を
抱
き
、
こ
う
し
た
政
府
権
力
に
よ
る
安
易
な
規

制
と
い
う
民
主
党
伝
来
の
洞
窟
か
ら
の
脱
却
を
求
め
て
立
ち
現
わ
れ
る
に
至

っ
た
。
「
新
進
歩
主
義
者
」
は
、

国
内
経
済
生
活
に
関
し
て
は
、
よ
り
保
守
主
義
的
な
見
解

へ
の
角
度
を
深
め
つ
つ
も
、
社
会
保
障
諸
問
題
に

つ
い
て
は
、
進
歩
主
義
的
立
場
の
堅
塁
を
固
守
す
る
。
最
も
著
名
な

「
新
進
歩
主
義
者
」
と
し
て
、
G

.
ハ

ー
ト

(O
曽
畷
欝

「け)
前
上
院
議
員

(民
主
党
)
(
コ
"
ラ
ド
州
選
出
)
が
、
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
は
、

一
九
八

四
年
の
民
主
党
大
統
領
候
補
指
名
に
お
い
て
組
織
労
働
の
支
持
の
獲
得
に
失
敗
し
て
敗
退
し
た
後
、

一
九
八

〇
年
代
及
び

一
九
九
〇
年
代
に
予
想
さ
れ
得
る
新
た
な
経
済
的
挑
戦
を
真
向
か
ら
受
け
と
め
る
べ
き
経
済
政

策
体
系
の
展
開
を
唱
道
す
る
運
動
に
賛
同
し
こ
れ
に
身
を
投
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
新
保
守
義
者
」
な

ら
び
に

「
新
進
歩
主
義
者
」
の
い
ず
れ
も
、
保
守
主
義

・
進
歩
主
義
の
顔
を
も

つ
双
面
神
の
ご
と
き
存
在
で

あ
る
⇔
右
に
述
ぺ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
リ
ー
ト
層
の
間
に
形
成
さ
れ
た

「
親
保
守
主
義
者
」
は
、
依
然
と

し
て
、
進
歩
主
義
的
で
あ
り
、
改
革
主
義
者
で
あ
り
、
ま
た
、
公
衆
配
慮
の
基
本
的
態
度
を
決
し
て
崩
し
て

い
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
は
、
社
会
経
済
生
活
に
対
す
る
温
情
主
義
の
政
府
規
制
の
価
値

に
背
を
向
け
る
。

彼
ら
は
、

一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
進
歩
主
義
者
ほ
ど
自
信
過
剰
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
野
心
的
で
も
な
い
。

彼
ら
は
、
自
由
市
場
体
系
の
原
理
と
実
践
に
格
別
の
力
点
を
置
き
、
従

っ
て
、
社
会
経
済
生
活
に
対
す
る
政

府
規
制
が
案
効
的
で
あ
る
と
は
確
儒
し
て
い
な
い
。
彼
ら
は
、
ま
た
、
家
族
、
宗
教
、
地
域
社
会
な
ど
を
含

む
こ
の
国
に
伝
統
的
な
諸
価
値
を
尊
重
す
る
。
同
時

に
、
彼
ら
は
、
す
べ
て
の
人
々
に
対
す
る
機
会
均
等
の

保
障
を
支
持
す
る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
す
べ
て
の
も
の
に
つ
い
て
均
等

の
持
分
を
保
有

す
る
こ
と
を
政
府
が
保
障
す
る
と
い
う
、
絶
対
的
平
等
状
態
の
出
現
に
反
対
す
る
。
「
新
保
守
主
義
者
」
は
、

表5政 府 に対 す る信 頼 度(TrustinGovernment)

政 府 批 判 に対 す る支 持率(PercentagesupportingtheGriticism)(%)

c・iti・i・mlユ9581196411966119681197・......................(197211974119?619?81198・X982 1984

Governmentisrunforafewbig

1

●
interests 18 31 38 29 50 53 66 66 67 70 61 55

Governmentcannotberegularly
trustedtodowhatisright 23 22 31 36 44 45 62 63 68 73 64 騒

Governmentisrunbypeople
whodon'tknowwhattheyare
doing 37 27 一 s7 44 40 46 5Q 51 62 一 一

Governmentwastesalotoftax
dalla.rs 43 47 一 59 69 66 74 74 77 78 66 65

Source;ノAmericanハ ハα」ゴo㎜1

and1952-1984.

ElectionStudiesDrxtdSourcebook,1952-19T8,1952-1982,
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他

の
す

べ
て
の
進
歩
主
義
者
と
同
様
、
人
種
的

少
数
者

に
対
す
る
不
平
等
処
遇
を
、
決
し
て
承
認
し
な

い
。

け
れ
ど
も
、

彼
ら
は
、
人
種
別
人
数
枠

(「豊

巴

ρ
8
富
)

を
伴
う
社
会
的
弱
者

に
対

し
て
結
果

の
平
等
を
保
障
す
る
差
別
撤
廃
措
置

(価由
毒

亀

ぐ
$

鼠
。
コ
)
に
は
反
対

の
態
度
を
と
る
。
最
後

に
、
「新
進
歩
主
義
者
」
は
、
合
衆

国
は
強
力
な
閑
防
体
制
を
維
持
す
べ
ぎ

で
あ
る

と
主
張

し
、

ア

メ
リ
カ
民
主
主
義

は
、

ア
メ
リ

カ
に
固
有

の
民
主
的
諸
価
値

に
圧
倒
的

に
敵
対
す

る
世
界

の
な
か
で
は
、

こ
う
し
た
国
防
体
制

に
よ

っ
て
援
護

さ
れ
な

い
限
り
、
長
期
に
わ
た

っ
て
生
存

を
保
持
す
る

こ
と

が

で
き
な
い
と
確
信
す
る
。

こ
の
よ
う
な
今

日
に
お
け
る
保
守

主
義
的
情

調

(ヨ
o
a
)
の
高
潮

は
、

ア
メ
リ
カ
社
会

に
潜
流

す
る
進
歩
主
義

・
改
革

主
義

の
諸
価
値

へ
の
人

々
の
帰
依

に
、
必
ず

し
も
終
焉
を
告
げ

る
弔
鐘

を
鳴
ら
す
わ
け

で
は

な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
政
府

は
何
を
達
成

し
得
る
か
に
つ
い
て
の
、

よ
り
現
実
的
な
見
解

の
前
景

へ
の
進
出
と
、

個
人

の
創

意
裁
断
力

・
企
業

・
勤
労

・
家
族
な

ど
の
重
要
性

に
関
す

る
、

こ
れ
ま
で
反
復
変
奏
さ

れ
て
き
た

こ
の
国

に
よ
り
深
層
的

・
伝
統
的
な
基
本
的
見
解

の
浮
上

と
を
、
策

約
的

に
表

尿
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
見
解

は
、
も
と
よ
り
、
独
り

レ
ー
ガ

ン
政
権

の
城
郭

内
に
お
い
て
の
み
、
あ

る
い
は
、
そ

の
引
力
圏

に
お
い

て
の
み
、
様

々
な
軌
道

を
描
き
様

々
に
変
奏

さ

れ
て
渦
巻

い
て
い
る
わ
け
で
は
決

し
て
な

い
。

そ

れ
は
、
ア

メ
リ
カ
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
け
る
こ
の
国

の
最
高

指
導
者

の
間

に
、
広
く
受
容

さ
れ
、
流
布
さ
れ

て

い
る
。

事
実
、

]
九

八
〇
年
以
前

に
お
け
る

こ
の
国

の

エ
リ
ー
ト
層

の
主
要

な
関
心
事
項
は
、
全
国
的

な
政
治
指
導
者

に
対
す

る

一
般
普
通
人
の
信
頼

の
衰
退
と
そ

の
動
機

に
対
す
る
不
信

の
増
大

の
二
者

で
あ

っ
た
。

一
九
六
〇
年
代

・
一
九

七
〇
年
代
を
通
し
て
、
世

論
調
査

の
結
果

は
、
全
国
政
府

に
対
す
る
人

々
の
支
持
が
、
劇
的

に
腐

食

さ
れ
た
と

い
う
事
実

を
、
示
し
て
い
る
。
ぎ

わ
め
て
少
数

の
人

々
が
、
《
正
当
な
事
柄
を
遂
行

す
る
ワ
シ
ソ
ト

ン
政
府
を
信
頼
す
る
》
(
..叶三
。。=

冨

σq
。ぎ
ヨ
ヨ
Φ三

冒

毒
器
ぼ
縄

8
コ

8

α
。
薫
冨
二

。。
壇凝
ぼ
、.)
と

い
う
積

極
的
意
思
を
表
明

し
て
い
る
反
面
、

よ
り
多

く
の
人

々
が
、

《
ワ
シ
ン
ト
ン
政
府

は
、
自

己
利
益

の
み
を
配
慮

す

る
少
数

の
巨
大
利
益

に
よ

っ
て
少
な
か
ら
ず
運

営
さ
れ
て
い
る
》
(..節
。
σq
。<
虫
・
ヨ
睾
二

。。
鳴
①
洋
団
日
ロ
。ゴ
暑
コ
ξ

損。
h①類

露
σq
一コ
§

。
ω冨

一8
犀
ぎ
σq
す

葺
。ヨ
紹
τ
①。。、、)

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
図
1
、

2
及

び
、
表

5
に
、
覗
わ
れ
よ
う
。

(
罎

α
こ

噂
・=
ω
L

&

ご

・
匡
・・三

σq碧
.
β

畠

二
葛

ω
.)

一
般
普
通
人

の
全
国
的
な
政

治
指
導
者

な

い
し
全
国
政
府

に
対
す
る
支
持
、

信
頼
、
信
任

の
回
復
が
、

一
九
八
〇
年
代

に
お
け

る
国
家

の

エ
リ
ー
ト
層
が
完
遂

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
主
要

な
目
標

と
な
る

に
至

っ
て
い
る
。

(
30
)

四
P

O
話
窪
宮
『αq
"
β

ユ
r

マ
讐
・

前
述

の
グ

リ
ー
ン
バ
ー
グ
教
授

の
説
く
と
こ

ろ
に
し
た
が

い
、
《
自
由
主
義
》
、
あ
る
い
は
、
《
自
由
主
義
文
化
》
を
素
描
す

る
な
ら
ば
、
次

の
通

り
で
あ
る
。
(
Hぼ
阜
.

署
.鵯
ム

一・)

伝
統
的

な

《
自
由
主
義
》

の
信
念
体
系

は
、

四
者
を
素
因
と

し
て
成
立
す

る
。

第

一
は
、
《
競
争
的
個
人
主
義
》
(O
。
ヨ
旦

三
く
①
写
"
三

曾
巴
一。・ヨ
)
の
擁
護

で
あ
る
。
《
自
由
主
義
文
化
》

の
中
心

に
は
、
人
間
の
性
質

は
、
元
来
、
利

己
的

で
あ
り
、

個
人
主
義
的

で
あ
り
、
し
か
も
、
競
争

を
好
む

と
い
う
信
念
が
、
縦
貫
し
て
い
る
。
合
衆

国
を
訪

れ
る
多
く

の
識
者

や
研
究
者

は
、

こ
の
国
に
充
溢
し
て
い
る

《
競
争

的
個
人
主
義
》

の
擁
護

の
強
靱
性
に
、
深

い
感

銘
を
受

け
る
。
例
え
ば
、
A

・
ト

ッ
ク
ヴ

ィ
ル

(≧
寮
尻

号

↓
8
ρ
器
く
已
①
)
は
、
逸
速
く
次

の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び謎会の機能位相に⊃

〔〉
し

。
↓
。
8
儒①
三

=
9

b
ミ

ミ
・§

コ

.蕊
毎
ミ
§

葺

§

、.
自

(寒

ミ

ぎ

ミ
、
薯

禮

閃
窓

暮

勲

鱈
$

)
・
や
一〇
9
〕
「
ア
メ
リ
ヵ
人
は
、
何
び
と
か
ら
も
恩
恵
を
蒙

っ
て

い
な

い
。
彼
ら
は
、
何
び
と
に
も
、
期
待

を
か
け
て
い
な

い
。
彼
ら
は
、
常

に
自
ら
を
自
立

的
な
人
間

と
看
敬
す
習
慣

を
、
身

に
つ
け
て

い
る
。
そ
し
て
、
彼

ら

は
、
彼

ら
の
運
命
全
体
を
掌
握
し
て

い
る
の
が
、

ほ
か
な
ら
ぬ
彼
ら
自
身
で
あ

る
と
考

え
る
傾
向

に
あ
る
]
。

ト

ッ
ク
ヴ

ィ
ル
の
こ
の
短

い

一
句
は
、

い
わ
ば
、

ア
メ
リ
カ
人
気
質

の
原
型
的
発
現

と
し
て
、

そ
の
力
強

い
余
響
と
残
像

を
、
今

日
ま
で
及
ぼ
し
て
い
る
。
平
均
的

ア
メ
リ
カ
人

の
文
化
的
気
質

(畠
ぎ

冨
一
ヨ
葬
Φ
ε

)

の
結
晶
的
中
枢

に
は
、
次

の
ご
と
き
信
念
が
、
冷
徹
な
光

を
枚

っ
て

い
る
。

人

々
は
、
彼

ら
自
身

の
二
本

の
足

で

立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
り
、
他

の
人

々
は
、
彼

ら
に
何

の
恩
恵
も
与

え
て
い
な
い
し
、
彼
ら
も
ま
た
、
他

の
人

々
に
何

の
恩
恵
を
も
与
、丸
て
い
な

い
と

い
う

の
が
、
す
な
わ
ち
、

こ
れ
に
当
る
。

(
こ
の
よ
う

な
標
準
的
な

鼠

「巴
コ

は
、
様

々
な
文
脈

の
下

で
、
耳

に
す
る
。

し
か
し
、
謂

一h鎚
。

や

{8
岱
。。停郎ヨ
場

の
受

給
者

に

対
し
て
繰
り
返

し
放
た
れ
る
人

々
の
不
平

の
声

に
、
最
も
明
瞭

に
聞
き

と
る

こ
と
が

で
き
る
。
)
鐸

評
さ

§

の

Ω
甲藁

0
8
需
「
や
多
く
の
映
画
作
品

に
お
け
る

匂
。ゲ
昌

芝
畠
き

に
象
徴
さ
れ
る
ご

と
き
伝
統
的
な
西
部

の
英
雄
神
話

の
な
か
に
、
私

立
探
偵

(
寒

さ

蒔
鍵

隷

む
§

の

国
彪
ヨ
喜
話
矯
守

。q畏

)
、

不
屈

の
闘
志

を
秘

め
た

警
察
官

(Ω
凶三

響

。。箸

8
盛
)、
あ
る

い
は
、
自

警
団
員

(O
訂
瀞

。。
ロu
8
鵠
。
ロ
)、
な
ど
と
し
て
姿

を
現
わ
す
類
型
的
な

ア
メ
リ
カ
的
英
雄
が
、
常

に

《
一
匹
狼

》
(δ
昌
。
吋)

で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
、
興
味
深

い
。
個
人

の
自
立
性

の
イ

メ
イ
ジ
と
緊
密

に
結
合
し
互

い
に
通

じ
合

い
纏
れ
合
う

の
が
、

「
人

々
は
、

生
来
、
競
争
を
好

み
、
彼

ら

は
、
常

に
、
他
者
と
の
競
争
関
係

に
立
ち

つ
つ
、
自
己
を
向
h
さ
せ
る
た
め
に
努
力
す

る
」

(団
.ω
.
O
菟

コ
訂
革

。
宰

。㍊齢二

噂
●輿

)
と
い
う
共
通

の
信
念

で
あ
る
。
彼

ら
の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
単

に
近
所

の
人

々
と
生
活
振

り
を
張

り
合

っ
て
ゆ
く
だ
け
で
は

な
く
、
世
間

の
人

々
の
生
活
を
凌
駕
す
る

こ
と
」
(鄙
o
齢
o
巳
畷
8

吋
8
℃

巷

鼠

臣

島
ゆ
智
器
器
…

ゲ
葺

峠o
屈
器

魯
①ヨ

ξ

)
(H玄
血
二

㌘
。。
。。
・)
に
、
求

め
ら
れ
る
。
通
俗
作
家

ホ

レ
イ
シ

ョ
ー

.
ア

ル
ジ

ャ
ー

(圏

糞

一。
≧
σq
①
「)
の
作
中
人
物

や
立
志
伝
中

の
や
デ

ー
ル

・
ヵ
ー
ネ
ギ

ー

(曽

一①
9
ヨ
詔
一㊦
)
は
、
弊
履
の
ご

と
く
歴
史

の
過
宏

に
葬
り
去
ら
れ
た
遺
物

で
は
決
し
て
な
く
、
現
代

に
適
合
す
る
よ
う

に
様

々
な
形

の
衣
裳
を
整

え
な
が
ら
、
常

に
、

こ
の
国

に
現
存

し
、

ア

メ
リ

カ
の
人

々
に
、

ア

メ
リ
カ
人

の
基
本
的
特
質

を
想
起

せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
《
私
有
財
産
権
》
需
竃

空
αq
ぼ

8

中
圃轟
$

空
σq穿
)
の
保
障

で
あ

る
。
伝
統
的
な

《自
由
主
義
》
の
信
念
体
系

に
お
け

る
重
要
な
構
成
要
素

の

一
つ
が
、

こ
の

《
私
有
財
産
権
》

の
保
障

で
あ
る
。

い
う

と

こ
ろ
の

《
私
有
財
産
権
》

の
保
障
と

は
、

「
人
間

は
、
私
有
財
産

を
蓄
積

し
、

享
受

し
、

譲
与
し
得

る
自
然
権
を
保

有
す
る
」
(
圏げ
圃ユ
ニ

宰
ω
Q。
.)
と
い
う
信
念

で
あ
る
。

こ
れ
は
、

一
七
世
紀

の
政
治
思
想
家
J

・
ロ
ッ
ク

(}o
ぎ

r
9
寄

)
の
所
説

か
ら
系

と
し
て
抽
出
さ
れ
た
信
念

で
あ

る
。

ロ
ッ
ク
の
論
ず
る
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
神

は
、
地
上
の
も

の
と
そ
の
資
源

と
を
、
す

べ
て
の
人

々
に
よ

っ
て
享
有
さ
れ
る
た
め
に
、
人
類

に
、
共
有
財
産

と
し
て

与

え
た
。
同
時

に
、
神

は
、

人
類
が
行
使
す

べ
き
権
利

と
義
務

と
を
有
す
る
勤
勉
と
創
造
力
の
ご

と
き

一
連

の
能
力

を
、
彼
ら
に
、
賜
わ

っ
た
。
人
類

は
、

こ
う
し
た

権
利
と
義
務
と
を
行
使
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、

共
有
財
産

を
私
有
財
産

へ
と
変
容
さ

せ
た
の
で
あ

る
。

「
地
上
の
も

の
と
人
間

よ
り
下
位

の
あ

ら
ゆ

る
被
造
物
と
は
、

す
べ
て
の
人

々
の
共
同

の
も

の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
け
れ
ど
も
、
各
人

は
、
"彼

の
"
(
ぎ

募

暑

コ
..稀
吋。・8
、.)
"
財
産
〃
(箕
。
儲
「な
.、)
を
所
有

し
て
い
る
。

こ

の
"財
産

"
は
、
彼
自
身
以
外

の
何
び
と
も
、

そ

の
所
有
権
を
主
張
す

る
こ
と
が

で
き
な
い
。
彼

の
身
体

の

.労
働

"
(..貯
ぎ
㌦
、)
と
彼

の
両
手

の

"
作
業
"
(蕊
毛
O
「犀
耳
)

は
、
当
然
、
彼
自
身

の
も

の
で
あ

る
と

い

っ
て
よ

い
。
従

っ
て
、
自
然
が
供
給
し
、
そ
の
ま
ま
放
置

し
て
お
い
た
状
態
か
ら
、
彼
が
、
い
か
な
る
も
の
を
も
、
取
り
出
し
、

(79)79



彼

の
労
働
と
そ
れ
と
を
混
合

し
、
そ
れ
に
彼
自

身
の
何
も
の
か
を
付
加
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、
彼

は
、
そ

の
も

の
を
彼
の
財
産

と
す
る

こ
と
が

で
き

る
」。
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冒
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ミ
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ミ
偽
ミ

§

ぎ

ミ
§

N
ぎ

薦
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〕
地
上

の
も
の

は
、
人
類

の
利
益
を

目
ざ

し
て
開
発
さ
れ
る
た

め
に
、
神

に
よ

っ
て
、
人
類

に
付
与

さ
れ
た
。
「神

は
、
喧
嘩
好
き

の

人

々
や
議
論
好
き

の
人

々
の
気
紛
れ
と
強
欲

の
た
め
に
で
は
な
く
、
勤
勉
な
人

々
と
理
性
あ
る
人

々
の
利
用

に
供
す

る
た
め
に
、
地
上

の
も
の
を
、
人
類

に
与
え
た
」。

(
臣
律

噸
O
マ
一ω
b⇔
山
ω
ρ

絡
①
}

,

9

凶ヨ
霧

。
宰

〔凶榊・.)
し
か
し
、

こ
う
し
た
自
然

の
開
発

と
の
戦

い
に
努
力
す
る
人

々
の
能
力
や
性
向

に
様

々
な
差
異
が
あ
る

こ
と
か

ら
、

人
類

の
共
有
財
産

か
ら
導
出
さ
れ

る
私
有

財
産
は
、

不
均
等

に
配
分
さ
れ
る
の
を
常

と
す

る
。

す
べ
て
の
人

々
に
平
等

に
保
有
さ
れ
る
共
有
財
産
か
ら
、

従

っ

て
、
そ
う

し
た
土
地
と
そ
の
資

源
か
ら
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
、

い
か
な
る
強
制
や
窃
盗

の
行

為

を
伴
う

こ
と
も
な
く
、
私
有
財
産
権
の
不
平
等

な
所
有

が
生
ず

る
。

戸
ッ
ク
な
ら
び
に
彼
と
同
時
代

の
人

々
に
と

っ
て
、
私
有
財
産
を
蓄
積

し
、
個
人

の
労
働

の
果
実

を
自
由
に
享
受

す
る
こ
と

の
権
利
は
、
神

の
自
然
法

に
由
来
す
る
不

可
譲
の
権
利
で
あ

っ
た
。

こ
う

し
た
権
利

と
自

然
法

と
の
不
可

分
の
連
関
が
、
決
定
的

に
重
要
で
あ
る
。

な
ぜ

な
ら
、

こ
う
し
た
連
関

は
、
巨
大

な
富
を
築
き

は
じ
め

た

ロ
ッ
ク
時

代

に
お
け
る
商
業

・
貿
易
業
者

の
新

興
階
層

の
実
業
活
動

に
、
神
聖
な
超
絶
的
特
質

を
授
与
す

る
か
ら
で
あ
る
。
神
聖

に
し
て
自
然
で
あ
る
が
故

に
、
私

有
財
産
権

は
、
他
の
す

べ
て

の
権
利

に
対
す

る
根

源
的

な
権
利

と
な
る
。
よ
り
正
確

に
い
う

な
ら
ば
、
私
有
財
産

権
は
、
他

の
諸
権
利
に
先
立

っ
て
存
在
す
る
基
本
権

で
あ
る
。

冒
ッ
ク
に
し
た
が
え
ば
、
諸

々
の
個

人
は
、
彼
ら
が
自
己

の
労
働

を
通
し
て
獲
得
し
た
す

べ
て
の
も

の
を
専
有
化
し
得
る
不
可
侵

の
権
利
を
有

し
て
い
る
。

し
か
も
、

こ
の
不
可
侵

の
権
利

は
、
社
会
も
し

く
は
政
府

の
要
求
に
対

し
て
す

ら
優
先
す

る
。
彼

ら
は
、

こ
の
よ
う
な
専
有
行
為

の
実
践
に
際
し
て
も
、
ま
た
、
自

ら

の
努
力

に
基
づ
き
首
尾

よ
く
蓄
積

し
た
財
産

の
享
受

に
当

っ
て
も
、

い
か
な
る
制
度
や
人
間

の
合

意
も
必
要
と
し
な

い
。
私
有
財
産
権

は
、
基
本
権

で
あ

る
。

な
ぜ
な

ら
、
私
有
財
産

権
は
、
人
間

で
あ

る
こ
と

の
意

味
と
未
分
離

の
ま
ま
両
者
を
含
む
全
体

の
相

の
下

に
把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
か
ら

で
あ

る
。

こ
の

こ
と
か
ら
、
次
の

当
然

の
帰
結
が
、
導

か
れ
る
。

も
し
私
有

財
産

権
が
、
社
会

一
般

の
要
求
を
含
む
他

の

一
切

の
権
利
要
求

に
優
先
す
る
な
ら
ば
、
何
び
と
も
、
他
者
自
身

の
労
働
を
通

し
て
他
者
自
ら
が
合
法
的

に
獲
得
し
た
財
産
を
収
奪
す
る

こ
と

は
、
決

し
て
正
当
化

さ
れ
得
な

い
と

い
う
の
が
、

こ
れ

で
あ

る
。
事
実
、

ロ
ッ
ク
の
主
張
す
る
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
人

々
が
自
発
的

に
会
合
を
開
ぎ
、

政
府

を
組
織
化
す
る

こ
と

に
同
意
し
た
の
は
、

ま
さ
し
く
、

こ
う
し
た
事
態

の
発
生
を
防
遇
す
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

「人

々
が
共
和
国

へ
と
合

一
し
自
ら
を
政
府
権
力

の
下
に
立
た

せ
し
め
る
主
要

な
目
的

は
、

彼
ら
の
私
有
財
産
権
の
保
護

で
あ

る
」。

〔b

ピ
o
畠
9

§
§

早
馬
ミ
駐

ミ

Q
o
ミ

§

ミ

§

馬

(
〉
曜
ミ

ざ

、
神
鴫.
さ

ミ
、
o
、

賊
㎏
q
軌
y

唱
ω
O
¢
。

国
・もり
.
O

「①
①
5
げ
Φ
門
中

o
や

o
一叶
二

唱
.恥
O
・
)
〕

第

三
は
、
余
権
力

の
限
定

さ
れ
た
政
府

》

(
い
凶ヨ
潔
Φ店

〔}O〈
①
増コ
ヨ
O
鵠
仲)
の
支
持

で
あ

る
。
《
権
力

の
限
定

さ
れ
た
政
府
》

の
支
持
と

い
う
信
念
は
、
主
と
し
て

ロ
ッ
ク

の
政
治
思
想
と
共
通

の
系
譜

を
形
づ
く

り
、
《
自

由
主
義
文
化
》

の
地
底

の
奥

に
堆
積

し
て

い
る
。

ロ
ッ
ク
の
場
合
、

政
府

の
目
的
は
、

自
然
権

の
保
護

に
、

と
り
わ

け
、
私
有
財
産

に
関
連
す
る

一
連

の
諸
権
利

の
保
護

に
、
厳
格

に
限
定

さ
れ

て
い
る
。
政
府
が
設

立
さ
れ
た
原
始
契
約

に
よ
れ
ば
、
政
府
は
、

こ
う
し
た
諸
権
利

の
保

護

の
範

囲
を
逸
脱
し
て
行
動
す
る
権
限
の
委
託

を
、
受
け

て
い
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、

そ
の
よ
う

な
権
限

の
行
使

は
、

不
可
避
的

に
、
何
び
と
か
の
基
本
権
を
侵
害
す
る

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
も

し
政
府

が
、

そ
の
範
囲
を
あ
え
て
逸
脱
す

る
な
ら
ば
、

人

々
は
、
原
始
契
約
を
解
除
し
新
し

い
政
府
を
組
織
す
る
権
利

を
有
す

80(so)



公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相C⇒

る
。
「
も
し
長
期

に
及
ぶ
政
府
権
力

の
濫
用

(9
げ
郎
器
。。)、
逃
げ

口
上

(暇
①
話
奇

恥ま

冨
)、

そ
し
て
、
術
策

(葺

齢
8
・・)
の
連
続
が
、
す
べ
て
同

一
方
向
に
作
用
し
、

そ

の
意
図
す

る
と
こ
ろ
を
人

々
の
視
野

に
瞭
然
と
浮
上
さ

せ
、

こ
れ
に
と
も
な

い
、
彼

ら
が
、
現
在

、
自

ら
が

い
か
な
る
状
態

に
陥

い

っ
て
い
る
か
を
意
識

せ
ざ

る
を
得

な
く
な
り
、
さ
ら
に
、
彼
ら
が
、
自
ら
が

い
ず

こ
に
向

か
い
つ
つ
あ
る
か
を
明
瞭

に
認
識
す

る
に

至
る

な
ら
ば
、
そ

の
と
き
、
彼

ら
は
、
ま
さ
し
く
、
奮
起
し
、
そ
の

た
め
に
政
府
が
最
初

に
創
設
さ
れ
た
諸
閉
的

の
達
成

を
、
彼

ら
に
保
障
し
得

る
人

々
の
手

に
、
統

治
権
を
委

ね
る
た
め
に
努
力
す
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
と
い
う

こ
と

は
、

何
ら
不
思
議

で
は
な

い
」
。
(鰍

ゼ
8
犀
ρ

ミ

O
、ミ

O
◎
竃
ミ
ミ
§
斜

。
㍗

鼻

こ

,
器

一●
羅

}

,

O
ユ
ヨ
o
辞

。
㍗

6
霊
.
)
ア
メ
リ
カ
の
独
立
宣
言
は
、

こ
の
よ
う
な

ロ
ッ

ク
的
政
治
思
想

を
具
体
的

な
形
象
と
し
て
表
示

し
た
も

の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

《
権
力

の
限
定
さ

れ
た
政
府
》
の
支
持
と
い
う
信
念

は
、

ア

メ
リ
カ
の
政
治
文
化

に
不

可
欠

の
要
素

で
あ
る
。
二
〇

世
紀

に
お
け
る
合

衆
国
政
府

の
職
能
が
拡
大
集
中

を
遂
げ
、
能
動
的

・
積
極
的
と
な
り
、
干
渉
主
義
的
と
な

っ
た
と
し
て
も
、
政
治
指
導

者

は
、
四
囲
の
抗
拒

し
難

い
社
会
的
圧
力

に
基

づ
ぎ
祉
会
経
済
生
活
に
対
す
る
諸

施
策

の
形
成

と
実

施
と
を

よ
ぎ

な
く
さ
れ
る
に
至

っ
た
旨

の
弁
明
を
行
う

こ
と

に
よ

っ
て
、
あ

る
い
は
、
最
近

に
お
け
る
政
府

の
行
動

は
常

に
暫
定
的
な
も
の
に
す
ぎ

な

い
旨
の
主
張

を
繰

り
返
す

こ
と
に
よ

っ
て
、
《
自
由
主
義
》
の
伝
統

に
敬
意
を
衰
す

べ
き
自
ら
の
義
務
を
意
識
し
、

こ
れ
を
履
行
す

る
。
公
職

へ
の
侯
補
者
が
、
《
巨
大
政
府
》
(じd
嶺

Ω
。
話
ヨ
ヨ
①韓
)
反
対

の
選
挙
運
動
を
展
開
す
る

こ
と
は
、
常

に
、
彼

ら

に
と

っ
て
安
全

で
あ

り
、
今
日

に
お
け

る
選

挙
戦
術

の
必
須
要
件
と
な
る
に
至

っ
て
い
る
。
最

近

に
お
け

る
政
府

の
政
策
や
行
為

に
対
す

る
人

々
の
反
発

は
、

一
九

七
八
年

の
カ
リ

フ
ォ
ル

ニ
ア
州

に
お
け
る
薯
名

な

℃
「。
陽
。。三
。
コ
お

い
わ
ゆ

る

智
同鼠
甲
Ω
臼
壽

鷺
。
陽
里

(①
不
動
産

に
対
す
る
課
税
額

の
上
限
を

一
九
七
五
年
ー

一

九
七
六
年

の
財
産

評
価
額

の

一
%
と
す

る

②
蝕
馨

鴇
ヨ
Φ
三

繭目
お
器
霧

を
年
二
%
と
す
る
③
新
税

の
設
定

に
は
州

立
法
部

の
三
分

の
二
以
上

の
賛
成
投
票
を
要
す

る
)、

一
九
八
〇
年

の
マ
サ
チ

、
-
セ
。
ツ
州
に
お
け
る

℃
・・
邊

§

N
喫

当
該
州
に
お
け
る
諸
都
市
に
霧

価
格
の
・・
卵
駅
以
上
の
税
率
に
よ
る
不
動
産
も
し
く
は
個
人

財
産
に
対
す
る
課
税
を
禁
止
す
る
)
(未
成
立
)、
そ
れ
に
合
衆
国
政
府
に
よ
る
赤
字
予
算
案
の
編
成
と
執
行
を
制
限
す
る
憲
法
修
正
案
を
通
過
さ
せ
る
た
め
の
憲
法
会

議

の
開
催
の
動
向
、
な
ど
に
具
現
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る

齢輿
鴇
器
「
訂
。江
錺
げ
の
形
態
を
と

っ
て
い
る
。

〔拙
著

『現
代
行
政
学
』
二
八
六
頁
-
二
八
八
頁
参
照
。
器
①

閑
ぎ

切
櫛
ゼ
『

ρ

9

山
旨
亀
①
H

帥
ロ
山
匂
帥
。
犀

ρ

コ

碧

。
(
Φ
e

・
§

恥

、
暮

ミ

山
§

ミ

風
越

壁
§

b
ミ

§

霞
§

」
鵠

や

亭

一
ω
.
り
藤
・
=

ω
』

㊤
り
甲
ω
一
8

0
「。
<
。
「

ω
聾

ま

σq
噌

・ミ
貸
毒

.薦

き
鳴
、
畿
ミ

ら
硫
蝿ら
、偽
、
、
恥ミ
亀
職
馬
真
"
這
。。や

亭

一〇
。。
」

8
博
昭
Φ
〕
大
幅
な
所
得
税

の
軽
減
と
国
内
施
策
出
費

の
削
減
を
試

み
た

レ
ー
ガ

ン
政
権
は
、

こ

の
よ
う

に

一
般

に
明
確

に
表
現
さ
れ
た
民
意
を
、
合
衆
国

に
お
け
る
公
共
政
策

の
ま
さ
し
く
阿
転

軸

と
し
て
設
定

し
た
の
で
あ
る
。

第

四
は
、

《自

由
市
場
》
(吻
HΦΦ
7
一山円犀
O梓)

の
維
持

で
あ
る
。

伝
統
的

な

《
自
由
主
義
》
に
よ
れ
ば
、

も
し
市
場

に
対

す
る
干

渉

を
排
除
し
、

こ
れ

を
自
然

に
機

能
さ

せ
る
な
ら
ば
、
市
場
は
、
社
会

.
経
済

.
政
治
生
活

の
主
要
な
統
合
的
調
整

の
装
置
と
し
て
作
動
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
明
察

は
、

一
七
世
紀
以
来

の
す

べ

て
の

《
自
由
主
義
》
思
想
家

の
知
的
装
備

の
標

準
的

な
部
品

で
あ

っ
た
に
せ
よ
、

主
と
し
て
、

A

・
ス
ミ
ス

(」♪
儀
ロ
皆

しり
臼
搾
ず
)
に
負
う
と

こ
ろ
が
大

き

い
。

ス
ミ
ス

は
、
諸
多

の
個
人
が
市
場
に
お
い
て
彼

ら
自
身

の
利
益
を
自
由

に
追
求

す
る
場
合

に
限
り
、
そ
れ

に
よ

っ
て
祉
会
公
共
善

は
促
進

さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
経
済
生
活

に
お

け
る
自
然
法

の
存
在
を
、
提
起
し
た
。

ス
、ミ
ス
に
よ
る
画
期
的
思
考

は
、
次

の
二
者

に
求
め
ら
れ

る
。
そ
の

}
つ
は
、
も
し
市
場
諸
関
係
が
自
然
法

の

一
部

で
あ

る
と

考

、兄
ら
れ
る
と

し
た
ら
、
経
済
生
活

に
対
す
る

い
か
な
る
政
府
干
渉
も
、
自
然
そ

の
も

の

へ
の
干

渉
で
あ

る
と

い
う
発
想
で
あ

る
。

こ
の
意
味

で
、

ス
ミ

ス
は
、

《
権

(81)81



力

の
限
定
さ
れ
た
政
府
》
の
支
持
と

い
う
儒
念

に
対
す
る
重
要

な
貢
献
者

と
い

っ
て
よ
か
ろ
う
。

も
う

一
つ
は
、
彼
が
、
個
人

の
利
己
心
と
社
会
の

一
般
的
進
歩

な
ら

び

に
改
良
と
を
、
直
線
的

な

一
貫
性
を
も

っ
て
把
握
し
た
と

い
う
点
で
あ

る
。

こ
の
把
握
を
通

し

て
、
価
値

の
換
算
表

は
、
逆
向
き

の
形

で
映
写
さ
れ
、
利
己
心
は
、

快
適

な
も

の
の
み
な
ら
ず
称
賛

に
価
す
る
も
の

に
化
成

し
た
の
で
あ

る
。

「
各
人
は
、

見

え
ざ
る
手

に
導

か
れ
て
、

彼

の
意
図
の

一
部

で
も
な

い
公
共
善

と

い
う
目
標

を

推

進

す

る

こ
と

に

な

る

」
。

(
即

9

0
器
曾

幕

「叩

。
マ

葺

二

7

酷

.
宰

o
ヨ

}

Gり
践

浮

、㎝

毎
詰

賊
鳶

ミ

遷

焼ミ
ミ

書

さ

蛛
ミ
、
亀
黛
ミ
駄
O
黛
黒
吻
恥
吻
ミ

ミ
偽

き

鳥
、暮

ミ

〉
§

§

噛軌
・

寄
N
9
)
個
人

の
貧
欲
と
公
共
善
と

の
間

に
お
け

る
連
接
環

が
、
従

っ
て
、
《
見

え
ざ

る
手
》

(
.ゴ

鼠
。。圃甑
①
冨
巳
ご
V

と
い
う
装
置
が
、

ほ
か
な
ら
ぬ
市
場
で
あ

る
。
ア

メ
リ
カ
人
は
、
総
じ
て
、
市
場
が
個
人
と
社
会

の
双
方

に
対

し
て
も

つ
能
率
性
と
効
用
性

の
価
値

を
確
信
す
る
。
経
済
生
活

に
お

い
て
、
市
場

は
、
稀
少
な
財
貨
や
用

役
が
最
良

の
方
法

で
配
分
さ
れ
る
場
で
あ
り
、
人

々
が
積
極
的

に
支
払

い
を
な
し
得

る
価
格

で
購

入
を
求

め
る
財
貨
が
生
産
さ
れ
る
場

で
あ

る
と
、
理
解
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
市
場
は
、
人

々
が
、
彼
ら

の
技
術
、
能
力
、
そ
し
て
、
他
者

に
対

す
る
気
概

な
ど
を
試

み

る
場

で
あ

る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
競
争
的
な
闘
争
を
通

し
て
、

社
会

が
稗
益
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
き
わ
め
て
大

で
あ

る
。

な
ぜ

な
ら
、

こ
の
よ
う
な
闘
争

は
、
錬

成
さ
れ
試
練
を
経
た
頑
強

な
優
れ
た
人
材
と
優
良
な
財
貨
と
を
生

み

だ
す

か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
市
場
機
制

(一自
ゆ
「脚①
酔
旨PゆO
『
臼コ
牌団ヨ
)

へ
の
干
渉
は
、
非
能
率

(
冒
㊦臣
良
窪
2
)

(
例

.噂
8
芭

留
疑
一。o.")
と
道
徳
的
な
欠
陥

の
あ
る
偏

窟

な
性
質

の
人

々

(儲
o
鷲
①
鼠

ユ臥
9
。
三

撃
α

壽

「需
山
。
冨
「。。。$
『)
(
例

、.毛
①
浄
「①

。匪
巴
①「。。
、、)

の
双
方
を
生

み
だ
す
と

い
う

の
が
、

ア
メ
リ
カ
人

の
伝
統
的
な
確

信

で
あ
る
。

ア

メ
リ
カ
人

は
、
自
由
主
義
文
化

の
渦
巻

の
な
か
に
深
く
巻
き

こ
ま
れ
て

い
る
。
自

由

主
義
文
化

は
、
す
べ
て
の
ア
メ
リ
カ
人
が
そ
の
内

部

に
生
棲
す
る

環
境

で
あ
り
培
養
基

で
あ

る
。

こ
れ
故
、
そ
れ

は
、

ア
メ
リ
カ
人

の
、
彼

ら
自
身
、
他
者
、
彼
ら

の
周
囲
に
あ
る
社
会
、
以
上

に
対
す
る
考
え
方
を
決
定
す

る
。
自
由

主
義
文
化
は
、
ア

メ
リ
カ
人
の
具
体
的

な
日
常

生
活

に
翻
訳
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
自
由

主
義
文
化

は
、
多
様

に
視
籐
化
さ
れ
る
。

以
上

に
述

べ
て
ぎ
た
古
典
的
な

《
自
由
主
義

》
は
、
革
新
主
義

の
時
代
と

ニ
ュ
ー
デ

ィ
!
ル
期

と
い
う
濾
過
装
置
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
現
代
進

歩
主
義
と

現
代
保
守
主
義

へ
と
、
大
き
く
改
変
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

な
お
、
以

上
の
叙
述
と
ほ
ぼ

同
じ

こ
と
を
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
政
党

・
選
挙
研
究

の
権
威
者

の

一
人

で
あ

る

マ
サ
チ

ュ
ー

セ
ッ
ツ
工
科
大
学

(ζ
口鋒

。
ゴ
ロ
器
.洋
帥

庁
巴
言
$

無

↓
9
げ
5
0
δ
題

)
の
W

・
D

・
バ

ー

ナ
ム

(≦
国
一§

穿

雪

ごロ
信
弓
匿
ヨ
)
教
授
も

「
基

本
的
事
項

へ
の
合
意
」
(8
コ
器
鵠
話
)
と
し
て
、
指
摘

し
て

い
る
。
バ

ー
ナ
ム
教
授

の
い
う

「基
本
的
事
項

へ
の
合
意

」

は
、
私
有
財
産
権

(甲
。
篤
量

)
、
自
由

(
=
げ
①『嘗
)
、
民
主
主
義

(O
㊦ヨ
8
旨
6鴫
)、
そ
し
て
、
宗
教

(肉
①
一一賦
。
ロ
)
の

四
者

か
ら
成
立
す
る
。
バ

ー
ナ

ム
教
授

の
説
く

と

こ
ろ
を
摘
記
す

る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う

に
な

る
。
(≦
「聾

切
虐
∋
冨
銅

b
馬
ミ
亀
ら、臼
q罵
ミ

き
軸
さ

蔵
轟

㍉
》
ミ
馬、暁,

ら§

節
ミ
恥
ミ
ミ
§
覧
§
職
、
q
ミ
§

噌
。
マ

窪

二

署
」
①
-躇
.
山尚
木
、
前
掲
書
、

一
頁
-

一
〇

一
頁
参

照
。
)

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

「基

本
的
事
項

へ
の
合

意
」
の
基
層
部
を
検
索
す
る
な
ら
ば
、
そ

こ
に
は
、
個
人
主
義

の
信
念
体
系
が
、
沈
潜
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
口

は
、
人
生

に
お
け
る
自
己

の
運
命

の
改
善

を
求

め
、

ま
た
、
そ
れ

を
な
し
得

る
だ
け
の
、
諸

々
の
個
人
に
よ

っ
て
、

さ
ら

に
、
彼
ら
の
た
め
に
、
形
成
さ
れ
た
社
会

で

あ

る
。
ア

メ
リ
カ
人
は
、
「
個
入
主
義
」
(
ぼ
錘
く
己
ロ
巴
一。。ヨ
)
を
積
極
的

に
評
価
す

る
と
同
時

に
、
他
面
、
「意
見
を
同
じ
く
す
る
数
多

の
個
人
の
間

に
お
け

る
自
由
な
協

同
」

({§

§

罵
旨
二
8

§

8
α・

蒙

鼠

民

巴

幽罠

く
喜

琶

に
も
、
高

い
評
価

を
置
く
。

(
自

山
こ

巳

9
)

ア
メ
リ
カ
に
は
、
「異
例

の
利
益

の
多
様
性
」
(①国
。oや
,
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相仁⇒

齢ざ
器
隔
黛
8
閉
剛苗
)
と

「
ア
メ
リ
カ
的
生
活
様

式
」
(↓
ぽ

〉
ヨ
巴

B
・
芝
曙

。
剛
=
唾①
)
と
総
称

さ
れ
る

「
総
合
的

な
信
念
体
系

へ
の
広
範

な
帰
依
」
(帥
酵
民

8
日
鼠
雫

目
①鼻

8

。。
聾

o
噛
§
ξ

凶紹

凶紆
器
)
と
が
、
等
価
値
的

に
並
存

し
て
い
る
。
食
玄
P
"
掌
一⑦
.)
こ
の
信
念
体
系
は
、
私
有
財
産
権
、
自
由
、
民
主
主
義
、

そ
し
て
、
宗

教

の
四
者
を
も

っ
て
、
基
本
的

骨
格
と
す
る
。

私
有
財
産
権

ア

メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
重
大
な
社
会

主
義
運

動
が
存
在

し
な

い
数
少
な

い
産
業
国
家

(
剛乱
臣
酔ユ
巴

8
露
三
霧
)
の

一
つ
で
あ
る
。
万
人
に
対
す
る
平
等
な
財
産

の
保

障

と
い
う
信
念

は
、
過
去

・
現
在

を
問
わ
ず
、

ほ
と
ん
ど
支
持

さ
れ
て

い
な

い
。
ア

メ
リ
カ
で
は
、
「
私
有
財
産
と
そ
れ
を
取
得
す
る
権
利
と

は
、
大
部
分

の
ア
メ
リ
カ

人

に
、
常

に
、
基
本
権

と
し
て

の
印
象
を
与

え
て

い
る
」
。
(
螢

儀
ニ

サ
一9
)
合
衆
国

に
お
け
る
社

会
主
義

の
虚
弱
性

の
原
因
と
し
て
、

こ
の
国

に
お
け

る
相
対
的

に
高

い
生
活
水
準

に
加
え
て
、
「
辺
境
と

い
う
希
望

の
郷
土
」
(
臣
①
只
。
匿
給

亀

爵
。
津
o
昌
櫛剛頸
)
(転

価
こ
三

⑦
・)
の
存
在
が
、
あ
げ

ら
れ
る
。

こ
の
辺
境

の
存
在
が
、
我

々

ア
メ
リ
カ
人

は
個
人

と
し
て
自
ら
が
直
面
す
る
諸
闇
題
を
自

ら
の
手

で
解
決
す
る

こ
と
が

で
き

る
と

い
う
、
自
主
独
立

の
思
考
を
導

く
契
機
を
形
づ

く

っ
た
の
で
あ
る
。

今
日
、
も
と

よ
り
、
「
我

々
は
、
高
適
な
理
想
を
追
求
す
る

こ
と
は
で
き
な

い
。

し
か
し
、
社
会

主
義

は
、
い
ま
な
お
、
我

々
の
支
持
を
得
て
い
な

い
と
い

っ
て
よ
い
」
。

(転

鳥
こ
三

〇
.)
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
大
部
分
の
労
働
者

は
、
彼
ら
自
身

の
階

層
利
益
対
他

の
階
層
利
益

と
い
う
彼
我

の
対
比
の
構
図
を
描
い
て
い
る
わ
け

で
は
な

い
。

従

っ
て
、
彼
ら
は
、
自

ら
を

《
労
働
春
階
級
》

の

一
部
で
あ

る
と
は
看
倣
し
て
い
な

い
。
全
体
と

し
て
の
ア
メ
リ
カ
人
は
、
全
面
的
な
経
済
的
平
等
状
態

の
現
出
を
懸

念
し
て
い
る
よ
う

に
お
も
わ
れ
る
。

「
そ
の
当

否
は
別

に
し
て
も
、

大
部
分
の
ア
メ
リ
カ
人

は
、

人

々
は
人
生

の
過
程
か
ら
自
己
の
労
働

の
当

然
の
報
酬

を
取
得
す
る

こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
り
、
従

っ
て
、
富
裕
層

は
彼
ら

の
富

を
享
受
す
る
に
足
る
価
値
が
あ
る
と
、
考

え
る
。
事
実
、
我

々
の
多
く
は
、
時
に
は
富
裕
層

の
言
動

に
怒

り
を
憶

、見
る

こ
と
が
あ
る
に
し
て
も
、
富
を
称

賛

し
、
富
裕
層

の
意
見

に
共
鳴

し
、
自

ら
富
裕
層

の

一
員
と
な
る

こ
と
を
、
希
望
す

る
」。
(
箭

山
二

唱
≒

.)
ア
メ
リ
カ

人
が
切
望
し
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る
状
態

は
、

「
富

の
均
等

で
は
な
く
機
会

の
均
等
」
(
8
件
詔
器

一ξ

。
{
毛
$
穿

げ
皇

招
臣
"ξ

o
{
名
B
算
彗

ξ

)
(受

F
噌
マ
一メ
)

で
あ
る
。
例
え
ば
、
医
科
大
学
が
、

一
定
数

の
貧

閑
層
出
身

の
志
願
者

を
、
彼

ら
の
評
点
や
他

の
志
願
者

の
評
点
に
か
か
わ
り
な
く
、

入
学
さ
せ
る
こ
と
を
決
定

し
た

ヘ

へ

と
仮
定
す
る
場
合
、
そ

の
政
策

は
、
「結
果

の
平
等
」
(詔
鵠
}一蔓

。
{
、.穏①。。巳
紳.、)
を
推
進
す
る
こ
と

に
な
る
。
(蜜

盛
こ

マ
一S
)
《
機
会

の
平
等
》

と
は
、
す
べ
て
の
志

願
者
が
、
同

一
の
基
準
、
通
常
、
評
点
、

に
し

た
が

い
競
争

し
合
う
と

い
う
状
態
を
指
す
。

い
か
な
る
場
合

で
も
、

大
部
分
の
ア

メ
リ
カ
人
は
、

《結
果

の
平
等
》
を

推
進

す
る
割
当
制

や
そ

の
他
の
政
策

に
反
対
す

る
。

自
由
躍
冨
ユ
鴇
と

い
う
書
葉
は
、
、.{語
乱
。
ヨ
、.
を
意
味

す
る
。
自
由
が
ア

メ
リ
カ
人

に
意
味
す

る
と

こ
ろ
は
、
束
縛
か
ら

の
自
由

で
あ

り
、
彼
ら

の
各

々
が
好
む
行
為
を
な

し
得

る
自
由
で
あ

る
。
も
と
よ
り
、
絶
対
的
自
由

の
享
受

は
、
許
容

さ
れ
得
な

い
。
し
か
し
、
そ

れ
は
、
常
に
、
精

神
的
自
由

の
出
発
点
を
形
づ
く

っ
て

い
る
。
絶
対

的
自
由

に
到
達

し
得
な

い
状
態

は
、
妥
協

の
状

態

で
あ
る
。
何
よ
り
も
ま
し
て
、
束
縛

の
欠
如
態

と
し

て
の
自
由

の
観
念

は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
体
系

に
お
け

る
運
用
理

論

(o
窟
翼

δ
醤
=
冨
o
q
)

の
内
部

に
埋
め
こ
ま
れ
た
核

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
経
済

の
現
実
態

は
、
完
全

に
政
府
規
制
が
排
除
さ
れ
た
状
況
に
あ
る
わ
け

(83)83



で
は
な
い
・

し
か
し
・
多

か
れ
少

な
か
れ
、
着

実

に
増
大
し

つ
つ
あ

っ
た
政
府
規
制

の
時
代
か
ら
二
世
代

を
経
た
今

日
に
お

い
イ
、も
、

ア
ー

ヵ
は
、
社
会
主
義

.
共

産

主
義

盗

本
主
義

の
い
ず

れ

の
体
制

の
下

に
あ
る
他
の
産
業
園
家

に
お
け
る
経
済

よ
り
も
、
遙

か
に
政
府
規
制
の
度
A。
い
の
少
な

い
国
家
で
あ
る
。

ア
,
リ
ヵ
に
お

け
る
自
由
の
観
禽

・
ま
た
・
別

の
、
時

に
は
、
矛
盾
し
た
形

で
、
自
己
を
実
現
す

る
。

レ
ー
ガ

ン
大
統
領
が
、
連
邦
政
府

の
規
模
と
影
響
力

の
縮
小
を
試
み
る
と
ぎ
、

大
統
領
は
・
多
く

の
ア

メ
リ
ヵ
人
が
理
解

し
て

い
る
よ
う
な
自
由

の
名
に
お
い
て
行
動

し
て
い
る
。
し
か
し
、

レ
ー
ガ

ソ
政
権

に
対
す

る
辛
辣

な
反
対
者

で
あ

る
他

の

ア
メ
リ
ヵ
人
が
・
国
外

に
お
け
る

い
わ
ゆ
る
C

I
A
の
要
員

の
氏
名
を
公
表

し
た
と
き
、

こ
う
し

た
人

々
も

ま
た
、

ア

メ
リ
ヵ
様
式
の
自
由

の
名

に
お
い
て
行
動

し
た

の
で
あ
る
・
束
縛
か
ら

の
完
全
な
自
由

は
、
常

に
ア
メ
リ
ヵ
人

の
理
想

で
あ

る
。
彼

ら
は
、
そ
れ

を
現
実

錘

成
す
る
.芝

が
、
不
可
鋲

、
あ
る
に
》

よ
、
彼

ら
は
、

そ
れ

に
近

似
値
的

に
等

し
い
状

況
の
下
に
あ

る
。

民
主
主
義

ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言

は
、

「
す
べ
て
の
人
間

は
平
等

に
創
ら
れ
て
い
る
」
と
宜
言
し
て

い
る
。

こ
の

一
句
の
意
図
す

る
と

こ
ろ
の
意
味

に
つ
い
て
は
、

多
く

の
論
争

が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
初
の
植
民
が
行

わ
れ
た

一
七
世
紀

に
は
、
婦
人
は
も
と

よ
り
、

成
年
男
子

の
間
に
も
、

理
想
と
し
て
す
ら
、
平
等
状
態

は
、
皆
無
も

同
然

で
あ

っ
た
。
例
え
ば
、

イ
ソ
グ

ラ
ソ
ド

の
場
合
、
奔
修
禁

止
法

(。・爵

℃
g

困二

睾

)
は
、

ア

ミ
ソ
の
毛
皮

(興
巨

コ
Φ
)
や
絹
系

(・。団貯
)
の
ご
と
き
特
定
の
衣
料

の

使
用
を
・
余
紳
士
》
(σQ
。
蓬

晋

雪
)
と

《
淑
女
》
(
巨

一。。。)
の
み
に
限
定

し
て

い
た
。

こ
う
し
た

《
紳
士
》
と

《
淑
女
》

の
み
が
、
.、ζ
劉
.、
と

.、ζ
【9
、.
の
敬
称

で
呼
ば
れ

た
。
大
土
地
所
有
者

の
子
息
は
、
医
師

や
弁
護

士
と
し
て
で
さ
え
、
生
活
の
た
め
に
勤
労
す
る

こ
と
を
恥
と
し
、
そ
れ
は
自
ら
の
体
面

を
汚
す
も

の
、
と
考
え
て
い
た
。

植
民
地
時
代
初
期

に
ア

メ
リ
カ
に
移
住

し
た
人

々
の
な
か
に
は
、

こ
の
よ
う
な

《
特
権
》
(嘗

乱

Φσq
Φ
)
と

《俗
物
根
性
》
(切昌
。
げ
げ
.目団
)
を
嫌
悪

し
た
が
故

に
、

こ
の
国

に
移
住
し
た
と

い
う
数
多
く

の
人

々
が
、
見
受

げ
ら
れ
た
。
彼

ら
は
、
自
ら
を
、
紳

志

と
同
じ

く
並
罠

で
あ
る
と
看
倣

し
、

そ
の
よ
う
な
彼
ら
の
主
張
の
正
当
性
を
、

世
人

に
認
知

さ
せ
よ
う
と

し
た
。

こ
う
し
て
、

合
衆
国

へ
の
移

民
の
各
匪
代

は
、
旧
世
界

に
支
配

的
な
慣
習
、
信
念
、
そ
し
て
、
と

り
わ
け
、
特
権
的

エ
リ
ー
ト
層
に

対
し
て
鋭
角
的

に
意
識
さ
れ
た
反
抗

心
、
な
ど

を
抱
ぎ

つ
つ
こ
の
国

に
到
着

し
た
の
で
あ
る
。

人
民
の

一
団

で
あ

る
ア
メ
リ
カ
人

に
は
、

「
貴
族
制

の
虚
飾
」
(騨
.一。。峠。
,

臼
帥
膏

{「ぢ
隠
「凶窃
)
(量

山
.ら

」
。。
圏)
な
ど
、

一
切
不
要

で
あ

る
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
当
初
、
社

会
的
平
等

の
信
念
は
、

自
ら
の
機
能
分
野
を
、
現
実

に
保
持

し
て
い

な

か

っ
た
。
例
え
ば
、
南

ヵ

・
ラ
イ
ナ
州
に
お
け

る
原
初
期

の
植
民
地
憲
法

は
、
爵
位
と
紋
章
と

を
伴

う
完
壁
な
植
民
地
貴
族
制

を
創
設
し
た
。
独
立
期

の
最
初

の
世

代

に
お

い
て
さ
え
、
多
く

の
州

に
お
け
る
白
人

の
財
産
所
有
者

の
み
が
、
選
挙
権

を
有
す

る
と

い
う

よ
う
に
、

こ
の
国

の
政
治
諸
制
度

は
、
現
代

か
ら
当
時
を
逆
照
射

す

る
と
き
、
民
主
主
義

の
状
態

か
ら
は
凡
そ
遠

く
隔

た

っ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
当
時

に
お
け

る
こ
の
国

の
政
治
制
度

は
、

ヨ
!

ロ
ッ
パ
諸
国

に
お
け
る
同
時
代
の
そ

れ

と
比
較
す
る
と
き
、
遙
か
に
民
主
的

で
あ
り
、
両
者

は
、
明
暗

の
対
極
構
造

を
示
す
。
し
か
も
、

ア

メ
リ
カ
で
は
、
多
数

の
人

々
が
私
有
財
産

を
取
得
す

る
と
と
も

に
、
政
治
諸
制
度
は
、

な
だ
ら
か
な
波
状
曲
線

を
描
き

な
が
ら
、
民
主
化

の
方
向

に
、
着
実

に
進
展
し
た
。

一
八
三
〇
年
代

の
末
葉
ま

で
に
、
ほ
と
ん
ど
の
白
人
成
年

男
子

は
、
全
国

・
州

・
地
方

の
各
選
挙

に
お
け

る
投
票
権
を
獲
得
す
る
に
至

っ
た
と

い
っ
て
よ

い
。

一
八
七
〇
年

の
連
邦
憲
法
修
正
第

一
五
条

に
よ

っ
て
、
黒
人

に
、

選

挙
権
が
保
障

さ
れ
た
。
し
か
し
、

一
九
六
〇

年
代

に
至
る
ま
で
、
諸
州

に
お
け

る
当

該
修
正

条
項

の
現
実
化

へ
の
法
制
的
回
路
は
、
事
実

上
、
閉
塞
状
態

に
あ

っ
た
。
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相O

な
お
、

一
九

二
〇

年

の
連
邦
憲

法
修
正
第

一
九

条

に
よ
り
、
婦
人

に
選
挙
権
が
付
与
さ
れ

た
。
過

去

に
お
け
る
民
主
主
義

の
状
態
が
、
ど
の
よ
う
に
不
完
全

な
も

の
で

あ

っ
た
に
せ
よ
、
今

日
に
お
け
る
合
衆

国
が
、

真

に
代
議
制
民
主
主
義
を
維
持

し
て

い
る
と

い
う
事
実

に
つ
い
て
は
、
疑
念
を
挾
む
余
地

は
な

い
。

し
か
し
、

こ
の
国

の
民
主
主
義

の
状
態
は
、

い
ま
な
お
、
多
く

の
点

に
お
い
て
、
限
定
を
受

け
て

い
る
。
例
え
ば
、
ア

メ
リ
カ
の
民
主
主
義

は
、
政
治
的
民
主
主
義

で
あ
り
、
社
会
的
民
主

主
義

で
は
な

い
。
換
言
す

る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
人

々
の
所
得
と
生
活
状
態

に
お
け
る
ま
さ

し
く
厳

酷
な
不
平
等

の
存

在
を
認
容

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
不
平
等

は
、
政

治
的
な
波
及
効
果

を
も

つ
。

な
ぜ
な
ら
、

こ
の
よ
う
な
不
平
等
状
態

は
、
理
論

の
上
で
は
す

べ
て

の
人

々
が
均
し
く
保
有
す
る
政
治
的
諸
権
利

の
よ
り
有
効

な
行
使
を
、

一
部

の
人

々
に
、
認

め
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
、
合
衆
国

の
統
治
形
態

は
、
政

治
的

意
味

に
お

い
て
す
ら
、
完
円
的
な
民
主
主
義

の
形
態

で
は
な
い
。

例
え
ば
、
各

州
は
、

一
律
に
、
一
一名

の
連
邦

上
院

議
員
を
選
出
す
る
。
従

っ
て
、
人

口
稀
薄

な
州

に
お
け
る
投
票
者

は
、
結
果

に
お

い
て
、
そ
の
意
思
を
、
上
院
に
過

重

に
代
褒

さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
大
統
領

は
、
人
民

に
よ
る
直
接
選
挙
を
通
じ
て
選
挙
さ

れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
状
況

に
よ

っ
て
は
、
人
民
に
よ
る
直
接
選
挙

に
お
け
る
得
票
率

の
低

い
候
補
者
が
、
大
統

領
職

を
確
保
す

る
場
合
も
あ
り
得
る
。

一
八
八
八
年

に
お
け
る
B

・
ハ
リ
ソ

ソ

(野

蕊
mヨ
ゆコ
鵠
9議
ぎ

ロ
)
(直
接
選
挙

の
得

票
率
四
七

・
八
%
、
大
統
領
選
挙
人
獲
得
数

二
三

三
)
の
G

・
ク
リ
ー
ヴ

ラ
ン
ド

(O
δ
奉
「
Ω
o
<
巴
帥
巳
)
(
四
八

・
六
%
、

一
六
八
)
に
対
す

る
勝
利

な
ら
び
に

一
八

七
六
年

の
R

・
ヘ
イ
ズ

(殉
口
昏
①臥
o
a

じロ
騨
鵠
爵
。
。。)
(
四
七

・
九
%
、

一
八
五
)
の
S

・
J

・
テ
ィ

ル
デ

ソ

(留
ヨ
話
こ
申
↓
ま

窪
)
(
五

一
・
○

%
、

}
八
四
)
に
対
す
る

勝
利
が
、

こ
れ

に
当

る
。
さ
ら
に
、
連

邦
司
法
部

に
つ
い
て
み
れ
ば
、
連
邦
司
法
部
は
、
世
界

に
お
け

る
最
も
強
力
な
裁
判
制
度

で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
最

高
裁
判
所
判
事

は
、
人
民

の
直
接
選
挙

に
よ

っ
て
選
任
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
合
衆
国

に
お
け

る
政
治
体
系

の
い
わ
ば
、
《
非
》
民
主

主
義
的

要
素

(ミ
註
①
ヨ
◎
6「騨一剛O
①
一①目口
O口
け90)
は
、
同

じ
く
政
治
体
系

の
民
主
主
義
的

要
素

(紆
ヨ
9
冨
曹

①♂
日
①
ロ
芭

の

一
部
が
行
う
以
上

に
は
、

こ
の
国

の
多
数
者
意
思

を
挫
折

さ
せ
る

こ
と
は
な

い
と
み
て
よ

い
。

こ
れ

は
、

一
見
、
矛
盾

で
あ
る
。

し
か
し
、
事
実

は
、
そ
う

で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
連

邦
憲
法
は
、
権
力

の
地
域
的

・

機
能
的
分
割
を
通

し
て
、

連
邦
政
府
が
統

一
体

と
し
て
強
力

に
行
動
す

る
の
を
防
邉
す

る
統
治
形

態
を
創
建

し
た
。

憲
法
制
定

の
初
期
、

連
邦
政
府

の

《
実
焦
点
》

(§

ζ
8
霧
)
は
、
下
院

で
あ

っ
た
。
下
院

は
、

同
時

に
、
連
邦
政
府
に
お
け

る
最
も
民
主
的
な
部

門
を
構
成

し
た
。
事
実
、

一
時
期
、
今
日

の
民
主
党

の
源
流

で
あ
る

多
数
党
の
議
員
総
会

(Ω
叢
。島
)
が
、

そ
の
大
統

領
候
補
を
選
定

し
、

こ
れ
に
よ
り
、
実
質
的

に
大
統
領
を
選
出

し
た
。

一
八

一
二
年

の
対
英
戦
争
の
終
結
か
ら

一
八

二
〇
年
代

の
初
期

に
至
る
ま
で
、
今

日
の
民
主
党

の
母
型
に
当
る

沁
①唱
げ
一同$
コ
評
H蔓

が
、
唯

一
の
組
織
化
さ
れ
た
政
党
で
あ

っ
た
。

こ
の
時
期
は
、
国
富

o
{
O
Q
巳

蜀
8
一ぎ
㎎
と
、

一
般

に
呼
ば

れ
て
い
る
。

こ
の
期

間

に
、

渕
Φ
唱
げ
一冨

ロ
℃
母
¢

の
大
統
領
候
補

は
、

従

っ
て
、

事
実
上

の
大
統
領

は
、

下
院

に
お
け
る

閑
Φや
召
ぴ
一冨
昌

国
同崎

の
議
員
総
会

に
よ

っ
て
、
換
言
す
れ
ば
、
図
ぎ
αq
O
譲
自
。。
に
よ

っ
て
、
選
出
さ
れ

た
。

そ

れ
故
、

こ
の
時
期

に
は
、
下
院
を
支
配
し
た
政
党
は
、
同
時

に
、
行

政

部
を
も
支
配
す
る

こ
と
が
、
可
能

で
あ

っ
た
。

も
し
仮

に
、

こ
の
よ
う
な
状
況
が
、
そ
の
後

も

継
続

し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
合
衆
国

は
、
今

日
、
政
府
が
決
定
的

に

行
動

し
得
る
議
院
内
閣

制
を
採
用
し
て
い
た

で
あ

ろ
う
。

し
か
し
、
大
統

領
候
補

の
、
従

っ
て
、

大
統
領

の
、
選
出
韮
盤

の
狭
小
性
と

い
う
、
あ
る
意
味

に
お
け

る
こ

う
し
た
民
主
主
義

の
病
弊
は
、
民
主
主
義

の

一
層

の
増
進

に
よ

っ
て
、
治
癒

さ
れ
た
。
全
国
大
会

(2
四
紳δ
ロ
巴

O
o
薯
Φ艮
δ
ロ
)

の
導
入
が
、

こ
れ

で
あ

る
。

一
八
三
〇

年
代
末
葉

に
至
る
ま

で
に
、
民
主
党

の
大
統
領
候

補

は
、
下
院
議
員
総
会

で
は
な
く
、
よ
り
広
範

な
民
主
的
塞
盤

を
有
す
る
全
国
大
会

に
よ

っ
て
選

出
さ
れ
る

こ
と
に

(85)$5



な

っ
た
。
選
挙

そ
の
も

の
も
、
過
去

に
お
け
る

よ
り
も
、
民
主
的
と
な
る
に
至

っ
た
。

こ
れ
故
、

大
統
領

は
、
以
前

に
比
較

し
、
議
会

か
ら
の
独
立
性

へ
の
傾
斜
角
を

一
段
と
深

め
・
選
挙
権

の
拡
張

・
一
般
普
通
人

の
政
治

に
対
す

る
実
質
上
の
興
味
と
関
与

の
増
加

な
ど
と
相
互

に
照
射

し
ム
目
い
、
影
響

し

つ
つ
、
政
治

に
お
け
る
自

己

の
重
要
性

の
比
重
を
増
大
さ
せ
、
ま
た
自
己

の
権
力
と
威
信

を
著
し
く
成

長
さ
せ
る
に
至

っ
た
。

し
か
し
、
多
数
党

の
勢
威

と
権
力
は
、
長
期
的
展
望

に
た

つ
と
き
、

逆

に
、
衰
微
し
た
と

い
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
多
数
党
は
、
自
己

の
勢
威
と
権
力

を
保

持
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
上
下
両
院
及
び
独
立
の
大
統
領
職

の
双
方

を
同
時

に
統
制
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
と
い
う

至
難
な
状
況

に
立

ち
至

っ
た
か
ら

で
あ

る
。
も
う

一
つ
の
民
主
的
要
素

に
よ
る
多
数
者
意
思

の
挫
折

の
例
は
、
連
邦
上

院
議
員

の
人
民

に
よ
る
直
接
選
挙

を
定

め
た

一
九

一
三
年

の
憲
法
修
正
第

一
七
条

で
あ
る
。

一
九

=
二
年
以
前

に
は
、
人

々
は
、

上
院

を
、
《
大
富
豪

ク
ラ
ブ
》

(
ヨ
昌
、

一δ
津
陣誘
。。.
6ぼ
げ
)
と
指
称
し
て
い
た
。

上
院

は
、

公
務
員

の
任
免

に
関
す

る
特
権
な
ど
、

そ

の
特
殊

な
地
位
と
権
限

に
、基
づ
き
、

一
八
六
七
年

の
A

.
ジ

ョ
ソ
ソ
ン

(》
巳
話
竃
匂o
ず
霧
睾

)
大
統
領
の
弾
刻
事
件
が
あ

っ
て
以
来

こ
の
か
た
、
こ
と

に
、
ア
メ
リ
カ
政
治

組
織

の
な
か
に
き
わ
め
て
大
き

な
実

権
を
振
う

に
至

っ
た
。

こ
う
し

て
、
上
院
議
員

の
地
位

は
、
各
地

に
お
け

る
政
党
幹
部
組
織

の
指
導
者

(し口
。
。・・。
)
の
目
標
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
然
る

に
、
元
来
、
経
済
界

の
優
勝
者
で
あ
る
実
業
は
、

社
会

の
変
動
を
嫌
悪

し
て
現
状

の
維
持
を
選
ぶ

も
の
で
あ
る
。

こ
の
目
的
を
も

っ
て
、
実
業
が
政

治

の

ヨ
圏

に
接
近
し
た
こ
と
は
、
見
易
き
理

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

上
院
議
員

の
席

は
、
主
と
し
て
実
業

の
利
益
を

代
表
す

る
も

の
を
も

っ
て
充
当
さ
れ
る
に
至

り
、

そ
の
政
策

の
方
向

に
お
い
て
も
、
そ
の
た
め
に
多
大

の
影
響
を
藻
る

に
至

っ
た
の
で
あ

る
。

こ
う
し
た
実
業

と
政
治

と
の
接
近

の
時
代

は
、
同
時

に
、

ま
た
、
政
治
の
著

し
い
腐
敗

の
時
代

で
も
あ

っ
た
。

(山目阿
木
、

前

掲
書
五
四
頁

)
こ

の
よ
う
な
文
脈

で
憲
法
修
正
第

一
七
条
を
見
直

す
な
ら
ば

、
そ
れ
は
、
「政
党
幹
部
組
織

に
対
し

て
民
衆
の
加
え
た
る

一
痛
撃
」
(
{口同
木
、
前
掲
書
六
九
頁
)
で
あ

っ
た
。

も

し
憲
法
修
正

一
七
条
が
存
在

し
な
い
と
し
た
ら
、
実
業
と
政

治

の
接
近
に
よ
る
政
治
の
腐
敗

の
趨
勢

は
、

ま
す
ま
す
、
顕
著

に
な
り
、
上
院
は
、
そ

の
存
在

の
民
主

的
正
当
性

の
根
拠
を
喪
失
す
る
に
至
り
、
早
晩

、
廃
止

さ
れ

る
か
、
あ

る
い
は
、
弱
体
化

の

一
途

を
辿

っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
場
合
、
政
党
は
、
下
院

の
み
を
制
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
立
法
部
全
体
を
、

そ
の
支
配

下

に
置

く
こ
と
が

で
き

た
で
あ

ろ
う
。

さ
ら
に
、
国
民

一
般

に
お
け
る
政
治
的
多
数
者
が
、
立
法
部

に
お
け
る
政
治
的

多
数
者

に
転
成
す

る
こ
と
は
、
現

在
よ
り
も
遙

か
に
容

易
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
憲

法
修
正
第

一
七
条
は
、
国
民

一
般

に
お
け
る
政
治
的
多
数
者
と
立
法

部

に
お
け
る
政
治
的
多
数
者
と

の
有
機
的
連
関

を
断
ち
切

り
、
両
者
を
い
わ
ば
直
接
話

法
で
結
合
す

る
の
を
、
著
し
く
困
難
に
し
た
と
い
、比
よ
う
。
以
上
を
約
言
す
る

な
ら
ば
、
民
主
主
義

の
進
展

は
、
合
衆
国

の
全

国
政
府

の
内
部

に
、
次
第

に
、
「
別
個
独
立

の
民

主
的
権
力
を
所
持
す
る
諸
島
」
(一い一国
5
山・。
。
自
巳
Φ
需
瓢
山.
昌&

.
田
。。
.ゆ
二
。

"
o≦
臼
)
(≦
・費

b巳
霞
づ
訂
昼

o
サ

鼻

二

宰
峯

)
を
創
出
す

る
に
至

っ
た
。

全
国
政
府

に
お
け
る

各
部
門
が
他
の
二
部
門
を
抑
制
す

る
こ
と
が
可
能

で
あ

る
故

に
、
多

数
者
意
思

の
権
威

と
実
効
性
は
、
着
実

に
、
後

退
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

な

《非

》
民
主
主
義
的
事
態

か
ら
の
脱
出

口
が
探
究

さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
こ

と
は
、
多
言

を
侯

つ
ま
で
も
な

い
。

宗
教

ア

メ
リ
ヵ
社
会

の
基
礎
が
構
築
さ
れ
た

一
七
世
紀

に
は
、

国
教
会

(¢
。。欝
匡
誘
げ
巴

島
母
9
①の
)
が
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
全

体
を
通
じ
て
、
宗
教
的
独
占
を
、
当

然
の
権
利

と
し
て
主
張

し
て
い
た
。

こ
う
し
た
国
教
会

へ
の
反
対
者

は
、
瞑

々
、
迫
害

さ
れ
、
逮
捕

さ
れ
、
拷
問

に
会

い
、

そ
し
て
、
時

に
は
、
死
刑
に
処

せ
ら
れ
た
。

こ
の
よ

86(86)
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う
な
酷
薄

な
脈
絡

の
な
か
で
、

エ
リ
ザ
ベ

ス

一
世

巨
藍

冨
昏

一
の
治
世

に
少
数
無
名
の
人

々
よ
り
成
る
微

々
た
る

一
小
団
体
が
相
寄
り
国
教
会
と
断

う
て
自

ら

一
教

会
を
組
織

し
た

こ
と
は
、
当
時

の

9
霞
爵

の
観
念

よ
り
す
れ
ば
、

実

に
未
曽
有

の
大
事
件

で
あ

っ
て
、
端

な
く
も
個
人

の
尊
厳
と

い
う
思
想
と
、
自
由
な
る
個
人
間

の
契
約

に
よ

っ
て
団
体
は
創
設
さ
れ

る
と
な
す
思
想
と
が
、

イ
ギ
リ

ス
国
民

の
な
か
に
具
体
化

さ
れ
る
端
緒
と
な

っ
た

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宗
教
団
体

の
基
礎
で

あ
る
契
約
が
ま
た
等
し
く
政
治
団
体

の
墓
礎

を

な
す
も

の
と
さ
れ
、
政
治
上

の

一
切

の
権
力

の
根
源
は
、
自
主
独
立

の
個
人

の
同
意

に
あ
り
と
な
す
思
想
が
起

っ
た
。

こ
の
種

の
思
想
が
、

ニ
ュ
ー
イ

ソ
グ

ラ
ソ
ド

に
移
住
し
た

留
囁
箪

…の仲
及
び

℃
韓
罰欝
甥

の
心
を
支
配
す
る
根
本
観
念
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

国
…鵬
臥
ヨ

閃
帥汗
。窮

が

一

六
二
〇
年
プ

リ

マ
ス

(勺
ぐ
ヨ
o陣
ず
)
に
最
初

の
足
跡
を
印
す
る
前
、
船
中

に
お

い
て
作
成

し
た
契

約

竃
9・毬

。類
興

O
o
ヨ
嵩
9

は
、

こ
の
こ
と
を
証
す
る
著

し
き
例
で
あ

る
。
(高
木
、
前
掲
書
、
五
頁
。
斎
藤
真

『
原

型
と
し
て
の
プ

リ

マ
ス
植
民
地
1
同
質

と
異
質

と

の
統
分
1
』

〔国
家
学
会
百
年
記
念

「
国
家
と
市
民
」
第
二
巻

(
一
九

八
七
年
)
〕
三
頁
-
三
五
頁
参

照
。
)
ト

ッ
ク
ヴ

ィ
ル
も
、

こ
れ
と
同

じ
こ
と
を
、
次

の
よ
う

に
記
し
て

い
る
。
(}

鳥
。
↓
8
ぬ
器
く
竃
P

o
宰

島
f

4
0
r
一噌
ヤ
ω
ほ
.)
「
イ

ギ

リ
ス
領

ア
メ
リ
カ
の
圧
倒
的
部
分

は
、

ロ
!

マ
教
皇

の
権
威
を
拒
絶

し
た
後

に
、

他

の
い
か
な
る
宗
教

の
至
上
性
を
も

承
認

し
な

い
人

々
に
よ

っ
て
、

植
民
さ
れ

た
。

彼

ら
は
、
新
世
界

に
、

彼

ら
と
と
も
に

キ
リ

ス
ト
教

の

一
信
仰
形
態

を
持

ち
こ
ん
だ
。

私

は
、

こ
の
信
仰
形
態
を
、

民
主
主
義
的

に
し
て
共
和
主
義
的
な
信
仰

(鼠

霞

g
糞

圃$

乱

「6
昏
謡
$
瓢
「集

ぴq
δ
冨
)
と

称
す
る
以
外

に
、
記
述

し
よ
う
が
な
い
と
お
も
う
。

こ
の
信
仰
が
、
共
和
国
の
設
立
と
、
公
務

の
処
理

に
お
け
る
民
主

主
義

の
推
進

に
、
多
大

の
貢
献

を
し
た
。

し
か
も
、
植
民
地
時
代

の
原
初
期

か
ら
、
政
治
と
宗

教
と

は
、
決

し
て
解
約
さ
れ
る

こ
と

の
な
い
同
盟

を
締
結
し
た

の
で
あ

る
」
。

こ
の
同
盟
は
、

い
か
に
重
要

で
あ
ろ
う

と
も
、
非
公
式

の
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
、
法
的
強
制
力

に
依
拠
し
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

憲
法
修
正
第

一
条

は
、

こ
う
し
た
法
的
強
制
力

へ
の
依
拠
を
禁
絶

し
て
い
る
。
憲
法
修
正
第

一
条

は
、
議
会

に
よ
る
国
教

の
樹
立

や
信
教
上

の
自
由

な
行
為

へ
の
干
渉

を
禁
止

し
て
い
る
。

こ
の
禁
止
条
項
が
、

一
部

の
人

々
の
間

に
不
安
感

や
危
機
感
を
醸
成
し
た

よ
う
な
、
当
時

の
人

々
を
、
無
神
論
を
助
長
す
る
方
向
に
牽
引
し
て
ゆ

く
と

い
う
負

の
力

は
、
も
と
よ
り
、
存
在

し
て

い
な
か

っ
た
。
事
実
、
今

日
の
合
衆
国

に
お
け

る
教
会

へ
の
参
列
者
数

は
、
世
界

の
産
業
国
家
の
な
か
で
も
、
最
高
段

階

に
あ
る
。

こ
れ

に
反

し
、
国
教
会

の
首
伽

の
下

に
あ
る
イ
ギ

リ

ス
の
ご

と
き
国
家
は
、
最
低

の
段
階

に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
合
衆
国
に
お
け
る
宗
教
の
強
靱
な
持
続

力

の
系
図

を
辿
る
な
ら
ば
、
端
初
は
、
宗
教

を
通

し
て
数
多

の

《島
蝦
共
同
体
》
(一〇α一帥
瓢
巖
OO
ヨ
ヨ
ロ
コ
一紳一〇
ロo)
が
明
晰

な
外
郭

に
縁
取
ら
れ
て
画
定
さ
れ
、
そ
の
な
か

で
、

そ
れ
ぞ

れ
の
信
仰

が
、
世
代

か
ら
世
代

へ
と
周

到

に
伝
達
さ
れ
て
ゆ
く
と

い
う
事
実

に
、
究
極

的

に
帰
著
す
る
。

こ
う

し
て
、
現
在
、
合
衆
国

に
は
、
多
く

の
宗
教
団

体
が
、
活
発
な
儒
教

上
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

一
九
八
〇
年
代
中
葉

に
お
け
る
合
衆
国
人

口
の
四
〇

%
弱

に
当
る
八
八
〇
〇
万

の
人

々
は
、

一
見
、

い
か
な
る
組

織
化
さ
れ
た
宗
教
団
体

に
も
所
属

し
て
い
な

い
よ
う

に
お
も
わ
れ
る
。

し
か
し
、
彼
ら
の
大
部

分
は
、
文
化
的
感
覚

に
お
い
て
、
プ

ロ
テ

ス
タ

ソ
ト

(℃
HO紳①喚り貯
脚口
仲)
で

あ
る
。

そ
の
よ
う

に
考
え
る
な
ら
ば
、
今
日

に

お
け
る
ア

メ
リ
カ
人

の
宗
教
構
成

は
、
プ

ロ
テ

ス
タ

ソ
ト
六
二
%
、

カ
ト
リ

ッ
ク
教
徒

(閑
o
富

嶺
0
9
ゴ
o
膏

)
及
び
東

方
正
教
会
教
徒

(琿

仲Φヨ

9

昏
亀
畠

と

一五

%
、

ユ
ダ

ヤ
教

徒

(甘
鼠
。。ぴ
)
三
%
、
そ

の
他

一
%
、
以

上
と
な
る
。
な
お
、
意
識
的
な
無
神
論
者
も
し
く

は
不
可
知
論

春
は
、

一
〇
%
で
あ

る
。
以
上

の
数
値

は
、
必
ず

し
も
合
衆
国

に
お
け
る
宗
教
団
体

の
多
様
性

の
実
態

を
全
面
的
に
捉
え
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
ヅ

冒
テ
ス
タ

ン
ト

の
宗
派
だ
け
を
と

り
あ
げ
て
も
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塵
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で
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り
、
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の
説
く
と
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ろ
も
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互
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る
。

し
か
も
、

そ
の
数

は
、
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と
分
裂

に
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っ
て
、
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え
ず
変
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る
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滅
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教
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滅
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〇

の

宗
派
が
、
積
極
的
な
信
教
上

の
活
動

を
繰

り
広
げ

て
い
る
。

こ
れ
ら

の
団
体
や
宗
派
は
、

構
成

員
が
僅
か
五
五
名

の

℃
ユ
ヨ
三
〈
。
〉
牙
Φ三

〇
訂
闘。。仲一碧

O
げ
耳
9

か
ら

四
九
〇
〇

万
の
構
成
員
を
擁
す

る

閑
o
旨
碧

O
。。ひ
。
一凶。
9

自
蹄
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で
及
ん
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る
。
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メ
リ

カ
社
会

は
、

こ
う
し
て
、
多
元
的
な
層
を
成
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て
累
積
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て
い
る
様

々
な
宗
派

の
強

固
な
岩

脈
に
よ

っ
て
、
根
底
か

ら
深
く
支
え
ら
れ
て

い
る
と

い
え
よ
う
。

以
上

で
あ
る
。

「合
衆
国

の
政
治
文
化

に
お
け
る
基
本
的
事

項
i
私
有
財
産
、

自
由
、
民
主
主
義
、
そ
し
て
、

宗
教
ー

は
、
合

衆
国
全
体
を
通

じ
て
ほ
ぼ
同

一
で
あ

る
。
事
実
、
す

ぺ
て
の
ア
メ
リ
カ
人
は
、
彼
ら
が
、
突
然

に
大

富
豪
と
な
り
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宗
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尊
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政
府
干
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樺
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こ
と
な
く
、

な

し
得
る
と
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確

信
し
て
い
る
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こ
の
よ
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態
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多
種
多
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の
背
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担
う
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リ
カ
人
を
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一
つ
に
結
合
す

る

の
で
あ

る
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立
場

に
対

し
て
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い
る
。
(寓
・
閏
。
ぎ
ざ

§

閃
冬

罵
⑦
§
ミ
ら
㍉
慰
暫
ミ
、
守
ミ
ミ
ミ
偽

§

寝
O
§

動ミ
ミ
§

鴨
ミ
尋
螺§
§

唖
お
賠
山
籍

錘

遣
G。黛

℃掌
o。
㌣
。。
ご

「進
歩
主
義
と
い
う
言
葉

の
意
味

の
分
明
化

の
作
業
を
最
も

混
乱
さ

せ
、

ま
た
、

こ
れ

に
最

も
打
撃
を
与
え
て

い
る

の
が
、

進
歩
主
義

を
、
基
本
的
事
項

へ
の
A
呈
恩

と
み
る
立
場

に
ほ
か
な
ら
な

い
。

こ
の
立
場
は
、
新
世
界

の
環
境

と
、
そ

こ
に
お
け
る
進
歩
主
義
的
諸
価
値

の
明
白
な
実
在
と

の
間

に
、
有
機
的
関
係
が
存
在
す
る
こ

と
を
強
調
し
、
そ
う
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、

ア

メ
リ
カ
社
会

に
道
徳
的
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す
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す
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。
巳

暢

§

鳴

甦

ミ

q
ミ

O
q
亀
磯

馬

§

軋

ミ

馬

臥
ミ

ミ

§

§

黛

ミ

b
§

§

§

ざ

N
ミ

S

2
①
自

℃
①
一「
8

餌
巳

r

P

訂

・
σq
ξ

.

§

鳴

譜

§

智
.肋

中

箋

§

ミ

噂
、
§

ミ

鴇
遣

・。
卜

¢
震
訂

博

〉
。。
げ
①
炉

、
鳶
吻
§

ミ
ミ

臼

ミ

§

軸ζ

ミ

毎

ミ
偽
き

§

℃
ミ
ミ

塗

卜Q
ミ

馬
概
二

」
ゆ
QQ
黛

画
醤
賎

恥
、
蹴

軸
亀
・曽

誌

Qo
ド

(
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)

匂
・類

.
O
薯

圃。。
唱
o
宰

6
搾

・
マ
日
,

な

お

、

大

統

領

選

挙

人

の
選

出

方

法

を

簡

単

に

記

す

な

ら

ば

、

次

の

よ

う

に

な

る

。

〔留

旨
臣

一
ρ

評

#
。
窃
。
華

ヵ
。
αq
雪

国

O
鶉

一α
。。。
P

ゆ
乱

切
碧

号

=

中

衷

豆
曙

り

》

さ

ミ

守

港

亀

q
ミ
暑
、
§
、ミ
ミ

味怯§

き

》
ミ

ミ

§

O
ミ
ミ
ミ
嵩
鳴
ミ
る

ミ

ミ

丸
b
。。晦
ら

三

さ
-
置
一・
智
羅

㎝
多

ヨ

9

p

』
ミ

、§

ミ
象

竃
§
ミ

ミ
㌦
卑

ミ

睾

疑
§
噂
這
鴇
ゆ
℃
亨
・。
鵠
-
b。
一曽

〔
本
稿

の
な
か

で
引
用

す
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法

の
邦
訳

ぱ
、

C

.
A

.
ビ
ア
ー
ド

『
ア
メ
リ
カ
政
党
史
』
斎
藤
真

.
有
賀
貞
訳
編

(
一
九
六
八
年
)
(東
大
出
版
会

)
に
収

め
ら
れ

て

い
る

「
資
料
」

の

「
9
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法

(
一刈
。。Q。
醤

)」
(
二
五
八
頁
-
二
七
六
頁
)

に
よ
る
。
〕

合
衆
国
憲
法
第

一
節
第
二
項
は
、

「各
州

は
そ

の
州
議
会

の
定

め
る
方
法

に
よ
り
、

そ

の
州

か
ら
連
邦
議
会
に
送

り
得
る

元
老
院
お
よ
び
代
議
院

の
議
員

の
総
数

と

同
数

の
選
挙
人
を
任
命
す

る
」
と
規
定
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
各
州

の

「州
議
会

の
定
め
る
方
法
」

は
、
様

々
で
あ
る
。

し
か
し
、
大
統
領
選
挙
人

の
大
部
分

は
、
包

括
的

公
認
候
補
者
名
簿

制

(αq
。器
邑

膏

閃
。片
。・
透

①
ヨ
)
に
基
づ
き
選

出
さ
れ
る
。

こ
れ

は
、
各
州

に
お
け
る
各
党

の
大
統
領
選
挙
人
全
員

の
名
前
が
、
候
補
者

名
簿

に

記
載
さ
れ
、
彼

ら
が

一
体

と
し
て
立
候
補
す
る
制
度

で
あ
る
。

こ
れ
故
、
選
挙

民
が
大
統
領

に
投
票
す
る
と
き
、
現
実

に
は
、
彼

ら
は

「
そ

の
州

か
ら
連
邦
議
会

に
送

り
得
る
元
老
院

お
よ
び
代
議
院

の
議
員

の
総
数

と
同
数

の
選
挙
人
」
に
投
票
す
る

こ
と
に
な
る
。

今
日
に
お
け
る

こ
の
唯

一
の
例
外

は
、

メ
イ

ン
州

で
あ
る
。

こ
こ
で

は
、

}
九

六
九
年

に
、
下
院
議
員
選
挙
区
制

(儀
翼
暑
ヨ

透

Φ日
)
が
、

採
用

さ

れ

て

い
る
。

メ
イ

ソ
州

に
割
り
当

て
ら
れ
た
四
名

の
大
統
領
選
挙

人
の
う
ち
、
二
名

は
、
州
全
体
を

一
つ
の
選
挙
区

と
し
て
選
出
さ

れ
る
。
他

の
二
名

は
、
各
下
院
議
員
選
挙
区
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
選
出
さ
れ
る
。

一
九

七
二
年
、

一
九
七
六
年
、

一
九

八
〇
年
、

そ
し
て
、

一
九
八
四
年

の
各

々
の
大
統

領
選
挙

に
お

い
て
、
共
和
党
候
補

は
、
双
方

の
選
挙
区

を
制

し
た
。

こ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
選
挙
で
、

メ
イ

ン
州

の

大
統
領
選
挙
人

の
投
票
が
、
民
主

・
共
和
両
党

に
分
裂
す
る

こ
と
は
な
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
分
裂
投
票
が
生
じ
た
過
去

の
例

は
、

一
八
九
二
年

の
、、、
シ
ガ

ソ
州

で
あ

90Aso)



公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相¢尊

る
。

こ
の
場
合
、
下
院
議
員
選
挙
区
か
ら
選
出

さ
れ
る
大
統
領
選
挙
人

一
四
名

の
う
ち
、
九
名

が
共
和
党
員

で
あ

り
、
五
名
が
民
主
党
員

で
あ

っ
た
。

そ
れ
で
は
、
大

統
領
選
挙
人

は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
指
名
さ
れ

る
の
で
あ

ろ
う
か
。

そ
れ

は
、
各
州
法

の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
九

八
〇
年

の
場
合
、
大
統
領
選
挙
人
が
、
州
政

党
大
会

(m聾
㊦
茗
一三
畠
一
冨
「¢

8
蒋
窪
齢δ
誘

)
で
指
名
さ
れ
る
州
は
、
三
八
州

で
あ

っ
た
。

他

の
大
部

分

の
州
は
、

州
政
党

委
員

会
も
し
く
は
予
備
選
挙

(。。一ロ帥。

星

圃
60
ヨ
臼
繭詳
8
。・
o
唖
鳴
ぎ
師蔓

。
響

仲δ
驕
)
に
よ

っ
て
、

大
統
領
選
挙
人

を
指
名
し
て
い
る
。

た
だ
し
、

ペ
ソ
シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
州
で
は
、
州
法

は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
大

統
領
候
補
が
自
己
の
政
党

の
大
統

領
選
挙
人
を
選
定
す

べ
き

こ
と
を
、
規
定
し
て

い
る
。

こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
大
統
領
選
挙
人
候
補
者

の
大
部
分

は
、
政
党

に
よ

っ

て
選
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
通
常
、
大
統
領
選
挙
人
と
し
て
選
出
さ
れ
た

こ
と
は
、
党

に
対

す
る
忠
勤

を
公
認
す
る
些
少
な
名
誉
が
授
与

さ
れ

た
こ
と
と
実
体
的

に

一
致
す
る
。
十

一
月

の
大
統
領
選
挙
で
は
、
選
挙

民
は
、
大
統
領
選
挙
人

の
候
補
者
名
簿
間

に
お
け
る
選
定
を
行
な
う
。
し
か
し
、
大
部
分

の
州

で
は
、
各
党

の
大
統

領
選
挙
人

の
名
前

は
、
投
票
用
紙

に
記
載

さ
れ

て
い
な
い
。

一
九
八
〇
年

の
場
合
、
大
統

領

・
副
大
統
領
両
候
補

の
名
前

の
み
が
、
投
票
用
紙

に
明
記
さ
れ

て
い
た
州

は
、
三
八
州

で
あ
り
、

こ
れ
に
、

コ
穿
ン
ビ
ア
地
区
が
加

わ
る
。

一
二
の
州

で
は
、
大
統

領

・
副

大
統
領
両
候
補

と
大
統

領
選
挙
人

の
双
方

の
名
前
が
、
載

せ
ら
れ

て

い
る
。

し
か
し
、
大
統
領
選
挙
人

の
名
前
が
投
票
用
紙

に
掲
載

さ
れ

て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
選
挙
民
は
、
大
統
領
選
挙
人
を
選
出
す

る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
州

に
お

い
て
、
最
大
票
数
を
糾
合

し
た
大
統
領
選

挙
人
候
補
者
名
簿
が
、
勝
利

を
確
保
す
る
。
別

の
い
い
方

を
す
れ
ば
、
州

に
お
け
る
人
民
投
票

の
相
対
的
な
多
数
者
支

持

(三
霞
臣

¢
)
の
汲
引

に
成
功
し
た
大
統
領

・
副
大
統
領
両
候
補
が
、
当
該
州

に
お
け
る
大
統

領
選
挙
人
全
員
を
獲
得
す
る
。

(
54
)

大
統
領
選
挙
人

の
大
部
分

は
、
忠
実
な
党
員

で
あ
る
。
彼
ら
が
、
投
票

に
臨

ん
で
、
独
自

の
判
断
を
行
使

し
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
行
動
を
起
す
と

い
う

.u
と
は
、
ま

ず
、
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
彼

ら
は
、
自

己

の
所
属
政
党

の
全
国
大
会

(ヴ制口自
凱
Oコ
騨
一
(
騨0
謬
く
①口
戯
O
昌
)

で
指
名
さ
れ
た
大
統
領

・
副
大
統
領
両
候
補

に
投
票
す
る
も

の
と
、
常

に
予
想
さ
れ

て
い
る
。
通
常

の
場
合

、

こ
う
し
た
予
想

を
逆
転
さ
せ
る
事
態
が
成
立
す

る
可
能
性
は
、
零

に
等

し
い
。
彼
ら

の
投
票

は
、
自
己

の
所
属
政
党

の
全
国
大
会

で
指
名
さ
れ
た
大
統
領

・
副
大
統

領
両
候
補

に
対

し
て
、
自
動
的

に
行
わ
れ

る
た

め
、
大
部
分

の
州

に
お
げ
る
投
票
用
紙

に
は
、
大
統
領

・
副
大
統
領
両

候
補

の
名
前

の
み
が
、
印
刷
さ
れ
る

に
す
ぎ

な

い
。
二

一
の
州
で
は
、
大
統
領
選
挙
人

は
、
法
律

に
よ

っ
て
、
彼
ら
の
所
属
政
党

で
指
名
さ
れ
た
大
統
領

.
副
大
統
領

両
候
補
、

も
し
く
は
、
彼
ら

の
州

に
お
け
る
人

民
投
票

で
相
対
的
多
数

の
支
持
を
獲
得

し
た
大
統

領

・
副
大
統
領
両
候
補

の
、

い
ず
れ
か
に
、
投
票
す
る

こ
と

を
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
あ

る
い
は
、
彼
ら
は
、
政
党
組
織

の
要
求
に
応
じ
、
所
属
政
党

に
よ

っ
て
指
名
さ
れ
た
大
統
領

・
副
大
統
領
両
候
補

に
対

す
る
支
持
を
、
誓
約

し

な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

し
か
し
、
そ
の
他

の
州

で
は
、
大
統
領
選
挙
人
は
、
憲
法
、
連
邦
法
、
そ

し
て
、
州

法
に
規
定
さ
れ
た
義
務
に
し
た
が

い
、
投
票
す
る

こ
と
を
以

っ
て
足
り
る
。

こ
う
し
た
状
況
が
、

い
わ
ゆ
る

《
不
実

な
大
統
領
選
挙
人
》
(
雷
仲ぼ
①沼
巴
霧
言
「)
の
問
題

を
提

起
す
る
。
《
不
実

な
大
統
領
選
挙
人
》
と
は
、
自

己
の
州

に
お
け
る
人
民
投
票

の
勝
利
者

以
外

の
大
統

領
候
補

に
投
票
す
る
大
統
領
選
挙
人
で
あ
る
。

一
八

二
〇
年

か
ら

}
九
四
四
年

に
至
る
ま
で
の
大
統
領
選
挙

で
は
、

こ
う

し
た

《
不
実

な
大
統
領
選
挙
人
》
は
、
皆
無

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
後

の

↓
九
四
八
年
、

一
九
五
六
年
、

一
九
六
〇
年
、

一
九
六
八
年
、

一
九
七
一
一年
、

そ
し
て
、

一
九
七

六
年

の
六
回
の
大
統
領
選
挙
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
平
穏
な
状
況

は
、
劇
的

な
変
調

を
示
し

た
。

こ
れ
ら
の
場
合

、
大
統
領
選
挙
人

の
若
干
名

は
、
彼
ら

の
投
票

を
受
く

べ
き
資
格

の
あ
る
候
補
者
以
外

の
箒
三
者

に
、
票

を
投
じ
た
。
最
近

の
事

例
と
し
て
、

一
九
七
二
年

に
、
ヴ

ァ
!
ジ

ニ
ア
州
選
出

の

一
大
統
領
選
挙
人

(
共
和

(sr)91



党
)
は
、

ニ
ク
ソ
ン
候
補
支
持

と
い
う
党

か
ら
課

せ
ら
れ
た
厳
格
な
枠
組

の
外

に

一
気

に
飛
翔
し
、
弱
小
政
党

で
あ

る
自
由
主
義
党

(臣
冨
「耳

断睾

辞
「ξ
)
(
一
九
七

二
年
設
立

)
の
候
補
者

に
投
票

し
た
。

(自
由

主
義
党

の
基
本
政
策
は
、
内
政
面

に
お
け
る
社
会

諸
機
能

の
完
全
私
有
化

・
政
府
権
力

の
徹
底
的
制
限

・
大
幅

な
減
税

で
あ
り
、
外
交
面
に
お
け
る
非
干
渉
主
義

で

あ

る
。

一
九
七
コ
年

の
直

接
選
挙

の
得
票
数
二
、

六
九

一
票
、

一
九
七
六
年

一
七
三
、
〇

一
一
票
、

一
九
八
〇
年

九
二

一
、
二
九
九
票
、

一
九

八
四
年
二
二
八
、
三

一
四
票

で
あ
る
。
)

こ
の
大
統
領
選
挙
人
は
、
語

る

も

不
思

議

な

こ
と
に
は

(ヨ
μ「p①げ
凶一①
山
幽6
ゴ」
)、

一
九
七
六
年

に
、
自

由
主
義
党

の
大
統
領
候
補
と
し
て
、
大
統
領
選
挙

に
出
馬
し
た
。

一
九
七
六
年

に
は
、

ワ
シ
ン
ト

ン
州
選
出

の
同
じ
く
共
和
党
所
属
の

一
大
統
領
選
挙
人

は
、

フ
ォ
ー

ド
候
補

に
投
票
す

べ
き
と

こ
ろ
、

レ
ー
ガ

ソ
に
投
票
し
た
。
以
上
六
回
の
い
ず

れ
の
場
合
で
も
、

こ
の
よ
う
な
正
規

の
投
票
軌
道
か
ら
の
逸
脱
現
象

も
、
選
挙
の
結
果

を
左
右
す
る
ま
で
に
至

っ
て

い
な

い
。

こ
の
意

味

に
お
い
て
、
《
不
実
な
大
統
領
選
挙
人
》
間
題

は
、

現
実

の
問
題

と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
、
仮
定

の
問
題
と

い

っ

て
よ
か
ろ
う
。
(堕
ρ

男
卑
富
話
o昌
卑

山
r

o,

島
r

℃
や
塞
一山
継P

聞
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Qa
o「帥
ロひ
o
や
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罫
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ω
鼠

Φ9
層
一零
9

"
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魔
ム
μ

望
げ
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堕
唱
や
劇
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歯
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乱
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9

巴
二
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唱
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-
㎝
鯉
)

(
55
)

r

慰
「ヨ
き
甲
oマ

9

二

旭
掌
一9
-
一
①8

(
56
)

下
院

に
よ
る
大
統
領

の
選
定

は
、

い
ま
ま
で
に
二
度
生
じ
て
い
る
。

最
初

は

一
八
〇

一
年

で

あ

り
、
T

・
ジ

ェ
フ

ァ
ソ

ン

(↓
ぎ
ヨ
錺

智
穿
「。。8

)
が

A

・
バ

ー

(〉
「「O
コ
ロd
己r「「
)
と
大
統

領
選
挙
人

の
獲
得
数
が
同
数

(
七
三
)
で
あ

っ
た
た
め
、
下
院

に
よ

っ
て
大
統
領

に
選
定

さ
れ
た
。
次
が
、

一
八
二
五
年

で
あ
り
、

い
ず
れ

の

候
補
者
も
大
統
領
選
挙
人

の
過
半
数

の
支
持
を
確
保

し
得
な
か

っ
た
故
、
下
院
が
J

・
Q

・
ア
ダ

ム
ス

Q
。ぎ

O
巳
ロ
爵

〉
臼
ヨ
。。)
を
大
統
領

に
選
任

し
た
。

(
57
)

上
院
が
副
大
統
領

を
選
定

し
た
唯

一
の
例

は
、

一
八
三
七
年

の
R

・
M

・
ジ

ョ
ン
ソ
ン

(零
。
葺
巴

ζ
噛
一〇
ぎ

。。。
コ
)
(民
主
党

)
で
あ

る
。

一
八
三
六
年

の
大
統

領

選
挙

に
お
い
て
、
民
主
党

の
大
統
領
候
補

M

・
V

・
ビ

ュ
ー
レ
ソ

(ζ
帥「什凶コ
～N自oコ
一W舘
「O
昌
)
は
、

人
民
投
票

の
五
〇

・
九
%
、
大
統
領
選
挙
人
獲
得
数

一
七
〇

に
よ

っ

て
、
反
対
党

の
ホ
イ
ッ
グ
党

(壽

碍

国
量

)

の
分
裂

に
乗
じ
、
勝
利
を
得
た
。
し
か
し
、
ビ

ュ
ー
レ
ソ
と

ペ
ア
ー
を
組

ん
だ

ジ

ョ
ソ
ソ

ソ
副
大
統
領
候
補

は
、
ヴ

ァ

ー
ジ

ニ
ア
州

に
お
け
る
民
主
党

に
■と

っ
て
、
好

ま
し
か
ら
ざ
る
候
補
で
あ

っ
た
。

こ
の
た
め
ジ

ョ
ソ
ソ

ン
は
、
選
挙
人
団
体
制

に
.お
け
る
大
統
領
選
挙
人
総
数
二
九
四

の
、
ま
さ
し
く
正
確

に
二
分

の

一
に
■当
る

一
四

七
の
支
持
を
調
達
し
得
た
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。

そ

こ
で
、
副
大
統
領

の
選
任

は
、
上
院

に
付
託

さ
れ
た
。

し
か
し
、
民

主
党
支
配

の
上
院
は
、
開
題
な
く
、
ジ

ョ
ソ
ソ

ソ
を
、
副
大
統
領

に
選
任

し
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
上
院

に
お
け
る
副
統
領
選
挙

の
困
惑
し
た
状
況
が
、

一
八
〇

四

年

に
お
け

る
憲
法
修
正
第

一
二
条

の
制
定

へ
の
通
路
を
開

い
た
。

憲
法
修
正
第

一
二
条
二
項
は
、

次

の
よ
う

に
規
定
す
る
。
「
副
大
統
領

の
た
め
の
投
票

の
最
大
多
数

を
得
た
者

を
も

っ
て
、
副
大
統
領
と
す
る
。
た

だ
し
、

そ
の
数

は
選
任
さ
れ
た
選
挙
人
全
数

の
過

半
数

で
あ

る
こ
と
を
要
す
る
。
も
し
何
人
も
右

の
過
半
数
を
得

な
か

っ
た
と
き
は
、
人
名
表

に

つ
き
最
高
点
を
得

た
者
二
名

の
中

か
ら
、
元
老
院
を
し
て
副
大
統
領
を
選
任

さ
せ
る
。

こ
の
目
的

の
た
め
に
は
、
元
老
院
議
員

の
総
数

の
三

分

の
二
を
も

っ
て
定
足
数
と
し
、
そ
し
て
選
任

の
た
め
に
は
、
総
数

の
過
半
数

を
要
す

る
も

の
と
す
る
。

し
か
し
何
人
も
、
憲
法
上
大
統
領

の
職

に
就

く
こ
と

の
で
ぎ

な
い
者
は
、
合
衆
国
副
統
領

の
職

に
就

く

こ
と

が
で
き

な

い
」。

(≦

o
、
ごd
耳
暮
署

申
。
や

。
副梓こ

冒・謬
・。
・
鵠
鴨

・。
邑

℃
・
冨

§

噸
。噂
・
鼻

二

u
●お
P
)

(
58
)

2
巴
8
コ
≦
●
℃
o
『
ξ

餌
民

〉
碧
8

≦

二
臼
謡
犀
団
噌
ヤ
ミ
鎗
蒔
ミ
ミ

甦
ミ
ミ

ミ
融

要
ミ
帖鵡
臥禽

黛

冨
ミ
ミ
笥
§

蛸
曳ミ
◎
ミ
、
、
ミ
ミ
畠
甲
窃
ミ

馬
斜

駄
も
。。ト

唱
・9

8
●

(
59
)

こ
の
よ
う
な
間
接
選
挙

は
、

人
民

に
よ
る
民

主
主
義

(B
唱
巳
印「
牙
ヨ
8
冨
。団
)
に
対
す
る
憲
法

制
定
者

の
生
来

の
不
信
感

に
基

因
す
る
と

こ
ろ
の
、
大
統
領
の
直
接

92{92)
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選
挙

へ
の
彼
ら

の
恐
怖
感
を
映
像
化
し
た
、
そ

の
投
影
図

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
憲
法
制
定
者

は
、
選
挙

人
団
体
制
を
、
理
性
と
良
識
あ

る
人

々
の
純
然

た
る
審
議
機
関

と
す
る

こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。

(男
ト

Qり
。
茜
ロ
め
β

鼠
r

α
夢

①F
噛
や
ま
⑩
.
ト
譲
.
U
pく
ジ

0
7

。
曲£

や
刈
即
)
こ
の

こ
と
は
、
「
ザ

フ

孤
デ

ラ
リ

ス
」
(↓
7
Φ
男
巴
。
話
一ぼ
)

第

六

八
篇

の

A

・

ハ
ミ

ル

ト

ソ

(
〉
一〇
寓
食0
5
α
Φ
「

}出
悌
ヨ
時一峠O
冨
)

の
次

の

一
文

に
、

覗

わ

れ

る

。

(
寒

ミ

譜

ミ

書

赴

ミ

寒

冬

ミ

O
§

恥
ミ

ミ

』§

噂
3

き

執
亀
§

、

津

-

ミ
ミ

§

矯
智

ミ
鴇

さ

琴

§

§

職

智

§

鳶

団
℃
睾

匙

ミ

ミ

ミ
軸
§

讐
o
§

ら
壁
§

§

織

さ

、霧

薯

さ

駁

しロ
偽
ミ

お

廃

層
や
ω
幽
◎。
6
)

「
人
民
の
総
意

は
、
き
わ
め
て
重
要

な
信
頼

が
託
さ
れ
る
べ
き
人
物

の
選
択

の
場
で
作

動
す

る

こ
と
が
、
望
ま
し
い
。
…
…
こ
の
目
標

は
、
そ
の
選
択
権

の
行
使
を
、

既
成

の
団
体

に
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
特
別

の

目
的

の
た
め
に
選
出
さ
れ
た
人

々
に
付
託
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
達

せ
ら
れ

よ
う
。
大
統
領
の
直
接
選
挙

は
、
以
下
の

人

々
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
…
…
大
統

領
の
地
位

に
適
合
し
た
資
質
を
余
す
と

こ
ろ

な
く
分
析
す
る

こ
と
が

で
き
、
さ
ら

に
、
そ

の
選
択
を
決
定
す
る
の

に
適
当
と
認

め
ら
れ
る
ま
さ

に
理
性
と
勧
説
力

の
賢
明
な
結
合
を
促
し
熟
考
を
進
捗

せ
し
め
る
状

況
の
下

で
、
遺
憾

の
な
い
行
動
力

を
発
揮
し
得
る
人

々
、
と

い
う
の

が
、

こ
れ

に
当

る
」
。

も
と

よ
り
、
す

べ
て
の
憲
法
制
定
者
が
、
大
統
領

の
直
接
選
挙

に
反
対

し
て
い
た
わ
け
で
け
な

い
。
例
え
ば
、
J

・
ウ
ィ
ル
ソ

ン

(冒
§

の
≦
諺
o
謬
)
と
R

・
モ
リ

ス

(男
O
げ
①鴇

一～
O
護
尻
)
は
、

一
七
八
七
年

の
憲

法
制
定
会
議

に
お

い
て
、

大
統

領
の
直
接
選
挙

に
賛
成

し
、
次

の
よ
う
な
発
言

を
し
て
い
る
。
〔斎
藤
真

『
ジ

謀
イ
ム

ス

・
ウ
ィ
ル
ソ

ン
と
連
邦
憲
法
制
定

の
基
本
原

理
喩
国
際
基
督

教
大
学

「
社
会
科
学

ジ
ャ
:
ナ

ル
」

第
二
四
号

(
一
)
(
一
九
八
五
年

・
十
月
)

二
三
頁
ー
四
七
頁
。

警

図

守

蕃

巳

(
&

.
)
噂

§

鴨

ミ

ら
ミ

魯

旦

貼
蔚
鳴

壽

魯

ミ

、
9

ミ

§

登
§

ミ

嵩

曽

u
峯

箋

"
〈
。
=

,
α
c。

炉

霧

「塁

㌍

。
,

鼻

こ

宰
・。
。。
・〕

「
も
し
人
民
が
行
政
部
首
長
を
選
挙
す
る
と

し
た
な
ら
ば
、
彼

ら
は
、
傑
出
し
た
資
質

を
備
え

た
人
物
、

も
し
く
は
、

き

わ
め
て
役

に
た

つ
人
物
を
、

選
択
す
る
に

相
違

な

い
。
そ

の
人
物

は
、

い
わ
ば
、
大
陸
規

模

の
声
価
を
獲
得
し
得

る
人
物

で
あ
る
。
も
し
邦

立
法
部
が
行
政
部
首
長
を
選
出
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
、
陰
謀
、
策

動
、

そ
し

て
、
党
派
心

の
所
業
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

そ
う
し
た
選
出
は
、
枢
機
卿

の
教
皇
選
考
会

議

に
よ
る
教
皇

の
選
出

に
、
酷

似
し
て
い
る
。

こ
の
場
舎
、
真
価
が
、

選
任

へ
の
資
格
と
な
る
こ
と
は
、
ま
ず
、
あ

り
得
な

い
と
み
て
よ
い
。
も
し
行
政
部
首
長
が
全

国

立
法
部

に
よ

っ
て
選
択

さ
れ
る
と
し
た
ら
、
行
政
部
首
長

は
、
全
国

立
法
部
か
ら
独
立
し
得
な

い
で
あ
ろ
う
。
も
し

行
政
部
首
長
が

こ
の
よ
う
な
独
立
性
を
確
保
し
得

な
い
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
全
国
立
法
部
の
側

に
お
け
る
篁
奪
と
暴

政
が
、
結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る

こ
と
は
、

必
定

で
あ
ろ
う
」。

憲
法
制
定
会
議

に
お
け
る
代
議
員

の
多
数

は
、
大
統
領
の
間
接
選
挙

に
賛
成

で
あ

っ
た
。
(r

窄
「爵

P

β

。一齢二
,
b。
的
)
憲
法
制
定
者

の
こ
の
よ
う
な
態
度

の
根

底
に
は
、
人
民

の
多
数
者

に
対
す
る
不
信
と
恐
怖

・
人
民

の
擁
護
す
る
民
主
主
義

に
対
す

る
敵

意

と
憎
悪
と

い
う
明
快
な
心
的
回
路
が
、
敷
設

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ

と
は
、

G

・
メ
イ

ソ
ン

(0
8
薦
㊥
竃
窃
o
巳

の
、

「
大
統
領
の
た
め
の
至
当

な
特
質

の
選
択
を

人
民
に
委
託
す
る
こ
と
」
(ε

「鉱
臼

跨
。
魯
o
一8

0
{
山
娼
δ
聴
帰
。冨
・

§

9

冨
ユ
⇔
{自

。露
珠

ヨ
茜
一い冨

$

8

穿
①
鳴
o覧
Φ
)
は

「
宙
人

に
色
彩

の
吟
味

を
委
託
す
る
こ
と
」
(梓O
「Φ剛ΦH
帥
け肖
阿麟
一
〇
粘
OO
一〇
鐸
諾

榊O
脚
げ
一脚5
鮎
目墨
誤
)

に
等

し
い
と

述
べ
た
言
葉
の
う

ち
に
、
集
約
的
な
表
現
を
見

出
す

こ
と
が

で
き
る
。
9
↑

閏
環
冨
乱
(Φ↑
y

o
㌣

9
『

〈
o
『
炉

マ
ω
一●
炉

騨
「臣

炉

o
や

。許
.
"
マ
N
Q。
歯
鱒
〕

こ
の
よ

う
な
人
民

の
多
数
者
と
民
主
主
義

に
対
す
る
警
戒

心
と
疑
念

は
、

A

・
ハ
ミ
ル
ト
ン
が

一
七
八
七
年
六
月

八
日
の
憲
法
制
定
会
議

で
述

べ
た
言
葉

に
代
表

さ
れ

る
。
そ

(93)93



れ
は
、
屡

々
引
用

さ
れ
る
次

の

一
文
で
あ
る
。

〔ζ
・
守

凌
磐
会
①F
)
讐
。マ

ユ
陣二

お
一
一
w
<
。
ド
r

㍗
b。
O
㊤・〕

「
す
べ
て
の
社
会

は
、
そ
れ
自
身
、
少
数
者

と
多
数
者

に
分
れ

る
。
前
者

は
、

富

み
、

か

つ
、
家
柄
が
よ

い
。

後
者

は
、
人
民
大
衆

で
あ

る
。
民

の
声

は
、
神

の
声

と

い
わ
れ
る
。
だ
が
、

い
か
に
こ
の
需
葉
が

一
般

に
引
用
さ
れ
確
信
さ
れ

よ
う
と
も
、

そ
れ
は
、
事
実

に
反
す
る
。
人
民
は
、
粗
野
で
信
用

で
き
な
い
。
彼
ら
は
、
事

柄

を
正
し
く
判
断
す
る

こ
と
も
決
定
す
る
こ
と
も

で
き
な

い
と

い

っ
て
よ
い
。

そ
れ
故

に
、
第

一
の
階
層
に
、
す
な
わ
ち
、
少
数
者
に
、
政
府

へ
の
明
白
か

つ
恒
久
的

な
参
加
権

を
与

え
よ
。
彼

ら
は
、
第

二
の
階
層

の
、
す
な
わ
ち
、
多
数
者

の
、
不
安
定
を
抑
制
す

る
で
あ

ろ
う
。
そ

し
て
、
彼
ら
は
、
不
安
定

に
よ

っ
て
何
ら

の
利
益

も
得
ら
れ
な

い
故

に
、

よ
き
政
府

を
、
絶
え
ず
維
持
す
る
で
あ
ろ

う
。
人
民
大
衆

の
真
只
中

で
不
断
に
動
揺
す
る
民
主
主
義
的
議
会
は
、
着
実

に
公
共
善

を
追
求
す
る

こ
と
が

で
き
な

い
。
少
数
者
か
ら
成

る
恒
久
的

な
団
体
だ
け
が
、
民
主
政
治

の
軽
挙
妄
動
を
抑

え
る

こ
と
が

で
き

る
か
ら
で
あ
る
」。

こ
れ
と
同
種

の
見
解
は
、
制
定
会
議
議
事
録

の
随
処

に
散
見

さ
れ
る
。

二
、
三

の
例
を
あ
げ

る
な
ら
ば
、

R

・
シ
ャ
ー

マ
ン

(国
。αq。「
o。
冨
§

碧
)
は
、

「
人
民
は
、

可
能

な
限
り
、
政
府

に
直
接
的

に
関
与
さ

せ
て

は
な
ら
な
い
。
彼

ら
は
、

知
識
を
も
た
な

い
う
え

に
、

欺

か
れ

や
す

い
」

(量

"
.

<
。
芦

や
幽
G。
.)
と
述

べ
、

E

・
ラ

ン
ド
ル
フ

(臣

ヨ
雪
亀
即
き
α
o
一h)
も
同
様

に
、
「
(第
二

院
の
)

一
般

目
的

は
、
合
衆
国
が
そ
の
下

で
苦
し
み
ぬ
い
た
悪
疾

に
治
療
剤

を
投
与
す
る
こ
と

に
あ

る
。

こ
れ

ら
の
悪
疾

の
原
因
を
辿

っ
て
ゆ
く
な
ら
ば
、
そ
れ
が
民
主
政
治

の
粗
野
と
愚
行

に
あ
る

こ
と
は
、

誰
し
も
均

し
く
認

め
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
従

っ
て
、
我
が
政
府

の
こ

う
し
た
傾
向

に
対
し
て
、
何
ら
か
の
抑
制
が
探

究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
(
一⊆
α
こ
く
。
一・r
マ
蟄
.)
と
発
言

し
て
い
る
。

さ
ら

に
、

W

・
リ
ヴ

ィ
ン
グ

ス
ト

ソ

(芝
自
貯
ヨ

ご
≦
嶺
舞
o
ロ
)
は
、
「人
民

は
、

こ
れ
ま
で
、
常

に
、
そ
し
て
、
将
来

に
お
い
て
も
同
じ
く
、
彼
ら

の
掌
中

に
権
力

の
行
使
権
を
留
保

し
て
お
く
だ
け
の
資
格
を
も

た
な

い
。
彼
ら

は
、

そ
れ
を
、
当
然
、
何

れ
か
に
委
譲

し
な

い
で
は
お
か
な
い
か
ら
で
あ
る
」
(O
宮
噌
騨

}

野
自
具

寡

鳥
陣

§
も
ミ
蹄

§
§
5
鳶
ミ
登
§

ミ

飾譜

O
も
義
騨

、ミ
苛
嵩
ミ

、詳

§

熱欝
糺
要
R
馬
辛

」
矯
謎
導
Ψ
卜。
O
P
)

と

い
っ
て
い
る
。
彼
ら

の
す

べ
て
を
捉
え
て
離
さ
な
か

っ
た
恐
怖

は
、
単

一
の
利
益
、
す
な
わ
ち
、

ア
メ
リ
カ
人

の
多
数
者
を
構
成
し
て

い
た
、
当
時

の

「絶
望

的
な
債
務
者
」

(号
。。需
『豊
Φ
留
ぼ
o
邑

が
共
同

し
て
行
動
を
起
し
、
急
進

的
な
政
策

の
形
成
と
実

施
に
よ

っ
て
、
社
会

的

・
経

済

的

・
政

治

的

諸

制

度

を

、

破

壊

す

る

こ

と

で

あ

っ
た

。

(宅

崇

器
甑

同

ロu
ε
配

①
ざ

》
ミ
ミ
忌

§

、
q
ミ

魯
ミ

、
ミ

馬覧舞

§

無
、

≧
§

蜘ミ

N
§

ミ
鳶

曽
、
も
軌
G。
、
Ψ

ω
S
)
制
定
会
議

の
代
議
員

は
、

一
人

と
し
て
、

単
純
な
る
多
数
者

の
支
配
を
肯
定

し
た
り
支
持

し
た
り
し
て
は

い
な
か

っ
た
。

い
な
、

彼
ら

に
限
ら
ず
、

ア
メ
リ
カ

人
の
主
要
な
社
会
集
団

の
い
ず
れ
も
、

一
た
び

単
純
多
数
者
支
配
に
内
在
す

る
危
険
性
が
探
知
さ

れ
た
場
合
、
果
た
し
て
、

こ
の
原
理
を
積
極
的
に
受
容
す
る
か
ど
う

か
、
疑
問
で
あ
る
。
「
人
民
支
配

の
原
理
」
(B
冒
巳
窺

毎
芭

に
深
く
信
従

し
、

そ

の
こ
と
を
公
言
し
て
揮
ら
な
か

っ
た

T

・
ジ

ェ
フ

ァ
ソ

ソ

(目
ぴ
o
暮

。。
甘
中
興
8
目
)

で
す
ら
、
「
多
数
者

の
暴
制
」
(曙
鵠
コ
塁

。{
量

田鼠

幕

⑳)
を
恐
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

(蚤

瓢
二

や
一8
)
制
定
会
議

に
お
け
る
代
議
員

の
支
配
的
意
見
は
、

一
七
八
六

年
十
月
五
日
の
J

・
マ
ジ
ソ

ン

(智
ヨ
窃

ζ
民
一。。o
こ

か
ら
J

・
モ
ン
ロ
ー

(冒
ヨ
Φの
竃
o
耳
8
)
宛

の
書
翰

に
鮮
麗

に
示
さ
れ
て
い
る
。

(Ω
ロ
白
山凱

=
募
只
oα
.γ
智
ミ
雨硫

さ

§

§

、
ミ
町
討
㍉
ミ
ミ

黙鑓

勧
丸
暑
や
這
Nも
畳
く
。
=
一層
唱

.ω
⑪
厳
.)
「
私
見
に
よ
れ
ば
、
多
数
老

の
利
益
が
、
正
邪
を
決

め
る
政
治
的
基
準

で
あ

る
と

い
う
、
現
今

に
お

け
る
格

言
ほ
ど
、
と

か
く
悪

用
さ
れ
、
従

っ
て
、
闘
明
を
必
要

と
す
る
も
の
は
な

い
。
利

益
と

い
う
言
葉
を
究
極

の
幸
福
と
同
義

に
解
す
る
な
ら
ば
、

…
…
そ
れ
は
、

明
ら
か
に
真
実
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
言
葉

を
財
産
と
富

と
の
端
的
な
増
大
を
指
す
通

俗
的
意

味

に
解
す
る
な
ら
ば
、

こ
れ
以
上

の
誤
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
後
者

94(94)
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の
意
味

に
解
す
る
な
ら
ば
、
利
益
と
は
、
す

べ
て
の
社
会
で
、
財
産

所
有

の
個
人
か
ら
成
る
少
数

者
を
掠
奪
し
彼
ら
を
奴
隷
状
態

に
追

い
こ
み
、
ま

た
、
連
邦
規
模
の

社
会

で
は
、
そ
の
構
成
部
分

で
あ
る
少
数
者
を
犠
牲

に
供
す
る
と
こ
ろ
の
、
多
数
者

の
利
益

に
ほ
か
な
ら
な

い
。
事
実
、
そ
れ
は
、
権
利

の
尺
度
と

し
て
の
暴
力
を
、

別

の
名
称

で
、

ま
た
、
外
観

を
か
え
て
、
表
現

し
直

し
た
も
の
に
す
ぎ

な
い
。
そ
し
て
、
後

者

の
意
味

に
照

し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
西
部
の
居
留
民

は
、
利
益
を
間
違

い
な
く
、
そ

の
よ
う
に
解

し
て

い
る
」
。

右
と
同
じ
く
、

ニ
ユ
ー

ヨ
ー
ク
銀
行

(
一ゲ
①
浮

口
犀
O
幽
7
剛①
d『
嶋
O
「陣
)
の
設
立
者

で
あ
る
G

・
モ
リ

ス

(O
窪
話
ヨ
①韓

竃
。
三
。・)
(
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
邦
代
表

)
は
、

「
財
産

の
な

い
人
民

に
投
票

権
を
与
え
る
な
ら
ば

、

彼
ら
は
、

必
ず
、

そ
れ
を
富
者

に
売
り
渡

す
」

と
述

べ
て

い
る
。

マ
サ
チ

ュ
ー
セ

ッ
ツ
の
F

.
エ
イ

ム
ズ

(田
・

路
費

〉
ヨ
霧
)
も
、
「我

が
国

は
、
連
合
を
形
成

す

る
に
は
余

り
に
も
巨
大
で
あ
り
、
愛

国
心
を
養

成
す
る
に
は
余
り
に
も
む
さ
く
る
し
く
、
そ
し
て
、
自
由

に
と

っ
て

は
余
り
に
も
民
主
的

で
あ
り
す
ぎ
る
。
…
…
民
主

主
義

の
欠
陥
が
、

そ
の
愚
行
を
重

ね
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
民
主
主
義
全
体
を
支
配
し
て

い
る
。

こ
れ
が
、
民
主
主
義

が
辿
る
ぺ
き
運
命

で
あ
る
」
と
記

し
て

い
る
。

同
様

に
、

ニ
ユ
ー
イ
ソ
グ

ラ

ソ
ド

の
G

・
カ
ボ

ッ
ト

(0
8
茜
Φ
9

宮
貯)
も
、
「
私

は
、
自
然
な
形
で
運
営
さ
れ

て
い
る

民
主
主
義

ば
、
統
治
形
態

の
な
か
で
も
最
悪

の
も

の
で
あ
る
と
、

考

え
る
」

と
述
べ
、

「
も

し

一;

ー
イ

ン
グ

ラ

ソ
ド
の
人

々
が
、
土
地
の
価
格

に
し
て
二
〇
〇
〇
ド

ル
以
上
の
財
産

を
所
有

し
て
い
な
い
代
議
員

に
投
票

し
な
い
と
し
た
ら
、

よ
り
よ
い
事
態
が
招
か

れ
る
で
あ
ろ
う
」
と

い

っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、

南

カ

ロ
ラ

イ

ナ

の

T

・
ピ

ソ
ク
ネ
イ

(日
げ
o
囲
器

℃
貯
騨
器
団
)

は
、
大
統
領

に
け

一
〇
万
ド

ル
、
最
高
裁
判
所
判
事

に
は
五
万
ド

ル
、
上
下
両
院
議
員

に
は
、

こ
れ
と
均
衡

の
と
れ
た
額

を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
財
産
資
格
と
し
て
要
求
し
て

い
る
。
(=
臼
訂
冨

〉
σq貰

§

鳴
勺
蓋
ミ

ミ

q
醤
苛
斜

這
軌
鼻

弓
》
自
ム
N
・)

け
れ
ど
も
、
憲
法
制
定
者
は
、
人
民

の
多
数

者

を
嫌
悪
し
、
「富

裕
な
少
数
者

を
多
数
者

か
ら
保
護

す
る

こ
と
」

(8

讐
9
8
け

汗
。

日
ぎ
。
同…蔓

。
{

臼
①
。
陰

一ゆ
5
酔

餐

訂

:

匿

轡
ぎ

「ξ

)
〔㎞
.
爵

甑
§

し

。
藁

冨
旨
望

圃。
只
鼠

y

寒

b
暮
ミ
禽

黛

§

恥
亀
恥ミ

⑦
§
覇

o
§
§

ミ
霧

§

眺譜

》
§

馬§

ミ

§

津
魯
義

9

蕊
ミ
ミ
鮎§
げ
」。。竃

噛
く
o
算

ワ
劇
㎝
P
〕
を
意

図

し
た
に
せ
よ
、

彼

ら
は
、
少
数
者
支
配

の
実
現

を
求
め
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
彼
ら

け
、
専
制
主
義

へ
の
反
対

と
人
民
主
権

へ
の
儒
仰
を
伴
う

一
七
世
紀

の
イ
ギ

リ

ス
共
和
主
義
思
想
の
知
的
継
承
者

で
あ

っ
た
。
彼

ら
は
、
民
主
主
義

の
著

し
い
進
出
を
恐
れ
た

こ
と
は
確

か
な
事

実

で
あ

っ
た
が
、
極
端

な
右
翼

に
走
る

こ
と
に
も
、

深

い
危
惧
を
抱

い
て

い
た
の
で
あ
る
。
憲
法
制
定
者

は
、
自
己

の
統
制
圏
外
に
あ

っ
た
外
的
な
中
央
権
力

と
激
し

い
革
命
的
闘
争
を
経
験

し
た
だ
け
に
、
無
政
府

状
態
と
自
然
状
態

と
を
回
避
す

る
た
め
に
、

い
か
な
る
種
類

の
政
府

で
も
受
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
T

・
ボ

ツ
ブ

ス

(↓
げ
o
墓

。。
=
o
げ
訂
。。)

の
結
論

に
し
た
が

い
得
る
心
理
的
状
態

で
は
な
か

っ
た
。

(蒙
。
訂
巳

鵠
o
箆
巴
仲①
さ

寒

》
ミ
ミ
苛
§

、
q
ミ
苛
ミ

寒

吋§
い、
』
ミ

触ぎ

さ

嵩
ミ
ぎ

奪

旨
丸

ミ
鍋

雫
胡
.)
彼
ら

に
は
、
そ
れ
故
、
「貴

族
制

に
も
王
制

に
も
常

に
反
対

す
る
識
見
」
〔田
げ
H
岡恥
σq
。
O
①ヨ
}
ζ
.
守
「H帥
滋
(&
.)
も
や

。
凶陣.・
呂
芦

マ
お
曽
〕
が
あ
り
、
従

っ
て
、
彼
ら
は
、
「
自
由
政

府

の
下

で
は
、
支
配
者
が
奉
仕
者

で
あ
り
、
人

民
け
、
支
配
者

に
優
越
す
る
者

で
あ
り
、
主
権
者
で
あ
る
」
〔瀬
コ
㎞酔
巨
コ

団
冨
旨
匡
旦

{げ
畔

・
ぐ
鼻

戸

マ
一b。
ρ
〕
こ
と
を
、
固

く
確
信

し
て
い
た
。
G

・
メ
イ
ソ
ソ
が
指
摘

し

た
よ
う

に
、
「
我

々
は
、
民
主
政
治
か
ら
幾
多

の
抑
圧
と
不
正
と
を
経

験

し
て
き

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
民

の
精
神

は
、
民
主
政
治
を
支
持
し
て
お
り
、
我

々
は
、
人
民

の
こ
の
精
神
を
念
頭

に
贋
か
ね
ば
な
ら
な
い
」。
彼

は
、
「
我

々
が

民
主
的

で
あ
り
す
ぎ
た
」

こ
と
は
認

め
た
が
、

同
時

に
、
「
我

々
が
他

の
極
端

に
走
る
」

こ
と
を
恐
れ
た

の
で
あ
る
。

(一げ
岸

・
〈
9

一・
マ
一〇
一・)J

.
ウ
ィ
ル
ソ
ン
も
述
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ぺ
て
い
る
よ
う

に
、

「
政
府
は
、

ま
ず
、
第

一
に
、
力

を
も
た
ね
ば

な
ら
な

い
。
同
時

に
、
政
府

は
、
第
二
に
、
人
民

一
般

の
精
神
あ
る
い
は
感
覚

を
も
た
ね
ば
な
ら

な
い
」
。

(ρ
〉
・
零
民

曽
ト
ミ

ミ

§

き

§

冨

§
職
9

竃
ミ
ミ

ミ
Ψ
這
鈴

気

一・
)
同
じ
く
、

マ
ジ
ソ
ソ
も
、
構
築
さ
れ
る
べ
き
巨
大

な
統
治
構
造

は
、
第

一
院

・
第

二
院

の
立
法
部

の
二
本

の
柱
だ
け
に
基
礎
を
置

く

よ
り
も
、

「
人
民
自
身
の
強
固
な
墓

盤

の
上

に
基
づ
く

ほ
う
が
、

遙

か

に
安
定
性
と
持
続
性
と
を
有
す
る
」

〔竃
.

国
ゆ
暴

巳

(巴
曹y

〈
。
ζ

弔

お
占
O
、〕
と
述
べ

て
い
る
。
そ
れ
故
、
憲
法
制
定
者

の
課
題

は
、
王

制
な

い
し
貴
族
制
と
民
主
制

の
行
き
す
ぎ
と

い
う
二

つ
の
極
端
な
ポ

ー
ル
を
設
定

し
、

こ
の
い
ず
れ

に
も
接
近
す
る

こ
と
な
く
、

そ

の
中
間

に
、、
統
治
形
態

を
求

め
る

こ
と
に
あ

っ
た
と

い

っ
て
よ

い
。

マ
ジ

ソ
ソ
が
、

「
ザ

・
フ

ェ
デ

ラ

リ
ス
ト
」
第
十
篇

の
な
か
で
説

い
て

い
る
よ
う

に
、
憲

法
制
定
者

の
課
題

は
、

「
公
共
善

と
私

権

と
を
党
派
性

の
危
険
性

か
ら
安
全
な
ら
し
め
、
.同
時

に
、
人
民

に
よ

る
統
治

の
精

神
と
形
態
と
を
維
持
す
る

こ
と
」

(5

。・Φ2
話

爵
①
曉
ぴ
諄

唱
&

き
匹
℃
臥
話
冨

ユ
響
葺

㊤σq
帥一コ
。。仲
匪
Φ
晋
コ
σQ
φ「
o噺
u。ロ
昏

口
hp・a

o
9

睾
岱
㊤
=

訂

鴇
ヨ
Φ

仲ぎ
①
8

箕
Φ
u。①
宅
①
ひ
㊥
u。且
「岸

讐
窪
昏
①
{o毒

o
{
葛
づ
三
⇔
「
σq
o
器
旨
ヨ
Φ三
)
(
§

鳴
津

魯
、ミ
、暫
・
o
マ
曳
こ
や
継
心
・)
に
あ

っ
た
と

い
う

こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
く
、

マ
ジ

ソ
ン
は
、
「
合
衆
国
政
治
制
度

の
欠
陥
」
(≦
8

。
=

冨

勺
。
一三
B
一
Q。
罵
。・器
ヨ

。
=

冨

d
蔓

9

Qっ
翼

霧
)
と
題
す
る

一
七
八
七
年

の
論
文

の
な
か
で
、
憲
法
制
定
者

の
課

題
を
、
次

の
よ
う
に
表
現
.し
て
い
る
。

「文
明
社
会
は
、
債
権
者
と
債
務
者
、
富
者
と
貧
者
、

い
い
か
え
れ
ば
、
農
民
、
大
商
人
、
製

造
業
者
、

様

々
な
宗
派

の
成
員
、

各
種

の
指
導
者

の
厩
従
者
、

諸
種

の
財
産
所
有
者
、
等

々
に
、
偶
然
に
分
れ

る
よ
う
に
、
多
種
多
様

の
利

益
と
党
派

に
分
割

さ
れ

る
。
共
和
政
体

(閑
窃
ロ
ぴ
一一臼
コ
Ω
。〈
。
話
ヨ
Φ三
)
で
は
、
法
律
を
終
極
的

に
制
定
す
る

の
ほ
、
そ

の
構
成
内
容

の
如
何
を
問

わ
ず

、
多
数
者

で
あ

る
。
そ
れ
故
、
明
白

な
利

益
、
あ
る

い
は
、
共
通

の
激
情
が
、
多
数
者

の
結
合
を
も
た
ら
す
場

合
、
少
数
者

の
、
あ
る

い
は
、
諸
種

の
個
人

の
、
権
利
や
利
益

を
多
数
者
が
不
当

に
侵
害
す
る
の

を
、
ど

の
よ
う
に

し

て
抑
制
す
べ
き

で
あ

ろ
う
か
」
。

(芝
.中

し⇔
一苧

=
①
ざ

o
ウ

6
一仲二

㌣
一
9
)
こ
の
よ
う
な
、

人
民

に
何

の
信
頼
を
置
か
ず

し
て
政
府

の
権
力
的
基

礎
を
人
民

の
合
意

に
求
め
る
と
い
う
困
難
な
課
題

(
即

}{。
{。。富
卑
①♂

oや

畠

こ
や
①
,)
を
法
的

に
確
認
し
制
度
的

に
保

障
し
た

の
が
、
連

邦
憲
法

に
定

め
ら
れ
た
、
権

力

の
機
能
的

・
地
域
的
分
割

の
政
府

で
あ
り
、
「
弱

い
政
府
」
で
あ
る

と
同
時

に

「強

い
政
府
」
で
あ
る
と

い
う
矛
盾

的
自
己
統

一
の
政
府

に
ほ
か
な
ら
な

い
。

〔斎
藤

真

『民
主
主
義

の
風
土
化
』
(「
現
代
思
想
」
皿

・
民
衆
と
自
由

(
一
九

五
七
年

)
岩

波
書
店
)
三

一
頁
-

五
〇
頁
参
照

。
斎
藤
真
、
『
ア
メ
リ
カ
史

の
文
脈
』

(
一
九
八

一
年
)
(岩
波
再
店

)
五
頁
ー
六
六
頁
参
照
。

。・Φ①
p
一。。。

↓
ゲ
(肖
窃

犀

寓
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日
o
己

餌
註

O
ロ
蔓

旨

ζ
籠
①『'
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冨
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器
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匪
Φ
O
o
話
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餓
o
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尻
ヨ
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コ
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ミ
ト
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呼
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唱
℃や
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一
呂

ー
=
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(
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)

国
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践
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園
Φ
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曽
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笥
ミ
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§

織

ミ
象
§
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鳶
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ミ
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≧
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ミ
w
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コ

ワ
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勺
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匿
く
。。ξ

噛
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9
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℃
マ
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凸
一
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(
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)

国
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.
幻
㊦
ぽ
が

o
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,
bQ
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α
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d
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O
①
麗
円欝
Φ
コ
仲
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鴫
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霞
8

薗
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葺
①窪

o
粘
昏
①
O
Φづ
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順
≧
ミ
智
謹
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b
ミ
Q
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鋤
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ミ
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ω
§
鳶
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⑦
ミ
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欝
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》
9
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ミ

ミ

、ミ
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織
要
ミ
爵

遣
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這
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博
唱
窄
一〇
山
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(
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)

℃
o
記
ξ

き
飢
零

ま
磐
㎝尊

サ
o,

。一r

軽
臣

①
阜
"
一
㊤刈
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サ
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お
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(
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)

℃
o
『
ξ

山己

≦
ま
薯
。。ξ
噂
o
℃
・
。詫
噸
①
昏

巴
二

炉
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ト
N

(
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)

Z
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.
勺
o
写

ざ

O
偽錯

鳶
鴇

§

栽
、詳

、
、§

暮
ミ
ざ

§
眠
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N
ミ
ト

7
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・
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)

客

詔

・
℃
o
『
ξ

噂
o
マ

鼻

二

ω
巳

巴

こ

一
㊤
刈
9

ワ

。。
.
憩

ミ
嚢

智
ミ

》
富
讐
§

、
ミ

蝋譜

§

譜

職

要

ミ
婁

遣

題

曽
o
マ

6
帥艸こ

7
hQ
お

.

(
66
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国
①
『冨
二

国

〉
乙・冨
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、
鳶
恥§

ミ
義

臼
恥ミ
鰍§

軌
§

職
》
ミ
馬
適
ら§

、
偽ミ
脳覇
㌦
ぎ

鷺
芦

O
楠
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爵

ミ
ミ

O
黛
誉
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奮

罫

恥
」§

坤
鳶
ミ
亀
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恥
罫

㎏
£
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や
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ω
O
・

(
67

)
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駒脳
二

亨
ω
。。
9

ψ
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諄

箒

毯

協

。
仲

四
r

β

9
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亭

一
お

∴

タ

器
。

}
。
匿
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哩
質
葬

賃

導

山
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炉

ピ
。
話

τ
団
.
、、↓
冨
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ド
塞

。
=

冨

国
響

ε
邑

O
Q
=
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窒

壽

o

す

幻
田

ξ

〉
穿

鍵

g
暇
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§

§

a

§

、
鳶

恥
§

這

皆
馬
恥
災
ミ

翫
§

"
N
ミ

勲

署

.
ミ
b。
面

O
ω
.
qり
冨
<
①
譜
梱

切
冨

葭

轟

民

竃
o
コ
o
ロ

P

浮

ξ
。。
》
.、↓
富

ω
＼
b。
.肋

幻
巳
o

ぎ

勺
富
薮

⑦
葺
芭

9

日
鴇

貫
巳

詔

、、
ぎ

》
ミ
頸

、
ミ

⑦
豊

沁
§

ぎ

ト

軌
Q。

(
さ

、
さ

㌧
ミ

。。
)
嘘
℃
や
=

ω
∴

ω
吟

(
68

)

笛

即

〉
。。
訂

さ

o
㍗

9

二

Ψ
ω
ω
9

馨

駐

。

ω
富
三
2

溶
Φ
ξ

し

『

、.↓
冨

甲

Φ
。。
乙
。
三

一巴

9

諺
鴇

一σq
師
.、曽
ぎ

罫

一3

篇

ρ

O
自
日
日
写
σQ
臼。噂

一
㌘
噸
(
紅

)
サ

寒

蓼

§

肉
ミ

幾
§

ミ

㎏題

タ

」駅
9

箏

⑦
♪

"
㎝.

(
69
)

匂
・匂

翻
山三

σq
碧
讐
8
.
鼻

二

賢
弓
」
忠
1
ま
9

(
70
)

=
.ピ
層
開
o凶け①
さ

o
冒
・
9

二

〇.bQ
bσ
9

(
71
)

臣
頴↑
"
ウ
認
⑦
ロロ
鵠
繧
;
乱

2

証
。。鴇
o
㍗

9

二

宰
一
ω
吟

(
72
)

匂
b

'
≦

濠
8

0
㌘

ユ
r

竈
』
旨
l
b⇔
一ω
.

大
統
領

の
選
挙
戦
術
と
選
挙
人
団
体
制
と

の
関
連

に
つ
い
て
、

H

・
B

・
ア
ツ
シ
ャ
!

(=
①
肖げ
¢
噌侍
ゆ
・
〉
口oゲ
Φ「)
(
オ

ハ
イ
オ
州
立
大
学
)
(O
岳
。
ω
翼

。
¢
乱
ぎ
誘
一¢
)

教
授

は
、
次
の
三
点
を
指
摘
し

て
い
る
。

(郎
ロσ
・
〉
。・幕
ご

β

鼻
二

・①
£
民

巴
こ

お
。。P

亭

器
㌣
恕
ρ
)

第

一
は
、
い
か
な
る
大
統

領
候
補
も
、
主
要

な
州
全
部

の
大
統
領
選
挙
人

の
投
票
を
、
完
全

に
掌
握
す
る

こ
と
が
、

で
き

な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
大

部
分

の
選
挙
戦
術

は
、
南
部
地
域
で
あ
れ
、

そ

の
他
の
地
域

で
あ
れ
、
若
干
の
巨
大
州

の
大
統
領

選
挙
人

の
投
票

を
支
配

す
る
こ
と
に
、
焦
点
が
向
け
ら
れ
る
。

第

二
は
、
確
実
な
プ

ロ
ツ
ク
投
票
を
背
後

に
控
え
る
大
統
領
候
補
が
、
有
利
な
地
歩

を
占

め
る

と

い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
候
補
者

は
、
選
挙
人
団
体
制

に
お

け
る
過
半
数

の
得
票

に
不
可
欠

で
あ
る
残
余

の
投
票

を
確
保

す
る
た
め
の
数
多

の
選

挙
戦

術
の
い
ず
れ

を
も
、
自
由

に
選
択
す

る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

第
三
は
、

一
九

五
二
年
以
来

の
選
挙
人
団
体
制

に
お
け
る
広
く
南
部
諸
州

(
メ
リ
ー
ラ

ソ
ド
、
デ

ラ
ウ

講
ア
ー
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区
、
ヴ

ァ
ー
ジ

ニ
ア
、
西
ヴ

ァ
ー

ジ

ニ
ア
、
北

カ

ロ
ラ
イ
ナ
、
南

ヵ

ロ
ラ
イ
ナ
、

ジ

ョ
ー
ジ

ア
、

フ
ロ
リ
ダ
、

ケ

ン
タ

ッ
キ
ー
、
テ

ネ

シ
ィ
ー
、

ア
ラ
バ

マ
、

ミ
ズ

リ
ー
、
ア
ー
カ
ソ
ソ
ー
、

ル
イ
ジ
ア

ナ
、

オ

ク
ラ
ホ

マ
、

テ
キ

サ
ス
ー

勲
ミ
装
苛
ミ

』
昏無
ミ
ミ

ミ

叫譜

§

慨鷺
職
憩
ミ
舞

這
鵯
》

竈
団
ミ

恥罫

遣
。。9

掌
じ。
ω
ρ

の
分
類

に
よ
る
)

の
投
票
配

分
状
況
が

示
す
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
南
部
諸
州
が
、
今
日
、
共
和
党

の
強
力
な
牙
城

に
変
貌

し

つ
つ
あ
る
と

い
う
点
で
あ
る
。

一
九
七
二
年

に
、
共
和
党
大
統
領
候
補

R

・
M

・

ニ
ク
ソ
ソ
が
、
選
挙
人
団
体
制

に
お
い
て

一
六
五
票

を
獲
得
し
、
他
方
、
民
主
党
候
補

G

・
マ
ク
ガ
ヴ

ァ
ン

(Ω
8
お
o
竃
。O
。く
。
ヨ
)

の
得
票
数
が
三
票

(
コ
ロ
ン
ビ

ア
地
区
)

で
あ

っ
た
と
い
う
事
実

は
、

こ
の
こ
と

の
象
徴

で
あ
ろ
う
。
な

お
、
南
部
諸
州

に
お
け

る
共
和
党
候
補

の
大
統
領
選
挙
人
獲
得
数

は
、

一
九
四
四
年
零
、

一

九
四
八
年

=

、

一
九
五
二
年
七
七
、

一
九
五

六
年

一
〇

五
、

一
九
六
〇
年
五
〇
、

一
九
六
四
年

四
七
、

一
九
六
八
年
七
七
、

一
九
七
二
年

一
六
五
、

一
九
七
穴
年
二

(館)s7



衰1350州 に おけ る二大政党間の競争状 況:1974-1980

Modified
one-Party
Republican

NorthDakota
(.3374)

Two-Party
Modified
One-Party
Democratic

One-Party

Democratic

Montana

(.659)

Mzchigan

(.6125)

Chin

(.591.6)

Washington

(.5808)

Alaska

(.5771)

Pennsylvania

{.5574)

Delaware

(.5490)

NewYork

(.5390)

Illinois

(.5384}

Nebraska

(.5266;

Maim

(.5164)

Kansas

(.467D

Ltah

(.4fi53}

Iowa

(.4539)

Arizona

(.4482)

ColOr且do

(.4429)

Indiana

{.4145)

NewHampshire

{.396)

Idaho

C.3$9$)

Wyoming

(.3879)

Vermont

(.3612)

SouthDakota

(.3512)

SouthCarolina

{.8034)

WestVirginia

(.8Q32)

Texas

(.7ss3)

Massachusett

(.7916)

Kentucky

(.?907)

Oklahoma

(.7841)

Nevada

(.7593)

Hawaii

(.7547)

Florida

(.7524)

Connecticut

(.7336)

NewJersey

(.?330)

Virginia

(.7162)

NewMexico

(.7113)

California

(.708)

Qregon

(.6954)

Missouri

(.6932)

Mlnnesot呂

(.6680)

Tennessee

(.fifi48)

Wisconsin

(.6634)

Alabama

(.9438)

Georgia

(.8849)

Louisiana

{.8762)

ム4ississippl

(.8673)

Arkansas

{.8630}

NorthCarolina

{,8555)

Maryland

c.s50s)

RhodeIsland

(.8506}

SourcejohnF.Bibby,CorneliusP.Cotter,JamesL.Gibson,and

RobertJ.Huckshorn,"PartiesStatePolitics,"inVirginiaGray,Herbert

Jacob,andKennethVines(eds.),Po碗 飴3勿 ご加AmerzcanStat彦s,4th

ed.(Boston:Little,1983),p.66(Table3.3).

98{98)

 

○
、

一
九
八
〇
年

=
二
八
、

一
九
八
四
年

一
七
四
、
以
上
で
あ
る
。

(量

山
二

急

ωO
。)
も

し
南

部
が
、
大
統
領
選
挙

に
お
い
て
、

か
つ
て
の
民
主
党

に
対
す

る
ご
と
く

共
和
党

に
対

し
て
、
今
後
、
団
結

し
て
支
持

を
与

え
る
と
し
た
ら
、
民
主
党

候
補

は
、
必
然
的

に
、
巨
大
諸
州

に
対
し
て
選
挙
運
動
を
積
極
的
に
展
開
す

る
こ
と

に
な

る

で
あ

ろ
う
。

因
み
に
、

い
か
な
る
民
主
党
大
統
領
侯
補
も
、
過
去

一
三
〇

年

の
間
、
南
部
諸

州
の
多
数

の
支
持

な
し

に
、
大
統
領
職
を
制
す
る

こ
と
は
で
き
な
か

っ

た
。
今

日
に
お
け
る
民

主
党
支
持

の
強
固

な
岩
盤

は
、
北
東
部
と

コ
ロ
ソ
ピ
ア
地
区
、

そ
れ

に
、

ミ
シ
ガ

ン
や

ミ
ネ
ソ
タ
の
よ
う
な
若
干

の
中
西
部
諸
州

で
あ

る
。

(ご

.
欝

三
㈹
睾
匂
。℃
.
鼻

二

℃
」
O
ω
.)
民
主
党
候
補

は
、

こ
う
し
た
巨
大
州

の
二
、
三

を
失
う
だ
け

で
、
選
挙

に
敗
北
す
る
で
あ
ろ
う
。
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(
符
)

}b
.
{

静
8
噸
召

鼻

二

甲
譜
騨

(
髄
)

ぎ

尻
げ
圃
q。民

毛
脚匪

轟

ざ

8
・
畠

・"
や
bo
禽
山
"
卯

五
〇
州

に
お
け
る
政
党
制
度

の
実
態
を
、
民

主
党

一
党
制

(自
¢-鴇
昌

9

ヨ
8
糞

♂
)、
修
正

型
民
主
党

一
党
制

(ヨ
&
鵠
a

皐
?
罵
二
鴇
浮

目
8
冨
膏
)
、
修
正
型
共

和
党

一
党
制

(錺
鼠
酪
巴

窪
?
嘔
吋¢

図
①唱
げ
朗
$
コ
)、

そ
し
て
、
二
党
制

(
薯

o
・囁
誹
圃
)
の
四
範

疇

に
分
類

す
る

こ
と
は
、

可
能
で
あ
る
。

(国
↑

曽
鶴
昌
炉

8
.
6
罫
噛

㎝臣

巴
・導
亭

◎¢
O
-
◎Q8
)

こ
れ

は
、
表

13
に
示
さ

れ
る
。

(一げ
剛亀
;

一7
ωQb
)

衷

13
の
各
範
晒

に
お
け
る
順
位

は
、
以
下

の
複
合
指
数

(8
ヨ
駐

ぎ

尉巳
震

)
に
基
づ

く
。
①

民
主
党
州
知
寓
候
補

に
対
す
る
人
民
投
票

の
比
率
②
州
立
法
部

に
お

け
る
民
主
党

の
議
席
占
有
率
③
民
主
党

の
統

制
下

に
あ
る
す
べ
て
の
州
知
事

な
ら
び

に
州
立
法
部
議
員

の
任
期

の
比
率
、
以
上
で
あ
る
。

こ
う

し
た
比
率
か
ら
結
果
と

し
て
生
ず
る
平
均
値

は
、

一
・
○
○
○

(
完
全

な
民
主
党

の
成
功
)
か
ら
O

・
○
○
○

(全
面
的

な
共
和
党

の
成
功
)
に
至
る
ま

で
の
点
数

と
し
て
裏
示
さ
れ
る
。

こ

の
点
数

は
、
衷

13
に
記

さ
れ

て
い
る
。

な
お
、

こ
の
点
数

は
、
算
定

の
基
礎
を
州
公
職

の
み
に
求

め
て

い
る
。
従

っ
て
、
大
統
領
選
挙
も
し
く

は
上
院
議
員
選
挙

に
お

け
る
州

の
投
票

は
、
考
慮

の
対
象
外

で
あ
る
。

こ
れ
故
、

こ
れ
ら

の
点
数

は
、

一
九

八
〇
年

の
大

統
領
選
挙

に
お
け
る
R

・
レ
ー
ガ

ソ
の
大
勝

に
伴
う
全
国
政
治

の
変

則
形
態
か
ら
、
あ
る
程
度
、

遊
離
し
て
い
る
と

い

っ
て
よ

い
。

け
れ
ど
も
、

巨
大
州

の
多
く
が
、
二
党
制

の
範
疇

に
属

し
て

い
る

こ
と
は
、

注
目
さ
れ
る
。

(
毎
群

"

マ
・。
ご

(
75
)

}
.一

欝

ユ
鵯
量

亭

息
ゴ

掌
一$
・

(
76
)

圃玄
餅
噌
弓
亨
一
〇
ω山
忠
・

(
77
)

聾

。。ぎ

欝
月
圃
慰
§
哺
矯
寒

き

§
§

ぎ

ミ
魯
ミ

砂
蕎

ミ

箭

ぎ

諺
ミ
§
、
等
。
ミ

騎
審

ミ
§

導
ミ

智

鴨富

Q
ミ
ミ

駿

尊

燭
㎏
3
3

亭

嵩
?
一§

(
78

)

9

a
、無
鰍ミ

、
』
騨

、§

、
ミ

《
譜

ミ

恥
鳴
織

盟

ミ
覇

遣

鵯

噛
β

n
帥ぎ

噂
飴
O
.

な
お
、
こ
こ
に
い
う
都
市
人

口
と
は
、

一
九
八
〇
年
に
お
け
る
国
勢
調
査
の
定
義
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
三
地
域
に
居
住
す
る
人

々
の
す
べ
て
を
含
む
。

@
市

(9
聲
霧
)
、
村
落

(〈
崇
甜
①。。)
、
自
治
町
村

(ぎ

謁
ぽ
)
(
ア
ラ
ス
ヵ
州

二

;

ー

ヨ
ー
ク
州
を
除
く

)、
そ
れ
に
、
郡
区

(ε
岡
嘉
)
(
ニ
ュ
ー
イ

ン
グ

ラ

ソ
ド
諸

州

二

一
ヨ
ー
ヨ
ー
ク
州

・
ウ
イ

ス
コ
ン
シ
ソ
州

を
除

く
)
と
し
て
法
人
格
を
取
得
し
た
人

口
二
五

〇
〇

以
上

の
地
域
、
た
だ

し
、
散
開

さ
れ

た
都
市

(霞
8
乱
&

。三
霧
)

に
お
け
る
郡
部

(当
該
地
域
の

一
部
も
し
く
は
相
当
部
分
に
お
け
る
人

口
密
度

の
低

い
地
域
)
に
居
住
す
る
者
は
除
外
さ
れ
る
。
⑤
国
勢
調
査
が
明
確

に
指
定
し
た
人

ゆ

リ

ト

リ

　

口
二
五
〇
〇
以
上
の
地
域

(
そ
れ
以
前
に
は
法
人
格
を
取
得
し
て
い
な
い
地
域
)。
⑨
都
市
地
域

(昏

ロ
冒
巴

碧
$
。・
)
に
包
括
さ
れ
る
そ
の
他
の
土
地

(法
人
取
得

の

有
無
を
問

わ
な

い
)。
都
市
地
域
と
は
、
中

心
都

市

(8
冒
冨

一
6
ξ

)
も
し

く

は
中
核
都
市

(8
瓢
欝

一
8
H①
)
と
そ

の
隣
接
す
る
人

口
密
集
地

の
双
方
を
含

み
、
そ

の

総
人

口
が
少
く
と
も
五
万
以
上

で
あ
る
地
域
を
指
す
。
以
上

に
述
べ
た
都
市
人

口
以
外

の
人

口

は
、

す

べ

て
、

郡
部
人

口

(遷

鑑

葛
噂
昏

ま

コ
)
と
定
義
さ
れ
る
。

(Go
§

暁駒壁
ミ
執
』
寓
馬§
職

ミ

馬隷
恥
q
Wミ
ミ

砺
§

軸
、
§

矯
o宰

良
r

恩
㍗
甲
↑
)
都

市

居

住

者

一
〇
〇
%
は
、

人

口
六

三
万
八
〇
〇
〇

の

コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区

で
あ
る
。

(
一玄
畠
こ

亨

bQ
O
し

(99}99
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轟
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ニ
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℃
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貞

ま
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継
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)

9

¢

さ

§

飾

き

、
ミ

沁
§

ミ

、
.
さ

、
忘

、
矯
N
ミ

ト

㍗
b。
ト

ζ

目
冨

団

9

0り
酔
巴

日
脚
昌
し

『

q
さ

§

、
ミ
ミ

a

噂
N
ミ

暗
鰯
マ

b。
8

六

六

の
都

市

地

域

に

お

け

る

中

心

諸

都

市

の

場

合

、

一
九

六

〇

年

か

ら

一
九

七

〇

年

に

至

る

ま

で

の

一
〇

年

間

に

、

白

人

人

口

は

、

三

五

七

〇

万

か

ら

三

三

八

〇

万

に

、

一
九

〇

万

・
五

%

減

で
あ

る

の

に

較

べ

、

黒

人

人

口

は

、

八

〇

〇

万

か

ら

一
〇

八

〇

万

へ
と

、

二

八

〇

万

・
三

五

%

増

と

な

っ
て

い

る

。

郊

外

諸

地

域

の

場

合

、

白

人

人

ロ

は

、

四

一
六

〇

万

か

ら

五

四

一
〇

万

に

、

一
二

五

〇

万

・
三

〇

%

増

で

あ

る

の

に
対

し

て
、

黒

人

人

口

は

、

】
八

〇

万

か

ら

二

六

〇

万

へ
と

、

八

〇

万

・
四

四

%

増

を

示

し

て

い

る

。
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子
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社
会
保
障
庁

に
よ
る
貧
困
の
公
式
定
義

に
対

し
て
は
、
今

日
の
進
歩

主
義

・
保
守
主
義

の
双
方

の
立

場
か
ら
、
鋭

い
問
題
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
要
約

す
れ
ば
、
以
下

の
よ
う

に
な
る
。
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縦
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召
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中
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勺
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匿
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現
代
進
歩
主
義

の
立
場
か
ら

の
批
判
は
、
左

の
通

り
で
あ
る
。
①
社
会
保
障
庁

の
貧

困
に
関
す

る
公
式
定
義
は
、
生
活
費
、
気
候
風
土
、
そ
れ
に
、

一
般

に
認
め
ら

れ
て
い
る
生
活
様
式
、

な
ど

の
、
地
域
間

に
お
け
る
差
異
を
捨
象

し
て
い
る
。
②
貧
困
水
準
が
依

拠

し
て

い
る

《険

し
い
》
食
糧

予
算

は
、
十

分
な
栄
養
補
給
と
健
康

保
持

の
た
め
に
は
、
余

り
に
も
少
額

で
あ
る
。

③
公
式
定
義
は
、
福
祉
事
業
及
び
社
会
保
障
か
ら

の
現

金
収
入
を
含
む
。
も

し
こ
う
し
た
政
府
援
助
が
存
在
し
な
い
と

し
た
ら
、
貧
困
者

数
は
、
さ
ら
に
増
大

し
、
全

人

口
の
二
五
%
に
達

す
る
で
あ
ろ
う
。

④
公
式
定

義

は
、

多
く
の

《
近
貧

困
層
》
(軌、旨
。四こ

8
㌦
騒)
を
、
考
慮
外

に
却

YooCloo}
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図3貧 困の三定義
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斥
し
て
い
る
。
貧
困
水
準

の

一
一
一五
%
を
越
え

な
い
収
入
で
生
活
す

る
人

々
が
、

こ
の
国

に
は
、

四
八
〇
〇
万
も
存
在
し
、
彼
ら
は
、
全

人

口
の

一
八

・
一
%
を
占
め

る
。
⑤

公
式
定
義

は
、
人

々
が
生
活

に
必
要
と

漕
倣
す
財
貨
や
用
役
を
、
認
識

の
視
野
に
収
め
て

い
な
い
。
ギ

ャ
ラ
ツ
プ
報
告

(汗
①
O
邑

ξ

男
。窓
剛齢)
に
よ
れ
ば
、

一
九
八
〇
年

に
、
世
人

の
問
で
は
、
四
人
家
族

の
生
活

に
必
要

不
可
欠

の

《
最
少
経
費
》
(
..渉
①
。・目
龍

婁

国
ヨ
o
β
ヨ

o
粘
日
o
器
団
)
が
、

週
二
五
〇
ド

ル
、

年
間

二
二
、

○

○
○

ド

ル
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。

こ

の
年

に
お
け
る
公
式

の
貧
困
水
準
は
、
八
、
四

一
四
ド

ル
で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
現
代
保
守
主
義
者

は
、
貧
困

に
関
す
る
公
式
定
義

に
、
次

の
よ
う
に
挑
戦
す

る
。
①
公
式
定
義
は
、
家
族
資
産

の
価
値
を
局
外
視
す
る
。
自
ら
無
抵

当

の
家
屋
、
家
具
、
自
動
車
な
ど
を
所
有
す
る

人

々

(通
常
、
老
齢
者

)
は
、
現
在
、
貧
困
水
準

以
下

の
収
入
し
か
得

て
い
な
い
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
、
彼
ら
け
苦

難

の
状
況
に
あ
る
と
は

い
い
難

い
。
②
学
生

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
公
式

に
は
貧
困
と

認
定
さ
れ
て
い
る

に
せ
よ
、
自
ら
を
貧
困
者

と

は
看
倣

さ
な
い
多
く

の
人

々
や
家
族
が
存

在
す
る
。
③
貧
困

で
あ

る
と
否
と
を
問
わ
ず
、

多
く

の
人

々
は
、
自
己

の
収

入
を
、
現
実

の
価
額
よ
り
も
低
く
申
告
す
る
。

こ
の
こ
と
が
、
貧
困
者
数

の
過
大
見
積

り
を
招
致
す

る
。

④

さ
ら

に
重
要

な
こ
と
は
、

公
式
定
義
は
、

政

府
が
貧

困
者

に
付
与
す

る

《
現
物
給
付
》

(.げ

-謀
巳

冨
コ①
津
。。.、)
を
除
外

し
て
い
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
も
し

こ
れ
ら
の

《
現
物
給

付
》
が
現
金
収

入
と
し
て
計
算
さ
れ
る
な
ら
ば
、
貧
困
者
数

は
、
公
式
統
計

に
記
載

さ
れ

る
数
値

の
二
分
の

一
に
す
ぎ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
い
う

《
現
物
給
付
》

に
は
、

食
料
割
引
券
、
無
償

の
国
民
医
療
保
障
制
度

、

公
営
住
宅
、
学
校
給
食
、

な
ど
が
、
含
ま

れ
る
。
以
上

で
あ

る
。

な
お
、
社
会
保
障
庁
自
身
も
、
も

し
政
府

に

よ

っ
て
貧
困
者

に
供
与

さ
れ
る

《
現
物
給
付
》

の
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
貧
困
層

の
比
率

は
、
僅

か
九
%

に
な
る
で
あ
ろ
う
と
、

よ
い
。
《純
貧
困
》
と
は
、

政
府
供
与

の

《現
物

給
付
》

を
、
公
式
定
義

に
合
致
す
る

余
公
式
貧
困
》

(、.o
融
。
巨

陪
く
碧
蔓
、、)、

表16SSApovertyline以 下 の

人 口比:1960-1983

%Year

zz.z

17.3

12.8

12.0

21.6

11.6

11.6

13.0

15.1

15.3

19fiO

1965

1968

1972

1973

1974

1977

"1

1982

1983

Source;U.S.Bureauofthe

Census.,CurrentPopulation

Reports,SeriesP-60,Various

yearsthrough1984.

 

が
、
す

べ
て
、
現
金
収
入
と
し

て
計
算

さ
れ
る
な
ら
ば
、

一
九

八
四
年

推
定
し

て
い
る
。

こ
の
数
値

は
、
《純
貧
困
》

(..器
酔
唱
く
。量

、、)
率
と
、
考
え
ら
れ
て

を
す
べ
て
現
金
収

入
と
し
て
計
算
し
た
後
も

な
お
、

貧
困
の
域
に
停
滞

し
て

い
る
人

々
を
指
す
。
《
純
貧
困
》

《
潜
在
貧
困
》
(.、巨
Φ
三

嵩

く
①
量

、、)
と
と
も

に
、
図
示
す
れ
ば
、
図
3
の
よ
う
に
な
る
。

(↓

即

O
畷
ρ

。
マ

。曲けこ

㍗
一
一N
・)
《
潜
在
貧
困
》
と

は
、
連
邦
政
府

の
社
会
諸
施
策
に
よ

っ
て
給
付
さ
れ

る
援
助
が

な
か

っ
た
な
ら
ば
、
貧

困
状
態

に
陥

い
る
人

々
を
い
う
。

一
九
八
四
年

の
時
点

で
、
彼
ら
は
全
人

口
の
約

四
%

に
当
る
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。

(塗

F
'
雫
=
P
)

社
会
保
障
庁
が
公
式
に
規
定
す
る

《
貧

困
線

》
を

錺
〉

宕
〈
①
「蔓

一言
Φ
と
称
す
る
な
ら
ば
、

一
九
六
〇
年
か
ら

一
九
八
三
年

に
至
る
期
間

に
お
け
る

ω
〉
ω
B
〈。
H蔓

一言
Φ
以
下
に
あ

る
人

々
の
比
率
は
、
表

16
の
よ

う
に
な

る
。
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黒
人
の
窮
乏
状
態
は
、
相
補
関
係
に
あ
る
二
要
因
の
複
合
結
果
で
あ
る
。
簾

一
は
、
黒
人
が
相
当
程
度
と
認
め
ら
れ
る
財
産
を
所
有
し
て
い
な
い
と
い
う
要
因
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
黒
人
が
、
資
本
主
義
制
に
お
い
て
財
産
に
自
然
に
生
じ
て
く
る
金
銭
上
の
諸
利
益
、
從

っ
て
、
他
人
の
労
働
に
依
存
す
る
能
力
、
生
産
を
指
揮
す
る

権
能
、
景
気
循
環

の
変
動
に
耐
え
得
る
能
力
、
な
ど
を
、
悉
く
剥
離
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
爽
を
示
す
。
第
二
は
、
黒
人
の
生
活
資
料
が
労
賃
な
い
し
給
与
に
ほ
ぼ
全

面
的
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
要
因
で
あ
る
。
黒
人
人

口
の
な
か
ら
、
失
業
者
と
社
会
福
祉
も
し
く
は
社
会
保
障
の
受
給
者
を
除
外
す
る
な
ら
ば
、
黒
人
家
族
全
体
の

九
六
%
以
上
は
、
全
面
的
に
、
生
活
資
料
を
、
労
賃
な
い
し
給
与
に
仰
い
で
い
る
。
彼
ら
の
生
活
は
、
労
働
力
市
場
に
お
い
て
、
自
己
の
労
働
力
を
売
却
す
る
彼
ら
自

身
の
能
力
に
、
懸

っ
て
い
る
。
全
国
平
均
以
下
に
と
ど
ま
る
教
育
水
準
及
び
熟
練
水
準
、
恒
常
的
な
就
職
上
の
差
別
、
失
業
者
な
ら
び
に
低
賃
金
労
働
者
の
巨
大
な

一

群
と
未
熟
練

・
半
熟
練
の
職
種
を
争
奪
し
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
苛
酷
な
競
争
状
態
、
こ
う
し
た
悲
惨
な
諸
条
件

の
重
畳
の
下
に
た
つ
彼
ら
が
、
自
己
の
労
働
力
を
、
自

ら
が
満
足
し
得
る
価
額
で
売
却
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。

こ
れ
故
、
黒
人
労
働
力
は
、
財
産
所
有
者
が
高
価
格
で
買
入
れ
る
必
要
の
な
い
商
品

の
域
を
未
だ
離
脱
し
て
い
な
い
。
黒
人
察
族
は
、
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
安
価
な
商
品
で
あ
る
こ
と
の
不
幸
な
宿
命
を
背
負

っ
て
い
る
。
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表18大 統領 に対す る投票,1952-19801投 票 集積 の五方法
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窄
o。
⊆n
'

選
挙
人
団
体
制

に
つ
い
て
は
、
様

々
な
角
度

か
ら
、
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
批
判

は
、
次

の
三
老

に
要
約
さ
れ
る
。
(霊
鴨

⇔
民

頴

9

6β

。
叩

9
『
.

噂
宰
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・
ω
.ρ
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旨
2

⇔
r

o
,

葺

二

℃
Ψ
竃
ω∴
偽
ド
)

①
大
統
領
選
挙

の
勝
考

の
人
民
投
票
獲
得
数

と
大
統
領
選
挙
人
獲
得
数

と

の
間

に
、

正
確
な
対
応
関
係
は
存
在
し
て
い
な
い
。
②

《
単
位
選
出
制
原
理
》

に
基
因
す

る
選
挙
民
多
数

の
支
持

の
拡
大
現
象

で
あ
る

ζ
畏

箒
毛

亀
8
齢
(《
黒
昏
O毛

一ω
"
這

に
よ
る

)

が
認
め
ら
れ
る
。
③

《
不
実

な
大
統
領
選
挙
人
》
が
出
現

し
彼
ら
の
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忠
誠

心
を

《
せ
り
売
り
》
(鍵
。鈴凶o
昌
)
す
る
可
能
性
が
存
在
す

る
。

こ
う
し
た
欠
陥
を
は
ら
む
と
さ
れ
る
選
挙
人
団
体
制

の
代
案

と
し
て
、
通
常
、

次

の
四
者
が

指
摘

さ
れ
て
い
る
。
(
『

評
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僧炉

o
マ
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『

O
Ψ
ミ
望
一『
9

『
≦
・

内
8
乱
αq
、
oや

6
凶f

毛
・8
ー
鵠
.)

①
人
民
に
よ
る
直
接
選
挙
案

(山
搾
2
酔
9
霞

一8

唱
冨
コ
)。
②
各
州

に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ

の
大
統

領
候
補
の
人
民
投
票
獲
得
数

に
比
例
し
て
当
該
州

の
大
統
領
選
挙
人

を

そ
れ
ぞ
れ

の
大
統
領
候
補

に
配
分
す

る
比
例

配
分
案

(箕
。唱
吋齢闇。
邑

旨

コ
)。

③
単

一
人
選

挙
区
案

(。・
3
αq
す
日
①ヨ
滞
凶
臨
蜂
H剛彗

噂討
昌
)。
各
州
に
割
り
当

て
ら
れ

た
大
統
領
選
挙
人

は
、
ま
ず
、
州
立
法
部

に
よ

っ
て
、
当
該
州

の
下
院
議
員
数

に
等
し

い
数

の
単

一
人
選
挙
区

に
、
配
分
さ
れ
る
。
各
選
挙
区

の
投
票
者

は
、

一
名
の

大
統
領
選
挙
人

を
選
出
す

る
。
次

い
で
、
当
該
州
選
出

の
上
院
議
員
数

に

一
致
す
る
二
名

の
大

統
領
選
挙
人

は
、

州
全
体

の
投
票
者
か
ら
選
出
さ
れ
る
。
④
全
国
ボ

!

ナ
ス
案

(膏
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醤
一
ぎ
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。。
豆
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)。
選
挙
人
団
体
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に
お
け
る
現
存

の
大
統
領
選
挙
人
票
五
三
八
票
は
、

こ
の
案

の
下

で
も
、
存
続
す
る
。
人
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け
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勝
者

に
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〇
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ア
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の

《
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o
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付
与

さ
れ
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。
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方
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九
五

二
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九
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〇
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に
至
る
ま
で
の
各
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領
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数
を
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す
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な
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ば
、
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な
る
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九

七

二

年

の

時

点

に

お

け

る

ド

ル

価

値

に
基

づ

く

計

算

に

よ

る

。
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ω
b

・

霊

洋
o
窃
o
譜

o
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鎖
r

o
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6
幽r

雫

一
〇
9
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鵬
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ξ
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巳

N
①
牌σq
8
が

o
㍗

6
繭仲
こ

Ψ
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一
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・

(
……
)

子
幽畠
二

Ψ
ho
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(
瑠
)

≦
「・O
・
田

ヨ
冨
β

8
・
鼠
曽ニ

サ
Qゆ
ω
ω・

レ
ー
ガ

ン
候
補
は
、
続
け

て
、
次

の
よ
う

に
問

い
か
け
て
い
る
。
(
圃玄
鮮
、
マ
。。ω
ω
.)

「
四
年
前

に
較

べ
、
あ

な
た
方

は
、
小
売
店

に
行

き
物

を
買

い
易
く

な

っ
た
で
あ
ろ
う

か
。

…

…
こ

の
国

の
失
業

は
、

四
年
前

よ
り
も
、

増
加

し
た
で
あ
ろ
う
か
、

そ
れ
と
も
、
減
少

し
た
で
あ
ろ
う
か
。

ア
メ
リ

ヵ
は
、
過
去
と
同
様
、
世
界
を
通

じ
て
、

い
ま
も

な
お
、
尊
敬
を
受
け
て

い
る
で
あ
ろ
う
か
。
我
が
国

の
防
衛

は
万
全

で
あ
り
、
我

々
は
、

四
年
前
と
同
様
、
強
大

で
あ

る
と
、
あ
な
た
方
は
、
果

た
し
て
、
感
ず
る
で
あ
ろ
う

か
」
。
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相(コ
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(
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噛
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象
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匡

ヌ

℃
§
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Φ
唄
蕾
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量

国
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遥
.
ぎ
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罫

℃
昌

賃

。齢
多

(露

)噛
審

寒

ミ

§

ミ

㎏塗
軋
丸

§

噂
や
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一.
厚

霊

乱

浴

脚。q
ぎ

β

鼻

"
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一誤
晦

(
041
)

↓
.即

導
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β

鼻

こ

㍗
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(
141
)

こ
れ
は
、
次

の
理
由

に
よ
る
。
(写
簿

讐
や
ワ
慰
O
l
一爵
.)

大
部
分
の
州

に
お
い
て
、

生
活
保
護

の
受
給

者
が
、
常
勤
職

に
就

い
た
な
ら
ば
、

生
活
保
護

小
切

手

(恥
圏
繭卑
国翻
66
6げ
〔嵩
犀
)
の
給
付

は
、
停
止

さ
れ
る
か
、
あ

る
い

は
、
減
ぜ
ら
れ
る
。
も
し
そ

の
受
給
者
が
そ

の
後

一
時

解
雇

さ
れ
た
な
ら
ば
、
社
会
福
祉
受
給
春

名
簿

(調
鮎
萄
話

三

一)

に
再
び
登
録
さ
れ
る
の
に
、

か
な
り
の
時
間

が
費

や
さ
れ
る
。
換
言
す
る

な
ら
ば
、
雇
傭

は
不
安
定

で
あ
る
が
、
生
活
保
護

は
、
確
実

に
給
付

さ
れ
る
。

さ
ら

に
重
要

な
こ
と
は
、
大
部
分

の
受

給
者
が
就
き
得
る

職
種
が
低
賃
金

だ
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。
そ

の
額
が
、
生
活
保
護

の
給
付
額
を
越
え
る

こ
と
は
、

ま
ず
、
あ
り
得

な

い
。
交
通
費
、
育
児
費
、
そ

の
他
の
労
働

に
伴
う

経
費

を
考
慮
す

る
と
き
、
と
く

に
、

こ
の
こ
と
が
、

い
え
る
。

こ
う
し
た
事
実

の
す
ぺ
て
が
、
彼

ら

に
、
求
職

を
思

い
と
ど
ま
ら

せ
る
。
社
会
福
祉
依
存

の
状
態
と
労

働
意
欲
の
挫
折
は
、
別
個
独
立
の
生
活
保
護
な
ら
び
に
社
会
用
役

(唱
げ
ぽ

鴇
三

8
)
の
諸
施
策
の
総
合
的
な

《
累
積
効
果
》
(.、旭
冨

目
強
謂

①穿

艸.、)
に
よ
っ
て
、

拡
大
さ
れ
る
。
社
会
福
祉
受
給
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
家
族
は
、
食
料
割
引
券
制
度

の
恩
恵
に
与
り
、
国
民
医
療
保
障
制
度

(竃
巴
冨

凹脳
)
を
通
し
て
健
康
管
理

を
受
け
、
無
料
も
し
く
は
低
廉
な
家
賃
に
よ

っ
て
公
営
住
宅
に
入
居
し
、
公
立
学
校
に
お
け
る
給
食
を
無
料
化
さ
れ
、
そ
の
他
、
個
人
負
担
零
も
し
く
は
ほ
と
ん
ど
零

に
よ

っ
て
様

々
な
社
会
福
祉

.
教
育
上
の
諸
給
付
を
受
領
す
る
資
格
を
有
し
て
い
る
。
貧
困
層
に
与
え
ら
れ
る
こ
う
し
た
給
付
や
用
役
は
、
も
と
よ
り
、
収
入
と
は
看

散
さ
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
彼
ら
以
外
の
人

々
は
、
同
種
の
用
役
を
受
け
る
場
合
、
こ
れ
に
対
す
る
自
己
の
収
入
の
な
か
か
ら
、
対
価
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も

し
社
会
福
祉
受
給
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
家
族
の
世
帯
主
が
就
職
し
た
な
ら
ば
、
生
活
保
護
を
失
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
食
料
割
引
券
の
恩
恵
、
国
民
医
療
保
障

制
度
に
よ
る
健
康
管
理
、
公
営
住
宅
へ
の
入
屠
、
そ
の
他
、
多
く
の
祉
会
用
役
の
受
給
資
格
を
、
喪
失
す
る
こ
と
に
な
る
、
様

々
な
研
究
が
報
告
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

よ
れ
ば
、
生
活
保
護

.
食
料
割
引
券

・
学
校
給
食

・
国
民
医
療
保
障
制
度

の
基
本
的
な
社
会
福
祉
給
付
四
巻
を
受
領
し
て
い
る
家
族
と
同

一
の
生
活
水
準
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
都
市
に
お
け
る
象
族
は
、
年
収
二
万
ド
ル
以
上
を
、
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
社
会
福
祉
受
給
者
名
簿
か
ら
の
当
該
受
給

者

の
抹
消
を
可
能
に
す
る
の
は
、
嵩
給
な
職
種
の
幽
現
の
み
で
あ
る
。

(
24ー
)

社
会
福
祉
給
付
に
対
す
る
不
正
請
求
は
、
連
邦

・
州
両
政
府
に
お
け
る
行
政
官
に
と

っ
て
、
憂
慮
に
耐
え
な
い
問
題

で
あ
る
。

か
つ
て
、
行
政
管
理
予
算
局

(臣
。
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O
由
8

9

嵐
碧
お
Φ謹
①
黒

。。巳

ζd
民
鴨
仲)
が
引

用

し
た
標
本
調
査

の
示
す
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば

(
寒

僑
馳
ミ
爵

ミ

ミ

ミ
偽
q
著
蟄
ミ

⑦
、ミ
恥句
O
も
竃
ミ
ミ
軸
ミ
葡
Nミ
斜

這
設
"

唱
7
鵠
。。
山
b。
頸
)
、
扶
養
児
童
世
帯
補
助
施
策

(
≧
α
δ

頴
ヨ
…
霧

鼠

夢

U
Φ
需
巳
①
三

〇
臣

黛
窪

℃
δ
σ蔓
冨
ヨ
)

(〉
国
)O

唱
。σq
罠
ヨ
)

の
下

に
お

け
る

社
会
福
祉
給
付
請

求
全
体

の
四
〇

%
が
、
不
正
確

で
あ

っ
た
。
ま

た
、

A
F
D
C
受
給
者

の
凡
そ

一
〇

%
は
、

い
か

な
る
意
味

に
お
い
て
も
受
給
資
格
を
欠
き
、
二
三
%

は
、
正
当

に
受

く
べ
き
給
付
額

を
越
え
る
額
を
受

け
て
お
り
、

八
%

は
、

正
当

に
受
く
べ
き
給
付
額
以
下

の
額

を
受
領
し
て
い
た
。
食
料
割
引
券
制
度

に
お

い
て
も
、

ほ
ぼ

こ
れ
と
同

様

の
結
果
が
、
経
験
的

に
得
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら

に
、
国
民
医
療
保
障
制
度

の
下

に
お
け
る
支
払

額
の
約

一
〇
%

は
、
不
正

に
よ
る
も

の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
う

し
た
不
正
支
給
額

の
受
領
者

は
、
貧

困
層

の
患
者

に
現
実

に
行

な
わ
れ
な
か

っ
た
治
療
行
為

に
対

す
る
支
払

を
国
民
医
療
保
障
制
度

に
請

求
し
た
、
非
倫
理
的

な
医
師
、

患
者
、
そ
れ
に
、
研
究
所

で
あ

る
。
(日
.菊
電
O
矯
P

。や

身

:

㍗
竃
O.)

(
341
)

一
九
八

一
年

に
、

レ
ー
ガ

ソ
政
権

は
、

公
式

に
は
、

経
済
復
興
施
策

(零
。
ぴq
冨
ヨ

{。「
守
自

o
巳
。
男
①8
く
①
蔓
)
と
称

せ
ら
れ
る

経
済
成
長

の
た
め
の
包
括
的
施
策

を

携

え

て

登

場

し

た

。

(
↓
.図
`
O
冤
ρ

o
Ψ

o
詳
二

〇
』
曾

.
O
由
8

0
{
昏

①

勺
村①
。。
冠
①
コ
r

冨

巳～
鳶

、
烏
ミ

甘

、

卑

0
ミ
q
ミ
尋

笥
偽
ら
も
q
僑
遷

鳩
き

守
、
§
N
遷

楓
Q◎
w
N
婚
偽
ト
)

こ

の

施

策

は
、
非

公
式

に

《
レ
ー
ガ

ノ
ミ

ッ
ク
ス
》
(
、勇
窃
σ・
・。
8
臼
冨

、、)
と
呼
ば
れ
、

そ
こ
に
は
、
供
給
側
重
視

の
経
済
学

(。。巷
覧
甲
。。冠
魚
①8
8
日
一。。・
)
の
濃
密

な
陰

影
が
、

確

か
な
形
で
認

め
ら
れ
る
。
《
レ
ー
ガ

ノ
ミ

ッ
ク
ス
》
は
、

過
去

に
お
け
る

ケ
イ

ソ
ズ

経
済
学

に
基
づ

く
諸
政
策

は
、

す
べ
て
失
敗
に
帰

し
た
と
す
る
信
念
を
核
と
し

て
凝
集
す
る
。
高
率
税

制
、

イ

ン
フ
レ
イ
シ

ョ
ソ
、
経
済
成
長

の
沈
滞
、

こ
れ
ら
す

べ
て
は
、
政
府

に
よ
る
有
効
需
要

の
増
大
策

の
結
果
と
し
て
成
立

し
た
現
象

で
あ

る
。

レ
ー
ガ

ソ
に
よ
る
な
ら
ば
、
イ

ソ
フ
レ
イ

シ
ョ
ン
、
失
業
、
低
生
産
性
、
低
投
資
、
な
ど

の
、

こ
の
国

に
お
け
る
経
済
的
諸
問
題

の
最
も
重
要
な
形
相
因

は
、
ほ

か
な
ら
ぬ
政
府
自
身

で
あ
る
。
高
率
税
制
、
財
政
投
融
資
、
社
会
経
済
規
制
、
通
貨

至
上
主
義
政

策
、
な
ど
を
推
進

し
た
連
邦
政
府
政
策

は
、
束

の
間
の
短
期

的
目
標

を
達
成
す
る
た

め
に
、
長
期
的
な
経
済
成

長
と
物
価

の
安
定
と
を
犠
牲

に
供

し
て
き
た

の
で
あ

る
。
失
業

の
減
少
を
図
る
政
府

の
努
力

は
、
単
に
、

イ
ソ
フ
レ
イ

シ
ョ

ン
を
煽

っ
た
だ
け
に
終

っ
た
。

こ
う
し
た
考
え
方
を
承
け
継
ぐ
経
済
復
興
施
策

の
地
底

に
、
次

の
四

つ
の
基
本
的
な
政
策
路
線

の
複
旋
律
を
聞
く

こ
と
が

で
き

る
。
①

連
邦
政
府
出
費

に
お
け
る
成

長
率
を
抑
制
す
る

た

め
の
予
算
改
革
。
②

三
年
間

に
わ
た
る
個
入
所

得

に
対
す
る
二
五
%

の
減
税
と
企
業
投
資
を
促
進
す
る
た
め
の
付
加

税

(自o儀
低
一仲一〇
旨
山
一
榊躰×
)
の
削
減
。
③
安
全
性
も

し
く
は
環
境
保
護

の
微
少

な
向
上

の
た
め
に
産

業

に
巨
額

の
資
金
を
負
担

せ
し
め
る
政
府
規
制

の
緩

和
。
④
連
邦
準
備
制

度
理
事

会

(時げ
Φ
}矧㊥飢
①同p①一
}四①の①「〈
①
一WO帥
コ」
)
の
協
力

の
下
に
達

成
さ
れ
る
ぺ
き
貨
幣
供
給

量
の
緩

慢

な
増
加
。

こ
う
し
た
基
本
的
な
政
策
路
線

の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、

人

々
に
、
労
働

・
貯
蓄

・
投
資
を
促
す
た
め
の
刺
激
を
付
与
す
る
こ
と
に
あ

る
。
理
論

の
上

で
は
、

こ
れ
ら
の
政
策
路
線

の
実
施
を
通

し
て
、
人

々
は
自
己
の
収
入
の

よ
り
多
く

の
部
分
を
手
元

に
保
持
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、
経
済

は
、
急
速

に
成
長
す
る

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

イ
ン
フ
レ
イ

シ
ョ
ン
は
、
よ
り
多
く
の
財
貨

の

生
産

に
よ

っ
て
制
御
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら

に
、

人

々
の
勤
労
意
欲

は
高

ま
り
、

新

た
な
工

場
施
設
が
建
設
さ
れ
、

新
た
な
職
が
生
み
だ
さ
れ
て
ゆ
く

こ
と
に
な

る
。

な
お
、
供
給
側
重
視

の
経
済
学

の
核
心
を
射
当
て
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
高
率

の
税
制

と
異
常
規
模

の
政
府
職
能

の
肥
大
と
は
、
両

々
相
侯

っ
て
、
生
産
量
と
生

産

性

と

を

と

も

に

減

退

せ

し

め

る

と

い
う

信

条

で
あ

る

。
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連
邦
予
算
支
出
額

に
お
け
る
社
会
福
祉
関
係

費

(社
会
保
険
、
生
活
保
護
、
健
康

・
医
療
、

退

役
軍
人
、

教
育
、
住
宅
、

そ

の
他
の
福
祉

に
関
す
る
経
費
の
総
和
)

の
年
平
均
増
加
率

(前
年
比
)
(
一
九
七
七
年
-

一
九
八
四
年
)
を
示
す
な
ら
ば
、

次

の
よ
う
に
な
る
。

(拙
著

『
現
代
行
政
学
』

(第

一
部
)
二
八
八
頁
ー
二
九
〇
頁

参
照
。
⑦
ミ

嚢
苛
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婁

§
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ミ

ミ
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七
年
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三
億

七

一
〇
〇
万
ド

ル

・
前
年
比

一
〇

・
八
%
増
、

一
九
七
八
年
二
三
九

七
億
五
三
〇
〇
万
ド

ル

.
前
年
比
九

.
八
%
増
、

一
九
七
九
年
二
六

三
〇
憶
三
七
〇
〇
万
ド

ル

・
前
年
比
九

・
七
%
増
、

一
九
八
〇
年
三
〇

二
六
億

=

ハ
○
○

万
ド

ル

・
前
年
比

一
五

.
○
%
増
、

一
九
八

一
年

三
四
四

一
億
八
〇
〇
万
ド

ル

・
前
年
比

一
三

・
七
%
増
、

一
九
八
二
年
三

六
七
六
億

九
九
〇
〇
万
ド

ル

・
前
年
比

六

・
七
%
増
、

一
九
八
三
年
三
九
八
七
億
九
二
〇
〇

万
ド

ル

.
前
年
比
八

.
五

%
増
、

一
九
八
四
年
四

一
九
二
億
六
四
〇
〇
万

ド

ル

(暇
塾

)
前
年
比
五

.
一
%
増
以

上
で
あ
る
。
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包
括
的
補
助
金
と
は
、
特
定

日
的

の
み
に
使
途
が
限
定

さ
れ
る
範
疇
的
補
助
金

(婁

紹
9

B
一
αq冨
三
む。)
と
異

な
り
、

様

々
な
目
的

の
た
め
に
使
用
さ
れ
、
ま
た
、

そ

の
対
象

と
な
る
施
策

の
執
行
方
法

に
関
し
て
連
邦
政
府

に
よ
る
誘
導
指
標

の
提
示
が
絶
無

も
同

然
の
補
助
金
を
い
う
。
包
括
的
補
助
金
は
、
数
個
の
範
疇
的
補
助
金

の
統
合
を
通

し
て
形
成

さ
れ
る
。
そ
の
特
微
は
、

こ
う
し
た
統
合

に
よ
る
連
邦
政
府
出
費

の
節
減

と
そ

の
使
途
に
関
す
る
受
給
者

へ
の
大
幅

な
裁
量
権

の
移
譲

の
二
者

で
あ
る
。

ア
リ
ゾ

ナ
州
知
事

B

・
バ
ピ

ッ
ト

(
HW『麟O①
圏
げ
げ
凶陣)
が
述
べ
た

「
包
括
的
補
助
金
は
、
州
知
事

に

《兇

報
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(
.ぽ

ユ
聞
。毛
。・、、)
を
手
渡
す
代
理
を
命
じ
な
が

ら
連
邦
政
府
予
算
を
削
減

し
て
ゆ
く

た
め
の
今

日
に
お
け
る

一
種

の
戦
略
的
予
算

で
あ
る
」
と
い
う
言
葉

は
、
蓋

し
至
当
で
あ
ろ
う
。
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大統領の社会的背景

Class

and
コ

occupation

President
Year
became

president

Upperclass

Prosperousfarmers

andplanters

Professionals

Ministers

Other

Prosperousbusinessmen

Civilservants

Washington

Adams,J.

Je任erson

Madison

Monroe

Adams,J.Q.

Harrison,W.H.

Tyler

Arthur(Episcopalian)

Cleveland{Presbyterian}

Wilson(Presbyterian)

Pierce(general)

Harrison,B.(lieutenantcolonel)

Taft(lawyer)

Harding{physician)

Roosevelt,T.

Roosevelt,F.

Kennedy

Taylor(collectorofinternalrevenue)

X789

1797

1801

1809

1817

1825

1841

1841

..

18851893

1913

1853
..,

1909

1921

1901

1933

1961

・,s

(110) lYO



衰30父 の職業別による

Cbss

and
　

occupation

President
Year
became

president

Middleclass

Smallbusinessmen VanBuren(tavernowner)

Coolidge(storekeeper}

Fvrd(owneroflumberandpaintbusiness}

1837

1923

1974

Smalllandowners

Tradesmen

Truman

Johnson.L.
Carter

Polk(surveyor)

Grantttanner}

McKinley(ironmonger)

1945

1963

1977

1845

:・'

1897

Workingclass

DirtFanners Jackson

Fiilmvre

Buchanan

Hayes

Lincoln

2829

1850

1857

1877

1861

Other Johnsa叫A.(janitor・po貢er)

Garfield(canalworker)

Hoover(blacksmith)

Eisenhower(me:panic}

Nixonstreetcarconductor}

Reagan{shoesalesman)

1865
..

1529

1953

1969

1981

111 (111)
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